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本書は、財団法人北海道埋蔵文化財センターが、平成9年度に実施した北海道横断自動車道

（千歳～夕張）建設用地内における埋蔵文化財包蔵地の発掘調査報告である。

本書の執筆は皆川洋一、笠原興、編集は皆川洋一が行った。

整理作業の担当者は下記のとおりである。

遺構皆川洋一、笠原興

遣構遣物皆川洋一

包含層土器一皆川洋一

包含層石器一笠原興

包含層石・土製品皆川洋一

写真一皆川洋一、笠原興

文責者は文末に記した。

各種分析等は下記に依頼した。

EPMA分析㈱ジオサイエンス社（次年度以降掲載予定）

黒曜石原産地同定京都大学原子炉実験所彙科哲夫

水和層測定京都大学原子炉実験所彙科哲夫

'4C年代測定㈱地球科学研究所

炭化種子同定札幌国際大学吉崎昌一

調査にあたっては、下記の諸機関、各氏から指導・助言をいただいた。 （順不同・敬称略）

千歳市教育委員会高橋理

京都大学原子炉実験所藁科哲男

北海道大学椿坂恭代

札幌国際大学吉崎昌一

北海道開拓記念館山田悟郎

仙台市教育委員会斎野裕彦
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記号等の説明

遺構とそれに関わる遺物の表記には以下に示す記号を用いた。

H:住居跡HP:住居跡に伴うピット HF:住居跡に伴う焼土もしくは炉P:土曠S

P:土壌に伴うピット F:焼土C:炭化物集中 S :集石なおTa-c火山灰より上位の

遺構はU、Ta cより下位の遺構にはLの文字を遺構記号に冠して遺構の形成された層位を区別

した。

遺構図中の細数字は標高（単位m)である。

平面図の方位記号は真北を示す。遺構や遺物出土状況の平面図は調査方格（グリッド） を縦横の

基準としてA(英字） ラインが図の天、 1 (数字） ラインが図の左に来るように作成した。

平面図中の十は調査方格（グリッド）の交点を示す。交点の傍らに記した記号(X-73、Y-75-

a、 Z-71 b 4など）はその交点の右下に位置する区画の名称に一致している。

図の縮尺は概ね次のように統一し、 またスケールバーを添えて縮尺を明らかにしてある。

土居断面図・遺構図:40分の1 遺物出土状況詳細図:20分の1または40分の1 土器実測図・

拓影： 3分の1 剥片石器類・石斧・土製品・石製品実測図： 2分の1 石斧を除く礫石器類実

測図： 3．分の1または4分の1 復元土器写真： 3分の1 拓影土器写真： 2分の1 剥片石器

類・石斧・土製品・石製品写真： 5分の3 石斧を除く礫石器類写真： 2分の1または3分の1

スケール付加のものはそれを参照。

遺構図・遺物出土状況図では次のような記号によって説明を行った。

F:焼土C:炭化物P:土器S :剥片石器・礫石器・礫・礫片

なお、遺物の出土状況図については必要に応じて図中に凡例を加えている。

文中での遺構の規模は「確認面での長軸長×短軸長／床（底）面での長軸長×短軸長／確認面か

らの最大深」の要領で記した。一部壊されているものは現存長を（ ）で示し、不明の場合は－

の記号で示した。

土層の色調は『新版標準土色帳（1997年版)』 （小山・竹原1967） に従って記載した。

土層の記述には下記の記号、略称を用いた場合がある。

樽前a降下軽石堆積物:Ta-a､白頭山苫小牧火山灰:B-Tm､樽前c降下火砕堆積物:Ta-

c、樽前d2降下スコリア:Ta-d2、恵庭a降下軽石堆積物:En-a、恵庭a降下軽石堆積物起源

のローム層:En-L、恵庭a降下軽石堆積物のうち未風化の軽石礫:En-P

遺構覆土等における土壌・堆積物の混在状態を下記のように表現した場合がある。

A+B:AとBがほぼ等量に混じる。

A>B:AにBが少量混じる。

A>B:AにBが微量混じる。

土器の大きさは最大口径、最大底径、最大器高、石器・土製品・石製品等の大きさは最大長、最

大幅、最大厚の順で記した。破損しているものについてはその数値を（ ）で括ってある。

遺構遺物図の掲載番号右に付される記号「●」は床出土のものに付したものである。その下位に

は複数の遺構との間で接合関係を持つものについて遺構番号を（ ）で括り記入してある。

遺構遺物出土状況図で横からの見通し図に関しては平面に対してLHが1 : 4、 LPが1 : 2の

割合で拡大して示した。
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I 調査の概要

I 調査の概要

1．調査要項

事業名：北海道横断自動車道（千歳～夕張）埋蔵文化財発掘調査

委託者：日本道路公団北海道支社

受託者：財団法人北海道埋蔵文化財センター

調査期間：平成9年4月1日～平成10年3月31日

遺跡名：キウス7遺跡

登載番号:A-03-265

所在地：千歳市中央852-75ほか

調査面積： 3,316㎡

発掘期間：平成9年4月1日～平成9年10月31B

2．調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター 理事長 伊藤一夫

専務理事 佐藤哲人

常務理事 柴田忠昭

第2調査部長 鬼柳 彰

第2調査部第4調査課長 熊谷仁志（発掘担当者）

主 任 皆川洋一（発掘担当者）

主 任 鎌田 望

主 任 笠原 興

文化財保護主事 柳瀬由佳

3．調査に至る経緯と経過

北海道横断自動車道（千歳～夕張）建設工事予定地内にあって、工事計画の変更が不可能であるこ

とから、記録保存のための発掘調査を必要とする埋蔵文化財包蔵地は、千歳市に10カ所、恵庭市と由

仁町にそれぞれ2カ所、夕張市に3カ所の計17遺跡が確認されている。発掘調査は工事の優先順位に

従って、平成5年度から実施に移されている。

北海道教育委員会の指示により、昨年度迄に当センターが調査したキウス7遺跡の面積は平成5年

平成6年に1,600m2、平成7年に9,570㎡、平成8年に1,720㎡である。本年度はパーキン

設予定地の南側台地上2,900㎡に拡張部の416㎡を加えた3,316m@を対象に調査報告を行う。

（皆川洋一）

に5,613㎡、

グエリア建

4．調査の成果（表1－1～3）

調査の結果、旧石器時代、縄文時代早・中～晩期、続縄文時代の遺構･遣物が多数見つかっている。

主体となるのは縄文時代早期後半（コッタロ式期）のもので、 これらは当時、営まれていた集落の

所産と考え られる。加速器使用の炭素年代測定ではB.P.6,900年代前半の値が出ている(VI章1節)。

他には旧石器のブロックが一カ所、縄文中期後半の焼失家屋、後期前半の竪穴住居跡などが見つかつ ’



図1－1 遺跡の位置

(これらの地図は、上段が国土地理院の発行した5万分の1地形図「恵庭」 ・「追分｣、下段が北海道仮製五万分一図「長都」

(明治29年発行）を使用したものである｡）2



I 調査の概要

ている。旧石器の年代は､黒曜石の水和層厚から換算した推定で､細石刃が9,000年代～13,000年代で、

ピークは9,000年代と12,000年代である。また、細石刃核は11,000～12,000年代の値が出ている。原産

地は細石刃が十勝、細石刃核が十勝と赤井川である （Ⅵ章2節)。以下、遺構･遺物の出土傾向は、表

1－1～3に示した通りである。本報告において、検出された各遺構は作られた層位にしたがって、

Ta-c(Ⅳ層）の上位（Ⅲ層） と下位(v～Ⅵ層） とに分けて報告を行う。遺物は分類毎に報告を行う。

（皆川）

表I－l 層位別遺構数一覧

住居跡(H) 土塘(P) 焼土(F) 炭化物集中(C) 礫集中(S) 合計

Ta c上位(U) UP 60～62 UF－76～78

数量 (） 〕 ３ { ） I ’ b

ra-c下位(L) LH－28～43 LP-78～l()7 LF－253～286 LC l～8 LS－］
二

数量 16 30 }4 １ 89パ

薪と
に 16 )3

､辱

〕／ 8 ］ 95

表1－2 遣構出土遺物数一覧

遺構 縄文早期土器縄文前期土器縄文中期土器縄文後期土器縄文晩期土器続縄文土器 旧石器 時期不明土器 計
UP

UF 1 1

小計 1 0 0 0 () 0 0 0 1

LH 1,378 133 1,125 10 2 2,648
LP 1,629 1 661 2 2,293
LF 10 18 28
LC

LS

小計 3,018 0 134 1,804 () () 10 4 4,97(1
遺構 剥片石器 礫石器 剥片石屑等 石核類 礫・礫片等 石製品 土製品 自然遺物
UP 5 有 5
UF 5 5

小計 0 0 5 0 5 0 O 10

LH 116 118 1,986 3 418 2 12 有 2,655

LP 26 22 1,326 1 108 有 1,483

LF 3 1 8 203 有 215

LC 1 1 2 有 4

LS 4 897 有 901

小計 145 142 3,325 4 1,628 2 ］2 5,258
三十 10，238口~I

皿一昨

位

位

上

下

層

層

Ｃ

Ｃ

ａ

ａ

Ｔ

Ｔ

Ta-cE_t付

Ta c層下位

表1－3 包含層出土遺物数一覧

層位

IⅡ層

Ⅳ層

v層

Ⅵ層

Ⅶ層

Ⅸ層

層不明

攪乱

排土

居不明

小計

遺構

II1層

Ⅳ層

V層

Ⅵ層

Ⅶ層

Ⅸ層

表採

撹乱

層不明

小計

縄文早期土器 縄文前期土器 縄文中期土器

71 5

、

縄文後期土器
79

45

］ ， ()35

72

1

縄文晩期土器

29

3

21

続縄文土器 旧石器 ｜時期不明土器
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5．立地と環境（図1－1～3）

北海道の西部およそ東経141｡から142｡の間には石狩湾から勇払平野に至る札幌一苫小牧低地帯が広

がり、島の主部と南西部の境界をなしている。 この低地帯は支笏火山の形成した火砕岩台地によって

千歳市南部を分水嶺に日本海側と太平洋側とに分かたれているが、 日本海斜面のうち特に扇状地の発

達しないその南東部では分水嶺近くまで低平で、千歳川から東方にはかって広大な湿地帯が形成され

ていた。戦後干拓事業が本格化するまでは千歳川に接して長都沼、その東に馬追沼が連なり、東方に

連なる馬追丘陵の麓近くまで湛水地帯が広がっていた。キウス川は丘陵の西斜面からこの湿原へ注ぐ

小河川の一つで、丘陵の前縁から谷筋に沿って、上流近くまで遺跡の分布が確認されている。 （図1－

1)｡今回の調査地点はキウス川の谷を約1.5km東方へ入った右岸にあって､地籍は千歳市字中央852-75

ほかである。

「キウス」は現在の字中央付近に当たる旧字名である。明治29年の「北海道假製五万分一圖」には

現在のキウス川に｢キウシ」とあり （図1-1)、アイヌ語ki-uSh-i (茅-多く生える所）のカナ表記と

みられている。 この図ではキウシの川尻は丘陵の前縁を出た所で消えており、湿原の中に明瞭な流路

をなしていなかったらしい。近代以前においても、おそらく一時的な増水時を除いて千歳川方面から

舟によってキウス川を遡ることは不可能であったと思われる。假製五分一圖で「キウシ」の南隣に川

に「チプエ」とあるのは、あるいはchip-e(舟を-そこで） という言葉で始まる地名の下略形であって、

その後に例えばyanke-uSh-i (陸に揚げるのが常である一所）のような言葉が続いたのかもしれない。

キウス川とその北の無名川との間に広がる緩斜面には古くから国指定史跡キウス周堤墓群の存在が

知られており、横断自動車道の路線決定にともなって道教委と道路公団との間で協議がおこなわれた

経緯がある。結果的に自動車道は周堤墓群南のキウス川の谷筋を通過することとなり、平成5年度か

ら左岸のキウス7遺跡の発掘に着手する運びとなった。今回報告する範囲は自動車道のパーキングエ

リアエ事の用地にあたり、キウス川の浸食によって形成された右岸段丘面（標高約40～44m)の縄文

時代の包含層が調査の主な対象となった。 （皆川）

6．調査区の設定（図1-4)

平成5年度から始まったキウス7遺跡の調査は範囲の区画と平面位置の測量のために高速道路のセ

ンターラインを基準とする方格（グリッド）割りをおこなった。センター杭STA.143+O0から143+

40を通る直線を基線として4m間隔の方格を設定した。方格の区画線には建設予定の道路の下り車線

側から上り車線側へ向かってアルファベット、千歳市側から夕張市側へ向かってアラビア数字による

呼称を与え、STA.143+00を通る区画線をMラインおよび100ラインとした。

方格の交点に設置した杭には区画線名の組み合わせによって「M100」のように呼称し、 4m四方の

各グリッドにも下り車線側と千歳市側を画する区画線の名称よって杭と同様の呼称を与えた。従って

M100のグリッドの下り車線側・千歳市側の隅にある杭がM100杭と呼ばれることになる。さらに必要

に応じて各グリッドを2m四方のグリッドに区画し、反時計回りにa．b･c･dの呼称を与えた（図

1 4)。

今年度の調査は、過年度の方眼に相当するものから設定した。 この方眼の平面直角座標は、第XII

系で次の通りである。

M-45:X= 124739.028、Y= 42449.933 M-70:X= 124764.172、Y=-42353.197

R-45:X= 124758.269、Y= 42454.960 R 70 :X= 124783.514,Y=-42358.237

（皆川）4
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7． ｜日石器確認調査（図1－5、図版37）

キウス7遺跡ではキウス遺跡群の中でも最も標高の高い地形上に位置しており、En-a下位には水

性堆積物が存在する他のキウス遺跡と異なりキウス川の影響を受けていない支笏軽石流堆積物で大部

分が占められている。過年度に引き続き今年度も支笏軽石流堆積物を対象とした調査を図1－5で示

した範囲で実施した。

調査は図示した範囲のⅦ～Ⅷ層を重機で掘り下げ、その後支笏軽石流堆積物（Ⅸ層）の上面を人力

で調査している。地形の測量を終えた後、上面から約20clllの厚さの範囲で調査を行った。調査の結果、

僅かな小礫と炭化粒が検出されるに止まった。以下に、その成果を示す（図1-5)｡ (皆川）

85帥
ハ戸

CO 70
1

戸
○
『
Ｊ
１

釦55

-RR－

一二
7 ７お

41 ．350

５
１

７

WW‐
41.400

／
一 ／

ｒ
ｌ

／

－XX－

-B匙一

芝_一参
41 .450

4'592Y
41．550

／~、ー／

Y
－G2G2

／

Ⅱ
4 600

－ZI -L2 Z-
85

L2－ 1

75 釦釦 “ 7055

O 2q11

72

扇云
u

41 650

A

650

600

５７73 泡

41.100 41 ，200 41 300 41 400

■

71

A2-
4↑､500

､忘三マ

T
I

イ
Ｅ
』41.450 bb【41 .250 41 ．350

両

41 500 41 ．150

不

ノ墓

「匙
アブ
~J~f

B2- |
71 76

’

75

’

73

0 2 4m

図1－5 旧石器確認調査範囲

8



I 調査の概要

8．遺物の分類

(1) 土器

I群縄文時代早期に属するもの。

a類貝殻腹縁圧痕文、条痕文のある土器群。 （今回は出土していない）

b類縄文、撚糸文、絡条体圧痕文、組紐圧痕文、貼付文などの施される土器群。

b－1類東釧路II式、東釧路1I1式に相当するもの。

b－2類コッタロ式に相当するもの。

b－3類中茶路式に相当するもの。

b－4類東釧路Ⅳ式に相当するもの。

II群縄文時代前期に属するもの。

a類縄文の施された丸底、尖底を特色とする土器群。 （今回は出土していない）

a-1類綱文式土器に相当するものと､結束のない羽状縄文の施された丸底を特色とするの。

a－2類春日町式、中野式など、縄文の施された尖底を特色とするもの。

b類円筒土器下層式、植苗式に相当するもの（今回は出土していない)。

III群縄文時代中期に属するもの。

a類円筒土器上層式に相当するもの。

b類a類以外のもの。

b－1類天神山式に相当するもの。

b-2類柏木川式に相当するもの。

b－3類北筒式（トコロ6類)、 ノダップⅡ式、煉瓦台式に相当するもの。

Ⅳ群縄文時代後期に属するもの。

a類余市式、入江式に相当するもの。

b類船泊上層式、手稲式、ホッケマ澗式、エリモB式に相当するもの。

c類堂林式、三ツ谷式、御殿山式に相当するもの。

V群縄文時代晩期に属するもの。

a類大洞B式、上ノ国式に相当するもの。 （今回は出土していない）

b類大洞C&式、大洞C2式に相当するもの。 （今回は出土していない）

c類大洞A式、大洞A'式、タンネトウL式に相当するもの。

Ⅵ群続縄文時代に属するもの。

Ⅶ群擦文時代に属するもの。 （今回は出土していない）

(皆川）
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(2) 石器

分類については基本的に過年度のものを踏雲した。 I群からⅢ群までが剥片石器群、Ⅳ群からⅨ群
までを礫石器群とし、大部分の定型的な石器については記号を用いて分類した。 このほかにRフレイ

ク、Uフレイク、フレイク、矢柄研磨器、礫がある。尚、今回の調査では石鋸、石錘は出土していな

い。また旧石器時代の遺物には、細石刃、細石刃核、スポール、石刃、彫刻刀形石器、エンドスクレー

パー、スクレーパー、フレイク・チップ等があるが、特に記号を用いた分類は行っていない。

<I群＞石雛・石槍類

A類石擁

l :石刃擁

2 ：長身のもの

3 ：薄身のもの 4 ：三角形のもの

a :柳葉形のもの a :凹基のもの

b :五角形のもの b :平基のもの

5 ：木葉形のもの

6 ：菱形のもの

7 ：有茎形のもの

8 ：破片（細分の困難な破片） ・未成品など

B類石槍・両面加工のナイフ （ポイント）

1 ：茎を持つもの 2 ：茎が明瞭に見られないもの。

8 ：破片（細分の困難な破片） ・未成品など

<II群＞石錐（ドリル）

A類石錐

1 ：剥片の一部に刺突部を作り出したもの

2 ：棒状のものにつまみ部を作り出したもの

3 ：棒状のもの 8 ：破片（細分の困難な破片） ・未成品など

<III群＞つまみ付ナイフ・スクレイパー・櫻形石器・石核

A類つまみ付ナイフ

l :片面全面加工のもの（裏面の一側縁に刃部をもつもの）

2 ：片面全面加工のもの

3 ：片面周縁加工のもの

4 ：両面加工のもの

8 ：破片（細分の困難な破片） ・未成品など

B類スクレイパー

1 ：石くらと称されるもの 2 ：円形のもの

3 ：主に縦長で下端部に刃部が設けられているもの（エンドスゴ

4 ：素材の縁辺にえぐりを入れ、それを刃部としているもの

5 ：縦長で、側縁に刃部が設けられているもの

6 ：素材の形状を大きく変えていないもの

8 ：破片（細分の困難な破片） ・未成品など

C類模形石器

(エンドスクレイパー）

10



I 調査の概要

D類石核

<Ⅳ群＞石斧類

A類石斧

l :擦り切り技法により製作されるもの。

2 ：部分的に磨かれているもの

3 ：ほぼ全面が磨かれているもの。

4 ：粗割・敲打により整形されるもの。

8 ：破片（細分の困難な破片） ・未成品なと

B類丸のみ型石斧

C類擦り切り残片

<V群＞たたき石

A類たたき石

1 ：棒状礫を素材としたもの

2 ：扁平礫を素材としたもの

3 ：円礫を素材としたもの

4 ： くぼみ石と称されるもの

8 ：破片（細分の困難な破片） ・未成品など

<Ⅵ群＞すり石

A類すり石

1 ：断面形が三角形状の棒状礫で、その稜部にす

2 ：扁平礫を素材としたもの

3 ：扁平礫を半円状に打ち欠き弦をすったもの

4 ：円礫を素材としたもの

8 ：破片（細分の困難な破片） ・未成品など

〈Ⅶ群＞石鋸・砥石類

A類 1 ：石鋸

8 ： （細分の困難な破片） ・未成品など

B類砥石

l :研磨面に溝があるもの

2 ：板状のもの

3 ：角柱状のもの

8 ：破片（細分の困難な破片） ・未成品など

くⅧ群＞ 台石・石皿

A類台石・石皿

~

り面を有するもの（断面三角形のすり石）

剥片石器、磨製石器、礫石器は機能部にこだわらず、

した。尚、遣物実測図中でたたき痕はV－V、すり痕は

縁部に摩耗痕等が見られる場合は←→で、器体に摩耗痕

で範囲を表した。

長軸を長さ、短軸を幅、厚さは最大値を採用

←→で範囲を表した。 また、剥片石器のうち

、光沢痕が見られる場合はスクリーントーン

(笠原) 11



石・土製品

玉類、土製円盤などがある。

自然遺物

明瞭な加工の見られない生物遺体を自然遺物とした。今I

植物遺体は主に遺構内で見つかった炭化した種子である。

今回

(3)

(4)

は炭化物・植物遺体が見られた。

(皆川）
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I 調査の概要

9．過年度の調査結果（図1-6、表1－4～7)

平成5年度から始まったキウス7遺跡の調査は今年度で予定地のほとんどの部分が終了するこ

なる。以下に、過年度の調査で検出された遺構・遺物についての資料一覧を付す。

とと

表1－4 年度別調査期間・面積一覧

発掘時間

5月6日～7月15B

9月6日～10月27B

5月6日～10月29B

5月8日～10月25B

5月7日～6月29日

5月7日～10月26B

調査面積

4,513㎡

1,100㎡

1,600m'

9,570㎡

1,720mi

3,316㎡

21,819mg

平成5年度

平成6年度

平成7年度

平成8年度

平成9年度

合 計

表1－5 年度別検出遺構一覧

平成5年度 平成6年度 平成7年度 平成8年度 平成9年度 内訳種別合計

住居跡

H(VE)

土壌(111 .V層）

UP･LP

大型土壌(VE)

BP・DP

Tピット (VE)

TP

焼土（Ⅲ。V層）

UF・LF

集礫(111層）

埋めかめ(VE)

道跡(111層）

柱穴群(IⅡ層）

炭化物集中

礫集中

LS

年度合計

竪穴・17

平地11

UP 62

LP 107

4 4 1616 444

'､｡､

Oム 55 qq
JJ13 1696

５ 戸
り

1 4 1 6

UF 78

LF 28682 14 卸
－
１
ｌ
１
３
ｌ
１

①弓

Oイ 地

ｌ

１

ｌ

３

81

8 8 1 LC 8

l l LS ]
6()3

１
｜
妬149

⑥勺勺

乙00 98Z8

表1－6 年度別出十遺物一覧

平成7年度

1995

年度

－－～～
平成5年度

1993

平成6年度

1994

平成8年度

1996

平成9年度

1997

－－‐

種別
種別合計

占

州

占

小

占

い

占

貼

占

い

占

い

Ｊ
Ｊ
ノ
ノ
ゴ

ノ

８

ワ

Ｊ

８

４

６

９

５

６

９

９

３

４

７

０

６

３

９

６

２

１

０

２

３

１

７

１

１

三

一

口

有

総

８

４

９

７

５

３

３

９

９

１

５

２

９

９

２

０

５

２

９

１

１

有

５

７

３

０

９

４

７

９

３

８

９

９

３

５

９

７
，
？

９

５

１

６

２

３

有

６

４

２

７

９

８

６

９

５

７

９

５

３

２

２

４

ｙ
，
９

２

６

３

２

６

１

８

有

０

０

５

０

２

７

６

６

２

４

８

７

４

０

１

３

有

９

８

９

０

１

７

１

１

８

２

１

５

１

５

４

１

，
サ
，

ザ

２

３

３

９

２

２

有

土器

石器等

礫・礫片等

土製品等

石製品等

自然遺物

年度合計 13
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I 調査の概要

表1-7 過年度検出遣構一覧

(1) 111層土壌等一覧

規模

直径x短径x深さn'( )lit
遺構名 グ リ 、ソ ド 調査年度 削告書N(） '1寺 期

洗1上

考ﾛ川

１

２

３

４

５

６

７

８

９

皿

~
~
~
~
~

~
~
~

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

L108b

M109a

B91c,C91a

E95a･b

C94d

E93c･b

E93a

D93b･E93a

B94b

B94b

北埋90

北埋90

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋1()5

北埋105

北埋105

北埋105

５
ｌ
５

５
ｌ
５
ｌ
５

５

５
ｌ
５

５
’
５

0．99×0.60×0.09

1.03×0.84×0.15

0_99×0.59×0.31

0.64×0.57×0.42

0．42×0．34×0.29

0．42×0．34×0．13

0.43×0.33×0.10

0．90×0．80×0．39

0．66×0.54×0.18

0_63×0.54×0．20

続縄文後北C2D式期

続縄文後北C2D式期

統縄文後北C2D式期

続縄文後北C2D式期

縄文晩期～統縄文

続縄文後北C2D式期

続縄文後北C2D式期

続縄文後北C2D式期

続繩文後北C2D式期

統縄文後北C2D式期

UP-11 Ｃ

勺

ｄ

●

■

１

，

ａ

５

４

９

９

Ｃ

Ｄ

北埋105５ 続繩文0.89×0.85×0.40

２

３

４

５

６

１

１

１

１

１

~
~
~
~
~

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｊ

Ｊ

１

１

Ｊ

Ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｌ

Ｌ

縄文晩期～続縄文

続縄文晩期後北C2D式期

繩文晩期タンネトウL式期

縄文晩期 UF-37を切る

縄文晩期タンネトウL式期 UF-31を切る

UF-37を切る

D95a｡b･c･d

D93c,E93d

D97a･b･c･d

D98b

D94a｡．

北埋105 0.85×0.78×0.30

北埋105 1.01×0.97×0.65

北埋105 0.51×0.48×0.21

北埋105 0.80×().60×0.42

北埋105 0.97×0.85×0.54

北埋105

北埋105

５
ｌ
５
ｌ
５

５

５

UP-17 ｂ

ａ

５

５

９

９

Ｄ

Ｅ

●
ｅ
Ｃ

ｄ

４

４

９

９

Ｄ

Ｅ

北埋105５ 続縄文晩期～続縄文0．84×0.53×().27

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

１

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

３

３

３

３

~
~
~

~
~
~

~~

~

~

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

ａ

ｂ

ｂ

ｂ

２

３

８

９

９

９

９

９

ｂ

Ｄ

Ｄ

ｄ

Ｅ

Ｅ

ｄ

Ｃ

●

■

Ｉ

７

ｃ

０

ｂ

ａ

ｂ

ａ

ｂ

ｂ

ｄ

Ｃ

ｄ

ｄ

ａ

Ｃ

Ｃ

ａ

ｂ

ｂ

５

２

２

２

２

２

２

２

２

２

１

７

８

７

５

７

”
四
四
四
四
四
四
四
四
四
四

四
四
四
”
酌

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

５
ｌ
５

５
ｌ
５

５

５
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
５

５

５
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
５

５

0．60×() .59×() .24

0．71×0.48×0．27

0．83×0．72×0.24

0．82×() .73×0．53

続縄文後北C2D式期

続縄文後北C2D式期

続繩文後北C2D式期

続縄文後北C2D式期

縄文晩期

統縄文後北C2D式期

続縄文後北C2D式期

統縄文後北C2D式期

繩文晩期タンネトウL式期

縄文晩期タンネトウL式期

統縄文後北C2D式期

縄文晩期

縄文晩期タンネトウL式期

縄文晩期タンネトウL式期

縄文晩期～統縄文

縄文晩期タンネトウL式期

UP-21と土器接合

UF 16を切るUP-19'23

上にUF 15

UP-21と土器接合

0.68×0．51×().23

1.23×1.14×0.60

0．81×0.76×0.27

0－94×0‘81×0．31

0．75×0．67×() .17

0．70×0．64×0.19

0.89×0.86×0.26

1．31×1．19×() .72

1.15×1. ()4×0.79

0．83×0.81×0.42

0_70×0.60×0.22

0．84×0.76×0．30

UP-27･UF-28を切る

UP-26に切られる

Ｊ

~

１

UP-30の揚げ土が入る

上にUF 33

UP 34 ｄ

ｂ

●
●

Ｃ

ａ

６

７

９

９

Ｃ

Ｃ

北埋105５ 縄文晩期タンネトウL式期0.97×0．79×0．4]

UP-35 B96c

UP 36 D95a･b

UP-37 D95b,E95a

UP-38 E92a･b

UP-39 054d,N54c

UP-40 053b

UP-41 N50a･d

UP-42 T49a･d

UP 43 F98c

UP-44 F94a･c･d

UP-45 F94a

UP-46 G93a

UP-47 F92d

UP-48 G96c,G97b

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

土

１

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

卜

し

，

ｒ

し

卜

し

卜

し

卜

し

，

卜

し

し

し

し

‐

し

卜

」

卜

し

卜

し

‐

ｒ

」

レ

ー

」

卜

し

十

イ

ー

訓

１

「

１

司

１

イ

Ｊ

則

６

１

列

－

刊

１

列

１

訓

十

イ

．

１

イ

ー

刊

１

可

縄文晩期タンネトウL式期

縄文晩期タンネ,､ウL式期

縄文晩期～続縄文

続繩文後北C2D式期

縄文晩期

縄文晩期

縄文晩期

縄文晩期

縄文晩期タンネトウL式期

縄文晩期タンネトウL式期

縄文晩期タンネトウL式期

縄文晩期タンネトウL式期

続縄文後北C2D式期

縄文晩期タンネトウL式期

５ 0．67×0．63×0．31

0.67×0.67×0.29

0．85×0．65×0．25

0．79×0.77×0.20

0．72×0．58×0．48

1．18×0.87×0.20

1.09×1.01×0.24

1．43×1.32×0．41

0．81×0.76×0.58

1．11×1．00×0．49

0.92×0.84×0.39

0．96×0.94×0.34

1．12×0.95×0.39

1.15×1.02×0．55

５
ｌ
５

５
ｌ
７
ｌ
７
ｌ
７
ｌ
７
ｌ
７

７
｜
［

７

７

７
15



規模

直径x短径xi"m( )推定
備 考期時調査年度 報告書Noヶ ’1 、ソ ト／ ﾉ遺構名

北埋105 1 0.81×0.75×058 繩文晩期タンネトウL式期７UP-49 1H98a

繩文晩期北埋105 1.12×1.02×0.37７ｄ

ｂ

■
●

Ｃ

ａ

６

７

９

９

Ｈ

Ｈ

UP-50

縄文晩期タンネトウL式期

続縄文後北C2-D式期

北埋105 () .97×0.89×0.50

北埋105 0.75×0､59×0.41

７

７

E99b,E99a

I96a･b

UP-51

UP-52

続縄文後北C2-D式期|上埋105 1．41×1.23×0.40７ｄ

ｂ

Ｄ
●

Ｃ

ａ

７

８

９

９

Ｊ

』

UP-53

北埋105 1 0.57×0.52×0.19 1縄文晩期タンネトウL式期７UP 54 1F96d

縄文|晩期タンネトウL式期北埋105 0．8()×0.74×0．29７J100b･c,

K100a･d

UP-55

北埋105 0~79×0.70×0．20 1縄文晩期７UP-56 1J102b
縄文晩期タンネトウL式期北埋105 l.()8×0.94×0.55７Ｃ

‐

。

■

●

１

，

Ｃ

９

９

７

７

Ｍ

Ｎ

UP-57

’

15 1繩文晩期タンネトウL式期’
31 1結縄文 ｜獣骨続縄文

行

Ｒ

Ｊ

声

門

』

Ｆ

へ

』

庁

ノ

ー

向

ノ

ー

庁

ノ

ー

ハ

Ⅱ

〕

、

Ｕ

〈

、

Ｕ

ハ

ム

、

／

臼

、

／

臼

「

１

イ

ー

ィ

１

１

４

１

１

１

上

埋

埋

埋

埋

埋

埋

卜

し

卜

し

，

ｒ

し

し

‐

し

．

卜

し

レ

ー

」

、
１
イ
．
１
訓
‐
１
可
、
１
イ
Ｊ
１
刊
‐
１
「

0．48×0．43×0

0.57×0.52×0

2．80×1.90

1.17×0.97×0

1.01×0.91×0

0．7()×0.62×0

７

７
ｌ
７
ｌ
９

９
ｌ
９

I95c,J95d

I97c･d

P67a｡b･c･d

A2-74-b,D2-74

H2 79

H2-79-b

UP 58

UP 59

集礫

UP-60

UP-61

UP 62

縄文晩期～統繩文 ~
縄文|晩期～統繩文

拙文晩期～続縄文

純文晩期～続縄文

犯

ｕ
｜
別

(2) 111層焼土一覧

規模

直径x短径xi"m( )惟定
Lu二 群U胴

歯1
歩VJ時服告書NCグ リ 、ソ ド ｜調査年度遺構名

晩期～統縄文

晩期～続ﾎIM文

続縄文後北C2-D式期

l晩期

|晩期

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

９

９

９

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

埋

哩

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

塊

埋

埋

埋

卜

〕

ｔ

ｔ

９

Ｅ

ｔ

ｔ

ｔ

‐

Ｅ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｌ

ｌ

０

１

ｊ

ｒ

１

ｒ

１

，

斗

１

ｊ

ｌ

ｌ

ｌ

０

１

１

Ｔ

１

0．93×0.80×0

0．6()×’048×0

0.58×0.41×0

0.75×0.43

1.18×0.95

0．67×0．47×0

0．34×0．28×0

0．53×0．35×0

0.66×0.34×0

0．56×0.27×0

0．41×0．25×0

0．68×0．62×(）

2．54×0．87×0

2．14×1．45×0

0．80×0.58×()

似

帖
一
帖

５
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
５

５

５

５

５
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
５

５

F108b･c

H108c

Q89a

F103a･b

F101b･c

D89c

D89c

E89d

E89c, F89d

E89c

D93c

１

２

３

４

５

６

７

８

９

ｍ

Ⅲ

哩

過

皿

晦

~
~
~

~~

~
~
~

~

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

晩期

晩期

Ｗ
｜
砺

妬
一
似
一
似
一
冊
一
ｍ
｜
哩

吃
一
Ｗ

晩期

晩期

|晩期

晩期～続純文

晩期

晩期

続縄文後北C2-D式期

統縄文

Ｃ

１

ｄ

●

●

１

，

ａ

ｌ

ｌ

９

９

Ｂ

Ｄ 図掲載

UPZF)上図掲祓
D92a･b

D92b, E92a

北埋1()5 晩期3.14×0.85×0.13D91c,D92b

E91d, E92a

UF-16 5

晩期

晩期

晩期

晩期

晩期

晩期

晩期

晩期

晩期

晩期～統縄文

晩期～続繩文

晩期

晩期

晩期～統縄文

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

１

１

１

１

１

１

１

１

エ

ー

１

１

１

１

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

卜

し

卜

」

卜

し

卜

し

，

卜

し

レ

ー

」

卜

し

卜

し

レ

ー

」

．

卜

し

，

ｒ

し

卜

し

，

ｒ

し

卜

し

Ｊ

イ

ー

可

ｒ

訓

，

Ｊ

１

Ｊ

イ

ー

ィ

４

イ

Ｊ

イ

ー

『

Ｊ

イ

４

イ

Ｊ

イ

Ｊ

イ

Ｊ

イ

５

５

ｌ

５

５

５
ｌ
５

５

５

５
ｌ
５

５
ｌ
５

５
ｌ
５

1．54×1.03

2．92×0．85×0．15

1．57×0.60×0.12

0．77×0.62×0.11

0．41×0．34×0.03

1．07×0．92×0．09

0.41×0．32×0.02

0．60×0．35×().07

0．69×O､80×0.15

0.66×0.65×() .03

0.57×0.41×0．10

2．72×1．34×0.10

0.58×0.33

0．72×0.45

E98a．b･c･d

E90b･c･d

E94b, F94a

E94a･b

E94a

D94b･E94a

C94c

C94c

E94c, E95b

E95a･b

D94d,D95a

E92b･c･d

E92d,E93a

E92d

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

１

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

３

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

図掲救

UP-26に切られる
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I 調査の概要

’ 規模

直径x短径x牒さm( )推定
遺構名 グ 11 、ソ ド、

" ′ ／ I 調査年度 報告書NC 時 期
胸112

考U用

１

２

３

４

５

６

７

８

３

３

３

３

３

３

３

３

~
~
~
~

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

D94a･d

C94d

E98c

D96c, E96d

C97c･d

D98b･c

D89b

D98c

北埋105

北埋105

北埋1()5

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

(残035)x0.20xOO2

0.29×0．24×0．08

0．42×0．35×0.02

() .93×0．73×0－08

0.26×0．18×0.02

1．37×0．69×0.20

1．43×0.48×0.14

0_23×0.12

５

５

ｌ

５

５

５

ｌ

５

ｌ

５

ｌ

５

晩期

晩期～続縄文

晩期

晩期

晩期

|晩期

|晩期

晩期

UP16に切られる図掲載

UP-30の上区|掲載

図掲載

UP-15に切られる図掲載

図掲載

UF-39 D97c, D98b

E98a

北埋1055 2．52×1.16×0.05 晩期

~晩期UF40 D99b,

E99c．．

北埋105５ 0．68×0.58×0.()8

虹

蛇

娚

必

妬

妬

鞭

蛤

娚

別

別

砲

弱

別

弱

弱

師

認

弱

帥

例

腿

粥

餌

鮪

舶

師

船

的

、

、

氾

乃

別

巧

祀

刀

沼

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

E99a･d

C94b･c

F95d

F95a

F94d

F93d

F93a

F97d,F98a

F97a･d

F92a

F92c

F92c

G92a･d

G91d

I96a･b

I95d

J98a･d

J97a･d

K93a｡b･c･d

K94c

L94a

L94a･d

L94b

P74a

J73a

L68c

P39c

T31c,U31d

U31c

R32b, S32a

O40c

C79c,D79d

A69b

A69c, B69d

A63c

V72b,W-72-d~W-73

B2-81-c,C2-81,C2-82

H280

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋92

北埋92

北埋92

北埋92

北埋117

北埋117

北埋117

北埋117

北埋127

北埋127

北埋127

0.80x(0.77)xOO7

0.62×0.57×0.10

0．59×0.47×0．14

0．97×0－50×0．14

0．65×0.41×0.08

0．56×0．31×0.10

0．78×0．48×0．07

0．85×0．49×0．14

1．04×0．69×0．19

0.55×041×0_06

0.37×0.27×0.11

0.20×0．18×0.11

0．80×0.31×0.20

0．51×0．42×0.18

1．81×0．48×0．15

大0.57x0.49xO.10

0.58×0.41×0.10

0．62×0.35×0.13

0．58×0.37×0.18

1.05×0.52×0.07

1.09×0.95×0．12

1.68×0.82×0.06

0.94×0.80×0.23

0.60×0.55×0.14

(115)x(105)x0.13

(0.75)x(030)xOO7

0.77×0.37×0.09

0－62×0．59×0．07

0.55×0．19×0.04

0.89×0.66×0.20

0.71×0.39

0．73×0.46×0.09

0．42×0．23×0.07

0．76×0.40×0.11

0．47×0．39×0．03

2．12×1.16×0.18

0．92×0.72×0.11

0.63×0．58×0.10

５

５

７

ｌ

７

ｌ

７

ｌ

７

ｌ

７

ｌ

７

７

ｌ

７

ｌ

７

ｌ

７

７

ｌ

７

ｌ

７

ｌ

７

ｌ

７

ｌ

７

７

ｌ

７

７

ｌ

７

ｌ

７

７

７

７

７

ｌ

６

６

ｌ

６

６

８

８

８

ｌ

８

９

ｌ

９

ｌ

９

晩期

晩期～統縄文

晩期

晩期

晩期

繩文晩期タンネトウL式期

彌文晩期タンネトウL式期
細文晩期タンネトウL式期
縄文晩期タンネトウL式期

晩期～続縄文

縄文晩期タンネトウL式期

縄文晩期タンネトウL式期

縄文晩期タンネトウL式期

縄文晩期タンネトウL式期

続縄文

続縄文後北C2-D式期

続縄文後北C2-D式期

続縄文

縄文晩期タンネ|､ウL式期

縄文晩期タンネトウL式期

図掲載

図掲載

図掲載

図掲赦

風倒木痕I

風倒木痕」

UP52脇

大小2カ所

図掲載

図掲載

図掲赦

図掲載

図掲載

lXl掲載

上面炭化材図掲載

縄文晩期タンネトウL式期

縄文晩期タンネトウL式期

縄文晩期タンネトウL式期

縄文晩期タンネトウL式期

統縄文以降

晩期～続縄文

続縄文以降

晩期中葉以降

晩期中葉以降

晩期中葉以降

擦文文化期

統縄文～榛文

続縄文～榛文

続縄文～榛文

続縄文～擦文

縄文晩期～統縄文

縄文晩期～続縄文

縄文晩期～続縄文

風倒木痕上

旧UF-101

旧UF-102

旧UF-103

1日UF-104

17



(3) アイヌ文化期遺構一覧

術 考模調査年度 報告書NC 規ｸ リ 、ソ ド遺構名

現存長北埋105

北埋105

５

７

道跡-1 C102･103, D101.102

E99～101,G94～98,

F90～94･98･99、

54.5m

道跡－1から分|岐現存長北埋105７道跡－2 G94･95,H92～94,

190～92, J89.90, K89 27.5m

D102．103,E100．1()1,

F99.100, G99,

H98．99,I97～99,

K97,L97,M97

J88･89,K88･89,

L88．89

道跡－3

現存長北埋105

北埋105

５

７ 46.5m

道跡－2の突き当り

柱穴21本

範囲北埋105７柱穴群

9×7m

18



I 調査の概要

(4) V層住居跡一覧

雌"""m, !"
規模

遺構名 グ リ ツ ト 調査年度 報告書No 時 it、
ﾊﾉ』

心ﾅ'二 老
ⅡⅢ1 ~ゾI〃nｺ

H-] U83．84,

V83･84

北埋90 柱穴間3.06×2．985 中期末～後期中葉 平地

4本柱
H2 U80･81

V80．81

北埋905 に' 1期末～後期中葉(4.50)×(4.50) 平地

H-3 S83･84,

T83･84

北埋90 『|!期末～後期中葉５ 2．57×2．44 平地

4本柱
H4 ８

８

４

４

，
●

７

７

４

４

■
●

６

６

４

４

Ｑ
Ｒ

北埋105 後期中葉鮴illll式期７ 6．59×6．26×0.67

H5 R48．49

S48･49

北埋105７ 後期中葉鮴澗式期5.30×4.87×0.47 焼失

入！」

H-6 ２

２

５

５

●
ｐ

ｌ

ｌ

５

５

Ｐ

Ｑ

北埋1057 2.90×2.60×0.65 後期中葉手稲式期～

糀澗式期

H-7 G83･84･85,

H83．84･85

北埋1()5 後期中葉手稲式期～

後期後葉堂林式期

７ 6．33×5.60×0.27

H－8 Q83.84,

R83･84

-|上埋105７ (6.00)×(4.15) 後期前葉余市式期 平地

土器囲炉

H-9 北埋105R79．80･81,

S80．81

後期前葉余市式期7 (9．20)×(5.00) 平地

H10 080,

P80．81

北埋1()5 柱穴間2.80×2.40 後期中葉手稲式期７ 平地

4本柱

北埋105H-11 P79．80

Q79･80

後期中葉手稲式期～

糀澗式期

7 4．47×4．28×0．31 土器岡炉

H-12 北埋105P80･81,

Q80･81

後期中葉手稲式期？3．93×3‘32×0.39７

北埋105H13

’
後期中葉手稲式期５

６

６

６

Ｇ

Ｇ

(4.90)×4.68X0．43７

北埋105H14 後期中葉手稲式期＆

＆

５

５

路

７

７

祁

郎
郎
弱

6．62×5．65×0.06７

北埋1()5H15 ２

２

５

５

■
◆

１

１

５

５

Ｔ

Ｕ

｢' 1期柏木川式期７ 3.18×2.75×0.44

北埋105 柱穴間2.20×1.91 後期｢|'葉鮴澗式期？H16 T50．51 ７ 平地

4本柱

北埋105H17 ６

６

４

４

①
■

５

５

４

４

Ｑ
Ｒ

後期前葉余市式期 平地(6．00）×（5．2()）７

北埋105 柱穴間2~ ()0×1．80H18 184．85 後期中葉手稲式期～

後期後葉堂林式期

平地

4本柱

7

北埋105H-19 柱穴間2~74×2．12 後期中葉 平地4本柱

5年度SP7

R81,

S81･82

~

北埋92 後期中葉H-20 ７

７

２

２

●
■

６

６

２

２

Ｕ

Ｖ

6 3．44×2．13×0．34 旧LH-101

１

２

２

２
~

Ｈ

Ｈ

W26

~U27
北埋92

北埋92

北埋92
1－

オこ

北埋117

北埋117

北埋117

北埋117

後期中葉

後期中葉

晩期後葉

3．43×2．72×0.28

2．33×1．55×0.20

(4.00)×(3.00)

－×－×0.45

6．57×3．84×－

4．15×3－62×0．37

2．67×2.04×0．60

2．44×1.95×0．51

旧LH-102

旧LH-103

旧LH-104

k半が来年度以降の調査区にあ&

平地

６
ｌ
６
ｌ
６
５
８
ｌ
８
ｌ
８
ｌ
８

H23

HX

X25･26

Z81･A281

D81･82, E81～83

C83, D82･83

C80･81,D80.81

B78．79,C78.79

４

５

６

７

２

２

２

２

~
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

後期中葉手稲式期

後期中葉手稲式期

後期中葉手稲式期

後期中葉手稲式期

LH-28 北埋127 早期後半コッタロ (Ib-2)6.31x5.92x0.66mW-W℃ﾊb.C,7!b,X77t.d

78,a~d,Xｲ9a.d,Y-78-a.．

9

早期後半コッタロ (Ib2)LH-29 北埋127ZMM,M-a~d,A2-Ma~d,8

l-a~d,B2-Md,81a

7.85x6.58x0.43m９

LH-30 北埋127 早期後半コッタロ (Ib2)9 7．57x6.82x0.46mM-74-C,6-b.ci76-b!U-74-c.d"75

a~d$76-a.b,m-N-d~5-a.d,76a

19



規模

I雛x短径xi"m( )推定
考

仁tf二

N用期時報告書NC洲査年度ケﾞ ’1 ，ソ ド
／ ノ ノ~ I遮椛名

後期! ' '葉手稲(IVb)北埋127 9.76x8.55x0.68mE2-7k|73-b-c!74-b.R-72･

a~d,73-a~d,74-a~c!G2-

72-a.c.d,73-a~d~74-a

９LH-3]

LH－32 早期後半コッタロ (Ib-2)北埋127 7.46x6.37x0.55mm-W-b,em-a~d,税~d,74-

a.d腿陶.c.d!耐~d,Ma

9

早期後半コッタロ (Ib-2)北埋127 5.39x5.0x0.34mｔ
ｏ７２

３

６

ト

ハ

ー

レ

Ｆ

Ｊ

ｊ

Ｉ

~

~

も

Ⅲ

１
１
人
！

７

ｄ

ｃ

－

０

週

７

１

２

Ｊ

Ｂ

ｉ

9LH 33

後期前菓余市(IVa)

早期後半コッタロ (Ib-2)

北埋127 9．63×6.43x0.30m9LH 34 Y-74-b~d,舟b~d,z73℃.d,N a

～d‘間-a~d,ｶ6a,A2-74-a.d而一a

北埋127 5.51x4.75x0.55m
Ｐ
風
ト
リ

同
‐
ｊ
ｌ

ｎ
，
〃
】

Ｇ

《

‐

し

‐
院
叩
〕

ハー》

ハ
ム
Ⅲ
〕
日

岸
Ｊ
Ｉ
９
院
Ⅲ
リ

Ｆ

レ

ハ

パ

ｕ

~

~

ｂ

６

一

月

ｊ

’

ｌ

Ｆ
ｎ
０
ｖ
Ｉ

向

Ｉ

Ｊ

Ｉ

ｌ

ペ

Ⅲ

ｕ

Ｊ

－

Ｆ

Ｉ

ａ

LH-35 9

早期後半．､ソタロ (Ib-2)北埋127 5.93x5，57x0.43m

6.33x5.76x0.22m

７２Ｅ１１３Ｊ

１

７

ｂ

ｊ

ｑ

ａ

卜

乃

ｎ

ｄ

肌

此

9LH-36

後期前葉余~｢11 (IVa)北埋127E2-73-b.c!In 72 c.d{73-a~d

74fl.b,G2-72-d.W-a.d$74-a

qLH-37

早期後半コッタロ (Ib-2)北埋127A2-79 C!80 b.c,B2

79-c.d.80-a～．

5．82X4．51x0.35mLH-38 9

中期後半ｲ:|'|木川(IIIb)北lll1127 6.45x4.73x0.33mm 72℃173-b.c,IM-73c.d,M

でl~d・G2-m-d.M1.d

LH-39 9

後期前葉余市(IVa)

後期前菜余市(IVa)
北埋1271328x(2.66)xO26m
北埋1271 (1.64)x(1.67)x0.44m

ｄ

ｄ

・

一

Ｃ

ａ

ａ
~~
９

９

６

６
~

２

２

Ｃ

Ｄ

９

９

０

１

４

４
~
Ｈ

Ｈ

Ｌ

Ｌ ’
早期後半コッタロ (Ib-2)北埋127 6.59x5.35xO.45mD2-76-b.c,m 75-cd,76-a~d.

77-a,|),m-75d176a.d,7 a

9LH 42

後期前葉余市(IVa)北埋127 620x4.86x0.21m

’
LH 43 ８

３

~

~

【
‐

ｊ

ｉ

ｎ

ｘ

Ｕ

戸
‐
Ｊ
１
【
‐
Ｊ
１

外
］
’
０

ハ

し

３

９
－

帥

獅

［
ｊ
ｊ
Ｉ
で
Ｉ
ｆ
１

１
Ｔ
ト
ー

Ｃ

~

ｌ

Ｇ
１
ｂ
Ｉ
ｌ

１

０

ａ ~

戸
‐
Ｊ
１
《
Ｗ
Ｒ
Ｖ

奇
‐
Ｊ
１
同
Ｊ
１

ご

Ｕ

ｌ

ｌ

山

、
〃
〆
】
~
少
Ｉ
Ｌ

Ｆ

－

9

(5) V･Ⅵ層Tピット ・土擴一覧(1)

規模

直径x短径x牒さm( )1"
備 考

リト『1

m‘『I
夕VJ報告書NC~ 時調査年度グ リ ツ ト世梢名

北埋90 1109×0.16×055 1 1晩期タンネトウL式期LP-I IL101a･c｡． ５

晩期タンネトウL式期北埋90 1.84×1.07×0.471.P－2 K101b,

L101a

5

晩期タンネトウL式期北埋9(）5LP 3 L100c｡d,

L101a･b

1.()5×1.02×0.48

|晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

北埋90

北埋90

北埋90

北埋90

北埋90

’
刈
式
Ｆ
ヘ
リ
ハ
ｈ
Ｕ
ワ
●
Ｉ
ｎ
ｘ
Ｕ

~

~~

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

L100b･c

MlOOc･d

M99c, N99d

M98c,M99b

M98a．．

５
ｌ
５

５
ｌ
５

５

Ｏ
ｌ
１

１
ｌ
１

１

632×0

37×1

55×1

20×l

()6×0

47×0．25

31×0.55

50×0．53

18×0.53

97×0．64

晩期タンネトウL式期北埋90 (1.37)X1.29X0.70LP 9 M97c･d

M98a･b

５

北塊90

北埋90

1. ()9×0.84×0.28 後期中葉手稲式期
1.35×1.06×1.18 後期II'葉手稲式期

０

１

１

１

エ

エ

ー

Ｉ

Ｌ

Ｌ

Q91b, R91a

T91a･b

５
’
５

後期中葉手稲式期北埋90W86b･〔

X86a･b

1.01×0.90×0.41LP 12 ５

北埋90

北埋90

北埋90

北埋90

後期？

後期？

後期中葉余市式期

早期末コッタロ式期

３

４

１

１

Ｌ

工

正

正

Ｉ

Ｉ

B285a･b

A284b

V81a。b･c･d

V81c

５
ｌ
５

５
ｌ
５

0.73×0．65×0

0.70×0.67×0

1．75×1．31×0

0．56×0.55×0

鋤
一
Ｍ
｜
鵬
一
魁

LP-15

LP-16

後期北埋9(）1.P-17 ｄ

ｂ

●
●
Ｃ

ａ

ｌ

２

８

８

Ｙ

Ｙ

0．56×() .55×0.185

北埋105

北埋105

北埋105

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

|晩期タンネトウL式期

ｂ

ｂ

ｄ

３

４

４

９

９

９

Ｂ

Ｃ

Ｄ

LP-18

LP 19

LP 2()

５

５

５

0．50×0．46×() .25

0．75×0.71×0.22

0．66×0．62×0.24

|晩期タンネトウL式期北埋105E96c, E97b,

F96d,F97a

0.79×0.65×0．48５LP-2]

北埋105 0.50×0

北埋105 0.85×0

北埋105 1.33×1

北埋105 1.40×1

５５
００

１１
埋埋

北北

早期～晩期

晩期タンネトウL式期

後期

後期中葉手稲式期

ａ

ｄ

６

８

９

８

Ｅ

Ｆ

ｂ
７
■

１

，

ａ

Ｃ

ａ

６

９

８

４

９

９

８

５

Ｄ

Ｅ

Ｅ

Ｐ

LP 22

LP 23

LP-24

LP-25

５
’
５

34×0.15

73×0.23

25×0．29

80×0.36

５ ７

20 ７



I 調査の概要

~
Ｉ

’ ’規模

“x短径xi繋さnl( )惟定
遺構名 グ リ ツ ド ｜調査年度 報告書NC 時 期 備 考

LP 26 T47c･d

T48a･b

北埋105７ 1.93×1.66×0.5] 後期｢|{葉手稲式期

７

８

２

２
~

Ｐ

Ｐ

Ｌ

Ｌ

R52a･b

S52b
北埋105 1169×l.31×()29 1後期中葉手稲式期
北埋105 1 058×0.52×022 1後期'11葉手稲式野面

1.69×1.31×() .29 1後期中葉手稲式期
~

７

LP-29 J1021/c,

K102a．．

北埋105７ 0.78×0.70×0.19 後期中葉乎稲式期

０

１

２

３

４

５

３

３

３

３

３

３

~

~

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

J92a

J101a･b

J101b

J101b

G90a･d

M94a･b･c･e

５

５

５

５

５

５

０

０

０

０

０

０

１

１

１

１

１

１

埋

埋

埋

埋

埋

埋

ｔ

Ｌ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

Ｊ

１

１

１

１

１

７

７
ｌ
７

７

７

７

0．53×0．53×0．28

0.80×0.58×0.17

0.65×0.53×0.15

0．73×0．68×0．23

0_43×0.40×0.19

1．71×1．47×() .57

晩期タンネトウL式期？

晩期タンネトウL式期？

晩期タンネトウL式期？

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期
LP-36 J71b･c

K71a･(

北埋105７ 2－45×1.67×0.52 晩期タンネトウL式期

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

３

３

３

４

４

４

４

４

４

４

~

~

~
~
~
~
~

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

H90d

G95d

K87a

O90b, P90a

P86a･b･cod

R80b.c･d

N82a･b

M81b

L80c

L80d

戸

『

Ｊ

Ｆ

届

Ｊ

戸

『

Ｊ

戸

Ｒ

Ｊ

Ｆ

Ｒ

Ｊ

戸

ｎ

Ｊ

Ｆ

、

）

Ｆ

【

Ｊ

戸

ｎ

Ｊ

Ｆ

〈

Ｊ

〈

ｎ

Ｕ

ハ

Ⅱ

ｖ

ハ

ｎ

Ｖ

ハ

Ⅱ

〕

〈

Ⅱ

〉

〈

ｎ

Ｕ

ハ

Ⅱ

〕

ｎ

Ｕ

〈

、

Ｕ

ハ

Ⅱ

Ｕ

可

Ｉ

ｌ

『

Ｉ

上

Ｔ

Ｉ

Ｌ

『

ｌ

ユ

Ｔ

Ｉ

ユ

『

ｌ

ユ

『

１

１

卓

Ｉ

上

で

’

八

勺

１

１

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

●

卜

し

卜

し

卜

し

卜

し

卜

し

卜

し

Ｌ

Ｌ

卜

し

，

ｒ

し

卜

し

１

イ

ー

則

１

イ

ー

訓

十

イ

ー

『

－

可

４

イ

十

『

１

イ

７
’
７

0．49×0.45×0.13

0．45×0．44×0.11

0－75×0.52×0.21

l.36×1.09×0．24

1.07×0.94×0.37

1.21×1.10×0.27

1．33×1.22×0.36

0．84×0．60×0.29

0.61×0.51×0.24

0．6()×0．57×() .22

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

後期I|!葉手稲式期

後期中葉手稲式期？

後期中葉.手稲式期

後期! ''葉手稲式期？

後期' |'葉手稲式期？

後期'1'葉手稲式期

後期

後期

７
ｌ
７

７
ｌ
７
ｌ
７
ｌ
７
ｌ
７
貢

LP-47 ｂ

ａ

７

７

８

８

Ｋ

Ｌ

Ｃ

ｄ

６

６

８

８

Ｋ

Ｌ

北埋105７ 後期中葉手稲式期1.73×1.70×0.40

1.34×1 ．2()×0．17LP 48 P83c,P84b,

Q83d,Q84a

北埋1057 後期中葉手稲式期

９

０

１

２

３

４

５

４

５

５

５

５

５

５

~
~
~
~
~

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Q87a

Q84a･b･c･d

H65b, I65a

K58c･d

Q37b, R37a

R36c･d

Q43a･b

Ｒ

Ｊ

Ｐ

○

貝

Ｊ

貝

Ｊ

Ｆ

Ｏ

Ｒ

Ｊ

民

Ｊ

ハ

Ⅱ

〉

ハ

Ⅱ

Ｕ

〈

ｎ

Ｕ

ハ

Ⅱ

〕

八

Ⅱ

〉

ハ

ｎ

Ｖ

ハ

Ⅱ

〕

Ｔ

Ｉ

ユ

『

１

１

『

－

ユ

『

ｌ

工

『

Ｉ

土

イ

ー

エ

『

ｌ

工

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

し

Ｌ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

Ｉ

引

斗

Ｊ

ｊ

Ｉ

１

ｊ

‐

１

７

ｌ

７

７

７

７

７
ｌ
７

0.72×0.69×0.15

1.32×1.15×0.16

()－96×0．75×0.19

1．01×0.8()×0.28

() .97×0．75×0.19

0．97×0.74×0.32

1．22×0.65×0.15

後期

後期前葉余市式期

後期中葉手稲式期

後期

後期中葉手稲式期？

後期｢'1葉手稲式期？

晩期タンネトウI試期
LP 56 DS61b･c

T61a｡．

北埋105 1 0.60×0.54×0.72７ 後期

７

８

５

５
~

Ｐ

Ｐ

Ｌ

Ｌ

ｄ

ｂ

ｂ

ｂ

●

●

●

Ｄ

ｂ

ｂ

ａ

ａ

ａ

ａ

４

４

７

０

６

８

９

９

２

３

２

２

Ｆ

Ｇ

Ｒ

Ｒ

Ｖ

Ｐ

北埋105

北埋105

北埋92

北埋92

北埋92

北埋92

７

７

６
ｌ
６

６

６

0．50×0.50×0.18

0．48×0．44×0.14

1.21×1.12×1.25

0.87x(Q75)x0.32

2．36×1．97×0．31

(230)x(150)x0.70

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期
後期中葉手稲式期

晩期中葉以前

後期中葉手稲式期

後期中葉以前

９

０

５

６
~~
Ｐ

Ｐ

Ｌ

Ｌ

旧LP-101

l l]LP 102

旧LP-103

旧LP 104

１

２

６

６
~~
Ｐ

Ｐ

Ｌ

Ｌ

LP-63 Q27b･c,

R27a･d

北埋92６ 3．93×2．49×0.25 中期後葉北筒式期 旧LP-105

~

LP-64 ｄ

ｂ

■
○

Ｃ

ａ

６

７

２

２

Ｗ
Ｗ

北埋926 (1.80)x(1.50)xO20 早期後葉｢| 1茶路式期 旧LP 106

埋め垂

LP-65

LP-66

LP 67

LP 68

LP-69

LP-70

ｄ

ａ

２

２

８

８

Ｆ

Ｆ

ｂ

ｂ

７
１
●
各

Ｃ

Ｃ

、

、

ａ

ａ

Ｃ

ａ

州

馳

駆

塊

別

門

別

Ｑ

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｆ

貝

Ｊ

ワ

ー

ワ

ー

ワ

ｊ

ワ

Ｉ

ワ

ｉ

ワ

ｊ

ハ

Ｕ

１

土

１

１

１

１

１

入

１

４

１

入

１

１

１

１

１

１

１

入

１

１

１

１

１

１

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

卜

し

卜

し

レ

ー

」

．

ｒ

し

卜

し

レ

ー

」

．

卜

し

，

寸

司

十

イ

ー

１

『

Ｉ

「

‘

１

イ

Ｊ

１

「

１

句

７
ｌ
８

８

８
ｌ
８
ｌ
８
ｌ
８

0．27×0．27×0

1．00×() .89×0

0.96×0.94×0

0.80×0.63×0

0．83×0.74×0

0.60×0.45×0

0.70×0.58×0

後期中葉手稲式期

後期中葉手稲式期

後期中葉手稲式期

後期中葉手稲式期

後期中葉手稲式期

後期中葉手稲式期

後期中葉手稲式期

犯

測
一
弱
一
恥
一
妬
一
哩

肥 '二にLF-178 21



報告割‘ |睡嘩刷綻m( )ltt
規模 術 考

洲・
Ｔ
Ｊ
〃時調査年度ケ 11 、ソ ド

／ ノ ノ I遺構名

後期中葉手稲式期

後期中葉手稲式期

後期中葉手稲式期

後期中葉手稲式期

後期中葉手稲式期

後期中葉手稲式期

後期! '｣葉手稲式期

縄文時代後～晩？

縄文時代後～晩？

早期？

早期後半コッタロ (Ib-2)

覆期前葉余市？
後期'~| '葉手稲

縄文｢~' !～|晩期

縄文｢|'～晩期

早期後半コッタロ (Ib2)

早期

［

ｊ

［

ｊ

［

ｊ

庁

ｊ

［

ｊ

旬

１

局

ｊ

［

Ｉ

７

‐

〔

Ｉ

７

，

局

Ｉ

ワ

ｉ

〔

Ｉ

７

８

局

１

戸

１

局

ｊ

［

ｊ

房

ｉ

房

ｉ

［

Ｉ

７

‐

１

１

１

１

１

４

「

１

毛

１

‐

１

可

１

ワ

ョ

ワ

］

、

ム

ワ

』

の

ム

ワ

ム

、

乙

ワ

倉

、

乙

か

乙

ワ

』

ｎ

乙

ワ

臼

９

ム

ワ

ム

ワ

今

司

上

司

１

１

１

訂

１

１

１

イ

ー

『

上

司

１

１

Ｌ

１

１

－

八

『

１

１

入

で

１

１

土

寸

１

勺

１

イ

ー

「

１

毛

１

屯

１

イ

ー

１

人

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

埋

卜

し

卜

し

卜

し

卜

し

卜

し

卜

し

卜

し

卜

し

レ

ー

」

レ

ー

」

レ

ー

」

卜

し

卜

し

卜

し

レ

ー

」

卜

し

卜

し

卜

し

レ

ー

］

し

し

卜

し

卜

し

し

－

し

‘

１

列

１

司

り

１

可

１

可

１

１

イ

－

可

．

十

イ

－

「

Ｊ

１

イ

－

州

ｉ

訓

０

１

司

ｉ

則

十

イ

－

イ

－

副

０

１

イ

－

句

‘

１

イ

０

１

可

Ｉ

則

１

１

１

利

0.90x0.83x0.45m

0.66x0.64x0.30m

0.87X0.86X0.24m

1.88x1.58×0.62m

1.22x0.68x0.26m

(090)x(082)x0.24m

0.74X0.71X0.27m

1.47X1.40x0.33m

l.85x1.52x0.26m

3.02X2.83xO.25m

3_68x3.31x0.33m

3.20x2.15x0.31m

1.07x0.96x0.28m

1.25x0.78x(0.08)m

2.38xl74x(005)nl

3.75x3.24x0.32m

0.46x0.44x0.79m

2､16x1.78x0.45m

1.43x1.21x0.55m

2.56x2.38x0.40m

1.39xO､98x0.26m

2.48x2.19x0.49m

1.68x0.99x0.16m

８
ｌ
８
ｌ
８
ｌ
８
ｌ
８
ｌ
８
ｌ
８
９
ｌ
９
９
ｌ
９
９
ｌ
９
ｌ
９
－
９
ｌ
９
ｌ
９
ｌ
９
９
ｌ
９
ｌ
９
ｌ
９
ｌ
９

F82b･c

D81b

E80d, E81a

C75b

B83c.d, B84a･b

C78C, C79b,D78d,D79a

A79c,A80b

F276-c,77-b,G2-76-d

C2-74-a.b

A276-a～d

X73-a!Y-72c.d,73-a~d

X73-c.d,X74-a～d

W-73b,X-73a

V-79c,W79d

V-79c,W79-d

X-76-c.d,77-a~d,Y77-a

X77-d

V-77c.d,78a～d

F2-74c

Z73-c.d,74-ab

Y-76-b

A2-74a～d

W-67c.X-67d

LP71

２

３

４

５

６

７

７

７

７

７

~
~
~
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ ~

ａ

ｂ

７

８

９

０

１

２

３

４

４

５

６

７

８

９

０

１

２

７

７

７

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

９

９

９

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

~

縄文I|刀～晩期

後期前葉余市

早期後半コッタロ (Ib-2)

縄文後期？ （余市）

早期後半コッタロ (Ib-2)

早期後半コッタロ (Ib-2)5.01x3.98x0.57m北埋127ｄ苛
制

Ｉ

川

笠

ｎ

．

庁
ｊ
ｌ
－

７
ｊ
刈
詮

Ｃ

局

１

３

１

７

３
７

２

一

２

Ｇ

Ｈ

9LP-93

後期中葉手稲(IVb)

早期後半コッタロ (Ib-2)

早期後半コッタロ (Ib-2)

早期後半コッタロ (Ib2)

後期前葉余市？

後期前葉余市？

早期

早期

早期

早期

早期

早期

早期

早期

北埋127 1.16x1.06xO.27m

北埋127 1.89xl.77x0.671n

北埋127 2.87x2.36xO.30m

北埋127 2.95x2.67x0.28m

北埋127 1.29x1.13xO.17m

北埋127 1.32x1.0xO.241n

北埋127 0.58x0.57xO.65m

北埋127 0.51x0.45x() .83m

北埋127 0.58xO.52x0.551n

北埋127 0.43x0.41xl.09m

北埋127 0.60x0.55xO.74m

北埋127 0.64xO.61x1.23m

北埋127 0､53x0.50XO.61m

北埋127 0.68xO.64xl.16m

９
ｌ
９
９
ｌ
９
９
ｌ
９
ｌ
９
ｌ
９
ｌ
９
ｌ
９
ｌ
９
９
９
ｌ
９

０

１

２

３

４

５

６

７

４

５

６

７

８

９

０

０

０

０

０

０

０

０

９

９

９

９

９

９

１

１

１

１

１

１

１

１

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

牙

ｄ

ｄ

ｄ

７

８

Ｃ

７

ｂ

ａ

ｂ

ａ

ａ

４

▲

Ｊ

１

Ｙ

ａ

ｑ

Ｊ

附
吋
群
峠
汗
轆
祁
砲
馳
恥
郡
耐
刷
ね

匪
函
確
鴎
醇
酔
岨
酔
函
輯
卿
幽
閉
郡

(6) V・VI層焼土一覧

規模

圃径x短径xi"m( )1綻
備 考時 期調査年度 報告書NC~遺構名 グ リ ツ ト

後期初等余市式期北埋90 0.86×0.70×0.16E106c, elO7b

F106d、 F107a

5LF-1

後期初等余市式期

晩期タンネトウL式期

北埋90

北埋90

北埋90

北埋90

北埋90

北埋9(）

北埋90

北埋90

15×0.01

62×0．13

46×0. ()5

46×0.10

20×0.04

11×0.03

24×0．12

52×0.06

0.19×0

0.76×O

().60×0

0.67×0

0.30×0

0．29×0

0．43×0

0．92×0

５

ｌ

５

ｌ

５

５

５

ｌ

５

ｌ

５

５

E105a

L100a

L99d

L100c･d

M100d

L100a

P92a

Q91b

２

３

４

５

６

７

８

９

~
~
~~ＦＦＦＦＦＦＦＦ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

後期中葉手稲式期

後期! | 1葉手稲式期9ワ
白白



I 調査の概要

規模

直径x短径x深さm( )推定
遺構名 調査年度グ 11 ツ トノ 報告書No 時 期 備 考

０

１

２

３

４

５

６

７

１

１

１

１

１

１

１

１

~

~

~

~

~

~

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Q89b

Y85a･d

S81c

T80d, T81a

W81b

W80c

T81a･d

V80b

C99c

E100b

E100b

C88c,D88d

E89a･d

D89d

C89c, C90b

F102a

F103a･b

北埋90

北埋90

北埋90

北埋90

北埋90

北埋90

北埋90

北埋90

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

後期中葉手稲式期

後期

後期中葉手稲式期

後期中葉手稲式期

後期初頭余市式期

後期初頭余市式期

後期中葉手稲式期

後期初頭余市式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

５
ｌ
５
５
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
５
５
ｌ
５
ｌ
５
’
５

0．50×0.48×0．02

0－51×0.47×0.04

0.17×0.13×0.02

0．55×0．48×0.08

0．52×0.47×0.12

0．56×0．45×0.10

0．53×0.51×0.09

0.92×0.63×0.08

1.08×0.52×0.09

0.49×0.41×0.13

0．19×0．25×0.09

0.42×0.39×0.07

0．79×0.51×0．13

0．55×0．46×0.02

0.64×0.50×0.13

0.87×0.38×0.03

(残080)xQ70x0.09

８

９

１

１
~~
Ｆ

Ｆ

Ｌ

Ｌ

図掲載

図掲載

図掲載０

１

２

３

４

５

６

２

２

２

２

２

２

２

~
~
~
~
~
~

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

木の根攪乱
LF-27 Ｃ

、

ｄ

●

■

制

ｂ

ａ

８

９

９

９

Ｅ

Ｆ

北埋1055 ７ 0．90×0_69×0.14 晩期タンネトウL式期 図掲載

LF28

LF-29

LF-30

７

５

．

５

５．８９Ｆ

Ｃ

Ｃ

‐

，

８

８

９

９

９

９

Ｅ

Ｅ

Ｅ

北埋105

北埋105

北埋105

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

0．56×0．39×0

0．84×0.69×0

0.56×0.35×0 膳
皿

過

鮨

LF31 E99b｡c，

F99a･d

北埋105５ 晩期タンネトウL式期0．83×0．51×0.10 図掲載

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

３

３

３

３

３

３

３

３

４

４

４

４

４

４

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

埋
埋
埋
埋
埋
埋
埋
埋
埋
埋
埋
埋
埋
埋

．

ｒ

し

卜

し

、

卜

し

，

卜

し

し

‐

し

卜

し

卜

し

卜

し

卜

し

し

‐

し

レ

ー

」

卜

し

レ

ー

し

し

‐

し

判

Ｉ

イ

０

１

可

－

１

副

１

列

１

司

斗

則

，

イ

イ

ｊ

１

イ

、

１

イ

‐

１

可

‐

１

「

，

１

列

皿

Ｉ

「

Ｊ

‐

イ

ぬ

．

４

３

Ｎ

唖

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｂ

ｄ

■

①

●

つ

哩

■

●

ｆ

●

Ｃ

Ｃ

ａ

ａ

Ｃ

Ｃ

１

１

ａ

‐

．

Ｃ

１

ｄ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

９

９

９

９

５

６

０

７

６

１

７

５

３

２

９

９

９

９

９

９

１

８

８

５

４

４

５

５

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｂ

Ｏ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｏ

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネI､ウL式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

後期

後期

晩期タンネトウL式期

後期

後期

５

５

ｌ

５

ｌ

５

５

５

ｌ

５

ｌ

５

ｌ

５

７

７

７

ｌ

７

７

0.50×0.34×0.09

0.47×0．32×() .07

0．73×0．57×() .06

0.23×0.15×0.03

図掲載

図掲載

図掲載

図掲載

() .97×0．77×0.08

0.64×().26

0.31×0.28

0.56×0.43×0.10

1．58×0．54×0．11

1.12×0.33×0.17

大0.65xO.42x0.11

0．47×0.43×0.07

0.52×0.44×0.02

1.03×0.52×0.06

大小3カ所

風倒木痕上

風倒木痕I

LF-46 U49c．d,

U50b

北埋105 晩期タンネトウL式期0.68×0.58×0.11７

７

８

４

４
~~
Ｆ

Ｆ

Ｌ

Ｌ

北埋105 1 0.37×0.29×0.04 1後期
北埋105 1 0.88×0.81×0.19 1後期

P50c

~P50c
図掲載

図掲載

７

７

LF49 北埋105 k0.47X0.29X0.11N50c, N51b,

O50d、 O51a

後期 大小2カ所７

０

１

２

５

５

５

~
~

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

ｄ

ｂ

Ｃ

ｄ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

５

５

５

Ｎ

Ｎ

Ｏ

貝

Ｊ

Ｆ

Ｏ

Ｆ

Ｏ

ｎ

Ⅱ

ｖ

ｎ

Ⅱ

〉

、

叩

〉

刊

Ｉ

且

１

１

一

「

Ｉ

且

埋

埋

埋

北

北

北

鋤
函
函

７
’
７
’
７

0．34×0.16×0

0.37×0.17×0

0．39×0．37×0

山

一

舵

妬 風倒木痕凹図掲載

LF-53 北埋105O50d 後期７ 0．17×0.11×0.01 風倒木痕凹

LF-52下図掲載

LF-54

LF-55

LF56

５

５

５

０

０

０

１

１

１

埋
埋
埋

北
北
北

ｄ

ｂ

２

８

５

４

Ｔ

ｄ

Ｒ

Ｔ

ｅ

，

Ｃ

ａ

Ｃ

ワ
草
庁
ｊ
〔
ｊ

駈

創

脳

御
函
函

図掲載７
’
７
’
７

1.32×0.92×0.17

0.71×0.37×0.09

0．49×0．35×0．12

LF57 北埋105
ｂ

，
●

勺

。

ａ

２

３

９

９

Ｇ

Ｇ

晩期タンネトウL式期 図掲載７ 1．62×0.85×0.11

８

９

５

５
~~
Ｆ

Ｆ

Ｌ

Ｌ

北埋1()5 1 0．46×0.36×0.06 1晩期タンネトウL式期
北埋1()5 1 0．67×0.50×0.06 1晩期タンネトウL式期

ｄＣ

ａ

２

２

９

９

Ｇ

Ｇ

図掲載

図掲載

７
’
７
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規模

直径x短径x牒さm( )推定
備 考期報告書NC 時調査年度遺描名グ リ ヅ ト

LF-60 1G91c 北埋105 1 0.41×0.29×0.12 1晩期タンネトウL式期 図掲載７

図掲載

図掲載

|晩期タンネトウL式期北埋105F93c,

G93a｡．

７ 0.45×0.42×().1]LF-61

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

|晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105
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ｌ

７

７

ｌ

７

７

ｌ

７

７

ｌ

７

７

ｌ
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ｌ
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７

ｌ
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７
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ｌ

７

７

ｌ

７

ｌ

７

ｌ

７

ｌ

７

ｌ

７

７

ｌ

７

0.55×0.37×0.05

1.15×0.57×0.19

G93d２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４
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６
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０

１

２

３
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５

６

６

６

６

６

６

６

６

６

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

８

８

８

８

８

８

８

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

H101a

F95c. F96b 州
一
噸
一

風倒木痕」

風倒木痕」

0．85×0．55×0.13

0.6()×0.54×0.15

0．57×0．35×0.14

0．91×0．31×0.10

0.89×0.82×0.13

0.60×0.56×0.09

0.62×0.45×0.05

0.78×0.31×0.18

0－67×0.44×0.16

0．84×0.51×0.11

0．37×0．25×0.05

0．93×0．37×0.08

1．39×0.59×0．12

1．27×0－69×0．20

0.64×0.54×0．10

0_88×0.47×0.16

0．70×0.47×0.16

0．90×0．64×0．10

(0.75)XO45X0.08

0．74×0.41×0.08

1.14×0.64×0.02

0．26×0.16×0.04

0.70×0.57×0.08

G95d,G96a

K100a

J95c,K99d

G92a･b

G91a

G91d

G91a

E88b･c

F97a

F96c･d

G95d、 G96a･b

図掲載

IXI掲載

図掲祓

図掲救

図掲載

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

後期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウ.L式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

後期

後期堂林式期

L94c･d

L94a･b

図掲載

風倒木痕凹

G93c･d

M96d

I89a

K92d

K93b,L93a

K92b･c

J93c, K93d

H86d

I84d

図掲載

北埋105 昨年の続き

図掲載

晩期タンネトウL式期LF87

LF-88

F83b,

G83a

７ ().70×0.61×0.13

図掲載

図掲救

図掲載

図掲載
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．
１
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０
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句

後期

後期

後期

後期

晩期タンネトウL式期

G83a

P87d

P87d

P87a

P85c･d

P81c

K78b,L78a

K78c

R84d

N79b

N78a･b

P81a

Q81b｡c, R81a

M79c,N79b

K79a

M78a

P83a･b

L74a．b･c･d

K73c, L73d

K71c, L71d

S77c, T77d

７
ｌ
７
ｌ
７
ｌ
７
ｌ
７
ｌ
７

0．56×0．43×0．14

(070)XO55X0.11

0．19×0．16×0.04

0.52×0.38×0.07

0．47×0.33×0.07

0.34×0.33×0.05

0.91×0.62×0.05

0.42×0．34×0.01

0．40×0．38×0．06

0．52×0．35×0.06

0.85×0．52×0.11

0‘51×0．36×0.13

大0.70x0.26x0.11

1.76x(0.90)x0.05

0_35×0.27×0.02

0.97×0.63×0.08

0.47×0.35×0．07

0.93×0.30×0.20

1．40×0.76×0.19

0.80×0.76×0.08

0－46×0.24×0.08
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Ｆ

Ｌ

Ｌ

１

２

３

９
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９
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Ｌ

Ｌ
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図掲載後期中葉手稲式期

後期' ' 1葉手稲式期

後期

後期

後期

後期

後期

後期タプコプ式期

後期
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後期～晩期
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ｌ
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ｌ

７
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ｌ

７

ｌ

７

７

７

７

図掲載

大小2カ所

|咽に焼土粒,炭化物流

剛に焼土粒･炭化物分布

風倒木痕上

北埋105 風倒木痕凹

|叉l掲載

早期Q72c･d

Q73b

LF-109 ７ 2．75×0.65×0.34
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５

５

０

０
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１

１

１

埋
埋
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北

北
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後期～晩期
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0．65×0

0.61×0

0．59×0

43×0. ()5

50×0.12

49×0.08
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I 調査の概要

規模

雌x短径x深さm( )推定
遺構名 グ リ ツ ド 調杳年度 報告書No 時 期 備 考

喝
皿
略
略

Ⅳ
娼
凹
加
幻
犯
鴎
型

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

~
~
~
~
~
~
~

~~

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

J72d

I71b

N72b, L72a

N73c, 073d

N73a･b

L73c

I65c

I63d, I64a

H63a

M69c,N69d

K59b

L59c,M59d

L67a

K65a･b

M55c,N55d

M63a･d

R61c

Q59b

L61b,M61a

Q38d

R44c

R44c

北埋105 1143×0.95×0.11
北埋105 1067×0.49×0.()5

７
’
７

晩期タンネトウL式期

後期～晩期

後期～晩期

後期～晩期

後期～晩期

後期～晩期

後期

後期

後期

後期～晩期

後期

後期

後期

後期

後期

後期

後期

後期

後期

後期

後期～晩期

晩期タンネトウL式期

北埋105

北埋105

７

一

(0.60)x0.50x0.23

(1.20)X0.80XO23

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

北埋1()5

北埋105

北埋105

北埋105

北埋105

７

７
ｌ
７
ｌ
７
ｌ
７

７

７
ｌ
７

７
ｌ
７

７
ｌ
７
ｌ
７
ｌ
７
ｌ
７

７
ｌ
７

７

1．20×0.62×0.25

0．70×0．65×0．03

0．37×0.28×0.02

(0.30)x(170)xOl6

0.32×0.18×0.03

0‘85×0．81×0.05

1.04×0.47×0.07

0．65×0．42×0．06

0．58×0.22×0.50

大0.77xO.25x0.11

1．14×0．40×0.07

1．18×0.59×0.09

0.30×0.23×0.07

0．94×0．45×0.24

0．65×0．48×0.15

1.06×0.60×0.18

0.30×0．15×0.04

0.35×0.15×() _04

風倒木痕」

風倒木痕I勇

瓜倒木痕凹

５

６

２

２

１

１
~
Ｆ

Ｆ

Ｌ

Ｌ

凪倒木痕凹

mfll水痕凹大'1，2ヵNi

図掲載

図掲載
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７
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ｌ
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７

７
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ｌ
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大小2カ所
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風倒木痕上

風倒木痕上

風倒木痕上

H 14脇

風倒木痕凹

風倒木痕IM1

風倒木痕凹

風倒木痕上図掲載

風倒木痕_上

l弧倒木痕凹LF-151 北埋105 後期S46b･c

T46a。。

7 0.56×0.31×0.07
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７

LF-154 北埋105 大l.02x0.25xO.10P41a･b･d
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後期～晩期 大小4カ所
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図掲載

風倒木痕凹図掲載

風倒木痕IUI
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風倒木痕凹

風倒木痕凹

風倒木痕凹
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I70a
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規模
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旧LF101

l日LF-102

旧LF103

旧LF-104

旧LF-105

1日LF-106

1DLF-107

IDLF-108

1 IJLF-109

0．49×0.36×0.16

0_21×0.12×0.02

0．22×0.19×0.05

0.40×0.26×0.04

0．30×0．18×0.02

0．48×0．58×0.04

1．28×0．71×0．08

0.66×0.50×0.06

0.40×0.34×0.08

0．36×0．28×0_02

0.84×0.36×009

0．42×0.38×0．05

1．01×0．24×0．07

0.70×0.54×0.11

0.38×0．22×0.06

0．64×0．40×0.12

0．69×0.41×0.16

0.52×0.31×0.08

0．90×0.53×0．18

0．25×0．13×0．06

0.91×0.52×0.11

0.66×0．31×0.13

0．66×0．42×0．11

0.65×0.54×0_14

3－25×0．48×0．13

0．52×0．44×0.14

0．82×0.58×0.14

0.62×0.52×0.05

0．59×0.44×0.11

0．67×0.52×0.05

1.10×0.68×0.11

1.24×0.61×0.07

0.94×0.48×0.05

0．85×0_29×0．08

0．76×0．53×0.08

0．54×0.34×0.13

0．48×0．38×0．12

0.66×0.44×0．08

0．66×0.28×0.06

0．84×0．66×0．20

0．42×0.28×0.06

0．17×0．14×0．03

0.70×0．47×0．07

0．84×0．25×0.09

0．41×0．22×0.03

0．37×0．34×0．04

050×0.41×0.06

0.41×0．30×0.07

0.48×0.17×0.08

0.58×0.43×0.10

0.24×0.13×0.03

0.49×0.34×0.10

1.89×0.82×0.05

0.92×0.52×0.15
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S33c

X26d, X27a

W26d

W26b･c

R29c,R30b

R29c,R30b

P28b

Y27a･d

W26c

W27b, X27a

F84c･d

B79c,B80b

F81a

D79c, D80b, E79d

F82c,F83b

F82a｡b･c･d

B79b

D79a･b

D79c,D80b, E79d

F81b

F81b･c

F80c･d

F80d

D78c

C81b,D81a･b･c･d

D81a

C74d

C73d,C74a

D76d

C78c

C78a･b

C79b

C75c,C76b,D75d,D76a
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後期中葉以降
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後期中葉
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I 調査の概要

グ リ ツ ド
規模

Mx短径x擬さm( )1"
遺構名 調査年度 報告書No. 時 期

ｨil上 一レ

川リ 〆写

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

ａ

司

り

塑

盟

犯

犯

蛇

盟

塑

躯

塑

躯

認

羽

羽

羽

瀦

羽

認

羽

詔

羽

型

別

別

型

別

型

別

塑

塑

塑

妬

あ

あ

妬

妬

妬

泌

泌

妬

あ

あ

坊

妬

妬

沁

沁

泌

恥

泌

妬

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

、
、
、
唾
唖
、
唖
睡
唖
唾
唾
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
唾
唾
、
唾
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
唾
唾
正
、
、
、
匪
唖
唾
唾
、
唾
、
唾
唾
唾
唾
唾
唾
、
、
唾
、
、
、
唾

ａ

ａ

ｄ

ａ

ｎ

ｘ

Ｕ

●

〈

，

ｎ

〉

イ

ペ

“

ｕ

［

ノ

ー

ハ

ノ

白

ｎ

ノ

臼

一

．

５

ａ

９

ａ

雑

舟

胞

ｍ

Ｄ

Ｃ

Ａ

ｄ

ｂ

・

一

〃

ｄ

Ａ

Ａ

ｚ

ａ

Ｏ

ｄ

６

５

６

．

ｄ

ｄ

℃

Ｃ

・

．

ｄ

Ｃ

，

ａ

旬

ｄ

Ａ

Ａ

ｂ

Ｚ

ｂ

恥
馳
恥
恥
恥
恥
恥
恥
唖
恥
恥
耐
榊
岬
恥
蝿
蝿
榊
蝿
吋
岬
恥
恥
鋤
掘
麺
恥
恥
獅
恥
銅
恥
錘
恥
恥
恥
吋
恥
恥
恥
叶
和
毎
吋
甲
州
州
岬
串
吋

●

●

北埋117

北埋117

北埋117

北埋117

北埋117

北埋117

北埋117

北埋117

北埋117

北埋117

北埋117

北埋117

北埋117

北埋117

北埋117

北埋117

北埋117

北埋117

北埋117

北埋117

北埋117

北埋117

北埋117

北埋117

北埋117

北埋117

北埋117

北埋117

北埋117

北埋117

北埋117

北埋117

北埋117

北埋127

北埋127

北埋127

北埋127

北埋127

北埋127

北埋127

北埋127

北埋127

北埋127

北埋127

北埋127

北埋127

北埋127

北埋127

北埋127

北埋127

８

８

８

８

ｌ

８

ｌ

８

ｌ

８

ｌ

８

ｌ

８

ｌ

８

ｌ

８

８

８

８

ｌ

８

ｌ

８

ｌ

８

ｌ

８

ｌ

８

ｌ

８

ｌ

８

ｌ

８

ｌ

８

ｌ

８

８

８

ｌ

８

ｌ

８

８

８

８

８

８

９

ｌ

９

９

ｌ

９

９

９

９

９

ｌ
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９

９

９
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ｌ
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ｌ
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９

1．16×0．67×0

() .42×0．23×0

0．36×0．20×(）

0．48×0.38×0

0.54×0.46×0

() .52×0.46×0

晩期タンネトウL式期

後期中葉

晩期タンネトウL式期

叩
一
Ⅱ
｜
昭
一
吃
叩
一
皿

晩期タンネトウL式期

早期？

後期｢|'葉～晩期

0.54×0_48×0.10 1後期中葉

0．54×0.37×0．16

0．44×0．18×0.13

0.8×0.54×0.11

0．38×0．11×0.05

0.46×0.44×0.07

0.46×0.43×0．06

0．50×0．30×0.06

1.12×0.76×0.17

0．84×0.44×0．17

0.88×0.28×0.14

0－62×0．52×0.15

0.50×0.28×0.12

0.53×0．51×0.08

2．17×1.18×0．18

1．05×0.50×0.22

0.98×0.40×0.17

0．48×0.46×0.07

0.42×0.33×0.06

0．40×0．28×0.11

0.63×0.28×0.11

0．59×0．36×0.07

0．34×0.19×0.04

1．58×0．47×0．07

0.64×0.28×0.07

0．54×0.45×0.16

0.72×0.66×0.17

1.37x0.55x0.09m

0.43x0.33x0.10m

1.99x1.40x0.19m

1.10X0.32x0.05m

0.56x0.41x0.04m

0.71xO@36x0.04m

0．54x0.34×0.03m

0.48×0.41×－m

0.44X0.28xO.02m

0_70xO.50xO_O4m

O､60x0.33x0.15m

0.92x0.59x0.10m

1.25x1.04x0.18m

0.51x0.38x0.11m

0．78x0.54x0.08m

0.68x0.50×0.13m

1．06x0.74x0.23m

晩期タンネトウL式期

後期中葉～晩期

後期中葉～晩期

後期中葉～晩期

後期中葉～晩期

晩期タンネトウL式期

後期堂林式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

晩期タンネトウL式期

後期中葉

晩期タンネトウL式期

後期中葉～晩期

後期中葉～晩期

後期中葉～晩期

後期中葉～晩期

後期'l｣葉～晩期

後期中葉～晩期

後期中葉～晩期

後期中葉～晩期

後期1 |1葉～晩期

後期中葉

早期後半～晩期

早期後半～晩期

早期後半～晩期

早期後半～晩期

早期後半～晩期

早期後半～晩期

早期後半～晩期

早期後半～晩期

早期後半～晩期

早期後半～晩期

早期後半～晩期

早期後半～晩期

早期後半～晩期

早期後半～晩期

早期後半～晩期

早期後半～晩期

早期後半～晩期

ワ'7
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規模

直攝x短径x深さn'( )l"
備 考時 期服告書No調査年度辿描名 グ リ ッ 卜

期

期

期

期

期

期

期

期

期

期

期

期

期

期

期
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期
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秘
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惣
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弧
覗
弧
惣
樅
弧
弧
秘
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半

半

半

半

半
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後

後

後
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期

期

期

期

期

期

期

期
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期

期
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期

早

早

早

早

早
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早

早

早

早

早

早

早
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文
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縄

縄

縄

縄
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LF 269

LF-270

LF-271

LF 272

LF-273

LF-274

LF-275

LF-276

LF-277a

LF-277b

LF-278

LF-279
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ｌ
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ｌ
９
ｌ
９
ｌ
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９
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Z-74-c

W 67-a～c

W-67 a～c

Z-76-d

E2-78 d

W-75-b.c

T 70-d

C2 81 d

D2-81 b,E2-81-a

D2 82-b,E2 82 a

G2 78-c･d

W 69-b
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(7) V層炭化物集中一覧

規模

l雛x短径x深さm( )|"
備 考期報告書NC 時調査年度遺構名 グ リ ツ ト

縄文早期後半～晩期

縄文早期後半～晩期

縄文早期後半～晩期

繩文早期後半～晩期

縄文早期後半～晩期

縄文早期後半～晩期

縄文早期後半～晩期

縄文早期後半～晩期

1tm!No｣27

北MIN0, 127

北埋No. 127

北埋No.127

1ttMNo.127

北埋N0,127

1tⅢNo.127

1tMIINo.127

1.19x0.51x().07m

2.20×0.58×－m

0．45×0.39×－m

1．10×0．87× m

10.1×0.41× m

0．47×0.34× m

0．27×0.20× m

0．48×() .34× m

ａ

ｄ

牛

Ｃ

Ｃ

－

７

ｄ

‐

．

‐

ｂ

１

Ｄ

ａ

ａ

ａ

可

．

ａ

Ｃ

一

一

一

一

司

１

Ｑ

ゾ

Ｑ

ｖ

Ｑ

Ｊ

７

３

４

４

７

７

７

【

１

両

Ｉ

門

Ｉ

弓

』

〔

Ｉ

一

一

ワ

色

ハ

ム

ワ

』

ワ

］

Ｕ

Ｆ

Ｔ

Ｔ

Ａ

Ｇ

Ｈ

Ｈ

９
ｌ
９

９
ｌ
９

９

９

９

９

１

２

３

~

~

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

４

５
~~
Ｃ

Ｃ

Ｌ

Ｌ

６

７

８

~
~
~

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

(8) V層集石一覧

規棋

直径x短径x牒さ,''( )|"
備 考報告書No調査年度 虻H

"、JJ遺構名 グ リ ツ ト 時

9 1北叩No.127 1 1.62×0.51×－ml縄文後期前～中葉TQ－1
聖ロ ｣

(9) V層大型土壌一覧

規模

直径x短径x深さm( )推定
備 考報告書NC 期調査年度 11寺遺構名 グ リ ヅ ト

後期中葉手稲式期

糀澗式期

北埋105N82c,N83b,

O82d, 083a

７ 3.00×2.67×1.59BP-]

北埋1()5 後期中葉手稲式期

糀澗式期

2．02×1.6()BP 2 P84a･b･c｡． ７ ワワワ
臼．白白

周囲4本柱北埋105 後期前葉余市式期～

中葉

2．14×1．95×1．36BP-3 ｄ
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北埋105 2.00×1.80×1.10後期前葉余市式期～中葉

北埋105 0.93×0.80×1.96後期中葉
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T48d
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II 土層

Ⅱ土 層

1．土層の区分（図11-1 ･ 2、図版2)

基本土層は過年度までの報告、北埋調報第90集．92集．105集･117集のキウス7遺跡報告と同じで

ある。樽前c降下軽石(Ta-c)を挟むⅢ層とV層の黒色土層が主な遺構、遺物包含層である。千歳周

辺で確認される樽前b降下軽石(Ta-b)は検出されていない。また、層状には検出されてはいないが、

樽前d降下軽石(Ta-d)はV層の下位からⅥ層にかけて粒状に点在することが確認されている。

I層：黒褐色～灰褐色の表土層。

II層：灰白色、樽前a降下軽石(Ta-a)。

IⅡ層：黒色腐植土層。新千歳空港用地内での調査報告にある第0黒色土居と、第1黒色土居に相当す

る。縄文時代晩期からアイヌ文化期の遺物包含層である。続縄文時代の北大式土器、後北C2

D式土器、晩期大洞A・A'式土器などの遺物が出土している。

Ⅳ層：茶褐色、樽前c降下軽石(Ta-c)。

V層：黒色～褐色腐植層。新千歳空港用地内での調査報告にある第1I黒色土層に相当する。縄文時代

早期から晩期までの遺物包含層である。今年度は特に早期後半コッタロ式土器を伴う住居跡、

土壌等を検出している。

Ⅵ層：暗褐～黄褐色土層。 V層とⅦ層の漸移層で層界は不明瞭。早期の遺物も含まれており、今年初

めて旧石器時代の遺物が出土している。

Ⅶ層：黄褐～明黄褐色土層。恵庭a降下軽石(En-a)の風化ローム層。旧石器時代の遺物が出土する。

Ⅷ層：明黄褐色の恵庭a降下軽石(En a)。上位に粒径の大きなもの(L)、下位に小さなもの(S)

が堆積する。

Ⅸ層：ローム。

に~司嬢駕騒， 6667
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[II Ta-c上位の遺構

III Ta-c上位の調査

1．土擴

UP-60 (図Ⅲ－1,表1-1･7．V-4)

位置A2-74b、 D2-74 規模1.17/0.79×0.97/0.45×0.32

調査Ⅳ層上面でⅢ層の落ち込みを確認した。性格は不明である。平面形は不整円形である。覆土は

主体となるⅢ層にTa c (Ⅳ層）が混入する。床面はⅥ層中に作られ不明瞭である。風倒木痕の可能

性がある。

遺物出土していない。 時期縄文時代晩期以降と推定される。 （笠原）

UP-61 (図Ⅲ－1,表1－1 ．7･V-4)

位置H2-79 規模1.01/0.80×0.91/0.80×0.11

調査Ⅳ層上面でⅡI層の浅い落ち込みと、その上面に散在する礫を確認した。平面形はほぼ円形であ

る。覆土はわずかに炭化物を含むIⅡ層とTa-c (Ⅳ層）にⅢ層が混じるもので構成される。深さは11

cmと浅く、土堰として調査したが礫の一部に被熱が認められること、覆土に炭化物を含むこと等から

石組み炉の可能性もある。

遺物覆土1層中からも礫片と樹皮状のものが出土している。

時期縄文時代晩期以降と推定される。 （笠原）

UP-62 (図Ⅲ-1,表1-1．7．V-4,図版3-1･2)

位置H2-79-b 規模070/038×0.62/0.35×0.20

調査Ⅳ層上面でⅢ層の落ち込みと、上位から一部被熱の認められる礫を確認した。平面形は楕円形

で、 ⅡI層中から掘り込まれている。堰底はv層上面に作られている。覆土はわずかに炭化物が混じる

Ⅲ層である。

遺物覆十'一位から礫が出土している。

(笠原）時期縄文時代晩期以降と推定される。

2．焼土

UF-76 (図IⅡ－1,表1-1･7．V-4,図版3-3)

位置V-72b、W-72d、W-73 規模212/－×l.16/－×0.18

調査Ⅳ層上面で､斑状に広がる榿色の焼土を確認した。上位には粒子の粗い炭化物が集中している。

遺物出土していない。 時期縄文時代晩期以降と推定される。 （笠原）

UF-77 (図IⅡ－1,表1－1．7．V-4)

位置B2-81-c、 C2-81， C2-82 規模092/一×0.72/一×0.11

調査ⅡI層調査中に確認した榿色の焼土である。

遺物焼土中より黒曜石製の砕片が数点出土している。

時期縄文時代晩期以降と推定される。 （笠原）

UF-78 (図Ⅲ－1,表1－1．7･V－4)

位置H2－80 規模0.63/一×058/－×0.10

調査Ⅳ層上面にて榿褐色の落ち込みを確認した。層厚は約1Ocmで底面はV層上面である。

遺物出土していない。 時期縄文時代晩期以降と推定される。 （笠原） 31
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IVTa-c下位の遺構

IVTa-c下位の遺構

Ta-c層下位ではV層～IX層の調査を行い、旧石器、縄文時代早、中～晩期など各時期の遺構を検

出した。遺構の種と数量は表IV-1に示した通りである。なお、旧石器に関しては各遺物の出土状況

が窪地に流れ込むような分布を示す傾向まで押さえたものの、それに伴う掘込などに関しては検出で

きなかったためV章で扱うこととした。

Ta-cを除去したV層上面の地形は、南半分が比較的平坦な地形で北半分が西に向かって低くなる

緩やかな斜面の地形を呈している。東西の比高差は約1.7mである。南半分の平坦部ではすでにV層上

面で図IV-1で示した遺構の掘卜＋らしき明褐色土の広がりと窪みが確認され、その範囲を中心に調

査を行った。

見つかった遺構の時期は縄文時代早期後半のものを主体に、中期後半、後期前～末葉、晩期末葉な

どである。V層上面で検出された明褐色土の広がりは、早期後半の竪穴式住居の分布とほぼ重なるた

め、それらによるものと考えられる。

縄文時代早期後半のコッタロ式土器を伴う時期の遺構には竪穴式住居跡9軒、土曠6個所、焼土な

どがある。さらに、それ以外では同時期の可能性を持つものに土曠11個所もある。 これらは同時期の

所謂「集落」を構成すると考えられる。

この時期の住居跡と考えられるのはLH 28・29･30･32．33･35･36･38･42の9軒である。平

面形は円もしくは楕円で規模的には径が約8～9mに達する大型のもの(LH-28･28･30･32) と

径約5～7mに収まる中型のもの(LH-33．35･36･38･42) とがある。ほとんどのものには床面

中央付近に炉跡と考えられる焼土が位置している。柱穴が最も良好に検出されたのは床面がVⅢ層に達

していたLH-28であるが、他もLH-28と同様の柱穴群を有していたものと考えられる。

LH-28･29．30･32･35．38･42などの床面で検出されたⅨ層にまで達する大型の柱穴状ピット

に関しては、更に検討を加える余地が残るものの、住居内では壁際に位置するものもあり、全体的に

類似の特長をもつ土曠9個所(LP-86･重なる傾向にあるため、は早期後半の遺構群の分布とほぼ重なる傾向に

100～107) も含めてこの時期の遺構群に関る可

住居跡の位置関係はLH-28･38の2軒が連

93は馬蹄形に配置されていると考えられる。 こ

成の一形態を表している可能性がある。 また、

ら付帯施設であった可能性がある。

床、覆土の遺物出土状況については個々の

事象に傾向の様なものがある。遺物が床に集

中するもの(LH-28･38)、覆土に集中する

もの(LH-30･33･35．36．42)、双方とも

多いもの(LH 32) とがある。さらに石器

類は、剥片石器の割合が高いもの(LH-35･

42)、礫石器の割合が高いもの(LH-29．32｡

33．36） とに別れる傾向がある。石・土製品

が出土したのはLH-32だけである。大きな

傾向とすれば礫石器類の出現率が目を引く。

U能性があ る。

なるもので、 LH-35．42．30･32･36．33、 LP-

れらは独立した「核家族」によって共有される施設構

LH-38･LP-93に関しては床面に炉跡がなことか

表IV-1 検出遺構一覧

|Ta c層下位(L) | 数量

住居跡(H)
1J､

lOLH-28～43

土塘(P) 30LP-78～107

34焼土(F) LF 253～286

炭化物集中(C) 8LC-1～8

礫集中(S) LS-1 1

合計 89
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植物性の食料の摂取率が高かった可能性がある。

早期後半の土壌はLP-81･82･89･91･93．96･97の6個所である。 この他にその可能性のある

ものがLP-82･85｡86．100～107の11個所である。 LP-81．93は所謂「竪穴状遺構」である。 L

P-89･91．96．97は平坦な床面に単騎の小ピットを持つ小型の竪穴状土壌である。埋め戻しと考え

られるEn a主体の覆土断面には陥没の痕跡が認められ、この覆土上面からは複数の個体からなる土

器片が出土する。覆土と遺物の出土状況から墓的な性格も伺える。

早期遣構群の南と北にある焼土は、同時期の土器分布と重なる傾向にある。 I群b－2類の土器は

キウス7遺跡全体の中でも極めて限定された範囲でしか出土しておらず、 これらと重複する遺構に関

しても同じ時期の所産である可能性が高い。

縄文時代中期後半はLH-39の竪穴式住居一軒が検出されている。遺構の上部をLH-31･37に破

壊された焼失家屋で、上屋を構築していた材の一部が炭化して残っている。床面からは土器、石器な

どと共に土製円盤や矢柄研摩器が出土している。

縄文時代後期前葉は竪穴式住居が5軒と墓と考えられる土墳3箇所が見つかっている。

住居はLH-34･37･40．41．43の5軒である。 LH-34･37･43は竪穴の掘り込みが浅いタイプ

のものでLH 40･41はやや掘りが深く小型であるようだ。 LH-34･37には大型礫を使った石囲い

炉、LH-43には土器囲い炉が検出されている。 LH-40･41に関しても床から炉跡と考えられる焼土
が見つかっている。

土塘はLP-88･98･99の3箇所である。いずれもLH-37の周辺に位置しており、 LP-98･99

は遺構の上部をLH-31によって失われているが、本来的にはLP-88と同じ規模を有していたもの

と考えられる。覆土は埋め戻し土と考えられ、遺体は残っていないが土曠墓の可能性が高いと考えら

れる。 LP-88･98･99の土塘3箇所はLH-37の下位に重複するLH-39の周囲に位置することに

もなり、 これらの時期はLH 39の縄文時代中期後半になる可能性もある。

縄文時代後期中～末葉は竪穴住居跡1軒と土塘2箇所が見つかっている。住居はLH-31で、大型

の平面形と浅いプランを持ち、下位には重複するLH-37･39が位置しておりそれらの遺物がかなり

の数で混入している。土堰はLP-83･94の2箇所である。いずれも円形のプランを有する小型の土

堰で覆土は埋め戻しの可能性が高い。 LP-83はプラン近くの包含層中にⅣ群c類の浅鉢形土器が一

個体出土し、 LP-94は覆土上位からT･U-72グリッドのものと接合するIV群b類の深鉢形土器が

出土している。 これらは規模が小型であるが、覆土と遺物から墓的な性格を有すと考えられる。

また、後期前～末葉に関しては遺物が埋没しつつある各住居の竪穴の窪みで出土する傾向が認めら

れる。特に、 LH-28はV層上面においても大きく窪んでおり、その内部や周りの包含層からは多数

のIV群b類土器が出土していることから､それらの窪みを利用した作業が行われていた可能性がある。

縄文時代晩期末葉ではLP-95が見つかっている。LH-36の覆土と床を切って掘り込んだ円形プ

ランを有する大型の土塘で､覆土は埋め戻しが行われており、その上位からは大量の黒曜石フレイク．
チップと長楕円のたた き石が出土している。土曠墓と考えられる。
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IVTa-c下位の遺構

1.住居跡（図IV-3～50,図版5～23･38～63,表V－4～7)

LH-28 (図IV-3･4．5,表’－7． |V-1･V-4,図版6－1．2,図版7-1～8)

位置:W-77-c, 78-b・c, 79-b, X-77-c．d, 78-a～d,X-79-a･d,Y-78-a･d

規模: 6.31/5.63×5.92/5.40×0.66

調査 IIIS(Ta-a)除去後、調査区北東側の1I1層調査でX-78グリッド付近が大きく窪んでいるのを

確認した。 また、 この窪みの周囲にはパミスを含む堀り上げ土が認められた。そこで竪穴住居跡

を想定し、周辺包含層を調査した後、 1V層(Ta-c)を取り除いてから掘り下げを行った。東西・

南北に土層観察用のベルトを設定してトレンチを入れ、覆土、床、壁面の調査を行った。その結

果ほぼ円形を呈する竪穴住居跡を確認した。覆土は黒色のV層腐植土を主体として構成され、層

厚は約60cmを計る。

遺物はV層上面に流れ込みによると思われるIV群b･c類土器の破片のほかに、 I群b2類、

I群b3類の土器片もわずかに含まれていた。その他にも、黒曜石の剥片や珪岩を素材にしたR

フレイク、たたき石、礫等、約200点を数える遺物が出土した。その後、断面観察と覆土の調査を

引き続き行い、北東隅の床面に散在するI群b2類土器の破片を確認した。ベルトの断面調査後、

これを除去して精査し、 VⅢ層中にほぼ平坦で固くしまる床面を検出した。床面には焼土は確認さ

れなかった。壁は南東側の一部が抜根により壊されているものの、ほぼ垂直に立ち上がる。

柱穴は36個検出した。すべてVIII層中に作られている。HP-1～4が主柱穴と思われ、住居の

中央に方形に配置されている。主柱穴の開口部はほぼ円形で、柱穴中心間の距離は約80cm～90cm

である。覆土はいずれも三層からなり、覆土l層はV層にVI層が混入するもの、覆土2層はVI層

とVII層にVⅢ層が混入するもの、覆土3層はやや酸化したVII1層で構成されている。HP-1は深さ

約57cmでほぼ直立し、 4本中最も浅いものである。尚、覆土3層と基盤となるV11I層の境が不明瞭

であるため、掘り足りなかった可能性がある。HP-2は深さ約76cmで、直立する。HP-3は

深さ約90cmで、 4本中最も深く中心に向かってやや内傾している。HP-4は深さ約66cmで1 ･

2と同様、ほぼ直立する。HP-5 ･ 6は、北東と南東の床面との壁際できれいな黄褐色土の不

整円の広がりを確認したため、柱穴を想定して半裁した。HP-5の径は55cm、HP-6の径は

40cmでいずれも円形である。覆土は粒子の細かいきれいな黄褐色土で、黒色の腐植土などは混入

していない｡深さは共に約110cmで､直立する。他の柱穴と比較しても覆土や規模等は異質であり、

新旧関係も不明瞭なため、 この竪穴に伴うものかは判断し難い。HP-7～36の柱穴は小型で壁

際をめぐるように確認された。いずれも平面形は円形で、径は約10cm～20cIn、深さ約20cm～30cm

の杭状である。 しかし、傾きに違いが認められ、直立するものや外傾するものがある。明らかに

外傾するものにはHP-8･ 9･17･22･24～28･34･36があり、傾きはいずれも約20｡である。

直立しているものには、HP-11 ． 12･14～16･23．29･30･35がある。

配置については一部に規則性が認められる。柱穴中心間の距離で最も狭いものがHP-22･23、

HP-25～29、HP 35．36で、いずれも約25cmである。HP-23．24の柱穴中心間の距離は約

160cmで、 この間には明瞭な小ピットは認められなかった。そこで、HP-23･24間に出入口施設

を想定して調査したが確認するにはいたらなかった。

また､床面直上の土をサンプリングしフローテーションを行ったが､炭化種子等の検出はなかっ

た。
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遣物床面(1 ･ 3 ･ 4) と覆土中から出土している。床面はI群b－2類が占めており、黒色土主

体の覆土中から出土するIV群土器はLP-84･85と跨がって出土するものが多い。 また、床面か

ら採取された炭化物に対して加速器使用の炭素年代測定を依頼した結果､B・P.6900士90の測定値

が得られている(VI章1節)。 1～4は今回I群b－2類としたもので、 l～3は器面に羽状縄文

が施される深鉢形土器である。 1は約5割の破片が床面から出土したもので、口縁部がやや外に

向かって開き口唇の断面は丸味を帯びた先細りの形を呈している。器面の文様の一部は同一原体

の施文方向を変えた文様が施されている。底部の下端は粘土を追加して張り出し部を強調したも

のである。 2は覆土から出土した器壁の薄い底部で、 LH-30からも同一個体の破片が出土して

いる。 3は床と覆土から出土した底部である。 3の器面には縄の刻みが施された粘土紐の貼り付

けが見られ、底部近くの器面には施文原体による押捺が施される。底部下端にも同一原体による

刻みが巡らされている。 4は器壁の薄い深鉢形土器の口縁と胴部で口唇部は外に向かって張り出

す特徴を持つ。器面には細い縄による短縄文が施されている。 5はIV群a類の深鉢形土器口縁部

である。口唇部には折り返された肥厚帯を有し器面には太い縄による斜行縄文が施されている。

6～13は本遺構の覆土上部に堆積した腐植土(VE)中から出土したIV群b類(6～12) とIV

群c類土器(13)である。 6～8は磨消部を有した波状の口縁部を持つ深鉢形土器で、 7はLP-

84からも出土している。 9は口唇部に突起が巡らされる小形の深鉢形土器口縁部で器面には平行

沈線と斜行縄文が施される。 10は磨消しの施された小形の浅鉢形土器、 11はLP-84･85からも

出土している大型の深鉢形土器口縁部である。 11の口唇部は研磨され器面には斜行縄文が施され

ている。 12は下部単孔土器の口縁部、 13は口縁部に内側からの刺突が巡る深鉢形土器で、器壁は

薄く器面には斜行縄文が施されている。 （皆川）

時期縄文時代早期後半コッタロ式期の住居と思われる。 （笠原）

LH-29 (図IV-6～8/図版8．9．40)

位置:Z-80-b～d, 81-a～d, A2-80-a～d, 81-a～d, B2-80-d, 81-a

規模：7.85×6.58/6.04×7.52/0.43m 長軸方向: N-49o－E

特徴平面が不整楕円形の大型住居跡である。南西側の壁に接してLH 38が位置しているが新旧関

係は不明である。平成5年度調査で調査範囲の境界線で一部が検出され「H－X」 とされていた

もので、今回の調査により遺構であることが明らかになった。V層上面で窪みとその周囲に広が

る掘上げ土と思われるEn-aとにより確認を行い、隣接するLH-38にかかるトレンチを設け調

査を行った。覆土は腐植土を主体とするものとEn-aを主体とするものとに大きく分けられ、前

者は中央部に厚く後者は壁の立ち上がり近くで最も厚く中央部で薄く堆積する。掘込み面はVI層

に近いV層下位と考えられる。床面のほぼ中央に位置する径約90cmの焼土は赤化も強く炉跡と考

えられる。その周囲からは3本の柱穴状のピットが見つかているが、いずれもEn aを主体とす

る覆土のため確認が難しく他にも存在していた可能性は高い。HP-1 ． 2はその規模と位置か

ら主柱穴の一部と考えられる。大型のHP-3は腐植土のほとんど入らない覆土やその規模、用

途などの面から考えて、 この遺構に伴うものとするにはやや否定的な要素がある。一部に自然の

力によるものとの見解もあるが、同種の大型ピットが周囲の同時期住居跡の床もしくは壁際など

で検出される確率がかなり高いことから、 ここで報告することとした。なお、焼土の保存状態が

良好なため、その周囲の床を含めた各地点から土壌の採取を行い、フローテーション法による選

別でキハダ属とミズキ属の炭化種子が挿出されている (VI章3節参照)。

0
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IVTa-c下位の遺構

遺物遺物は少なく、床面とEn-aを主体とする覆土からは縄文早期の遺物が散点的に出土してい

る。 1～3はI群b 2類土器である。 lはLH 30．34．36、 LP-89･91と複数の遺構から

出土した深鉢形土器であるが、覆土から出土した2とは施文される斜行縄文、胎土、色調がよく

似ており、 1と同一個体の可能性が高い。地紋の羽状縄文が施される胴部には横環する粘土紐が

二本貼り付けられている。口唇部には爪状の工具による刻みが施され、粘土紐と特徴的に張り出

した底部下端には縄による刻みや連続した押捺が巡らされている。 1 ． 2には東釧路IⅡ式土器の

要素も多く見受けられる。3は焼土から出土した小形の深鉢形土器底部である。器面には斜行縄文

と縄の押捺が巡らされている。

4は覆土から出土した断面三角形のすり石である。 5は南側の壁際床面で出土した砂岩製の台

石である。良く使いこんだ痕跡が顕著で表裏面は緩やかに窪んでいる。

時期縄文時代早期後半コッタロ式期 (皆川）
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図Ⅳ－7 LH-29の遺物
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IVTa-c下位の遺構

LH-30 (図|V-9～11/図版8･9．41･42)

位置:B2-74-c,75-b･c,76-b,C2-74-c･d,75-a～d,76-a･b,D2-74-d,75-a･d,

76-a

規模：7.57×682/6.10×6.87/0.46m 長軸方向: N-23｡-E

特徴平面が不整楕円形の大型住居跡である。西側にはLH-32が隣接し新旧関係は不明である。V

層上面で窪みとその周囲に広がる掘上げ土と思われるEn-aとにより確認を行い、隣接するL

H-32にかかるトレンチを設け調査を行った｡覆土は腐植土を主体とするものとEn aを主体と

するものとに大きく分けられ、前者は中央部に厚く後者は壁の立ち上がり近くで最も厚く、中央

部で薄く堆積する。掘込み面はVI層に近いV層下位と考えられる。床面の中央付近に径約30～40

cmの焼土が2カ所見つかっておりこれは炉跡と考えられる。その周囲から2本、壁際床面から6

本の柱穴状のピットが見つかている。いずれもEn-aを主体とする覆土であることから確認が難

しく他にも存在していた可能性は高い。HP 1～3はその規模と位置から主柱穴の一部と考え

られる。壁際で見つかったHP-5～7は、 LH-28と同様に壁際床面を巡る様に配置されてい

たものの一部と考えられる。大型のHP-4は腐植土のほとんど入らない覆土やその規模、用途

などの面から考えて、 この遺構に伴うものとするにはやや否定的な要素がある。一部に自然の力

によるものとの見解もあるが、同種の大型ピッ1､が周囲の同時期住居跡の床もしくは壁際などで

検出される確率がかなり高いことから、 ここで報告することとした。なお、焼土の周囲の床を含

めた各地点から炭化種子の抽出を目的とした土壌の採取を行い、フローテーション法による選別

を試みたが大きな成果は得られなかった(VI章3節参照)。

遺物遺物は床面と覆土から出土している。床面としたものは礫1点であるが、床の上位に形成され

た覆土3層中にも面を持った遺物の出況がみられることから、これも一時期の床として考えられ、

ここからは縄文時代早期後半のI群b 2類土器や石器が出土している。黒色土主体の覆土1層

から出土する後期前葉のIV群a類土器は、周囲のV層包含層よりも出現率が高く、埋没しきらな

い窪地を何らかの形で利用していた可能性がある。

1～8は今回I群b－2類としたもの、 9 ･ 10はIV群a類土器である。 1～4は東釧路Ⅲ式土

器の要素も多く見受けられる。 1はLH-29･34．36、 LP-89･91と複数の遺構から出土した

深鉢形土器である。地紋の羽状縄文が施される胴部には横環する粘土紐が二本貼り付けられてい

る。口唇部には爪状の工具による刻み力§施され、粘土紐と特徴的に張り出した底部下端には縄に

よる刻みや連続した押捺が巡らされている。 2は口唇部に指先状の施文具で刻みを施している。

3は外に向かって開き気味の口唇部に棒状の施文具による刻みが施される深鉢形土器口縁部であ

る。器面には施文方向を変化させた結束の羽状縄文が施されている。 4は器面に太い縄を使った

短縄文と縄線文を施した深鉢形土器口縁部で、口唇部の刻みもまた縄によるものである。 6， 7

は羽状縄文の施された深鉢形土器底部である。いずれも器壁が薄く、加えて6には縄の刻みを施

した粘土紐の貼り付けや短縄文なども施されるが原体は比較的細いものが使われている。 また、

底部の下端に見られる刻みも縄によるものである。使われている原体は前々段多縄である。 5は

短縄文が施された深鉢形土器底部で下端の張り出しは粘土を盛って作っている。 8は短縄文と斜

行縄文が施された胴下半部である。胴部の短縄文は斜めや横の帯状に施される。底部下端の刻み

は縄によるものである。 9はLH 32と跨がって出土した小形の深鉢形土器である。全面に太い

原体による斜行縄文が施されている。 10もLP 93と跨がって出土した深鉢形土器口縁部の破片

である。器面には斜行縄文と管状の工具による刺突列が加えられている。 51
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IVTa-c下位の遺構
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図Ⅳ－11 LH-30の遺物(2)と遺物出土状況



1lは粗い作りの石嫉、 12は破損したポイントの基部である。 13は剥片の一辺に刃部を作出した

スクレイパーである。 11～13は黒曜石製である。 14は頁岩の縦長剥片裏面の両側縁に剥離を施し

て刃部を作出したものでつまみ付ナイフの欠損品と考えられる。 17は砂岩製の砥石片、 15は円礫

を使用したたたき石、 16は扁平礫の表裏を磨ったすり石である。 16のすり面にはマイナスのねじ

回しで突いた様な傷が多数認められる。

時期遺物から縄文時代早期後半コッタロ式期である。 （皆川）

’

LH-31 (図IV-12～15/図版43．44)

位置: E2-72-c, 73-b-c, 74-b・F2-72-a～d, 73-a～d, 74-a～c, G2-72-a･c・d, 73-

a～d, 74-a

規模： 9.76×8~55／8.33×845/0.23m 長軸方向: N-78.5.-W

特徴平面が不整楕円形の大型住居跡である。床の下位にはLH-37．39が位置する三重重複の一番

上に位置する。当初、調査範囲の境界線にかかるV層上面での窪みとその周囲に広がる掘上げ土

と思われるEn-aで確認したが、後日調査範囲を拡張し全体を検出するに至った。最大深度が20

cm程の比較的浅い掘り込みは遺物を多数含む腐植土を主体とした覆土で埋没し、掘込み面はV層

中と考えられる。床と考えられる面の中央やや北よりの位置にはEn-aの広がりが認められ、こ

れは別遺構の掘上げ土の可能性が考えられる。炉跡や柱穴は未検出であるが、形状と規模から住

居跡として扱った。

遺物遺物は覆土から多くの土器、石器、土製品などが出土している。土器は1 ･ 111 ･ IV群のものが

あり、出土状況から本遺構に伴う時期は後期中葉IV群b類と考えられる。数量的にはI群、Ⅳ群

a類が優位であるが、下位にIII群を伴うLH-39とIV群a類を伴うLH-37が位置していること

から、 これらの遺構上部を掘抜いた際の混入と考えられ、土製円盤に関しても同様である。 I群

に関しては土器とともに断面三角形のすり石などこの時期の住居内で見つかる礫石器なども出土

しておりLH-39を掘込んだ際に早期の遣構を掘抜いた可能性が高い。彫器はすぐ南側に位置し

ていた旧石器のスポットから流れ込んだためと考えられ、 これは包含層で扱った。

土器は1～4が本遺構に伴うIV群b類土器、 5～9がI群b 2類、 10がIⅡ群b類土器でいず

れも深鉢形と考えられる。lは沈線で区画された磨消し部分を有する平縁の口縁部である。2～4

はその胴部と底部の可能性がある。地紋はRLの斜行縄文である。 5は異形の深鉢形土器で底部

は欠失している。口径が胴部のそれよりもやや小さい特徴的な器形のもので口縁の形が対になる

山形の突起が備わっていると推定され、突起部の器面には装飾性の高い透かし彫り状の穴が設け

られている。口唇断面は尖り気味のもので、器壁は極めて薄く作られているが、焼成が良好で脆

弱な感じはしない。器面には粘土紐を貼り付けたうえから縄の刻みを多数施した隆起線を主体と

する施文がなされており、胴上半部には鋸歯状に、下半部には密に横環する構成で飾られている。

6は結束の、 7は撚りの異なる縄の羽状縄文の施された胴部である。 6には縄の刻みが施された

粘土紐の隆起線が付けられている。 8は口縁部に隆起線と羽状縄文が施された口縁部である。胴

部には刺突列で区画された帯状の無文部が見られる。 9は短縄文で施文された底部付近である。

10は斜行縄文の施された深鉢形土器胴部である。

11～13は石嫉、 14はドリル、 15～18はポイントである。 11は五角形の形態を有する縄文時代早

期のものである。 13．15～16は尖頭部より基部が長い特徴をもつ。おそらく本遺構の下位に位置

するLH-37からの混入品であろう。 19は簡略的な加工が施された幅広のつまみ付ナイフ、 20は56
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図Ⅳ－13 LH-31の遺物(1)
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図Ⅳ－14 LH-31の遺物(2)

厚見ある剥片の一端に鈍角な刃部を作出した掻器的なスクレイパーである。 21･22は側縁部に剥

離を施したスクレイパーで、 22は下端の尖頭部をドリルとして使った可能性がある。 23は石斧の

刃も部、 25～27はたたき石、 28は早期の断面三角のすり石であるが、左右の端部には敲打痕があ

るためたたき石としても使用されているようだ。 24は土製円盤でⅡI群b類土器を再生したもので

ある。 24と28は重複する遺構からの混入であろう。

時期遺物から縄文時代後期中葉IV群b類手稲式期と考えられる。 （皆川）
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IVTa-c下位の遺構
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LH－32 (図IV-16～20/図版10･ 11･45～49)

位置:B2-73-b, C2-72-a～d, 73-a～d, 74-a．d, D2-72-a．c・d, 73-a～d, 74-a

規模：7.46×6~37／5~63×674/055m 長軸方向: N-14.5｡-W

特徴平面が不整楕円形の大型住居跡である。西側にはLH-33．36、東側にはLH 30が隣接して

いるが、 これらの新旧関係は不明である。V層上面で窪みとその周囲に広がる堀上げ土と思われ

るEn-aとで確認を行い、隣接するLH-30･33．36にかかるトレンチを設け調査を行った。覆

土は腐植土を主体とするものとEn-aを主体とするものとに大きく分けられ､前者は中央部に厚

く後者は壁の立ち上がり近くで最も厚く中央部で薄く堆積する。掘込み面はVI層に近いV層下位

と考えられる。 また、覆土中の調査では「再構築」の痕跡と思われる不明瞭な立ち上がり等や面

も認められた。

床面の中央付近には､平面が長径約130～40cmの楕円形を呈する焼土が見つかっておりこれは炉

跡と考えられる(HF 1)。柱穴は、炉跡の周囲から7本、壁際床面から3本が見つかっている。

いずれもEn-aを主体とする覆土のため確認が難しく他にも存在していた可能性は高い。HP

2～4．6．7はその規模と位置から主柱穴の一部と考えられる。壁際で見つかった大型のHP-

9～1lは腐植土のほとんど入らない覆土やその規模、用途などの面から考えて、 この遺構に伴う

ものとするにはやや否定的な要素がある。 また一部に自然の力によるものとの見解もあるが、同

種の大型ピットが周囲の同時期住居跡の床もしくは壁際などで検出される確率がかなり高いこと

から、 ここで報告することとした。

なお、焼土の周囲の床を含めた各地点から炭化種子の抽出を目的とした土壌の採取を行いフ

ローテーション法による選別を試みたが大きな成果は得られなかった(VI章3節参照)。

遺物遺物は床と覆土から多数の土器、石器、石。土製品が出土している。床面としたものはI群土

器80点であるが、床上位に形成された覆土3層中のものもほぼこれに相当すると考えられ、 ここ

からは縄文時代早期後半のI群b－2類土器や石器が出土している。En-aを主体とする覆土2

層の遺物は北西側と南側から流れ込む様子が認められるが、 これは壁に収納していたものが上屋

の盛り土とともに落下したか他遺構からの廃棄などが考えられる。 また、異形土器や玉等が見つ

かった唯一の住居であるため、何らかの特別な性格を有していた構築物の可能性もある。黒色土

主体の覆土1層から出土する後期前葉のIV群a類土器は､周囲のV層包含層よりも出現率が高く、

埋没しきらない窪地を何らかの形で利用していた可能性がある。細石刃はすぐ南側に位置してい

た旧石器のスポットから流れ込んだためと考えられ、 これらは包含層で扱った。 また、床面から

採取された炭化物に対して加速器使用の炭素年代測定を依頼した結果､B.P.6950=t60の測定値が

得られている (IV章1節)。

土器は1～11がI群b－2類で、 うち1 ･ 4 ･ 5 ･ 8 ･ 9が床面から出土したものである。 12

はIV群a類土器である。 これらは全て深鉢形を呈した器形である。 1は対ごとに山の高さが異な

る波状口縁と上から見た器形が楕円を呈する特徴をもつもので、器壁は比較的薄く口唇部の断面

は先端が丸味を帯びた尖り気味の形状である。器面には細い粘土紐を縦横に無数に貼り付けた文

様が全面に施されており、貼り付け後には絡条体の回転施文を施し貼り付け上に刻みを入れた状

態を作り出している。 2は覆土3層中から図の台石二つと共に出土した大型の土器である。口縁

部には一段高い幅広の山形突起を有し、断面が尖り気味の口唇部は外に向かってやや開き気味で

ある。器壁は非常に薄く、器面の文様は地紋にo段多条の同一原体による短縄文と斜行縄文を横

位に施し、その上から粘土紐の貼り付けを幾重にも巡らせている。貼り付けの上に施された刻み62





IVTa-c下位の遺構
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図Ⅳ－17 LH-32の遣物出土状況
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IVTa-c下位の遺構

は縄と先端が篦状の施文具による。 3は上半部が欠失した異形の底部である。内面底部の下位に

左右2ヶ所の開口部を備えた空洞を備える特徴をもつ。器形的には器壁の薄い深鉢形土器の底部

で下端にも粘土を盛って張り出し部を形成している。文様は地紋に撚りの異なる二本の0段多条

の原体を使った羽状縄文を施した後、その上から縦横斜めに粘土紐を貼り付けた隆起線を施した

ものである。隆起線の上にはやはり同じ原体による刻みが施されている。空洞部を含む器体の下

半部は熱による赤化が明らかで、上半部および内面は炭化物や煤などで暗色化している。特徴と

なっている空洞部は、強度や機能などを考慮した上で、装飾的な側面に重きをおいたもののよう

に思われる。 4 ． 5は地紋に斜行縄文が施された胴部である。 4は地紋の他に縄の端部によると

考えられる刺突列が2本認められる。 5は同じ原体の施文方向を変えて羽状とした部分があり、

その境には短縄文の列が施されている。 6 ． 7は幅の狭い組紐圧痕文が施される胴部片である。

6は底に近い部位のもので横走する組紐圧痕の下位に刻みの施された隆起線が見られる。 7は絡

条体の圧痕が施されている。 8 ． 9は絡条体圧痕文の施されたものである。 9は口縁部の一部に

山形の突起を持つもので、器壁の薄い口唇の断面は先が丸い形状である。絡条体圧痕文と撚糸文

が各施された範囲の境界上に格子に似た縦横の隆起線文が施されている。 8 ． 9いずれの内面も

炭化物の付着が顕著である。 10は口縁部に隆起線と羽状縄文が施された口縁部である。胴部には

刺突列で区画された帯状の無文部が見られる｡11は短縄文と斜行縄文が施された胴下半部である。

胴部の短縄文は斜めや横の帯状に施される。底部下端の刻みは縄による。 12は太い原体による斜

行縄文が口唇部と器面に施された小形の深鉢形土器で、 この個体はLH 30と跨がって出土して

いる。

石器は石鑛、ポイント、 ドリル、つまみ付ナイフ、スクレイパー、石斧、たたき石、すり石、

砥石、台石などが出土しており、機種構成は礫石器の類が優位である。 14･15･17～19は床もし

くは床に近い覆土3層中から出土している。 13は12のIV群a類土器に近い位置で出土した黒曜石

製のポイントで、おそらく同じ時期のものであろう。 14は頁岩製、小形のつまみ付ナイフである。

15は肉厚の縦長薄片を加工した篦状のスクレイパーである。 16は縦長剥片の両側縁に剥離を施し

たスクレイパー、 17はエンドスクレイパーで両方とも黒曜石製である。 17は蛇紋岩製の石斧で刃

部から側縁にかけての使用による欠失が著しい。 19は扁平礫の平坦部を使用したすり石、 20は長

楕円の礫を使用したたたき石で側面の平坦部は砥石としても使っている。21 ．22は2のI群b－

2類土器とともに出土した大型の台石である。 21は砂岩、 22は安山岩の扁平礫を使っており、表

裏の平坦面とも良く使い込んでいる。 23．24は石製品である。石化した高子小僧を加工して管玉

状の装飾品に仕上げている。

25は土製品で、短縄文が施されたI群b－2類の土器片を土製円盤として再生利用したもので

ある。

］ 縄文時代早期後半コッタロ式期 （皆川）時期

LH-33 (図IV-21･22/図版12･50)

位置:B2-70-c, 71-b・c, G2-70-c･d, 71-a～d, D2-71-a

規模：5.39×5.0／4.73×5.22/0.34m 長軸方向: N-5o－E

特徴平面が不整楕円形の住居跡である。南側にはLH-36が隣接しているが、 これらの新旧関係は

不明である。V層上面で窪みとその周囲に広がる堀上げ土と思われるEn-aにより確認を行い、

隣接するLH 36にかかるトレンチを設け調査を行った。覆土は腐植土を主体とするものと 69
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IVTa-c下位の遺構

LH-33

~

内、

峰ﾉ

100 c、

S=1/3

篭嘗 州，
|Ⅷ1
I ,MN
I ’ 1 111

'』 '川W

I1I
iIII~リ『

＜＞ 3

◇

c、

５S=1/2

0 10cm
｜ ，

4 ｣ . s=1/d

′
~//

“〆勇二＝ご毒…
L釧〆 、～

、

、､

●

乏一一身マー
~、通~~

憲二妻X
､*、
Nミ
I 1

i I
1 I
j j

〃
／／
／／

／

I
f● ！

‘青言---
１
■
１
：
１
１
１

１

L

謀

I
″

ノ

－

、▲ ／f

－

叩
Ｃ
・
の
寸

叩
更
の
苛

め
四
・
の
可

〃
／~~

､私
2m

／ノ

＝＝＝察琴琴ジ′0 0．5 1 1．5

５

５

２３

幅

４

43．05

71
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En-aを主体とするものとに大きく分けられ、前者は中央部に厚く後者は壁の立ち上がり近くで

最も厚く中央部で薄く堆積する。掘込み面はVI層に近いV層下位と考えられる。床面の中央やや

東より付近には径約80cnlの焼土が見つかっておりこれは炉跡と考えられる。柱穴状のピットは床

面がⅥ～VI1層に作られているために確認が難しく未検出となったがLH 30･32などと同様のも

のが存在していた可能性が高い。なお、焼土の周囲の床を含めた各地点から炭化種子の抽出を目

的とした土壌の採取を行いフローテーション法による選別を試みたが大きな成果は得られなかっ
た(VI章3節参照)。

遺物遺物は床面に近い覆土から土器、石器などが出土している。特にI群b－2類土器の多くが床

（掘込み面） に近い覆土3層中から面をなして出土しており、 これらは当時の生活面にあったも

のと考えられる。 lはLH-32からも出土したもので、地紋に斜行縄文が施された深鉢形土器の

胴部である。一部に同じ原体の施文方向を変えて羽状とした部分があり、その境には短縄文の列

が施されている。 2は羽状縄文と貼付帯の施された深鉢形土器の底部である。原体は細い繊維を

使用した0段多条である。僅かに張り出した底部下端や貼付帯の上にも同じ原体による刻みが施
されている。

石器は石鎌、 ドリル、石斧、たたき石、台石などが出土した。 3は両面加工の黒曜石製ドリル

である。 4は蛇紋岩製の石斧である。下端の刃部には使用による摩滅と光沢が認められる。 5は

熱で赤化した砂岩製の台石である。平坦部は磨られて平滑化しておりその中央部には敲かれて窪
んだ部分も見られる。

時期縄文時代早期後半コッタロ式期 （皆川）

LH-34 (図IV-23～25/図版12． 13･50．51)

位置:Y-74-b～d, 75-b～d,Z-73-c．d, 74 a～d, 75-a～d,Z-76-a,A2 74-a･d, 75-a
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~
規模： 9.63×6.43／6.05×9.34/0.30m 長軸方向: N-85｡-E

特徴長楕円形を呈する大型の住居跡である。浅い掘込みの床はLP-89の上部を切って作られてお

り、床面からは付属する土堰と石囲い炉、柱穴などが見つかっている。付属の土曠は住居長軸の

両壁際に設けられたもので、北東側の壁際に位置するHP 1は平面が楕円形で北東側の壁際に

設けられたHP-2よりもやや規模でまさっている。覆土中にはどちらも本住居と同じ土壌で埋

没しているが、平面が円形のHP-2の覆土上位にはIV群a類土器の口縁部を含む破片が出土し

ている。床の中央で検出された石囲い炉は住居平面形の長軸方向が石で閉じていないもので、礫

は砂岩製の砥石を含む大人の握り拳から子供の頭程の円礫が使われている。柱穴と考えられる

ピットは10箇所検出されていおり、配置の傾向には床面の中央付近に位置するものと壁近くに

沿って位置するものが見られる。その多くは深度も浅く覆土がⅥ．VII層主体の不明瞭なものであっ

たことから他にも存在する可能性は高い。

遺物遺物は床面と覆土から土器、石器、炭化物、種子などが散点的な状態で出土している。土器は

I群b－2類、 IⅡ群b類、 IV群a類が出土している。床面にはⅣ群a類が多くこれらが本遺構に

伴うものと考えられるがこれらは接合する率が低くいずれも細かく破砕しているか表面が剥落し

ているため掲載するにはいたらなかった。覆土にI群土器の数量が多いのは早期のLH-89･91

の上部を切って掘込まれているためと考えられる。石器はポイント、つまみ付ナイフ、Rフレイ

ク、石斧、たたき石、砥石、台石などがあり、石囲い炉周辺の床面からはポイントなどとともに

黒曜石製のフレイクが多く出土している。なお、覆土1層中からキハダ属の炭化種子が出土して

いる (VI章3節)。 1 ． 2はI群b－2類土器である。 1はLH-29．30．36、 LP-89･91と複

数の遺構から出土した深鉢形土器である。地紋に羽状縄文が施される。胴部には横環する粘土紐

が2本貼り付けられている。口唇部には爪状の工具による刻みが施され、粘土紐と特徴的に張り

出した底部下端には縄による刻みや連続した押捺が巡らされている。 2は口唇のやや下に粘土紐

の貼り付けが巡る平縁の深鉢形土器である。器壁は薄く口唇断面は丸味を帯びたもので器面には

斜行縄文と縄線文が施されている。貼付帯には縄による刻みが施されている。

3～6は炉跡の周辺で見つかった黒曜石製のポイントである。厚手の剥片を粗雑な加工で仕上

げたもので､周辺には同じ石材の剥片が多数出土しておりこの場で製作されていたと考えられる。

7は破損した両面加工のつまみ付ナイフである。つまみ部が小振りの黒曜石製である。 8は刃部

が欠失した石斧である。破損部に敲打された痕跡が見られることから、たたき石としても使われ

たと考えられる。 9も薄身の片岩を使った石斧であるが、図示した側面に摩滅の痕跡が顕著であ

ることから石鋸としても使われた可能性がある。1()･11はたたき石である。10は大型の円礫を使っ

たもので一部に焼成を受けた痕跡が見られる。反面、 11は小形の円礫を使用している。 敲打痕も

強い力のものではなく、対象とI一たものもそれなりの堅さであったことが推定される。 12は楕円

の礫の扁平部を使ったすり石である。

石である。

時期縄文時代後期前葉（余市式期）

10と同様に熱による赤化が見られる。 13･ 14は砂岩製の砥

(皆川）

LH-35 (図IV-26～28/図版14．52)

位置: F2-75-b．c, 76-b･c, G2-75-a～d, 76-a．b･c

規模：5.51×4.75／4.56×5.37/0.55m 長軸方向:N-62｡-W

特徴平面が不整楕円形の住居跡である。北東側にはLH-42が隣接しているが、76 これらの新旧関係
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IVTa-c下位の遺構

は不明である。V層上面で窪みとその周囲に広がる掘上げ土と思われるE11－aにより確認を行
い、 トレンチを設け調査を行った。覆土は腐植土を主体とするものと、En-aを主体とするもの
とに大きく分けられ、前者は中央部に厚く、後者は壁の立ち上がり近くで最も厚く中央部で薄く
堆積する。掘込み面はVI層に近いV層下位と考えられる。床面の中央付近に長径約80cmの焼土が
見つかっておりこれは炉跡と考えられる｡その周囲から3本の柱穴状のピットが見つかっている。
いずれもEn-aを主体とする覆土のため確認が難しく他にも存在していた可能性は高い。HP一
3はその位置から考えて主柱穴の一部と考えられる。大型のHP-1 ． 2は腐植土のほとんど入
らない覆土やその規模、用途などの面から考えて、 この遺構に伴うものとするにはやや否定的な
要素がある。 また一部に自然の力によるものとの見解もあるが、同種の大型ピットが周囲の同時
期住居跡の床もしくは壁際などで検出される確率がかなり高いことから、 ここで報告することと
した。なお、焼土の周囲の床を含めた各地点から炭化種子の抽出を目的とした土壌の採取を行い
フローテーション法による選別を試みたが大きな成果は得られなかった(VI章3節参照)。

遺物遺物は床面と覆土から土器、石器などが出土している。床面からはI群b－2類土器以外にフ
レイク、炭化物などが出土している。En aを主体とする覆土2 ･ 3層から遺物が周囲から流れ
込んだ様相で出土している。土器はI群b－2類土器を主体とするもので、一部I群b－3類と
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図Ⅳ－28 LH-35の遣物出土状況



’
したものも出土しているが、小破片のため前者の範嶬に入る可能性がある。石器はポイント、つ
まみ付きナイフ、スクレイパー、石斧、たたき石、礫器などが出土している。 lは整然とした結
束の羽状縄文を地紋とする深鉢形土器の胴部である。原体は0段多条である。 2は欠損した頁岩
製のポイントである。粗い剥離がほぼ全面に施されているが、裏面に礫面が見られることから未
成品の可能性もある。 3も頁岩製のつまみ付きナイフである。刃部下半は欠損している。 5 ． 6
はスクレイパー、 4はRフレイクでいずれも黒曜石製である。 7 ． 8は頁岩製のスクレイパーで
ある。 9は蛇紋岩製で肉薄の石斧である。縦に短く、破損した破片に刃部を再生させたのかもし
れない。

時期床面の遺物から縄文時代早期後半コッタロ式期と考えられる。 （皆川）

~

１
１LH-36 (図IV-29～32/図版15．53．54．55)

位置:D2-71-b～d, 72-a～d, E2-71-c．d, 73-a｡b．d
規模：5.93×5.57/5.18×5.73/043m 長軸方向: N-15.5｡-E

特徴平面が不整円形の住居跡である。北側にLH-33、北東側にはLH-32が隣接しているが、新
旧関係は不明である。遺構覆土の上部から掘込んだLP-95と風倒木によって床は大きく欠失し
た状態で検出されている。Ⅵ層上面で黒色土のプランを確認し、 LH-32･33にかかるトレンチ
を設け調査を行った｡覆土は腐植土主体のものとEn-aを主体とするものとに大きく分けられ、
前者は中央部に厚く後者は壁の立ち上がり近くで最も厚く中央部で薄く堆積する。掘込み面はVI
層に近いV層下位と考えられる。床面の中央付近に長径約50cmの焼土が見つかっており、 これは
炉跡と考えられる。その周囲の床面からは8本の柱穴状のピットが見つかっている。いずれも

En-aを主体とする覆土であることから確認が難しく他にも存在していた可能性は高い。なお、

焼土の周囲の床を含めた各地点から炭化種子の抽出を目的とした土壌の採取を行い、フローテー

ション法による選別を試みたが大きな成果は得られなかった(VI章3節参照)。

遺物遺物は床面と覆土から早期後半のものを主体に土器、石器など多数見つかっている。床面の遺
物はきわめて少ないが､その上位に堆積する覆土3層の中からも面をもった出土状況が認められ、

この層中にも生活面があると考えられる。旧石器の遺物に関しては近くに遺物のスポットが位置

しておりここからものと考えられる。土器はI群b－2類、 IV群a類などが出土しているが、遺

構に伴うのはI群b－2類である。石器はドリル、スクレイパー、石斧、たたき石、断面三角の
すり石、砥石、台石などが出土している。

l～10はI群b－2類土器で、 この内2 ． 4は床面で出土している。 1はLH-29．30･34、

LP-89･91と複数の遺構から出土した深鉢形土器である。地紋に羽状縄文が施される。胴部に

は横冠する粘土紐が二本貼り付けられている。口唇部には爪状の工具による刻みが施され、粘土

紐と特徴的に張り出した底部下端には縄による刻みや連続した押捺が巡らされている。 2は絡条
体圧痕文と貼付帯の施された波状口縁部である。口唇断面は先の尖るもので口唇部と貼付帯の上

には軸に巻いた撚糸の押捺による刻みが見られる。 3は棒状の工具による刻みを口唇部に施した
深鉢形土器口縁部である。 口唇の断面は丸く外側にやや張り出している。器面には撚りの異なる

2本の縄で羽状縄文を施しており、一部施文方向を変えた部分も認められる。 4はLH-43･L

P 81でも出土している深鉢形土器の口縁部である。口唇の断面は先の丸い先細りの形で、器面

には羽状縄文と貼付帯が施されている。5は口縁部に隆起線と羽状縄文が施された口縁部である。

80 胴部には刺突列で区画された帯状の無文部が見られる。 6は比較的太い縄を使った短縄文の施さ
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図Ⅳ－31 LH-36の遺物(2)
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図Ⅳ－32 LH-36の遺物出土状況



IVTa-c下位の遺構

れる深鉢形土器胴部、 7は細い原体を使った羽状縄文の施される底部近くの胴部である。 8 ． 9

は比較的小型の深鉢形土器底部である。 8は下端に粘土を盛って張り出させたもので0段多条の
原体で羽状縄文が施されている。 9は器面に極めて細い撚糸文か、魚の脊椎部を使用した魚骨回
転文が施されている。 10はLP-93でも出土した波状口縁を有する深鉢形土器である。口縁部の
山は3～4と推定され、口唇の断面は尖っている。器面には結束の羽状縄文と縦横斜めに粘土紐
を貼り付けた文様が施されている。原体は0段多条が使われており、貼付帯の断面形は三角でそ
の上に施された刻みは縄によるものである。

1lは刃部が欠失した頁岩製のポイントもしくはスクレイパーである。裏面に主剥離面が残って
おり作成中に破損した可能性もある。 12は石刃核の調整剥片か打面再生剥片を使用して短い尖頭

部を作出した頁岩製のドリルである。素材は近くに位置する旧石器のスポットから採取し加工は
早期後半に行われたと考えられる。 13は黒曜石製のスクレイパーである。全面が水和層で覆われ
ており、旧石器に伴うものかもしれない。 15は石斧未成品でLP-95近くの覆土上位から出土し

ているため、 これにに伴う可能性がある。 16はたたき石、 18･ 19は砥石である。 14は床面に近い

位置で出土した砂岩製の断面三角のすり石である。 17は砂岩製の台石であるが、左右の端部をた

たき石に側縁を断面三角形のすり石のように使っている。

時期床面などの遺物から縄文時代早期後半コッタロ式期と考えられる。 （皆川）

LH-37 (図IV-33～35/図版16．54･56)

位置:E2-73-b．c, F2-72-c･d, 73-a～d, 74-a．b, G2-72－d, 73-a．d, 74-a

規模： 6.33×5.76／5.38×6.0/0.22m 長軸方向: N－7.5｡-E

特徴平面が不整円形の大型住居跡である。 この遺構の上位にはLH-31が作られており遺構上部は

欠失している。 また、床の下位にはLH-39が位置しており、 これに所属する遺物や炭化物を覆

土中に多数含有している。LH 37はその三重重複の中位に位置する。 LH-31の床面を調査中

に石囲い炉状の遺構を検出し調査を行った。上位のLH-31によって壁のほとんどは失われてお

り、西側の壁立ち上がりなどは不明瞭であった。床面中央やや西よりの位置には、大型の礫を巡

らした石囲い炉が検出されている。炉の北東側は礫が切れているがこれはLH-31によるものと

考えられる。下位の遺構覆土が黒色土主体であったため、床面からは炉以外の遺構は検出されて

いない。

遺物遺物は床と覆土から土器、石器、土製品、炭化物などが出土しているが、下位のLH-39の遺

物がかなり混入しているようだ。土器はI群b 2類、Ⅲ群b類、 IV群a類、 IV群b類などがあ

り、 このうち後期前葉のものが本遺構に伴うものと考えられる。石器は石擁、ポイント、つまみ

付きナイフ、スクレイパー、石斧、すり石、台石などが出土している。スポールや石刃などの旧

石器の遺物に関しては､近くのVI～VII層にスポットが位置しておりそこからの混入と考えられる。

北側の壁際にはLS-1のものと考えられる小礫が多数見つかっており、 これは本遺構によって

LS-1が切られている可能性を示す。

lはI群b－2類、 2～4はⅡI群b類でいずれも下位の遺構からの混入と考えられる。 1は底

部下端の張り出しが顕著な深鉢形土器底部である。 0段多条の原体による結束の羽状縄文を地紋

に、底間際の器面に短縄文を密に施している。 2．3は斜行縄文、 4は無文の深鉢形土器胴部で、

2 ． 4は下位のLH-39で出土したものと接合している。

5は石鑛、 6はポイント、 8はUフレイクで黒曜石製である。 7は頁岩製のつまみ付ナイフ、 85
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IVTa-c下位の遺構
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IVTa-c下位の遺構

9は頁岩製の縦長薄片で右側縁には使用による微細な痕跡が見られる。 10は緑色泥岩製の石斧の

基部である。表面は平坦で背面は断面が半円状を呈している。 10．12は扁平な円礫の平坦部をす
り石として用いたもので、 11は使い込みによる平滑化が顕著である。 12は石囲い炉(HF-1)

を構成していた礫の一つである。 13は二つに別れて出土した台石である。一部には熱による赤化

が見られる。

14～17はⅢ群b類の土器片を再生した土製円盤である。大きさにかなりの差異が見られる。

時期遺物と炉跡から縄文時代後期前葉余市式期と考えられる。 （皆川）

LH-38 (図|V-36～38/図版17･57)

位置:A2-79-c, 80-b･c, B2-79－c･d, 80－a～d

規模： 5.82×4.51／4.09×444/0.35m 長軸方向:N-12.5｡-E

特徴平面が不整円形の住居跡である。北東側にはLH-28が隣接しているが、新旧関係は不明であ
る。V層上面で窪みとその周囲に広がる掘上げ土と思われるEn-aとにより確認を行い、LH-

28にもかかるトレンチを設け調査を行った｡覆土は腐植土を主体とするものとEn-aを主体とす

るものとに大きく分けられ、前者は中央部に厚く後者は壁の立ち上がり近くで最も厚く中央部で

薄く堆積する。掘込み面はVI層に近いV層下位と考えられる。

床面からは3カ所の浅い土壌と大型の柱穴状ピットなどの付属遣構が見つかった。炉跡は検出

されていないが、北西の壁際に近い床面からは潰れたI群b 2類土器1個体が出土しており、

その周囲からは不明瞭ながら弱く焼けたような痕跡が観察されている。床面はⅥ～Ⅷ層が弱く攪

乱した土居で柱穴の確認は困難であったが、他にも存在していた可能性は高い。大型のHP-4

は腐植土のほとんど入らない覆土やその規模用途などの面から考えて、 この遺構に伴うものと

するにはやや否定的な要素がある。 また一部に自然の力によるものとの見解もあるが、同種の大

型ピットが周囲の同時期住居跡の床もしくは壁際などで検出される確率がかなり高いことから、

ここで報告することとした。なお、焼土の周囲の床を含めた各地点から炭化種子の抽出を目的と

した土壌の採取を行いフローテーション法による選別を試みたが大きな成果は得られなかった

(VI章3節参照)。

遺物遺物は床と覆土から土器、石器類、炭化物などが出土しているが、前述した床面出土のもの以

外に覆土も含めて量的には乏しく、土器はI群b－2類、石器はスクレイパーなどが出土してい

るに止まる。 また、床面から採取された炭化物について加速器使用の炭素年代測定を依頼した結

果、B.P.6930±50の測定値が得られている。

1は復元されたI群b－2類の深鉢形土器である。口縁部は4ヶ所の山形突起を有するもので、

外側に向かって開く口唇の断面は尖り気味の丸形を呈している。器壁は全体的に薄く作られてお

り大きさの割に軽く仕上げられている。底部の下端部は張り出しがかなり控えめで底部は上げ底

気味である。地紋は撚りの異なる2本の0段多条原体を使った羽状縄文で、その上に横位の意匠

による断続的な粘土紐の貼り付けを行い、羽状縄文と貼付帯とで鋸歯状の文様構成を作り出して

いる。 2は外側に向かって大きく開いた口唇の断面角形の深鉢形土器口縁部である。口唇部は施

された縄の刻みによって外側へ肥大している。器面には羽状縄文が施された後で粘土紐が貼り付

けられている。貼付帯の上には更に縄文が転がされている。 3は地紋に0段多条の原体で斜行縄

文と短縄文が施される深鉢形土器の胴部である。各文様域の境にはそれらを区画するように縦横

の粘土紐の貼り付けがなされている。器壁は比較的厚く2ケ所に補修孔が穿たれている。 89
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IVTa-c下位の遺構
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IVTa-c下位の遺構

4は黒曜石製のスクレイパーである。

時期床面の遺物から縄文時代早期後半コッタロ式期と考えられる。 (皆川）

LH-39 (図IV-39～42/図版18･ 19．58．59)

位置:E2-72-c, 73-b・c,F2-72-c･d,73-a～d, G2-72-d, 73-a．d

規模： 6.45×4.73／4.26×5.89/0.33m 長軸方向:N-10｡-E

特徴床や覆土の下位からは大量の炭化物や量的には少ないが焼土粒が広い範囲で見つかることから

焼失家屋と判断し調査を行った。重複するLH-31 ･37のなかで最も下位に位置する住居跡で、

上位の遺構により壁の上部は欠失している。

竪穴の平面形は南側が尖り気味にやや張り出す長楕円で、急激に立ち上がる壁の際には細く浅

い周溝が巡っている｡VⅢ層に作られた平坦な床面中央部には長径が140cm程の楕円形の炉跡が検出

されており、南側に張り出した壁際床面には小形で浅い円形の土壌(HP-1)が位置している。

柱穴状のピットは全部で18個所見つかっており、炉跡の四方に配置された径15～25cm程のものは

主柱穴と考えられる。壁際や周溝には径10cm以下の小ピットが位置する傾向が見られ、更に多く

の小ピットが存在した可能性がある。HP-6はLH-30．32のものと類似する大型のピットで

ある。早期の住居跡以外の遺構から唯一見つかったものでほぼ同様の特徴を有しているが、重複

するすべての遺構に早期の土器や礫石器などの遺物が多数含まれていることから、本遺構がさら

に古い遺構を壊して作られおりHP-6はその古い遺構に伴う可能性がある。

炭化材の出土状況はほぼすべての範囲で確認されたが、上屋の構造が伺えるのは比較的竪穴の

壁に近い範囲に限られ、 この部分からは格子状に組み上げた枝様の炭化材が出土している。部分

的には板材もしくは割り材と思われるものなども認められたが、 4本の主柱穴には柱材に相当す

るものが見当たらず、柱穴内にも痕跡も見られない。 このことは柱材が何らかの理由で焼失する

以前に移動したことを表すと考えられる。 また、炭化材の残存率が壁近くで高く、離れると低く

なるのは、上屋に盛り土がなされる構造との関連が考えられる。つまり柱材をなくした家屋が倒

壊し土中で構造材が炭化した可能性があるのではないだろうか。覆土に混入する焼土の量が極僅

かであることもそれを示すものかもしれない。床面には土器や礫石器、多数のフレイクなどが多

数見つかるなど比較的生活の痕跡が強く、 この「焼失」が宗教的な儀式も含め意図的か事故かを

判断する材料は得られなかった。

遺物遺物は床面と覆土中から土器、石器、土製品、炭化クルミ、炭化材などが出土しているが、上

屋構造の一部に収納されていた可能性を含めて、床面と覆土どちらの遺物も本遺構に伴うと考え

て良いだろう。土器はI群b－2類、 III群b類のものが出土しているが、HP-1の周辺からは

Ⅲ群b類の土器片が集中し、土製円盤もそれらを再生したものであることから、 これらが本遺構

に伴う遺物と考えられる。石器は石鍍、ポイント、 ドリル、エンドスクレイパー、スクレイパー

石斧、断面三角形のすり石、台石、矢柄研摩器など、土製品は土製円盤が出土している。各遺物

は壁付近から出土する傾向が強く、平面図中のフレイク・チップ集中や土器片の集中、土製円盤

と軽石製の矢柄研磨器も壁際から出土したものである。なお、炭化材の調査に伴って、炭化した

クルミ片が床面近くから出土している。 また、早期に特徴的な遺物、特に礫石器類が比較的多く

出土しており、竪穴の掘り込み時に早期の遺構を破壊した可能性はかなり高いと考えられる。

1 ． 2はⅢ群b類の深鉢形土器胴部の破片である。 1が斜行縄文、 2は無文である。 3は5は

異形の深鉢形土器で底部は欠失している。口径が胴部のそれよりもやや小さい特徴的な器形のも 93
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IVTa-c下位の遺構

ので口縁の形が対になる山形の突起が備わっていると推定され、突起部の器面には装飾性の高い

透かし彫り状の穴が設けられている。口唇断面は尖り気味のもので、器壁は極めて薄く作られて

いるが焼成が良好で脆弱な感じはしない。器面には粘土紐を貼り付けたうえから縄の刻みを多数

施した隆起線を主体とする施文がなされており、胴上半部には鋸歯状に、下半部には密に横環す

る構成で飾られている。

4は柳葉形の石鑛、 5はポイント、 6は小型のドリル、 7～11はスクレイパーである。 10の突

起部はドリルとして使われたと考えられる。 4～11はいずれも黒曜石製である。 12は基部の欠失

した石斧刃部である。 13は石斧から剥落した大型の剥片に再度加工を加えたものである。 14･15

は支笏火砕流の噴出物に含まれる大型の軽石を使用した矢柄研摩器である。 20は小さな扁平礫に

研摩を加えた石製品である。 17～19は床面から出土したIII群b類と同一個体の土器片で作った土

製円盤である。

時期遺構の形態と遺物から縄文時代中期末葉柏木川器式期と考えられる。 （皆川）

LH-40 (図|V-43,表’－7．V-4,図版20-1～5)

位置:C2-69-a～d

規模：3.28／2.98×(2.66／2.50)×0．26

調査調査区西側のV層調査中に黒色土の落ち込みを確認した。土居観察用のベルトを残して調査を

進め、炉、床、壁を確認し竪穴住居跡と認定した。全体のプランは西側が調査区域外にかかるた

め、不明であるが、長円形になると思われる。V層中から掘り込まれVII層上位に床面ｶﾖ作られて

いる○床面は西側にやや傾斜している。壁は緩やかに立ち上り、皿状である。東側の壁面は抜根

による攪乱を受けており明瞭ではない。炉は調査区域外の西壁に切られて確認され、 この中から

焼土と化したIV群a類土器（余市式土器）の破片が多数見つかっている。 この炉跡の周囲には一

部に被熱痕のある礫が出土している。被熱している礫については、石組み炉の炉石として用いら

れた可能性がある。

柱穴は確認できなかった。

遺物遺物はいずれも床面より出土した。 1は床から出土したIV群a類の深鉢形土器口縁部である。

肥厚帯を有しその下には棒状の工具で深い刺突が施されている。地紋は太縄を使った斜行縄文で

ある。 2はスクレイパー、 3は砥石で、炉跡横のものと接合した。 4は台石片で、C2 77 (V

層上面）出土のものと接合したが、両方ともに平坦部から割れ面にかけて被熱が認められる。

時期縄文時代後期前葉余市式土器の時期のものと考えられる。 （笠原）

LH-41 (図IV-44,表’－7．V-4,図版21-1～3)

位置:D2-69-a．c・d

規模： （3~60／3~35)×(1~16／1~03)×0.25

調査LH-40の南側で黒色土の落ち込みが認められ、竪穴を想定して調査を進めた。全体のプラン

は南西側が調査区域外にかかるため不明であるが、円形または長円形になると思われる。覆土の

調査中にⅣ群a類土器（余市式土器）の土器片の集中と、被熱した礫が出土した。V層中から掘

り込まれ、Ⅷ層上位に床面が作られている。床面はLH-40とほぼ同レベルで、多少凸凹がある。

壁は緩やかに立ち上る。柱穴、焼土等は確認されなかった。

遺物 1は覆土から多数の砕片で出土したIV群a類の深鉢形土器である。口縁部には肥厚帯を有しそ 99
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の下には棒状工具による刺突が巡らされている。

時期縄文時代後期前葉余市式土器の時期のものと考えられる。 (笠原）

LH-42 (図IV-45～47/図版22･60･61)

位置:D2-76-b．c, E2-75-c･d, 76-a～d,77-a･b,F2-75-d,76-a･d,77-a
規模： 6.59×5.35／5.10×6.28/0.45m 長軸方向: N-5｡-E

特徴平面が不整楕円形の住居跡である。北側にはLH-30、南西側にはLH-35がが隣接している

が、 これらの新旧関係は不明である。V層上面で窪みとその周囲に広がる掘上げ土と思われる

En aにより確認を行い、 トレンチを設け調査を行った。覆土は腐植土を主体とするものとEn-

aを主体とするものとに大きく分けられ、前者は中央部に厚く後者は壁の立ち上がり近くで最も

厚く中央部で薄く堆積する。掘込み面はⅥ層に近いV層下位と考えられる。床面からは炉跡と考
えられる2ヶ所の焼土(HF-1 ･ 2) と5ヶ所のピット (HP-1～5)が検出されている。

HF-1は床面のほぼ中央部、HF-2はそれと北西側の壁との中間の床面に位置し、赤化の度

合いやレベルなどはほぼ同じで、同時に使われていた可能性が高い。 また、 これらに近接してた

たき石や礫が出土している。 5ヶ所のピットのうち、HP-3～5は大型の柱穴状ピットである。

いずれも壁際から出土しているがほかのものと同様にこれらを本遺構に伴うものとするには腐植
土のほとんど入らない覆土やその規模、用途などの面から考えて、やや否定的な要素がある。 ま

た一部に自然の力によるものとの見解もあるが、同種の大型ピットが周囲の同時期住居跡の床も

しくは壁際などで検出される確率がかなり高いことから、 ここで報告することとした。床面はVI

~VII層が弱く攪乱した土居で柱穴の確認は困難であったが他にも存在していた可能性は高い。な

お、焼土の周囲の床を含めた各地点から炭化種子の抽出を目的とした土壌の採取を行いフロー

テーション法による選別を試みたが大きな成果は得られなかった（Ⅵ章3節参照)。

遺物遣物は床面と覆土中から土器、石器、炭化物などが出土している。床面からはI群b－2類土
器や石雛、ポイント、スクレイパー、Rフレイク、たたき石などが出土しており石器類の占める

割合が高い。特に炉跡と考えられるHF-1 ． 2の縁に近接して握りやすい形状の円礫を使用し

たたたき石や礫などの出土が特徴的である。覆土は腐植土の混入が少ないEn-a主体の土居中か

ら出土する遺物が多く、 これらは南北の壁から中央に向かって緩やかに下っていく流れ込みの様

相を呈している。土器はI群b－2類土器を主体にIV群a類が少量、石器は石鍼、ポイント、ス

クレイパー、石斧、たたき石、すり石などが出土している。 1～8はI群b 2類の深鉢形土器

である。1は撚りの方向が異なる0段多条と二段単節の原体で羽状縄文が施された口縁部である。

器壁は薄く、口唇の断面は丸形である。 2は口唇部に縄と考えられる施文具で刻みが施された口

縁部である。器面には不鮮明な縄文が施される。 3はLH-43と跨がって出土した角軸に巻いた

絡条体の圧痕文と単縄文が施された口縁～胴部である。断面が尖り気味の口唇部と粘土紐の貼り

付けには短縄文と同じ0段多条の原体による刻みが施されている。 4は口縁部に隆起線と羽状縄

文が施された口縁部である。胴部には刺突列で区画された帯状の無文部が見られる。 5は底部下

端に張り出しが付く底部である。底部間際の屈曲部には短縄文が密に施されている。 6～8は粘
土紐の施された底部である。 6は薄い器壁と厚い底を有した底部で、張り出しの弱い下端には0

段多条の縄で刻みが巡らされている。地紋は0段多条の原体による羽状縄文、貼付帯の刻みは棒

状の工具による。 7はやや張り出した底部下端に短縄文と縄の刻み力】巡らされたもので、地紋に
は羽状縄文と短縄文が施されている。 8は下端が張り出し上げ底気味の底部である。底近くの器102
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IVTa‐c下位の遺構

面には短縄文、下端には縄の刻みが施される。貼付帯の上にも縄の刻みが施されている。 9 ･10

は柳葉形の石鑛で、 9は黒曜石、 10は頁岩製である。 12はポイントである。

時期床面の遺物から縄文時代早期後半コッタロ式期と考えられる。 （皆川）

LH-43 (図IV-48～50/図版23．62．63)

位置: F2-77-b．c, 78-b, G2-77-a～d,78-a･b,H2-77-a･d,78-a

規模：6~20×4.86／4~53×5.78/021m 長軸方向: N-30｡-W

特徴平面が不整の楕円形を呈した掘込の浅い竪穴住居跡である。覆土には腐植土(VE)主体の土

壌が堆積しており、掘り込み面はV層中と考えられる。

南側と東側の壁際には2ヶ所の付属ピット (HP-1･ 2)が検出され、HP-1は平面形長

軸の南側に位置する付属ピットと考えられる。HP-2からは図示した復元土器が内面を上に敷

き詰められた状態で出土している。床面には3ヶ所の焼土(HF-1～3) と灰白色を呈した灰

状の塊(HF-4)が見つかっているが、HF 4はHP-2の覆土上位に位置することからこ

れらは所謂「土器囲い炉」を構成するものと考えられる。今回、柱穴状のものは検出されなかっ

たが、床面はVI～Ⅵl層が弱く攪乱した土層で、柱穴が存在していた可能性も高い。

遺物遺物は床と覆土から出土している。どちらからもI群b－2類とIV群a類の土器が多数出土し
ているがHP-2出土の土器から本遺構に伴うのはIV群a類土器と考えられる。石器は石嫉、ポ

イント、 ドリル、つまみ付きナイフ、喫形石器、たたき石、砥石、台石などが出土している。

1～4はⅣ群a類の深鉢形土器である。 1はHP-2の擴底に敷き詰められていたIV群a類の

復元土器である｡口縁には折り返しの肥厚帯を有しその下縁に沿って縄の刺突列が施されている。

口唇部と器面には太い原体の斜行縄文が施されている。 2 ． 3も肥厚帯と刺突列が施されるもの

で2の刺突は棒状の工具、 3は縄である。 4は幅の狭い肥厚帯に縄線文が施された口縁部である。

5～10はI群b－2類の深鉢形土器である。 5は0段多条の原体で羽状縄文が施された口縁部

である。貼付帯の刻みは棒状の工具によるものである。 6は口唇の断面が尖り気味で、幅の細い

貼付帯の上には縄による刻みが施される。 7はLH－42と跨がって出土した。角軸に巻いた絡条

体の圧痕文と単縄文が施された口縁～胴部で、断面が尖り気味の口唇部と粘土紐の貼り付けには

短縄文と同じ0段多条の原体による刻みが施されている。 8は0段多条の原体による結束の羽状

縄文と縦の貼付帯がが施される胴部である。貼付帯の刻みは縄によるものである。 9は比較的太

い横の貼付帯の施された胴部である。地紋は羽状縄文である。 10は幅の狭い組紐圧痕文の施され
張り出しその上に縄による刻みが施されている。た小型の底部である。やや下端が

を作出した剥片石器、 14は両面に加工を施した縦長のくさび11･12はポイント、 13はつまみ部

17は砥石である。形石器である。 15． 16はたたき石、

(皆川）時期縄文時代後期前葉余市式期
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2．土擴（図IV-51～73,図版26～34･63～68,表V-4～7)

LP-78 (図IV-51/図版24)

位置:F2-76-c, 77-b, G2-76-d規模: 1.47×1.40/0.88×0.79/0.33m

長軸方向: N-35｡-W

特徴V層上面で窪みと明褐色土の広がりを認め調査を行った平面楕円形の土塘である。覆土は腐植

土主体の土壌で、掘り込み面はV層の上位と考えられる。周りに観察された明褐色土の広がりは

堀り上げ土の様相を呈しており、本遺構は掘り込んだ後に放置されたと考えられる性格不明の土
壌である。

遺物遺物は出土していない。

時期掘り込み面から考えて縄文時代後～晩期の遺構と思われる。 （皆川）

’

LP-79 (図|V-51/図版24)

位置:C2-74-a．b規模: 1.85×1.52/1.07×1.27/0.26m長軸方向: N-39｡-E

特徴V層上面で窪みを確認し調査を行った平面形が不整の楕円を呈する土曠である。覆土には腐植

土(V層相当）が主体の土壌が入り、掘り込み面はV層上位である。性格不明の土曠である。
遺物遺物は出土していない。

時期掘り込み面から縄文時代後～晩期と思われる。 （皆川）

LP-80 (図IV-51/図版24)

位置:A2-76-a～d規模:3.02×2.83/2.30×2.32/025m長軸方向: N-13.5｡-E

特徴標高43.8～43. 9mのV層上面に窪みを確認し調査を行ったもので､平面が不整の円形を呈する

土塘である。覆土は腐植土を主体とするものとEn-aを多く含むものとに大きく別れ、掘り込み

面はV層の中位から下位にかけてと考えられる。深度は浅くやや丸味を帯びた曠底から壁は緩や

かに立ち上がる特徴を有している。今回調査されたLP-85とは形態的な類似が見られ、 またL

P-81やLH-38に関しても調査の初期段階には同じ形態の特徴を有していたことから、更に下

位に掘り広がる可能性を追って調査を重ねたが成果は得られなかった。性格不明の竪穴状土曠で
ある。

遺物遺物は覆土から極少量出土している。土器はI群b 2類、Ⅳ群a類、 IV群c類が出土してい

るがいずれも小破片である。石器は石斧の小破片が出土している。

時期掘り込み面から縄文時代早～後期と考えられる。 （皆川）

LP-81 (図IV-52･53/図版25･63)

位置:X73-a,Y-72-c･d,73-a～d規模:3.68×3.31/2.49×2.84/0.03m
長軸方向: N-54.5｡-W

特徴標高43.60m程の平坦面に設けられた平面が不整の円形を呈する竪穴状の土塘である｡VI層上面

で黒色土の円形プランを確認し調査を行った。深度は浅く腐植土を主体とする覆土で掘り込み面

はV層下位と考えられる。比較的フラットな擴底から壁は緩やかに立ち上がっており、塘底面の

中央部で柱穴状のピット (SP-1) と、南～東側の壁立ち上がり付近から壁に掛けてからは付

属すると考えられるピットが2ヶ所(SP-2 ･ 3)見つかっている。炉跡と考えられるものは

ないが、後述する遺物の出土状況からは活動の痕跡が伺える。 これらのことから、住居に付随す112
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る作業小屋のような性格の竪穴状遺構と考えられる。

遺物床と覆土から土器、石器、炭化物が出土している。土器はI群b－2類、 IⅡ群b類、Ⅳ群a類、
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図Ⅳ－53 LP－81の遺物と遺物出土状況



’
小破片で出土したIV群a類深鉢形土器口縁部である。肥厚帯の下には縄の刺突、地紋には太い原
体による斜行縄文が施される。

時期床面の遺物から縄文時代早期後半コッタロ式期と考えられる。 （皆川）

LP一82 (図IV-54/図版26．64)

位置:X-73-c｡d,X-74-a～d規模:3.20×2.15/1.77×2.89/0.31m長軸方向: N-65｡-W

特徴標高43.60m程の平坦な地形に作られた、平面が豆の様な形を呈した土壌である。VI層上面で黒
色土の入る楕円のプランを確認し調査を行った。フラットに作られた堰底面には炉跡や柱穴の類
は認められず、壁はやや急激に立ち上がっている。特徴的な形態を有した性格不明の土塘である
が、キウス遺跡群では少なからず類例があることからVII章でそれらに触れることとする。

遺物遺物は全て覆土から出土したものである。土器はI群b－2類が覆土の下位から流れ込んだ状
況で、 IV群a類が覆土の上位から砕片のものがまとまって出土している。 1はI群b－2類の深

鉢形土器底部である。器壁は薄く底部の張り出しはほとんど見られない。下端には縄による刻み
が、地紋には撚りの異なる0段多条の原体で羽状縄文を施している。 2はⅣ群a類の深鉢形土器
底部で剥落の著しい器面には太い縄の斜行縄文が施されている。

時期遺物から縄文時代早期～後期前葉の可能性がある。 （皆川）

’

LP-83 (図IV-55/図版26･64)

位置:W-73-b, X-73-a規模: 1.07×0.96/0.69×0.83/0.28m長軸方向: N-37｡-E

特徴平面が不整の円形を呈する土壌である。VI層上面で図示した遺物と黒色土主体の土壌が入るプ

ランを確認し調査を行った。覆土は埋め戻しが行われた可能性があり掘り込み面はv層中～下位
と考えられる。遣物は確認面で見つかったIV群c類の浅鉢形土器だけで、 これは覆土の埋め戻し

後に据え置かれたものと考えられる。 これらから本遺構は規模的にやや小形であるが土墳墓の可
能性がある。

遺物 1は確認面で検出されたIV群c類の浅鉢形土器である。器面と底の面にLRの斜行縄文を施し
た後に口唇と内面び粗雑な調整を行っている。底付近の表面は火を受けたためか大きく剥落して
いる。

時期縄文時代後期末葉と考えられる。 （皆川）

LP-84a･b (図IV-55,表’－7．V-4/図版27-1．2)

位置:V-79-c,W-79-d規模: a ．1.25×0.78×(0.08), b・2.38×l.74×－

調査調査区東側の包含層調査中に検出した性格不明の重複する二つの土壌である。確認面での平面
形は楕円形を呈する。塘底検出中に北東側に重複する小型の黒褐色土の落ち込み(b)を確認した。
塘底は共にVI層中に作られ、墳底差は約13cmである。壁は緩やかに立ち上がる。
遺物覆土中よりIV群b類土器の破片の他、黒曜石の剥片が数点出土している。

1 ． 2はIV群b類の深鉢形土器口縁部である。 1はLH 28、 LP-85でも出土したもので断

面角形の口唇部は研摩され、器面には斜行縄文が施文されている。 2は磨消しの施された波状口
縁である。

時期縄文時代後期中葉頃と推定される。 (笠原）

116
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IVTa-c下位の遺構
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IVTa-c下位の遺構

LP-85 (図IV-56,表|-7･V-4/図版27－3．4)

位置:X-76-c･d,X-77-a～d, Y-77－a規模:3.75×3.24×0.32

調査LH 28の西側包含層調査中に検出した。性格不明の土壌である。平面形はほぼ円形を呈する。
堰底はVI層中に掘り込まれ、比較的平坦で、壁は緩やかに立ちあがる。覆土は主に流れ込みのV
層で、掘り込み面はV層中と考えられる。

遺物覆土中よりIV群a ．b類、 I群b2類土器の破片の他、黒曜石の剥片が1点出土している。
1はIV群b類の深鉢形土器口縁部である。 LH-28、LP-84でも出土したもので断面角形の
口唇部は研摩され、器面には斜行縄文が施文されている。

時期時期を特定できる遺物は出土していないが、規模、形態の類似するLH-38の床面から早期後
半(I群b2類土器）が出土していることから縄文時代早期後半頃と考えられる。 （笠原）

LP-86 (図IV-57,表|-7･V-4)

位置:X-77-d規模:0.46×0.45×0.80

調査LH-28および、周辺包含層の調査終了後、重機を用いてLH-28の周囲を床面とほぼ同レベ
ルのVⅢ層中まで掘削を行った。その結果、LH-28の床面で検出したHP-5 ． 6と類似する明

黄褐色を呈するローム質土の落ち込みを確認した。確認面より径46cm、深さ約80cm、曠底の径約
25cmである。類似するものが調査区内より数個見つかっており、なかには曠底面がIX層の上面ま

で達するものもある。 この遺構は掘り足りなかった可能性がある。

遺物出土していない。

時期縄文時代早期後半以前？ （笠原）

LP-87 (図IV-57,表’－7．V-4/図版28-1)

位置:V-77-c．d, 78-a～d規模: 2.16×1.78×0.45

調査LH-28の北側VI層上面で、黒色土の落ち込みを確認した。平面は不整円形を呈し、堰底はⅦ

層上面で凸凹が見られる。壁の立上りは不明瞭である。覆土は主にV層で構成される。性格は不

明である。

遺物出土していない。

（笠原）
時期不明。

LP-88 (図IV-57/図版28)

位置: F2-74-c規模: 1.43×121/087×1.08/0.55m長軸方向: N-9o－E

特徴平面形が楕円を呈する土塘である。LH-31のトレンチで確認したもので、覆土は1層が落ち
込みに入った腐植土(V層)、 2～5層がV～Ⅷ層の埋め戻し、掘り込み面はV層の中～下位と考

えられる。塘底は平坦に掘り込まれており、壁は急激に立ち上がっている。遺物は覆土下位から

I群b－2類土器と黒曜石製のフレイクが出土しているが、出土状況から考えてこれらは埋め戻
し時の混入の可能性が高い。今回の調査で見つかった遺構ではLP-98．99が類似の特徴を示し

ており、 これらはLH-37もしくはLH-39を取り巻くように配置されている。覆土、形態、類

似遺構との位置関係などから本遺構はLH-37か39に伴う土壌墓と考えられる。

遺物覆土からI群b－2類土器が出土している。掲載遺物なし。

時期覆土、形態、類似遺構の配置などから、縄文時代中期後半～後期前葉と考えられる。 （皆川） 121



LP-90 (図IV-57/図版30)

位置:Y-76-b規模: 1.39×0.98/0.65×1.02/0.26m長軸方向: N-68.5｡-W

特徴LH-34の東側に近接する不整楕円形の小形の土曠である。曠底は比較的フラットで壁は緩や
かに開きながら立ち上がっている。VI層上面でプランを確認し半裁して調査を行った。覆土は腐
植土(V層）主体で掘り込み面はV層上～中位であろう。遺物は覆土から石斧の破片と黒曜石製
のフレイクが出土している。性格不明の小形の土曠である。

遺物覆土から石斧片が出土している。掲載遺物無し。

時期検出層位と周囲の遺構から縄文後～晩期の可能性がある。 （皆川）

’
LP-92 (図IV-57/図版28)

位置:W-67-c・X-67-d規模: 1.68×0.99/0.68×1.25/0.16m長軸方向: N-85｡-E
特徴不整の長楕円形を呈する深度の浅い小形の土壌である。LF-277の調査中に確認したものでL
F-277の一部と若干の重複が見られ、 LP-92は下位に位置する。覆土は腐植土(V層）主体の
もので、掘り込み面はV～VI層中のLF-277検出面以下である。位置と規模からLF-277に関
る土墳の可能性がある。遺物は出土していない。

遺物出土遺物無し。

時期層位的に縄文時代早～晩期と考えられる。 （皆川）

LP-89 (図IV-58．59/図版28．64･65)

位置:Z-73-c．d,74-a･b規模: 2.56×2.38/2.01×2.08/0.40m長軸方向:N-12o－W

特徴平面が不整の楕円形を呈する小形の竪穴状土壌で、後から掘り込まれたLH-34により遺構の
上部は欠失している。LH-34の床面に明褐色土の入るプランを確認し調査を行った。覆土は腐
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IVTa-c下位の遺構
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植土(Vig)が主体となる上位の土壌とEn-aが主体となる下位の土壌とに大きく別れる。後者

は堆積の状況から埋め戻されているか、上屋状の構造物の盛り土が崩落したものと考えられる。

後者にV層腐植土の混入がほとんど観察されないことから掘り込み面はV層下位と考えられる。

丁寧な作りの平坦部を有した塘底から壁はやや外側に開きながら立ち上がる。底面のほぼ中央部
には径が約1Ocm程の柱穴状のピット (SP-1)を備えており、 これは今回調査のLP-91.96･

97にも共通した特徴でもある｡遺物はEn-aが主体となる覆土の上部からI群b－2類土器が出

土しており、床面からのものは検出されていない。以上のことから本遺構は墓的な性格を有した

竪穴状の土壌と考えられる。 これは覆土が埋め戻された上位に遺物が置かれ、その後に陥没の状
態が生じた点に着目したためであり、塘底のSP-1は遺構の所在を示すモニュメント的なもの

か簡略的な上屋構造などの存在を意味している可能性がある。また、 これ以外にもフラットな床
面を使った作業場的な性格にも可能性がある。

遺物覆土からI群b－2類土器と炭化物が出土している。 1はLH-29･30･34･36、 LP-91と

複数の遺構から出土した深鉢形土器である。地紋の羽状縄文が施される胴部には横環する粘土紐

が二本貼り付けられている。口唇部には爪状の工具による刻みが施され、粘土紐と特徴的に張り

出した底部下端には縄による刻みや連続した押捺が巡らされている。 2 ． 3は口唇部のやや下に

粘土紐が貼り付けられる口縁部である。器面には縄線文と同じ原体の斜行縄文を施している。貼

付帯の刻みは縄によるものである。 4 ． 5は深鉢形土器胴部で、地紋は4が斜行縄文、 5が結束

の羽状縄文である。貼付帯上の刻みはどちらも縄によるものである。 2～4は同一個体の可能性
がある。 これ以外では、掲載していないが無文の小形深鉢形土器口縁部が出土している。

LP-91
-h

l
-ﾄｽ

＋

2-瓦

Iァ
〉

｜

’
43585

〆
e～

、

－／

1

224 ，2

け ７２

１

１

〕

３

Ｐ

４
0

194

『

９
－

I154 229~

十

＋

／

209

､687
625

650Pa
ア
、
お
●
ｇ
ｏ

1

七ⅡB b2･75
十

~~~~
~

~

2-脚

LP 91土層説明

1黒（Hue7､5YR1 .7/1） V層
2黒褐（Hue7､5YR2/2) V＋Ⅵ十V||'

3黒褐（HuelOYR3/2） V|＋Vl l＞Ⅵ Ta､d2を微量含む
4,にぶい黄褐(HuelOYR5/4） V||>Ⅵ''
5.にぶい黄褐（HuelOYR5/4） V |>V''
6.にぶい黄褐(HuelOYR5/4）Ⅶ＋Vlll
SP－1

7黒褐（Hue7､5YR3/1） V|Ⅵ|>Ta-d2

Ｂ
一 B’ 43Bm~

』
~~

124

L一一斗
、

S=1/40

図Ⅳ-60 LP-91



IVTa-c下位の遺構
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時期覆土と遺物から縄文時代早期後半コッタロ式期である。 (皆川）

LP-91 (図IV-60･61/図版29．65)

位置:A2-74-a～d規模: 2.48×2.19/1.78×2.02/0.49m長軸方向: N-38.5｡-E

特徴平面が不整の楕円形を呈する小形の竪穴状土曠である。VI層上面で明褐色土の入るプランと遺

物の集中を確認し調査を行った。覆土は腐植土(VE)が主体となる上位の土壌とEn-aが主体

となる下位の土壌とに大きく別れる。後者は堆積の状況から埋め戻されているか、上屋状の構造
物の盛り土が崩落したものと考えられる。後者にV層腐植土の混入がほとんど観察されないこと

から掘り込み面はV層下位と考えられる。なお､覆土3層中からは小粒のTa-d2が微量観察され
ている。

丁寧な作りの平坦部を有した擴底から壁はやや外側に開きながら立ち上がる。底面の中央やや
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IVTa-c下位の遺構

東よりの位置に径が約10cln程の柱穴状のピット (SP-1) を備えており、 これは今回調査のL
P-89･96･97にも共通した特徴でもある。

遺物はEn-aが主体となる覆土3層の上位から下位にかけて出土している。今回床面で出土し

たと表記されているものに関しても、多くのものは3層の陥没時に下位に入り込んだものと判断

される。出土した遺物はI群b－2類土器多数と黒曜石製のフレイクである。以上のことから本

遺構は墓的な性格を有した竪穴状の土壌と考えられる。 これは覆土が埋め戻された上位に遺物が

置かれ、その後に陥没の状態が生じたと推定できることによる。また、曠底のSP-1は遺構の
所在を示すモニュメント的なものか簡略的な上屋構造などの存在を意味している可能性がある。

また、 これ以外にもフラットな床面を使った作業場的な性格の可能性もある。

遺物覆土から多数のI群b－2類土器が出土している。土器は5～6個体程で大きく接合するもの

と細かい破片で接合率の低いものとがある。 1～5はI群b 2類の深鉢形土器である。 1はL

H 29．30．34･36、 LP-89と複数の遺構から出土した深鉢形土器である。地紋の羽状縄文が

施される胴部には横環する粘土紐が2本貼り付けられている。口唇部には爪状の工具による刻み

が施され、粘土紐と特徴的に張り出した底部下端には縄による刻みや連続した押捺が巡らされて

いる。 2 ． 3は口唇がやや外側に張り出す土器の口縁部と胴部である。 2は口唇部には縄の刻み

が施され、器面には角軸の絡条体圧痕文と斜行縄文、縄の刺突文などが施されている。 3もまた

口唇部に縄の刻みが施されるもので口縁部に短縄文、胴部に羽状縄文が施される。 4は細い縄の
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図Ⅳ－64 LP-93の遺物出土状況

短縄文が密に施された器壁の薄い胴部である。 5は器壁が薄く張り出しの弱い底部である。下端
には縄による刻みが巡らされ、器面には0段多条の原体による羽状縄文が施されている。 6は口

縁部が大きく波状し、口唇断面が尖る器壁の薄い復元土器である。胴上半部に0段多条の原体に

よる羽状縄文と無文帯で構成される文様帯を有し、下半部に羽状縄文が施されている。各文様帯
の境界には粘土紐が貼り付けられ、その上には縄による刻みが施されている。

時期覆土と遺物から縄文時代早期後半コッタロ式期である。 （皆川）

LP-93 (図IV-62～64/図版30･66)

位置:G2-73-c, 74-a～d, H2-73-d, 74-a～d規模:5.01×3.98/3.68×4.55/0.57m
長軸方向: N-53｡-W

特徴平面が不整の楕円形を呈す大型の竪穴状土塘である。 LH-31の調査トレンチで確認し調査を
行った。重複するLP-94の下位に位置する。覆土はEn-aを主体とする土壌が、掘り込み面と
考えられるV層下位からVI層まで埋め尽くしている。床は緩やかな起伏のある比較的平坦なもの
で、近接するLH-35と同じ程度の規模を有しているものの、床面で炉跡や柱穴状のピットなど

が検出されないことから竪穴状の大型土堰として扱った。環状の位置関係にある遺構群の中では
唯一床面で炉跡の検出されていない遺構でもある。遺物は覆土中からI群b－2類を主体とする
ものが西側から流れ込むような状況で出土している。 性格は不明であるが、規模、形態は他の同
時期の住居跡に匹敵し、環状の位置関係にある遣構群の一つであることから所謂「物置｣、 「貯蔵
庫」など人の生活空間を構成する構造物の一つと考えられる。

128遺物覆土から土器、石器などが出土している。土器はI群b 2類が多く、床面に近い覆土3層か



IVTa-c下位の遺構

らも出土していることから本遺構に伴うものと考えられる｡それ以外にはIV群a類が僅かにある。

石器は石鑛、台石などが出土している。旧石器の彫器は近くで検出されたスポットからの混入で

あろう。 ’は大半のものが壁際から内部に流れ込んだ様相で出土したI群b－2類の深鉢形土器

である○口縁部は波状を呈し、口唇の断面は尖り気味である。器面には結束の羽状縄文が施され

その上に断面三角の粘土紐が縦横斜めに貼り付けられている。貼付帯には縄による刻みが施され

ている。 2は黒曜石製の柳葉形石雛である。基部は欠損している。 3は台石である。

時期覆土と遺物から縄文時代早期後半コッタロ式期である。 （皆川）

LP-94 (図IV-65/図版31･67)

位置:H2-74-a規模: 1.16×1.06/0.71×0.74/0.27m長軸方向: N-34.5｡-E

特徴平面が不整の円形を呈する小形の土曠で、重複するLP-93の上位に位置する。覆土は腐植土

を主体とするもので掘り込み面はV層中～下位と考えられる。覆土2層の上面からはIV群b類土

器の大きな破片が据え置かれた状態で出土しており､覆土2層は埋め戻されている可能性がある。

規模的には疑問が残るが､覆土と遺物の状態から墓的な性格を有した小形の土曠ととらえられる。

遣物出土したIV群b類土器（手稲式）は約50m離れたU-72－dので出土したものと接合し復元さ

れている。 lは復元されたIV群b類の深鉢形土器である。口縁が内側に屈曲する器形で地紋は斜

行縄文が施されている。

時期遺物から縄文時代後期中葉手稲式期である。 （皆川）
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IVTa-c下位の遺構

LP-95 (図IV-66/図版31･67)

位置:E2-71-c．d,72-a．b規模: 1.89×1.77/1.44×152/067m長軸方向: N-50｡-E

特徴平面が円形を呈する深度の深い土塘である。 LH 36の覆土上位から床を壊して掘り込んでい

る新しい遺構で、覆土は腐植土を多く含む土壌で埋め戻してある。塘底は平坦に作られ壁は一部

を除いてほぼ垂直に立ち上がっている。遺物は覆土の上位と中～下位で出土している。上位では

多数の黒曜石製フレイクと縦長のたたき石などが出土しており、 これらが本遺構に伴うものと考

えられる。中～下位ではI群b－2類などの遺物が出土しているが量的に少なく、出土状況から

考えて埋め戻しが行われた際の混入と考えられる。規模、形態、覆土、遺物から土墳墓と考える。

遺物覆土1層から土器、石器などが出土している。土器はI群b－2類が出土しているが、 これは

LH-36の床を掘り抜いた際の混入と考えられる。石器は石嫉やエンドスクレイパーが多数のフ

レイク．チップが集中する中から出土している。また縦長の礫を使用したたたき石などもその周

辺から出土している。 1 ｡ 2はI群b－2類の深鉢形土器である。 1はLH-36｡42など複数の

遺構から出土した土器で口縁部に隆起線と羽状縄文が施され、胴部には刺突列で区画された帯状

の無文部が見られる。 2は張り出しの弱い小型の底部で、下端には指頭状の施文具で刻みが施さ

れている。地紋は斜行縄文である。 3は石嫉、 4はエンドスクレイパーである。 4の一部はドリ

ル様に使用された可能性がある。 5～7は縦長の礫の端部を使用したたたき石である。 5の側縁

には平滑な部分が見られ、すり石としても使われた可能性をもつ。

時期形態と遺物から縄文時代晩期末葉と考えられる。 （皆川）

LP-96 (図IV-67/図版32．67)

位置:H2-77-a～d規模: 2.87×236/222×2.59/0.30m長軸方向: N-75.5｡-E

HF-1 規模: 0.86×0.57/－×-/-長軸方向: N-82｡-W

特徴平面が不整の楕円形を呈する小形の竪穴状土堰である。類似する特徴をもつLP-97と隣接す
る位置で検出されている｡Ⅵ層上面で明褐色土の入るプランと遺物の集中を確認し調査を行った。

覆土は腐植土(V層）が主体となる上位の土壌とEn aが主体となる下位の土壌とに別れる。掘

り込み面はv層の下位と考えられる。丁寧な作りの平坦部を有した曠底から、壁はやや外側に開

きながら立ち上がる。底面のほぼ中央部には三角菱のような平面形の範囲で焼土粒と炭化物の薄

い分布が検出されている。その北東側には径が約15cm程の柱穴状のピット (SP-1)が位置し

ており、 これは今回調査のLP-89･91･97にも共通した特徴でもある。

遺物は覆土からI群b－2類を主体とする土器が周囲から流れ込んだような状況で出土してお

り、明らかに床面からのものと解る遺物は検出されていない。以上のことから本遺構は墓的な性

格を有した竪穴状の土曠もしくは作業場的な性格を持つと考えられ、曠底のSP-1は遺構の所

在を示すモニュメント的なものか簡単な上屋構造などの存在を意味していると考えられる。 これ

は本遺構がLP-89．91･97に共通した特徴をもつためであるが、覆土に含まれる腐植土の比率

がやや高いことや、床面で火を燃やした痕跡が見られる点でこれらとはやや異なる性格をもつと

いえる。

〕る。土器はI群b 2類、 IV群a類、 IV群b類がなどなどが出土してI遺物覆土から土器、石器、

を占めるI群b－2類が主体となる。土器は、細かい破片が多く接のうち出土状況から見て多数

合できたものは少ないものの、図示した組紐圧痕文が施されたものが比較的多い。石器は石鍼、
たたき石などが出土している｡出土状況図に示したたたき石は小形の円礫を使用したものである。 131
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IVTa-c下位の遺構

lはI群b－2類の深鉢形土器胴部である。器壁は薄く器面には細い原体の組紐圧痕文と貼付

帯が施されている。 2はI群b－2類土器の内面の底に貼り付けられた突起部である。 lと2は

同一個体の可能性がある。

時期遺物から縄文時代早期後半コッタロ式期である。 （皆川）
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
１
１

LP-97 (図IV-68．69/図版33．68)

位置:H2-76-a～d規模: 2.95×267/2.37×2.79/0.28m長軸方向: N-31｡-E

特徴平面が不整の楕円形を呈する小形の竪穴状土曠である。VI層上面で明褐色土の入るプランと遺
物の集中を確認し調査を行った。覆土は腐植土(VE)が主体となる上位の土壌とEn-aが主体
となる下位の土壌とに大きく別れる。後者は堆積の状況から埋め戻されているか、上屋状の構造

物の盛り土が崩落したものと考えられる。後者にV層腐植土の混入がほとんど観察されないこと

から掘り込み面はV層下位と考えられる。なお、覆土3層中からは小粒のTa-d2がわずかに観察
されている。

丁寧な作りの平坦部を有した曠底から壁は、やや外側に開きながら立ち上がる。底面の中央や

や東よりの位置に径が約10cm程の柱穴状のピット (SP-1) を備えており、 これは今回調査の
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IVTa-c下位の遺構

LP-89．91･96にも共通した特徴でもある。遺物はEn-aが主体となる覆土3層の上位から下

位にかけて出土している。以上のことから本遺構は墓的な性格を有した竪穴状の土塘と考えられ

る。 これは覆土が埋め戻された上位に遺物が置かれ、その後に陥没の状態が生じた点に着目した

ためであり、曠底のSP-1は遺構の所在を示すモニュメント的なものか、簡単な上屋構造など

の存在を意味している可能性がある。 また、 これ以外にもフラットな床面を使った作業場的な性

格の可能性もある。

遺物遺物は覆土から土器、石器、炭化物が出土している。土器はI群b－2類が多く、 7～8の個

体を含んでいるが接合率は低い。石器は砥石が出土している。

1～7はI群b－2類の深鉢形土器である。 lは断面の丸い口唇部が少し内側に入る波状の口

縁部である。器面には粘土紐を密に施した文様が施されている。 このほか器面には0段多条の原

体による短縄文も見られ、貼付帯に施される刻みの施文具もまた同じ原体による。 2～4は地紋

に羽状縄文が施された胴部である。 2 ． 4は撚りの異なる0段多条の原体を2本使用し、 3 ． 4

は結束の羽状縄文である。器壁の比較的薄い4の器面には縄の刻みが入る貼付帯が見られる。 5

は地紋に0段多条の原体による短縄文を密に施した底部付近の破片である。器壁は薄く底部の張

り出しも弱い。高さのない貼付帯には棒状の工具による刻みが加えられている。 6 ． 7は下端が

張り出した器壁の薄い小型土器の底部である。地紋は細い0段多条の原体による羽状縄文で、 6

はくびれ部に同じ原体の短縄文を巡らせている。 7は胴部寄りの位置に短縄文を施している。

時期遺物から縄文時代早期後半コッタロ式期である。 （皆川）
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LP-98 (図IV-70/図版31)

位置: F2-72-a～d規模: 1.29×1.13/0.91×1.09/017m長軸方向: N-9｡-W

特徴平面形が楕円を呈する土塘である。 LH-31の床面で確認したもので、遺構の上部はLH-31
の床面によって欠失している。覆土は埋め戻しで、掘り込み面はV層の中～下位と考えられる。
曠底は平坦に掘り込まれており、壁は急激に立ち上がっている。遺物は出土していない。今回の
調査で見つかった遺構ではLP-88･99が類似の特徴を示しており、 これらはLH-37もしくは
LH 39を取り巻くように配置されている。覆土、形態、類似遺構の配置などから、本遺構はL
H-37か39に伴う土墳墓と考えられる。

遺物遺構出土遺物無し。

時期遺構の配置から縄文時代中期後半～後期前葉の可能性がある。 （皆川）

LP-99 (図IV-70/図版34．67)

位置:F2-74-b, G2-74-a規模: 1.32×1.0/0.87×1.21/0.24m長軸方向: N-21.5｡-W
特徴平面形が楕円を呈する土壌である。 LH-31の調査を対象としたトレンチで確認したもので、
LP-100～106
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IVTa-c-ﾄ位の遺構
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IVTa-c下位の遺構

覆土は埋め戻し、掘り込み面はv層の中～下位と考えられる。堰底は平坦に掘り込まれており、

壁は急激に立ち上がっている。遺物は覆土下位からI群b－2類土器と礫が出土しているが、出

土状況から考えてこれらは埋め戻し時の混入の可能性が高い。今回の調査で見つかった遺構では

LP-88･98が類似の特徴を示しており、 これらはLH 37もしくはLH-39を取り巻くように

配置されている。覆土、形態、類似遺構の配置などから、本遺構はLH-37か39に伴う土堰墓と

考えられる。

遺物覆土からI群b－2類土器が出土しているが、 これは埋め戻し時の混入であろう。掲載遺物な

し。

時期遺構の配置から縄文時代中期後半～後期前葉の可能性がある。 （皆川）

LP-100～106 (図|V-71～73)

LP-100

位置:A2-77-b規模: 0.58×057/－×一/0.65m長軸方向: N-14｡-E

LP-101

位置:B2-78-a規模: 0.51×0.45/一×-/083m長軸方向: N-58o－W

LP-102

位置:B2-78-b規模:0.58×0.52/－×－/0.55m長軸方向: N－13｡-W

LP-103

位置:C2－78-b規模: 0.43×041/一×－/109m長軸方向: N-42o－E

LP-104

位置:C2-77-c．d,78-a･b規模: 0.60×055/－×－/q74m長軸方向: N-24o－E

LP-105

位置:C2-76-b･c規模: 0.64×0.61/一×－/1.23m長軸方向: N-43.5｡-E

LP-106

位置:B2-76-d規模: 0.53×0.50/一×－/061m長軸方向: N-62.5.-E

特徴VⅢ層(En P)上面で検出した大型の柱穴状遺構である。全てに対して、 VIIIE(En-P)を含む

IX層までの半切を行い覆土と周囲の地層の堆積状況を調査した。

個々に共通する特徴は以下の通りである。検出面のVlll層上面でのプランは円形で、深さはIXE

にまで達すると考えられる上位がやや広がる円筒形ものがほとんどである。壁は堅く締まり、床

および壁の周囲の土層には乱れはない。

覆土は主にEn-a (V11 ･VII1層）が主体となる三つの土質で充填されており、上位の1層はVIIE

に相当するローム質土、次の2層はそのローム質土とEn-Pが混じっているものである。覆土

1 ． 2層は堅く締まりのある堆積で、断面の形は上位で幅が広く下位に向かって先細りになるも

ので土質から考えて上位堆積層からの流れ込みと考えられる。 1層の上位には稀にⅥ層に似た薄

い腐植土が入るものもある。 3層は弱く赤化した比較的大粒のEn-Pで、これは締まりがなく僅

かな力で崩落するように掘れる。また、下位の3層は観察者によって異なった見解があるものの、

上から崩落したと考えられるやや大粒のEn－Pが酸化で変色していることから考えて､何らかの

状態でIX層まで達していた可能性は極めて高い。 また、類似の形態と覆土とをもつLH-35H
P－2の覆土3層中からは朽ちかかった材の痕跡が見つかったことや、いくつかの類似遺構直下

のIX層上面にマイナスドライバー状の浅い溝が認められこれがピット内に収まっていた柱にかか 139



る圧力による可能性があることなどもそれを裏付けるものと推定できる。

掘り込み面は覆土中に腐植土の顕著な混入が見られないことから考えてVI～VI1層と推定され
る。

これらには意図的な配置が伺えるため、何らかの遺構に伴う柱の配列が考えられる。

LP-100～106は一定区域に集中しており、それらの位置関係に配列らしきものが見えること

をここで述べておきたい。

なお、 LP-105に関してはLH-30の壁に近い位置にありこの住居に強く関る可能性もある。

時期遺構の配置から見たときには縄文時代早期後半、覆土の腐植土混入の割合から見たときには更

に古い可能性がある。 （皆川）

LP-107 (図IV-73,表1-7･V-4)

位置:X-79-b, Y-79-a規模: 0.68×0.64×1.16

調査LH 28および、周辺包含層の調査終了後、重機を用いてLH-28の周囲を床面とほぼ同レベ

ルのVIII層中まで掘削を行った。その結果、 LH-28の床面で検出したHP-5 ･ 6と、 LH-28

の西側で検出されたLP-86とも類似する明黄褐色のローム質土の落ち込みを確認した。規模の
違いはあるが、 これらは同様のものと考えられる。

遺物出土していない。

時期縄文時代早期後半以前？ (竺原）

3．焼土（図|V-74～78,図版69,表V－4～7)

LF-253 (図IV-74,表’－7．V-4)

位置:U-73-a．b規模: 1.37×0.55×0.09

調査 1V層(Ta-c)除去後、V層上面にて榿褐色の焼土を検出した。

なものであるかは判別しがたい。

遺物出土していない。

時期縄文時代後期～晩期と推定される。

焼土には炭化物を含む。人為的

(笠原）

LF-254 (図IV-74,表’－7．V-4)

位置:Y-78-c規模: 0.43×0.33×0.10

調査1VE(Ta-c)除去後、V層上面で確認されたが、倒木あるいは

上げられた可能性がある。焼土は榿褐色である。

遺物出土していない。

時期不明。

抜根による攪乱で下位から持ち

(笠原）

LF-255 (図IV-74/図版34)

位置:T-78-a～d規模: 1.99×1.40/－×－/0. 19m長軸方向: N-32.5.-W

特徴v層下位で確認した焼土である。範囲の一部には炭化物の小さなまとまりが認められ、焼土の

下位には浅い掘り込み様の窪みが見つかっている。周辺の包含層からはI群b－2類とIV群a類
の土器が多く出土している。

140 遺物覆土からI群b－2類土器が出土している。掲載遺物無し。



IVTac下位の遺構

(皆川）時期覆土の遺物から縄文早期後半と考え-られる。

LF-256 (図|V-74)

位置:U-76-d, 77-a規模: 1.10×0.32/－×-/0.05m長軸方向: N-66｡-E

特徴VI層上面で検出された焼土である。赤化も弱く二次的な堆積の可能性がある。周辺の包含層か

らはI群b－2類とⅣ群a類の土器が出土している。

遺物出土遺物・掲載遺物なし。

時期覆土の遺物から縄文早期後半か後期前葉の可能性がある。 （皆川）

LF-257 (図|V-74)

位置:B2-71-d規模: 0.56×041/－×-/004m長軸方向: N-71｡-W

特徴VI層上面で検出された焼土である。南西にはLH-33が位置し、周辺の包含層からはI群b－

2類土器が多数出土している。

遺物覆土からチップが出土している。掲載遺物無し。

時期周辺の遺物から縄文時代早期後半の可能性がある。 （皆川）

LF-258 (図IV-74)

位置:Z-70-b, A2-70-a

規模a : 0.71×036/－×－/0.04m長軸方向: N-16o－W

規模b : 0.54×0.34/-×-/0.03m長軸方向: N-65｡-E

特徴VI層上面で検出された焼土である。 2ヶ所に別れているが本来的には一のものであろう。周辺

の包含層からはI群b－2類土器が多数出土している。

遺物焼土を除去した面でフレイクが出土している。掲載遺物無し。

時期周辺の遺物から縄文時代早期後半の可能性がある。 （皆川）

LF-259 (図|V-74)

位置:Y-71-b．c, Z-71-a．d規模: 0.48×0.41/-×－／－m長軸方向: N-84｡-E

特徴VI層上面で検出された焼土である｡周辺の包含層からはI群b－2類土器が多数出土している。

遺物出土遺物・掲載遺物なし。

時期周辺の遺物から縄文時代早期後半の可能性がある。 （皆川）

LF-260 (図|V-74)

位置:Z-73-d規模: 0.44×0.28/－×－/0.02m長軸方向: N-48｡-E

特徴VI層上面で検出された焼土である。波線部は炭化粒の範囲である。赤化は弱く炭化粒と共に二

次的な形成の可能性がある。近くにはLH-34とLP-89が位置している。付近の包含層からは

I群b－2類土器が多数出土している。

這物出土遺物。掲載遺物なし。

時期周囲の遺物と検出面から縄文時代早期後半と考えられる。 （皆川）
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LF-261 (図|V-75)

位置:Y-74-c規模: 0.70×0.50/－×－/004m長軸方向: N-72｡-E

特徴LH 34の覆土から検出された焼土である。赤化は弱く二次的な形成と考えられる。

遺物出土遺物・掲載遺物なし。

時期LH 34以降のもので縄文時代後期中～末葉の可能性がある。 (皆川）

LF-262 (図IV-75,表|-7･V-4)

位置:V-78-d規模: 0.60×0.33×0.15

調査V層の下位にて暗赤色の焼土を検出した。焼土の輪郭は明瞭で、厚く堆積することから人為的

なものと思われる。

遺物 I群b2類土器の破片が2点出土している。

時期縄文時代早期後半頃と推定される。 （笠原）

LF-263 (図|V-75,表|-7･V-4)

位置:U-77-c規模: 0.92×0.59×010

調査V層下位で暗赤色の焼土を検出したb焼土は上下二枚に分層され、下位の焼土にはVI層が混入

している。焼土の輪郭は明瞭で厚く堆積し、人為的な可能性がある。

遺物出土していない。

時期縄文時代早期後半頃と推定される。 （笠原）

LF-264 (図IV-75/図版69)

位置:Y-71-b, Z-71-a規模: 1.25×1.04/一×－/0.18m長軸方向: N-26o－W

特徴V層下位で検出された焼土である。赤化も強くしっかりと焼けている。下位層には炭化粒を含

む腐植土がが入る窪み様のものが検出されている。周辺の包含層からはI群b－2類土器が多数

出土している。

遺物 lは覆土から出土した頁岩製のつまみ付きナイフである。形態的な特徴から早期のものと判断

される。

時期遺物から縄文時代早期後半と考えられる。 （皆川）

LF-265 (図|V-75/図版69)

位置:Z-71-b規模: 0.51×0.38/－×－/0.11m長軸方向: N-86.5｡-E

特徴Ⅵ層上面で検出された焼土である｡周辺の包含層からはI群b－2類土器が多数出土している。

遺物覆土からI群b 2類とIV群a類の土器が出土している。 lはI群b－2類の深鉢形土器口縁

部である。口唇部が外側に向かって張り出すもので器壁は極めて薄い。器面には細い縄による短

縄文が密に施されている。

時期周囲と覆土の遺物から縄文時代早期後半の可能性がある。 （皆川）

LF-266 (図|V-75)

位置:A2-73-a･b規模: 0.78×0.54/－×－/0.08m長軸方向: N-39.5.-E

特徴VI層上面で検出された焼土である｡周辺の包含層からはI群b－2類土器が多数出土している。148



IVTa-c下位の遺構

遺物出土遺物・掲載遺物なし。

時期周囲の遺物から縄文時代後半の可能性がある。 (皆川）

LF-267 (図|V-75)

位置: F-75-a規模: 0.68×0.50/－×一/0.13m長軸方向: N-0｡-E

特徴V層の下位で検出された焼土である。周辺の包含層からはI群b 2類とⅣ群a類の土器が出

土している。

遣物出土遣物・掲載遺物無し。

時期周囲の遺物から縄文時代早期後半か後期前葉の可能性がある。 （皆川）

LF-268 (図IV-75)

位置:V-73-c規模: 1.06×0.74/－×-/023m長軸方向: N-78｡-W

特徴V層下位で検出された焼土である。周辺の包含層からはI群b 2類とIV群a類の土器が多数

出土している。

遺物覆土からIV群a類土器が出土している。掲載遺物無し。

時期周囲の遺物から縄文時代早期後半か後期前葉の可能性がある。 （皆川）

LF-269 (図|V-76)

位置:V-73－d規模:036×0.32/一×－/002m長軸方向: N-555．－W

特徴V層中位で検出された焼土である。周辺の包含層からはI群b－2類とIV群a類の土器が多数

出土している。

遣物出土遺物・掲載遺物なし。

時期周囲の遺物から縄文時代早期後半か後期前葉の可能性がある。 （皆川）

LF-270 (図|V-76)

位置: T-73-a･d規模: 0.46×032/一×一/0.04m長軸方向: N-35｡-W

特徴Ⅵ層上面で検出された焼土である｡周辺の包含層からはI群b－2類土器が多数出土している。

遺物出土遺物・掲載遺物無し。

時期周囲の遺物から縄文時代早期後半の可能性がある。 （皆川）

LF-271 (図|V-76)

位置:Z-73-c規模: 0.91×0.55/－×－/007m長軸方向: N-94｡－E

特徴VI層上面で検出された焼土である。 LH 34、 LP-89に近い位置にあり周辺の包含層からは

I群b 2類土器が多数出土している。

遺物覆土から石斧片とフレイクが出土している。掲載遺物なし。

時期周囲の遺物と検出層位から縄文時代早期後半の可能性がある。 （皆川）

LF-272 (図IV-76/図版69)

位置:V-72-a．b規模: 0.55×043/－×一/0.18m長軸方向: N-79｡-W

特徴VI層上面で検出された炭化粒の集中と対になる焼土である。周辺の包含層からはI群b 2類 149



~
土器が多数出土している。

遺物覆土からI群b－2類土器とフレイクが出土している。 lは覆土で出土したI群b－2類土器

である。深鉢形土器の口縁部で角軸の絡条体圧痕文を施した後、縦横斜めに'l'肩の細い粘土紐を貼

り付けている。

時期覆土の遺物から縄文時代早期後半と考えられる。 （皆川）

LF-273 (図IV-76)

位置:H2-79-a規模: 0.28×021/一×－/0.05m長軸方向: N-15.5｡-E

特徴Ⅵ層上面で検出された焼土である。近くにはLH 43、 LC-6～8が位置しており、周囲の

包含層からはI群b 2類とIV群a類の土器が多数出土している。

遺物出土遺物・掲載遺物なし。

時期周囲の遺構、遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。 （皆川）

LF-274 (図IV-76)

位置:D2-73-d, 74-a規模: 0.98×0.61/－×－/0.03m長軸方向: N-83.5.-W

特徴LH-32の覆土上位で検出された焼土である。周囲の包含層からはI群b－2類とIV群a類の

土器が出土している。

遺物出土遺物・掲載遺物なし。

時期遺構の重複から縄文時代後期前葉の可能性がある。 （皆川）

LF-275 (図|V-77/図版69)

位置: E2-73-b･c規模: 1.50×0.85/－×一/0.09m長軸方向: N-18｡-E

特徴LS-1の小礫と共にLH-31内に流れ込む焼土である。 LH-31に切られて流れ込んだと考

えられる。

遺物覆土からⅣ群a類土器、石雛などが出土している。 1は覆土出土の石鑛である。主剥離面の多

くが残存しているため未成品の可能性が高い。

時期遺構の切り合いから縄文時代後期中葉以前と考えられる。 （皆川）

LF-276 (図IV-77)

位置:Z-74-c規模: 0.45×0.32/－×－/0.05m長軸方向: N-55o－W

特徴LH 34の床面に近い覆土から検出された焼土である。赤化が弱く二次的な形成の可能性が高

い。

遺物出土遺物。掲載遺物なし。

時期遺構の重複から縄文時代後期中～末葉の可能性が高い。 （皆川）

LF-277 (図IV-77)

位置:W-67-a～c

規模a : 1.23×0.60/－×－/0.11m長軸方向: N-16｡-W

規模b : 1.50×0.75/－×一/0.13m長軸方向: N-58.5｡-W

特徴VI層上面のやや窪んだ低い部分から検出された焼土で、下位には付属するピットと考えられる150



IVTa-c下位の遺構

LP-92が見つかっている。周辺の包含層からはIV群a類の土器が出土している。

遺物出土遺物・掲載遺物なし。

時期周辺の遺物から縄文時代後期前葉の可能性がある。 (皆川）

LF-278 (図|V-77)

位置:Z-76-d規模: 0.56×0.44/－×一/0.04m長軸方向: N-55｡-W

特徴VI層上面で検出された焼土である。周囲の包含層からはI群b－2類の土器が多数出土して↓

る。

遺物出土遺物・掲載遺物無し。

時期周辺の遺物から縄文時代早期後半の可能性がある。 （皆川）

LF-279 (図|V-77)

位置: E2-78-d規模: 0.66×0.46/一×－/0.06m長軸方向: N-27｡-E

特徴Ⅵ層上面で検出された焼土である。東側に近接してピット状の窪みが位置している。周囲の包

含層からはI群b－2類の土器が多数出土している。

遺物出土遺物・掲載遺物無し。

時期周辺の遣物から縄文時代早期後半の可能性がある。 （皆川）

LF-280 (図|V-77)

位置:W-75-b･c規模: 0.46×043/一×一/0.03m長軸方向: N-12.5｡-W

特徴V層下位で検出された焼土である。

遺物出土遺物・掲載遺物無し。

時期層位から縄文時代早～晩期である。 (皆川）

LF-281 (図|V-78)

位置:T-70-d規模: 0.80×056/－×－/007m長軸方向: N-72.5｡-E

特徴VI層上面で検出された焼土である。周囲の包含層からはI群b 2類、 IV群a類の土器

出土しており、それらに関る可能性が高い。

遺物出土遺物・掲載遺物無し。

時期周囲の遺物から縄文時代早期後半もしくは後期前葉の可能性が高い。

が多数

皆川）

LF-282 (図IV-78)

位置:C2-81-d規模: 0.52×0.34/－×一／－m長軸方向: N-28｡-E

特徴v層下位で検出された焼土である。赤化は弱く状態から見て二次的な形成の可能性があ

囲の包含層からはI群b 2類の土器が多数出土している。

遺物出土遺物・掲載遺物無し。

時期周囲の遺物から縄文時代早期後半の可能性がある。

る。周

皆川）

LF-283 (図IV-78)

位置:D2-81-b, E2-81-a規模: 0.47×041/一×－/0.05m長軸方向: N-47｡-W 151



特徴VI層上面で検出された焼土である。周囲の包含層からはI群b－2類の土器が多数出土してい
る。

遺物出土遺物・掲載遺物無し。

時期周囲の遺物から縄文時代早期後半の可能性がある。 （皆川）

LF-284 (図IV-78)

位置:D2-82-b, E2-82-a規模: 0.51×049/－×一/0.11m長軸方向: N-47｡-E

特徴V層下位で検出された焼土である。周囲の包含層からはI群b－2類の土器が多数出土してい
る。

遺物出土遺物・掲載遺物無し。

時期周囲の遺物から縄文時代早期後半の可能性がある。 （皆川）

LF-285 (図IV-78)

位置:G2-78-c．d規模: 0.95×0.93/-×一/0.11m長軸方向: N-18｡-E

特徴V層下位で検出された焼土である。 LH-43に近接して位置にあり、周囲の包含層からはI群

b 2類とIV群a類の土器が多数出土している。

遺物覆土からはI群b－2類土器とドリルの破片と思われるものが出土している。掲載遺物無し。

時期近接するLH 34との位置関係から縄文時代後期前葉の可能性が高い。 （皆川）

LF-286 (図IV-78,表|-7･V-4)

位置:W-69-b規模:067×0.54×0.13

調査V層下位で赤褐色の焼土を検出した。上部は削平してしまったため、不明瞭である（

遺物出土していない。

時期縄文時代早期後半頃と推定される。 (笠原）

4．炭化物集中（図|V-79,図版69,表V－4～7)

LC-1 (図|V-79,表|-7･V-4)

位置:U-77-a～d規模:l19×0.51×0.07

調査V層下位で炭化物の集中個所を検出した。平面形は楕円形で

側にLF 263がある。

遺物出土していない。

時期縄文時代早期後半頃と推定される。

下位に焼土は認められない。南

(笠原）

LC-2 (図IV-79)

位置: F-73-d, 74-a規模:220×0.58/－×一／－m長軸方向: N-78｡-W

特徴V層中位からLF-270、 LC-3･4と列をなして検出された炭化物集中である。周囲の包含

層にはI群b 2類、 IV群a類の土器が多数出土している。

遣物出土遺物・掲載遺物なし。

時期周囲の遺物から縄文時代早期後半もしくは後期前葉の可能性が高い。 （皆川）
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IVTa-c-~卜位の遺構

LC-3 (図IV-79)

位置:T-74-a規模: 0.45×0.39/－×-/-m長軸方向: N-12｡-W

特徴V層中位からLF-270、 LC-2･4と列をなして検出された炭化物集中である。周囲の包含

層にはI群b－2類、 IV群a類の土器が多数出土している。

遣物出土遺物・掲載遺物なし。

時期周囲の遺物から縄文時代早期後半もしくは後期前葉の可能性が高い。 （皆川）

LC-4 (図IV-79)

位置:T-74-c．d規模: 1.10×0.87/-×-/-m長軸方向: N-12.5｡-W

特徴V層中位からLF-270、 LC-2．3と列をなして検出された炭化物集中である。周囲の包含

層にはI群b－2類、 IV群a類の土器が多数出土している。

遺物出土遺物・掲載遺物なし。

時期周囲の遺物から縄文時代早期後半もしくは後期前葉の可能性が高い。 （皆川）

LC-5 (図IV-79)

位置:A2-71-b．c規模: 10.1×0.41/一×一/-m長軸方向: N-69.5｡-E

特徴VI層上面で検出された炭化物集中である。周囲の包含層にはI群b 2類の土器が多数出土L

ている。

遺物覆土からフレイクが出土している。

時期周囲の遺物から縄文時代早期後半と考えられる。 （皆川）

LC-6 (図IV-79/図版69)

位置:G2-79-b．c規模: 0.47×034/－×一/-m長軸方向: N-18｡-E

特徴V層中位からLF-273、 LC 7･8らと共に検出された炭化物集中である。周囲の包含層か

らはI群b－2類とIV群a類の土器が多数出土している。

遣物砥石と礫が伴って出土している。 1は砂岩製の砥石である。

時期層位と周辺の遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。 （皆川）

LC-7 (図IV-79)

位置:H2-79-a規模: 0.27×0.20/-×一／一m長軸方向: N-53.5｡-E

特徴V層中位からLF-273、 LC-6・8らと共に検出された炭化物集中である

らはI群b－2類とIV群a類の土器が多数出土している。

周囲の包含層か

遺物出土遺物・掲載遺物無し。

時期層位と周辺の遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。 (皆川）

LC-8 (図|V-79)

位置:H2-79-a規模:048×034/－×－／－m長軸方向 N-54o－E

化物集中である。周囲の包含層か特徴V層中位からLF-273、 LC 6・7らと共に検出された炭

らはI群b 2類とIV群a類の土器が多数出土している。

遺物出土遺物・掲載遺物無し。 1r－n

LDj



時期居位と周辺の遺物から縄文時代後期前葉と考えられる。 (皆川）

5．集石（図|V-78,図版69,表V－4～7)

LS-1 (図IV-78/図版69)

位置：規模： 1.62×0.51/－×－／－m長軸方向: N-91｡-W

特徴V層下位から検出された小礫の集中である｡径約1～2clllの光沢を有した円礫約900点が浅い窪

みから出土したもので、これに接してLF-275が位置し、更にLH 31の掘り込みに切られてい

る。小礫の点数はLF 275に関連して取り上げを行ったものも200点程あり、総点数では1,100点

を越える。肉眼での観察では個々の小礫に焼成の痕跡や炭化物の付着などは見られなかったが、

すぐ隣のLF-275とは同じレベルかやや下位の位置関係にあることから、例えば｢蒸し焼き」な

どの調理に関るものかもしれない。

遺物小礫に混じってフレイクが出土している。

時期LH 31に切られて検出されており、位置的にはLH-37･39と近い位置にあることから、縄

文時代後期中葉以前の後期前葉か中期後半の可能性が高い。 (皆川）

’
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V包含層の遺物

V包含層の遺物

包含層からは土器、石器、石製品、土製品、自然遺物などの遺物が出土している。 また、今回

ウス遺跡群で初めて旧石器の遺物が出土しており、 これは、包含層の石器と分けて記載した。

キ

1．土器（図V－l～16、図版35．70～87、表V－1 ． 8 ･ 9)

土器は縄文時代と続縄文時代のものが出土している。縄文時代のものは早期後半(I群b－1～4

類)、中期前～後半(IⅡ群a･b類)、後期前～末葉（Ⅳ群a～c類)、晩期末葉(V群c類）などの土

器である。続縄文時代のものは後北C2-D式の時期(VI群）の土器である。 これらの中で主体は早期

後半I群b－2類土器で、多数の遺構からも出土している。各層位毎の土器の出土傾向は表V－1に

示した通りである。基本的な遣物の出土層位は、VI群土器がⅢ層、V群c類土器がⅡI～V層、 I群～V

群c類土器がV～VI層である。

I群に関してはb 1 ･ 2類の判別が付けにくくまとめた分類とした。同じくb－3 ． 4類も小破

片で少数の資料であり、 これらはb－2類の可能性も残る。 IⅡ群a類は表面に斜行縄文、内面に研磨

が施された小破片をこの分類に当てたが、 b類にも内面研磨のものがあるため厳密ではない。以上の

ことからI群b 3 ･ 4類とIⅡ群a類の土器の報告は数量と分布データの掲載にとどめ、遺物の図を

割愛した。

なお、 ここでの報告は遺構との関連を重視し、遺構出土の土器も含めたものとした。

早期後半（図V－5～12、図版70～82)

I群b－2類（図V－5～12、図版72～82)

コッタロ式を主体とする土器群である。V層の遺構と包含層から多数出土しており、 この遺跡の主

体となる時期の土器である。早期の遺構の床・覆土から多数出土したこのグループには東釧路III式的

な特徴をもつものや中茶路式的な特徴をもつものなどが見られ、時期的な差異を内包すると考えられ
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V包含層の遺物
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図V－2 土器分布図(2)
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図V－3 土器分布図(3)



V包含層の遺物

8

Ⅵ群土器
壺
且伽、5月喝~~

~
~

7664 66

1=
↓－L

|＋
1=r

56 57 58 59

~q羽千F
一口~｢一

難
Ｒ

Ｓ

Ｔ

Ｕ

Ｖ

Ｗ

Ｘ

Ｙ

Ｚ

紐

理

唖

匪

厘

鹿

唾

件
↑F

|
R

廿
｜
’Ｔ

Ｕ
~

＝

二m
筐

Ⅲ
W

、
■■■■
■■■■

津狸

醒

↑
‐
Ｌ
ｒ
ｌ
Ｆ
ｌ
卜
｜
~
｜
｜
~
~
｜
~
一
~

腓，

２

２

Ｆ
Ｇ

｣上」 判
’1二

＋目
69 了う ?句

56 57 58 59 61 62 63 64

8
55

図V-4土器分布図(4)

る。

器形は深鉢形のもので占められており、 これに口縁部や底部が異形を呈するものも見られる。深鉢

形には、 1 ：口縁～底部の径が大く懸け離れないもの、 2 ：極度に口縁部で広がり底部で窄まるもの、

3 ：その胴部に膨らみが加わるものなどがあり、今回出土した土器の多くは2 ． 3に属している。 1

は東釧路III式的な特徴でやや古手になると考えられる。

規模は推定で高さが50cmを越える大型のものから、同じく推定で高さが10cm前後になるであろう小

型のものまで見られる。 この内、頻度が高いと考えられるのは、高さが約30cm程のものと10～20cm程

のものである。

器壁は厚いものから薄いものまで見られ、比較的厚手のものの内面には手づくねのような指の跡が

多く見られる。量的には厚手のものは少なく中～薄手のものが多い。時期は厚手のものが組紐圧痕文

など古い文様をもつ場合が多いようだ。

口唇部は断面形が角形、丸形、先細り形などがあり、角形のものには口唇の端が外側に向かって張

り出すものも見られる。 これは器壁の厚さとも関連し、厚いものは角形か端が外側に向かって張り出

すものが多く、薄くなるにつれて丸形や先細りのものが多くなる傾向にある。

口縁部は平縁のものと波状や山形突起が付くものなどがあり、更に断面の傾きが外に広がるもの、

内側に向かうものも見られる。平縁で胴部からの傾きに変化が少ないものの方が古手と考え-られる。

底部は、下端部が張り出すものと張り出さないないものとがある。前者で器壁の厚いものは張り出

しが弱くこれらは古手と考えられ、器壁の中～薄手のものは下端部に粘土を盛るなど張り出しが極度

に強い傾向をもち新手と考えられる。

器面に粘土紐を貼り付けた貼付帯は、太い粘土紐の場合、器面に対して疎密で方向も横位に付けら

れる。粘土紐が細い場合は密に施される傾向にあり、方向も縦横斜目に付けられ区画の意匠も強い。

粘土紐の断面形も太いものと細いものとでは傾向が別れ、前者は盛り上がりの大きい蒲鉾形、後者が

は、太い粘土紐盛り上がりの少ない半円や三角を呈するものが多い。貼付帯上に施される刻みの原体

れる縄文様と同 159には太い原体が使われ、細い粘土紐には細い原体が使われている。 これは器面に使わ



じで、古手の土器に太い原体が使われ、新手の土器に細い原体が使われる傾向と同一で考えて良いだ

ろう。

文様は土器の口唇部、口縁部、胴部、底部に近い胴部、底部下端、貼付帯の上などに施されており、

今回内面に施文されるものや貝殻による調整痕を持つものは無く、底面､内底面への施文も皆無であっ

た。

口唇部に施される文様には、無文、縄、棒状の工具、指頭状の工具などによる刻み、 もしくは押捺

が見られる。 この内、無文の頻度は全体的に見たとき低いものの、口唇断面が先細りや丸形で器壁が

薄いものに関しては比較的高い。 また、施文の位置は口唇断面が角形で器壁の厚いものが真上から施

され、器壁が薄く先細りか丸形の口唇断面のものは真上か外側の角に斜めに押し当てられるものが多

い○

口縁部の施文は、胴部と同じ施文がなされるものと、特徴付けの意匠をもつものとがあり、前者は

平縁、後者は波状や山形の突起を有するものに多く見られる。特徴付けには貼付帯や縄線文などが使

われており、 これらがやや新手になるものと考えられる。

胴部を含む器面に施されている文様には斜行縄文、羽状縄文、結束の羽状縄文、短縄文、縄の刺突、

縄線文、組紐圧痕文、絡条体圧痕文、魚骨回転文、研磨部などがある。 これらに使われる原体には太

く大きめのものから細く細かいものまであるが、主体は細く細かいものである。太いものはやや古手、

細いものは新手の傾向をもつ。施文方向は横位のものが圧倒的に多く、細い粘土紐の貼付帯が縦横斜

めに付けられるものについてはそれらに沿う様な方向で施されている。

斜行縄文、羽状縄文、結束羽状縄文、短縄文、縄の刺突、縄線文の原体には2段単節と0段多条の

ものが使われており、頻度は0段多条の方がやや高い。羽状縄文は異なる寄りの縄を2本用いるもの

と1本の縄の施文方向を縦横に変化させて羽状に施しているものとが見られ、後者は極く一部の資料

に施されるに止まる。絡条体圧痕文は0段の細い繊維様のものを巻き付ける軸には角軸と丸軸とがあ

り頻度は前者が高い。魚骨回転文は小型の魚体の脊椎骨を回転施文したと考えられるもので、今回は

底部1点が出土している。

底部に近い胴部の器面には、ほとんどのものに短縄文が巡らされており大きな特徴になっている。

一部には施されないものも見られるが、 これは後述する底部下端の刻みとともに、器壁が薄く下端部

の張り出しが弱いものに多く新手の段階で消えていく特徴である。

底部の下端には縄や指頭状の施文具、棒状の施文具などによる刻みが全周に施されるものが多い。

この特徴は古手のものほど原体も大きく顕著に施される傾向があり、新手のものは原体も小振りで不

明瞭なものも多い。すぐ上の器面に施される短縄文と同じく新手の段階で消えていく特徴の一つであ

る。

今回の調査で出土した土器は全体的に見て次の大きな三つのグループに別れると考えられる。

一つは深鉢形器形の口径と底径との差異が小さく、口唇断面が角形で端部が外に向かって張り出し、

器壁は厚く裏面には手づくねの指の凹凸が顕著なもので、器面には大柄な原体による組紐圧痕文、短

縄文、縄線文、縄文、羽状縄文などが施される東釧路ⅡI式の要素を持ち合わせるもの。

二つ目のグループは底径と口径の差異が大きな平縁の深鉢形土器で口唇断面は丸形か先細りの形

で、器壁は一つ目のグループよりも薄く底部下端が張り出す。組成は大小の深鉢形土器からなる。文

様は縄文・羽状縄文、短縄文、縄線文、絡条体圧痕文などがあり、比較的太い粘土紐を使った貼付帯

が1～2本程度が器面に施される。

三つ目のグループは底径と口径の差異が大きく胴部に丸味を持ち、口縁は波状もしくは山形突起を

~
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有する深鉢形土器である。口唇断面は先細りか尖り気味の形で器壁は薄く底部下端の張り出しはかな

り弱い。組成は大小の深鉢形土器からなる。文様は口縁部から胴上半部にかけてやや意匠を凝らした

文様が施される傾向をもち、羽状縄文、短縄文、縄線文、絡条体圧痕文などと共に細い粘土紐による

縦横斜めの密な貼付帯が施されている。中茶路式の要素をもち合わせるものも見られる。

早期の遺構群に伴うのは二・三のグループで、時期的には一・二・三のグループ順で古いものと考

えられる。土器形式的には一・二グループがコッタロ式古手、三グループがコッタロ式新手になると

考えられる。

以下、文様を主体にa～hの特徴別に分けて記載した。 この内、 a･c～fが古手、 b・g･hが

新手に相当する。

a.太い原体による短縄文や組紐圧痕文が施されるもの 1～10 (図V 5、図版70～71)

口唇断面は端が外に張り出し、器壁は厚く内面などに手づくねの指状の凹凸が見られるもので、束

釧路ⅡI式的な様相が強い深鉢形の土器群である。 lは太い原体による短縄文と縄線文、斜行縄文が施

された口縁～底部である。 2 ． 3は組紐圧痕文の施された口縁部、 4 ． 5 ． 8～10が胴部、 6 ･ 7が

底部である。組紐原体はやや小柄である。 5 ． 9は貼付帯が施されている。

b.絡条体圧痕文が施されたもの 11～17 (図V－5、図版71)

絡条体の繊維は細い。波状口縁で器壁は薄く口唇断面が丸形か尖り気味の形で、細い粘土紐が密に

貼り付けられたものも多く、全般的には新手のものが占めている。

llは口唇部が外に張り出し器壁は厚く内面に凹凸が見られる。 17は二本の細い繊維を軸に巻き付け

ている。

C.斜行縄文・羽状縄文が施されたもの 18～34 (図V－6、図版71)

18はLH 28の床面から出土した深鉢形土器である。底部下端の張り出しが著しい。 19～26は口縁

部で22.26以外の口唇部には棒状の工具や指頭状の施文具、縄などによる刻みが施されている。28～34

は胴部、 27は胴～底部である。 19･21･27．30には結束羽状縄文が施されている。 29は縄の刺突、 34

は短縄文が加わる。

d.短縄文が施されるもの35～37 (図V－6、図版73)

36は口縁、 37は胴部である。 35．36の口唇部は外に向かって張り出している。 3535は口縁～胴部、

の胴部には羽状縄文も施さオ 1うしon

e.貼付帯に施される粘土紐が太くて疎密なもの38～49 (図V 7、図版74．75)

器壁が厚いものが多く、底部の下端は張り出す。貼付帯の上に施される刻みも大柄な原体による。

地紋は斜行縄文、羽状縄文など縄文系のものが多い。

38は複数の遺構から分散して出土した深鉢形土器である。 40は器壁の厚い胴～底部である。施文さ

れている全ての文様が大柄で､底部の張り出しも強い。東釧路IⅡ式に相当する可能性がある。41～43･

の口縁部である。断面が丸形の口唇部とその下位に巡らされている貼付帯との間には弱い、

された狭い無文部をもつ。

45は平縁

研磨の施

古手の底部と考えられるもの50～52 (図V 7、図版75)f 、

厚く底部下端の張り出しが強いものである。地紋は斜行縄文、羽状縄文が施される。 52は底器壁が

の器面に短縄文が力伍される。部近く

貼付帯に施される粘土紐が細く密なもの 53～79．92～95 （図V－8～12、図版76～82）ロ
。。

口径と底径の差が著しく胴部が張り出す器形のもので、一部が異形を呈すものもある。器壁は薄い

く、口唇の断面形は丸、先細り、尖り気味である。口縁部は波状を呈するものや山形の突起 161ものが多



を有するもので占められる。地紋は細い原体を使った斜行縄文、羽状縄文、短縄文などが施される。

53は口縁が波状を呈するものと推定される大型の深鉢形土器である。胴上半部には細い粘土紐の貼

付帯と羽状の縄文帯と無文帯で構成される文様が施されている。 54．55．58．61は細い粘土紐の貼付

帯が密に施されている。縦横斜めに施された貼付帯の上から回転施文した撚糸文が刻みに似た効果を

生んでいる。 54は口縁の山形突起部に装飾性の高い縦長の貫通孔が付けられている。 この貫通孔は対

になっていたものと推定される。 58は貼付帯のない部分に短縄文と縄線文を施している。

57．60．62～64は横の貼付帯を基調に縦と斜めのものを加えている。

57は上半部が欠失した異形の底部である。内面底部の下位に左右2ヶ所の開口部を備えた空洞を備

える特徴を持つ。器形的には器壁の薄い深鉢形土器の底部で、下端にも粘土を盛って張り出し部を形

成している。文様は地紋に撚りの異なる2本の0段多条の原体を使った羽状縄文を施した後、その上

から縦横斜めに粘土紐を貼り付けた隆起線を施したものである。隆起線の上にはやはり同じ原体によ

る刻みが施されている。空洞部を含む器体の下半部は熱による赤化が明らかで、上半部および内面は

炭化物や煤などで暗色化している。特徴となっている空洞部は、強度や機能などを含む全体の印象か

らみて装飾的な側面に重きをおいたもののように思われる。

60は胴部に羽状縄文と無文帯による文様が施されている｡各文様の境には縄端の刺突列が施される。

地紋は62．64が結束の羽状縄文、 63は斜行縄文と短縄文である。

56．59．65～68．70～79は横環する貼付帯が施されるものである。 56はLH-38の床から出土した

もので口縁の山形突起は4箇所に備わる。 65はLH-32の覆土中から台石と共に見つかった大型の土

器である。地紋の斜行縄文と短縄文を施した後に細い粘土紐を貼り付けている。

92～95は細い原体の短縄文を密に施した土器である。地紋を施した後に極めて細い粘土紐を貼り付

けている。器壁は薄く中茶路式類似の特徴を強くもっている土器群である。

h.新手の底部と考えられるもの69．80～91 (図V-11 ･12、図版80．81)

底部付近の地紋は羽状縄文と短縄文とがあり前者の頻度がやや高い。 80～82．84．88～90は小型の

深鉢形土器底部である。 90は魚の脊椎骨を回転施文したと考えられる魚骨文が施されている。 91は内

底面に備わる山形の突起部である。

口

III群b類土器（図V-13、図版82)

柏木川式に相当する土器を主体とする後期後半の土器群である。V層の遺構と包含層から出土して

おり、 LH-39がこの時期のものである。包含層では散点的な出土状況で、接合率は低い。

器形は全て深鉢形を呈すると考えられ、口縁部には山形突起と肥厚帯を有するものもある。文様は

竹管や半裁竹管のような工具による刺突や、縄・棒状工具による刻み、無文のものなどがある。

1 ･ 3 ･ 4は口縁部、 2 ． 7は口縁部に近い胴部、 5 ． 6 ･ 8～10は胴部である。 1は山形突起で

大型の貼り付けと半裁竹管による文様が全面に施される。 2はアーチ状の貼り付け部分で上から竹管

の刺突が加えられている。 3は外反の著しい口縁部で器面には竹管の刺突列が施されている。 5 ． 6

は刻みの施された貼付帯をもつもので、刻みの原体は5が縄、 6が棒状工具である。 6は内面にも縄

文が施されている。 7は器面に半裁竹管の連続した刺突列が施されている。 9 ･ 10は無文のものであ

る。

IV群a類土器（図V 14、図版83･84)

余市式に相当するものが多くを占める土器群でV層の遺構と包含層から出土している。遺構はL162



V包含層の遺物

H-34･37．40｡41｡43がこの時期のものである。 これらの遺構内からは1個体もしくは大きな破片

で出土し、包含層からは小破片で出土する傾向を示す。

器形は全て深鉢形を呈し大型と小型のものとが見られる。胎土は混入物が多く焼成の悪い粗雑なも

ので、多くの器面には剥落が見られ、細かく砕けた状態の出土も珍しくない。

ほとんどの口縁部には、大きな特徴となっている折り返しの肥厚帯が備わっており、その肥厚帯の

下辺に沿って縄もしくは棒状の工具による刺突文が巡っている。口唇部と器面には太い原体を使った

斜行縄文や羽状縄文が施される。原体は2段単節のものが多く、 この他には0段多条も見られる。一

部肥厚帯に縄線文が施されるものもある。

lはLH 43の土器囲い炉に使われていた土器である。 2はLH-30･32の覆土から出土した小型

の土器である。 3～11は口縁部、 13は口縁に近い胴部、 14は底部である。

IV群b類土器（図V-15･16、図版85．86)

手稲式に相当する土器群でV層の遺構と包含層から出土している。遺構はLH 31･LP-94がこ

の時期のものである。

器形は深鉢形、浅鉢形の各土器に加えて、異形の下部単孔土器も2個体が出土している。文様は斜

行縄文、沈線文、磨消縄文がある。

1～4 ． 7～11は深鉢形土器、 6は浅鉢形土器、 12．13は下部単孔土器である。 l～3は磨消しの

施された波状の口縁部である。 4は平縁で横環する沈線の施される口縁部は磨消しが行われている。

5は小型の深鉢と思われる土器で、口唇部には複数の突起が貼り付けられていた痕跡がある。器面に

は斜行縄文と沈線文が施されている。 6は器面全体に研磨が施された浅鉢である。 7はLP-94で出

土したものと直線で約56m離れたT-72･U-72･73で出土したものとが接合した土器である。口縁

が内側にやや屈曲する器形で口唇部には研磨が、胴部には斜行縄文が施されている。 8 ･ 9 ･ 10は斜

行縄文が施されるもので10の口唇部には研磨も施される。 12．13は別個体の下部単孔土器である。 12

は丸味を帯びた膨らみ部に開いた口縁が付く口縁部付近である。下位の胴部は寸胴形と推定される。

13は口縁部の周辺を欠失した下部単孔土器胴～底部である。器面には斜行縄文、沈線文、磨消縄文に

よる曲線的な構成の文様が施されている。

IV群c類土器（図V-16、図版86)

堂林式に相当する土器群でV層の包含層から出土している。遺構はLP 83がこの時期のものであ

る。

器形は深鉢形、浅鉢形、注口形の各土器が出土している。文様は内側からの突瘤文、斜行縄文、沈

線文、刻みなどがある。

14．15は深鉢形土器、 16は浅鉢形土器、 17は注口形土器である。 16はLP-83に伴って出土してい

る。底部周辺は表面の剥落が著しい。 17は注口部が無い状態で出土したもので、貼り付けられていた

と考えられる位置の器面には地紋の斜行縄文が施されており、注口部はその上から付けられていたと

思われる。

V群c類土器（掲載遺物無し）

タンネトウL式に相当する土器である。 1I1～V層から小破片が僅かに出土している。

器形は不明である。文様は斜行縄文が施されている。 163
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V包含層の遺物
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V包含層の遺物
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図V-14土器(10)
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VI群土器（図V-16、図版87)

後北C2-D式に相当する土器で、ⅡI層から出土している。

器形は深鉢形、注口形がある。文様は微隆起線文、縞状の縄文、列点文、刻みなどが施されている。

22．23は深鉢形の胴部、 21．24は注口形、 18～20はそのどちらかの口縁部である。

2．石器

包含層出土の石器総数は3,634点である。内訳は剥片石器（剥片･砕片含む) 1,961点、礫石器（礫・

礫片含む) 1,673点である。剥片、礫・礫片を除く石器の合計は557点で、剥片石器250点（約45%)、

礫石器307点（約55％） という出土割合になる。遺物は石鎌、石槍･両面加工のナイフ、石錐、つまみ

付ナイフ、スクレイパー、模形石器、Rフレイク、Uフレイク、石核等が出土している。礫石器群に

は石斧、擦り切り残片、たたき石、すり石、砥石、石皿、台石等がある。 この他に石製品も1点確認

されている。今年度の調査では石鋸、石錘は出土していない。調査区中央より南西側のほぼⅥ～VII層

から細石刃と細石刃核を伴う旧石器時代の遺物が見つかっており、キウス川流域の遺跡群でも初めて

の出土である。

石鑛(I群A類) (図V-23 1～23、表V-10、図版88)

55点出土した。掲載した23点のうち、頁岩製は1点（8）である。他はすべて黒曜石製である。 l

～8は三角形無茎のものである。 1 ． 2は平基の4b類でV層から出土した。 3～8は凹基の4a類

である。 6のIⅡ層出土のものを除き、他はV層より出土した。 9～15は柳葉形のもので3a類。 9 ．

11は基部が欠けている。 11．12． 15はV層より出土、他はVI層出土のものである。 16．17は薄身の五

角形のもので3b類である。共に先端部が欠けている。V層出土である。 18～23は7類の有茎形のも

のでいずれもV層中から出土した。 18． 19は茎部の作り出しが不明瞭なもので縄文時代後期前葉に属

すると思われるもの。 20～23は縄文時代後期中葉のものと考えられ、 20．21は先端がほぼ三角形を呈

し、 22°23は身部が内湾するものである。

石槍・両面加工のナイフ( I群B類) (図V-23-24～27、表V-10、図版88)

24点出土した。 このうちV層出土の4点を図示した。 24～26は1類で茎をもつもの。 24は先端部分

が円みを帯びている。27は2類で茎が不明瞭なもの。26は花十勝と呼ばれる黒曜石を素材としている。

石錐(II群A類) (図V-23-28～32、表V-10、図版88)

21点出土した。 このうちV層出土の5点を図示した。 28～30は1類で、剥片の一部に機能部を作り

出したものである。 29･30には周辺加工が施されている。 31･32は3類の棒状を呈するもので、 31は

全面に加工が施され、 32は片岩の一端に加工を加え機能部を作出したものである。

つまみ付ナイフ(III群A類) (図V-23．24-33～40、表V 10、図版88．89)

20点出土した。 9点を図示した。すべてV層出土である。 33は小型の1類で、石材はチャートであ

る。 34．35は2類の片面加工で、背面の加工は非常に丁寧に施されている。

36～39は3類の片面周縁加工のものである。 37の素材腹面にはバルブを残す。 38は下端部に調整を

加え、再利用したものと思われる。 39の腹面上端は、 ヒンジフラクチャーが認められ、 これを加工し

つまみ部が作出されている。 40は両面加工の4類である。

スクレイパー（ⅡI群B類） （図V-24 41～53、表V 10、図版89)

52点出土した。 13点を図示した。 41～43は1類の石箆と称されるものである。すべてV層から出土

した。 41は珪岩、 42･43は頁岩を素材とする。 44～48は2類でラウンドスクレイパーである。 44～47

176 はⅢ層出土、 48はV層から出土した。 49～53は5類で、縦長の剥片を素材とし、側縁に刃部が設けら
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れているものである。

模形石器（Ⅲ群C類） （図V 24-54｡55、表V-10、図版89)

16点出土した。 2点を図示した。 54はIⅡ層、 55はV層出土である。 56．57は二次加工痕のある剥片

(Rフレイク)｡ 58は使用痕のある剥片(Uフレイク）である。記号を用いた分類は行っていないが、

ここで図示した。

石核（Ⅲ群D類） （図V-24-59～60、表V 10、図版89)

11点出土した。 2点を図示した。共にV層出土である。いずれも素材礫面を残す。

石斧(IV群A類) (図V-25．26 61～69、表V 11、図版90)

破片も含め90点出土した。形態の明瞭なものは19点で、 このうち9点を図示した。

61 ．62は1類でV層出土である。いずれも素材は蛇紋岩である。 61はA2 81-cとV 78-dグ

リッドのものが接合した。丁寧な研磨が施されているため、擦り切り切断痕が見えにくい。 63．64は

2類でV層出土である。素材は泥岩である。 63は基部、 64は刃部が欠損している。

65～67は3類で、 66はVI層出土、他はV層出土のもの。 65は粘板岩、 66･67は泥岩を素材にしてい

る。 67は刃部を欠失し、折断面には再度剥離が加えられている。 68．69は明瞭な刃部が作出されてお

らず、未成品と思われ(8類)、 68の両側縁部には打ち欠きによる粗い整形が、 69の下端部には斜位方

向からの擦痕が認められる。

擦り切り残片(IV群C類) (図V-26 70、表V 11、図版91)

4点出土した。すべて蛇紋岩である。 1点を図示した。

たたき石(V群A類) (図V-26 71～80、表V-11、図版91)

50点出土した。 10点を図示した。 71．72は2類で、 71は偏平な礫の先端部及び側縁に、 72は側縁に

たたき痕をもつものである。 71の素材は安山岩で、 72は片岩である。 73～77は3類で、円礫を素材に

し、 73．74は長軸上に、 76．77は周縁にたたき痕をもつものである。 この二つは同グリッド内のIⅡ層

から隣りあって出土した。 75は被熱しており、赤く変色している。 76はすり石的な機能もあわせもつ

もので、石質は撤攪岩を使用し、固く、重い。 78～80は4類で、 くぼみ石と称されるものである。い

ずれも砂岩を素材としている。

すり石(VI群A類) (図V 27-81～86、表V-ll、図版92)

37点出土した。 6点を図示した。 81～83は1類。断面形が三角形状で、共に側面ないし稜部にすり

面が認められる。82の両平坦面には斑状の敲打痕が認められ、たたき石と機能が複合するものである。

84.85は2類。偏平な礫を素材にし、側縁に使用痕が認められる。 84の片側平坦面には敲打痕があり、

たたき石と機能が複合する。 85の端部および側面には細かい敲打痕が認められる。 86は4類で安山岩

を素材とし、偏平な円礫の中央部にたたき痕が認められる。

砥石（Ⅷ群B類） （図V-27-87～90、表V 11、図版92)

94点出土した。V層出土の4点を図示した。いずれも板状のものを素材（2類） にし、主面には平

坦あるいはU字状の研磨面をもつものである。 87は凝灰岩で、交差する数条の条痕が認められる。 88

は折断面と側面を除く各面が使用されている。材質は砂岩。 89はU字状の研磨面をもつもので機能部

には光沢が見られる。90は他器種の可能性があるが､平坦部に研磨面が見られるため､砥石として扱っ

た。

台石・石皿(VIII群A類) (図V 27-91 ．92、表V-11、図版92)

31点出土した。V層出土の2点を図示した。いずれも破損品が多く、擦面（磨面）等をもつものは

砥石との差異が特定し難い。 91は安山岩を素材とし、ほぼ平坦な作業面を残している。全体が黒く変 177
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図V-17石器分布図(1)
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図V-18石器分布図(2)
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図V-19石器分布図(3)
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図V-20石器分布図(4)
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V包含層の遺物
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V包含層の遺物
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V包含層の遺物

色している。 92は砂岩で完形品である。機能部は一面にとどまり、転移は見られない。いずれも平坦

面に被熱痕が認められる。

（笠原）

3．旧石器

包含層出土の旧石器時代の遺物総数は396点である。その内訳は、細石刃、細石刃核､打面再生剥片、

石刃、スポール、彫刻刀形石器、スクレイパー、エンドスクレイパー、剥片、砕片等がある。遺物は

D2 73とE2 73グリッドが接するラインを中心にして、約8m×8m程度の範囲に集中して確認

された。遺物の出土層位はVI層が中心であるが、 1I1層とV層からも細石刃等が出土している。 また、

縄文時代の竪穴住居跡から出土したものでも、明らかに旧石器時代の石器と判断できるものも含まれ

ている。逆にⅥ層出土石器の中にも石槍、石錐、Uフレイクなどが見られたが、縄文時代の石器と類

似しているものがあるので省いた。層位別の遺物点数は、VI～VII層361点、V層16点、 111層9点、その

他10点となっている。利用されている石材は、黒曜石と頁岩の2種類だけで、黒曜石は約97％、頁岩

は約3％と、黒曜石が圧倒的に多い。

細石刃（図V-31-1～6、表V-12、図版93)

71点出土しているが、図示したのは6点のみである。図示しなかったもののうち比較的良好なもの

については写真図版に掲載したので参照願いたい。出土資料のすべてが黒曜石製であった。 lと2は

完形品である。ともにVI層から出土した。 1は長さ4.9cm、幅0.8cm、厚さ0.4cmで端部が湾曲している

が、両側縁はほぼ平行で3本の稜が通り、横断面形はやや丸みのある台形を呈している。 また、主剥

離面の左側縁には微細な剥離が認められる。 2は長さ3.4cm、幅0.8cm、厚さ0.3cmで下端部が湾曲し、

2本の稜が通り、断面形は台形である。側縁部に剥離は認められない。 3はLH-36の覆土、 4はVI

層から出土した。 ともに下端部側が欠損している。 3の幅は0.7cm、厚さ0.4cmで、 2本の稜をもち、

断面形は台形を呈する。背面左側縁と、腹面左側縁には微細な剥離が見られる。 4は1l1gO.5Cm､厚さ0.3

cmで、 3本の稜をもち、上端部にねじれが見られる。側縁部に剥離痕は認められない。 5はV層、 6

はLH-32の覆土から出土した。 ともにバルブ側が欠損している。 5は幅0.6cln、厚さ0.5cmで、先端

部は湾曲し2本の稜が残る。断面形はほぼ三角形である。 6は幅0.8cm、厚さ0.4cmで2本の稜をもち

薄手で、背面の左側縁には不連続な剥離が認められる。

細石刃核（図V-31-7～10、表V-12、図版93)

出土した4点を図示した。すべて黒曜石製である。 7～10はいずれも厚手の剥片を素材にし、周縁

に加工を施したものと見られる。細石刃剥離がかなり進行しており、 さらに3点は確実に被熱してい

る。 7はVI層から出土した。焼けて透明感がなく灰色を呈する。両面加工で、主剥離面側には細かい

調整が施される。 6条の細石刃剥離面を有し、剥離痕は最長で約3cmである。断面形は模形に近い形

状を呈する。 8はLH-36から出土した。裏面に原石面を残し、裏面からの調整が認められる。 6条

の細石刃剥離面をもち、剥離痕は最長で約3cmである。 9はV層から出土した。被熱しており、 うろ

こ状の焼け痕が見られる。周辺には調整が施されている。打面再生を試みたが、 ヒンジフラクチャー

をおこしたために廃棄されたものと思われる。 5～6条の細石刃剥離面を有する。 10はLH-36から

出土した。被熱しており、表面は曇っている。 また細石刃の剥離もかなり進んで、断面形が模形の形

状に近い。 8条の細石刃剥離面を有し、剥離痕は最長で約4clnである。以上の4点は、おおむね峠下

技法の範嶬に含まれるものと考えられる。

スポール（図V 31-11、表V-12、図版93)

2点出土している。そのうち1点を図示した。 11は背面に打面形成のためのセカンドスポールと見 189



られる。両側面には剥離痕があることから、ブランクは両面加工であった可能性がある。断面はD字

形に近い。先端部には部分的に主剥離面からの調整が見られるため、石錐などに再加工した可能性が

ある。

彫刻刀形石器（図V 31-12～18、表V-12、図版93)

9点出土している。そのうちの7点を図示した。すべて頁岩を素材にしている。彫刻刀面と右側縁

の角度は約80｡～120｡である。 12はⅥ層から出土した。主剥離面の基部側には調整が施されている。 13

はV層出土。主剥離面の突出した打点を削除するような加工が認められ、背面右側縁にも調整が施さ

れる。 14はV層から出土した。背面右側縁には調整が施される。基部が欠損し、彫刻刀面はヒンジフ

ラクチャーで終わっている。 15はV層出土。背面周縁には調整が施され、腹面側の右側縁にも加工が

見られる。 16はVI層出土。背面周縁には調整が施され、先端部はノッチ状になっている。 17はV層出

土。16と素材が類似しており、同一母岩の可能性がある。背面右側縁には調整が施される。18はLH-

31から出土した。背面の先端部と基部には調整が施される。上下に彫刻刀面をもつタイプである。

エンドスクレイパー（図V-31 19、表V-12、図版93)

1点出土した｡19はV層出土｡背面に原石面の残る小型の縦長剥片を素材にしたエンドスクレイパー

である。両側縁には腹面からの浅い剥離が施され、端部に急角度の刃部が作出されている。

石刃（図V-31-20～22、表V-12、図版93)

4点出土している。 このうち3点を図示した。 20はⅥ層出土のもので、両側縁には連続する微細な

表V－2 旧石器時代遣物一覧
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図V-28包含層出土旧石器点数図(1)
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V包含層の遺物
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図V-31包含層出土の旧石器



V包含層の遺物

剥離が認められる。 21はV層から出土した。バルブ側が欠損し、不連続な剥離が認められる。 22はⅢ

層出土。素材は頁岩である。右側縁には連続する微細な剥離が認められるが、稜が摩耗して丸みを帯

びている。長さは約11cmを計る。 （笠原）

4．石・土製品（図V-32、図版92、表V-3)

石・土製品は共に点数は少ない。

1 ． 2はI群b－2類土器の破片を再生したものである。

LH-37かLH 39に伴う可能性が高いと思われる。

3は蛇紋岩製の玉である。形態から見て

表V-3 石・土製品一覧

’ 重量(9)

1 26．7

4） （13.9）

1 31.6

規 模

5．4× 3．2× 1

(3．4× 5．9× 1

5．2× 5．6× 1

石質

蛇紋岩

分類

石製品

土製円盤
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敵
一
Ｖ
ｌ
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Ｖ
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H2-75c10
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1

卜
２

’

３

~ 1

とニヱニコ 2ｎ
Ｕ
ｌ
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三
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図V-33石。土製品
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資料一覧表V－4検出遺構一覧

規模

|雛x短径x牒さm( )1"
遺構名 グー リ ツ ト 調査年度 報告書NQ 時 期

縄文時代晩期～統縄文時代

縄文時代晩期～続縄文時代

繩文時代晩期～続縄文時代

縄文時代晩期～続繩文11寺代

縄文時代晩期～統純文時代

縄文時代晩期～統縄文II寺代

備 考

UI~UP-60 A2-74-b,D2-74
H2-79

北埋No. 1279 １

’

０

71x0.97xO

01xO.91x0

70X0．62xO
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11m
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UP-61 北#INo. 1279

UP-62 H2 79-b |上肌No.1279

UF-76 V-72-b,W-72-d,W-73 ltjll!N()1279 2.12X1．16x0.18m

0.92x0.72x0．11m

~

UF-77 B2-81 c,C2-8LC2-82 |tilNo1279

UF 78 H2 80 北埋No.1279 0.63x0.58x0.10m
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ｄ

｛

‘

Ｙ

Ｒ
Ｊ
ｆ
ｌ
八
‐
し
－

房
Ｊ
１

Ｊ
ｍ
ｕ

一
月
ｆ
ｊ
ｌ
ｐ

Ｗ

Ｗ

局

７

君

|上埋No.1279

LH-29 町
ノ
Ｕ
ｎ
ノ
ム

Ａ

８

．

ｄ

一

－

３

３

~~
１

１

８

８

．

ｄ

過

ｈ

一

別

一

口

ｕ

即

八
Ⅱ
Ｖ

１
〔
Ⅱ
】

８

０

１

８

８

Ｚ

一

一

北埋No.1279 7､85x6､58x0.43m

LH-30 B2-74-c,75-b.c,76

-b,C2 74-c.d,75-a

~d,76-a.b1D2-74-d,

75-a.d,76 a

|上埋No.1279 7.57x6.82x0.46m 早期後半コッタロ (Ib-2)

LH-31 E2 72-c,73 b～c,74

-b.F2 72-a～d,73-a

~d,74-a～c,G2-72

-a.c.d､73 a～d.74 a

ltil!No.1279 繩文後期1'1葉手稲(IVb)9.76x8､55x0.68m

LH-32 （
叩
く
‐
Ｕ
叩

７

３

１

－

１

列

Ⅱ

】

ｎ
ノ
ピ

ー

予

均

Ⅸ

３

７

ｄ

別

、
ノ
且
。

Ｃ

剋

刑

Ｉ

刈

牡

閲

４

冊

」

一

．

別

過

’

北埋No.1279 7.46x6.37x0.55m 早期後半コッタロ (Ib 2)

LH-33 B2-70 c,71-b.c,

G2-70-c.d,71-a

~d!D2 71-a

|上埋No.1279 早期後半コッタロ (Ib-2)5.39x5.0x0.341n

LH-34 Y 74-b~d175 b~d,z73

万J 1 時F 1

c, ,ィ4~a~q, ID~a～0，

z76-a!A2-74 a.d,75-a

IMNol279 縄文後期前葉余市(IVa)9.63x6.43x0.30m

LH-35 ５７２ＧＣ１

０

Ｃ

~

~

冊

ｂ

Ｇ

利

ｂ

乃

乃

ｄ一

Ｗ

“

３

１

」

1上埋No.127 5.51x4.75x0.55m 早期後半コッタロ (Ib 2)9

LH-36 ２Ｅｄ寺ａ
ｔ

ｏ

~
~

、
／
】
。
Ｌ
Ⅱ
Ｕ

庁
ｊ
ｊ
ｌ
ｑ

Ｉ

ｎ

く

い

ｔ
例
Ⅲ
ｕ
一

一

閲

１

階

Ⅱ

Ｕ

１

－

０

剖

川

〕

剣
Ｉ
Ｉ
Ｌ
。

７

Ｃ

~

~

２

１

１

７

１

－

北埋No.1279 5､93x5.57x0.43m 早期後半コッタロ (Ib-2)

LH-37 ３

Ｄ

７

ｄ

Ｉ
－

ｄ

２

０
【
Ｙ
ｊ
ｌ

Ｃ

』

一

２

〃

６

－

１

２

６

而

肘

人

！

，

３

３

肥

４

△

４

‐

ｉ

７

７

３

．

Ｊ

即

森

附

北埋No.127 後期前葉余市(IVa)9 6.33x5.76x0.22m

LH 381A2-79-c,80-b.c,B2-79

-c.d$80-a~．

北岨No.1279 5.82x4.51x0.35m 早期後半コッタロ (Ib-2)

LH 39 E2-72-c,73-b､c,F2

-72-c.d,73 a～d,G2

72-d,73-a.d

C2-69-a～．C2-69-a～．

上哩No.1279 6．45×4．73X0.33m 縄文中期後半柏木川(IIIb)

LH 40 |上埋No.l279 328x(266)x0.261n

(164)X(l67)XO44m

後期前葉余市(IVa)

LH-41 D2-69-a.c.d
~1

1tMNol279 後期前葉余市(IVa)

LH-42 D2 76-b.c,E2
局「ー 1局ハ

／o~c,0，／b－a

~1 病再

～0，／／一a

北埋No.1279 6.59x5.35xO_45m 早期後半コッタロ (Ib-2)
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V包含層の遺物

規模

直径x短径xi"'n( )推定
備 考

ﾏﾘFT1

具ﾉ1調査年度 報告書No. 時遺構名 グ リ ツ ト

後期前葉余市(IVa)北埋No127 6．20×4.86x0.21m１

，

ａ

一

一

ａ

八
５
ｎ
６
局
Ｉ
［
Ｉ
八
け

，

〔

ノ

ー

〈

し

１

ｎ

ｕ

６

．

一

乱

１

０

ａ

門

’

一

７

７

７

’

７

７

２

２

２

Ｈ

Ｆ

Ｇ

ｂ

9LH43

縄文時代後～晩？北埋No.127 1.47x1.40X0.33mLP78 F2-76-c,77-hG2-76-d 9

縄文時代後～晩北埋No.127 1.85x1.52x0.26mLP-79 C2-74a.b 9

早期？ltIMNo.127 3.02x2.83x0.25mA2-76=a～．LP-80 9

早期後半コッタロ (Ib-2)ﾅIWN0.127 3.68x3.31x0.03mLP-81 X73-a,Y72-c.d,73-a~． 9

後期前葉余市？ltMNol27X73-c.d,X74-a～． 3.20x2.15x0.31mLP82 9

後期中葉手稲1上埋No.127 1.07x0.96x0.28mLP83 W73-bX-73-a 9

縄文中～晩期北岨No.127V-79c､W-79-d 1.25X0.78X(0.08)mLP-84a

LP-84b

9

繩文中～晩期北埋N0,127 2.38xl.74x(0.05)mV-79-c,W79d 9

早期後半コッタロ (Ib-2)北＃IINo.127 3.75X3．24X0.32mLP85 X-76-c.d,77-a~d,Y-77-a 9

|t岨No.127 早期0.46x0.44x0.79mLP-86 X-77-d 9

縄文中～晩期|上埋No.127LP-87 V-77-c.d!78-a～． 2.16x1.78x0.45m9

1tU!Nol27 後期前葉余市1.43X1.21x0.55mLP88 F274c 9

早期後半コッタロ (Ib-2)|上埋No.127LP-89 Z-73-c.d74a.b 2.56x2.38x0.40m9

縄文後期？ （余市）北埋No.127 1.39x0.98x0.26mLP-90

LP-91

Y-76-b 9

早期後半コッタロ (Ib2)|"No127 2.48X2． 19x0.49mA2-74-a～。 9

北埋No.127 l:68x0.99x0. 16mLP-92 W-67-c.X-67-d ９

早期後半コッタロ (Ib-2)ｲﾋ埋No､127ｄ

ｄ

－

一

ａ

ａ

~

４

４

７

７

Ｇ
１
ｑ
~

３

３

７

７
~~

２

２

Ｇ

Ｈ

5.01x3.98X0.57mLP93 ９

北川No.127 後期中葉手稲(IVb)1.16x1.06x0.27mLP-94 H2-74-a 9

早期後半．､ソタロ (Ib-2)北叫No. 127LP-95 E271-c.d,72-a.b 1.89x1.77x0.67m9

北哩No.127 早期後半コッタロ (Ib-2)2.87x2.36x0.30mLP-96 H2-77-a～． 9

早期後半．､ソタロ (Ib-2)|tIINo127 2.95mx2.67x0.28mLP-97 H2-76-a～． 9

後期前葉余市|上埋No.127 1.29x1.13x0.17mLP-98 F2-72-a～． 9

後期前葉余市？|上埋No.127LP-99 F2-74-b,G2-74-a 9 1 ．32Xl．0x0.24m

北蛎0127 早期？() .58x0.57x0.651nLP100 A277b q

早期？|上埋Ko.127 0.51x0.45x0.83mLP-101 B2-78-a q

早期？ltjilKo.127LP-102 0.58x0.52x0.55mB278-b 9

阜廿ロ？
~Iﾉ､ノ』 ｡1til!N0.127 0.43X0.41X1.09mLP103 C278b 9

早期？|ttl!Nol27LP104 0.60x0.55x0.74mC277c.d,78-a.b 9

北埋No.127 早期？0.64x0.61x1.23mLP-105 C276-b.c 9

早期？北埋No.127 0.53x0.50x0.61mLP-106 B2-76-d 9

北埋No.127 早期？O､68x0.64x1.16mLP-107 X-79-b､Y-79a 9

縄文早～晩期北mNo.127LF253 1.37x0.55x0.09mU73a,b 9

繩文早～晩期1ttMNol27 0.43X0.33X0.10mLF-254 Y-78-c 9

縄文早～晩期|上埋No.127 1.99x1.40×0．19mLF-255 T-28a～． ９

縄文早～晩期北埋No.127 1.10x0.32x0.05mLF256 U76d,77-a 9

縄文早～晩期|上埋No.127 0.56x0.41×0.04mLF-257 B2-71-d q

縄文早～晩期ltMMNo.127 0_71x0.36x0.04mLF258a Z70b,A2-70-a 9

縄文早～晩期北埋No.127 0.54x0.34x0.03mZ-70-b,A270-aLF-258b 9

縄文早～晩期北埋No.127 0.48X0.41×－mLF259 Y71b"c.Z-71-a.d 9

縄文早～晩期北埋No.127 0.44x0.28x0.02mLF-260 Z-73-d 9

縄文早～晩期北埋No.127 0.70x0.50x0.04mLF-261 Y-74-c 9

縄文早～晩期 197北埋No.127 0．60×0.33x0.15mLF-262 V-78-d 9



’ 規模

直径x短径x朧さm( )推定
遺構名 グ リ シ I 調査年度 報告害No 時 期 考鰐11芸

UIM ソ

LF-263 U77-c 北MI!No.1279 縄文早～晩期0@92x0.59x0.10m

LF-264 Y71-b､Z-71a |til!Nol27９
’
９

1.25x1.04x0.18m 繩文早～晩期

LF-265 Z71-b |t蝿No.127 繩文早～晩期0.51x0.38x0.11m

LF-266 A2-73-a.b |tiINo.1279 繩文早～晩期0.78x0.54×0.081n

0.68x0.50x0.13mLF267 F-75a |ttilNo.1279 縄文早～晩期

繩文早～晩期LF-268 V-73-c 北埋No.127９ 1.06x0.74x0.23m

LF-269 V73-d 1t埋No.1279 縄文早～晩期0.36x0.32x0.02m

LF270 T-73-a.d |"Nol279 縄文早～|晩期

縄文.早～晩期

O､46x0.32x0.04m

LF-271 Z73-( IMNol279 0.91x0.55x0.07m

LF-272 V72-a_b
1~

|上埋No.127 繩文早～晩期9 0.55x0.43x0.18m

LF-273 H2-79-a |上埋No.1279 0.28x0.21x0.05m 縄文早～晩期

LF-274 D2-73-d,74a ltiMNol279 縄文早～晩期

縄文早～晩期

0.98xO､61xO_O3m

LF-275 E273-b.c 北埋N0,1279 1.50X0.85xO.09m

LF276 Z-74-c 北ⅢNo.1279 繩文早～晩期0.45x0.32x0.05m LH-43と重複

LF-277a W67-a～c 北埋No.1279 1.23x0.60x0.11m 繩文早～晩期 LF277と重複

LF277b Ｃ－ａ
－

‐

０

７

－

６

６

’

７

Ｗ

丑

|tiIINo'127９ 縄文早～晩期1.50x0.75xO_13m LF-277と重複

LF278 北11N0.127q 0.56x0.44x0.04m 縄文早～晩期

LF279 E2-78-d ｲﾋ埋No.121 縄文早～晩期9 0.66X0.46X0.061n pit付

LF-280 W75-b. （ |上埋No.127９ 縄文早～晩期0.46xO.43x0.03m

0.80x0.56xO@07mLF-281 1T70-d 北埋N0,1279 繩文早～晩期

LF282 1C2-81－d 北ｶIN0.1279 0.52x0.34x-m 縄文早～晩期

LF-283 1D281-b,E2-81a 北岨No.1279 繩文早～晩期0.47x0.41x0.05m

LF284 D2-82-b,E2-82-a 北埋No.127 縄文早～晩期９ 0.51X0.49xO.11m

LF-285 G2-78-c.d ｣tilNol279 繩文早～晩期0.95x0.93x0．11m

LF-286 W-69-b |上刈!No.1279 0.67x0.54x0．13m 縄文早～晩期

LC-1 U-77-a～． 北11N0. 127 1.19xO_51x0.07m 縄文早～晩期9

LC2 北埋No.127F-73-d.74a ９ 縄文早～晩期2.20xO.58xm

LC3 T74-a |上埋N0,1279 0.45x0.39xm

l.0XO､87xm

繩文早～晩期

LC4 jl上埋No.127I、-74-c.d 9 縄文早～晩期

LC-5 A2-71b.c 北MIN0. 1279 縄文早～晩期10.1x0.41x-m

LC-6 G2-79-b.[ |上埋No.1279 0．47x0.34x m 縄文早～晩期

LC7 |上埋No.127H2-79-a 9 繩文早～晩期0.27x0.20xm

LC-8 H2-79a 1til!No1279 0.48x0.34x-m 縄文早～晩期

LS1 9 ;|上埋No.127 縄文早～晩期1.62x0.51x m
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V包含層の遺物

表V－5 遺構出土遺物一覧

~ 点数分 類遺物名辿榊名 層 イウ点数分 類肘位 遮物名辿幟名

188点縄文後期土器琳
輌
一
噸
一
強

UP－6］

11 占
4入 J4 B

1り7占
ユーロ " h b

50 ノノフ

IVa

Ⅳb

lVc

覆tl l#

礫・礫片等

礫
一
一
雌

8 ,Ij]削片石器占
竺
占

にI然過物
占
い
占
小
占
岬

１

２

５

石鰄

ポイント

Rフレイク

占
小
市
小
占
小

５

５

５

UF 77

覆二I

1 ‘点礫石器剥片・石川¥等
占
小
占
州
点

１

２

１

●

１

イ

ニ

ー

き

ｆ

た

り

石

た

す

台

占
い
占
岫
~~

１

４

フレイク

チ‘リラ。
~′／~／

1占
ユ 4 J 卜､

1占
▲ 』& L h

l @' i'i

l点

448点

UF－78

〕r）占
〕ム j ， 凸 ､flli｣1･ ･石nW等覆二I

フレイク

チ‘！ノー7。

１

い

川

加

Ｑ

Ｊ

ワ

Ｊ

ｏ
色縄文早期l弓器

Ib2

礫・礫片一等 占
い
占
い
占
い
占
叫
凸
、
占
い
点

２

２

４

６

２

２

０

５

５

６

２

１

LH－28

礫14 ‘1,1;I覆二i二 1府

2点 LH 29純文早期土器

穫土1府占
い
占
い

ワ

］

８

Ib2

純文早期土器純文後期土器

凸
岬
占
Ⅳ

４

４

Ib－2IVa

IVb 縄文後期上器
曲
■
毛
㈹
一
「
Ｊ
ｍ

０
Ｈ
一
曲
○
４
－
ｍ

７

３

IVa

IVb

礫・礫ﾊｰ等 4点

轆
一
雌

礫

占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
岫
占
い
占
い
占
岫
占
小
占
州
占
い
占
伽
占
い
占
小
占
い
占
小
占
小
占
い
占
い
占
邨
古
叫
占
叫
占
軸
占
い
占
い
占
い
占
岫
占
い
占
い
占
い
占
い
占

釘
ｆ
Ｊ
ｊ
ｄ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｇ
ｊ
Ｊ
ｄ
げ
す
ｊ
ｊ
ｊ
ｄ
ｄ
母
〃
ｊ
Ｊ
Ｄ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｄ
Ｊ
Ｊ
ｆ

ｌ

１

１

１

２

２

３

１

１

１

１

１

１

８

６

６

１

１

１

１

４

４

６

６

７

２

２

３

３

２

２

１

１

１

１

１

１

fll片禰器覆土2腱

スクレイパー

たたき石

礫

占
い
占
い
占
い
占
い
占
小
占
い
占
い
占
岫
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い

１

１

１

１

１

２

２

２

１

１

１

４

８

２

１

１

１

純文早期上器

礫石器Ib－2

覆上3層

礫・礫片等縄文後期土器

IVb

笹土2胴覆土4府

純文後期土器縄文早期土器

IVb

フレイク

礫

Ib2

剥片・石ﾊLi等覆」

縄文早期土器

礫・礫) 1I-等Ib2

床面

覆土縄文早期土器

繩文早期土器占
州
占
抽

７

１

１１２

３
~ｂｂ

ｌ

１ Ib－2

Uフレイク

fllハー石器ワ占
埋 』 ロ ､礫石器
占
岬
占
師

Ｊ
“

１

１

たたき石

砥石 礫石器

断i(Ii三角形すり石剥片・石ﾊﾘ等 暁

噸

一

域

嚥

一

軸

fl1片・布屑等フレイク

石核

礫

炭化物

フレイク石核類

礫・礫片等

礫礫・礫片等

2点

占
' 6 も,

占
母 D 6,

305点

19点

I未mi

縄文早期土器自然遺物

Ib－2

台石

礫石器V層

縄文早期土器

礫・礫片等占
い
占
叫

７

２

１２

３
~ｂｂ

ｌ

ｌ 礫

占
州
占
州

２

２

自然遺物縄文'l!期土器

炭化物IⅡb
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辿楴名 噌位 辿物名 分 類 点数 辿柵名
層位
辿物名 分 点数類

LH－30 Tr-八占10． ， ， ､ 床而 1点

五覆土l jW覆土l jW 38点 礫・礫片割 1 占
二 J h も

縄文早期土器 11点 礫 1 I lf
ユ J b O ,

Ib－2 占
い１１ LH－31 507点

繩文後期 t器 占
、
０ "1二l屑 2()l ‘唖！

IVa 6 ，' ､11 繩又早期土器 45 ,I:I

礫石器 】 11 占
岬
占
い

４

１

４２

４

ｂ

ｂ

ｌ

１

~

癖
晒

~

１

Ｉ

０Ｊ

凸

Ｄ

里

－

１

１

１

１ 繩文' ' 1期'三器
］

■

４

１

画
Ｉ
ｌ
Ｕ

０１

fll片・石屑等 1 1 ~I fJ 占
仙
占
Ⅱ

１

９

Ⅱla

lllbフレイク

チ.ソプ

七Ｊ

．
・
４
１

○
ｋ
一
山
Ⅱ
耳

肥

１

１

７

４ 繩文後期上器 占
い９２

礫・礫片等 8点 与
岫
堕
曇

ｒ
ｌ

ウ

Ｊ

ハ

リ

ワ
ムIVa

lVb礫 8点

溌土2暦 89点 fl1片イi器
一
■
Ｈ
Ｅ

Ｄ止

畑
２１

純文早期土器 12 ‘山 ｲi雌

ポイント

ドリル

つまみ付ナイフ

スクレイパー

Uフレイク

占
肘
占
い
占
い
占
岫
占
咄
占
い

ｊ
〃
ｄ
ｊ
ｊ
ｊ

３

２

１

１

３

２

Ib－2 4j 〕 占幾乙 . . 、

純文後期二上器 7 ，1 『

IVa

lVb

占
い
点

６

１

f11片7I r器 7点

石雛

つまみ1,1-ナイフ

スクレイパー

Rフレイク

Uフレイク

占
い
占
小
占
い
占
い
占
い

ｊ
ｆ
Ｆ
ｄ
Ｊ

１

１

１

２

２

礫石器 R山

笥
晒
茸
晒
い
い
片
咄
好
雄

１
ケ
Ｂ
Ｄ
Ｉ
Ｄ
Ｉ
ｌ

Ｊ
〃
ｊ
ｊ
空

２

２

１

２

１

イI斧

たたきイi

断mi三角形すりjfi

砥石

台石礫石器 １
６叩５

石斧

砥滴

占
杣
門
岬

４

１

f11jl･ ･ィili'i等 57点

57点フレイク

fll片・石屑等 1'7占
工U dh も ､ 打核類 1 『｣ i

l d 』 I ,

フレイク

ーイ －で。

マア‘ソ~ノ

Ｉ
１
ｒ
ｌ

５

２

１ ァa LJ－

1I「× 1点

礫・礫片舗 ；7 ，1.'』

石核類 １ ｈ

小

舟

山

Ｉ

６
ｎ

ｄ

原石

礫石核
1 1

1 〃1コ

礫・礫片等 10点 t製品
こ

り

Ｖ

回

■
１
両

１

１

ユ

礫 10点 t製|リ盤 1 ~'愚If1

覆土3IW 18 ゞ点 l i I石器 1 ，古

縄文早期 |:器 l(） ．I＃ 彫器 1点

Ib－2 占
い
占
い

０

２

１ 穫二’ 〕06点

fll片石器 純文早期上器 ，7占
一~0 ｡ & h ,

占
州
占
州

~

１

１

下イン｜、

スクレイパー

Ib－2
上
戸

ワ
ー

、
／
］

純文II1期土器 16 ．' .噂
｜
占
州
一

凸
も
元
４
０

１

礫石器 ２ IIIb 16 ”'鼻

石斧

たたき石

占
い
》
ｎ

Ｊ
ｊ

ｌ

１

縄文後期土器 79点

占
岫
点

~~

灼

測

IVa

Ⅳb剥片・祠崎等 i 古
△ J L h ,

フレイク 4占
~凸 Jl h, f11片石器 1月山

ユu 『 1 ，

覆 1 ワ rl可
l JDr .。 布雛

ポイン|、

つまみ付ナイフ

エンドスクレイパー

スクレイパー

Rフレイク

Uフレイク

与
岫
封
州
罫
恥
当
恥
苛
恥
打
川
封
州

１
■
Ｂ
０
ｌ
ｒ
卜
~
~
マ
ー
~
~
寺
Ｊ
■
Ｄ

ｆ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｆ
Ｊ
ｆ

４

３

１

１

１

２

３

繩文早期 I二器
■
４
面２

Ib－2
一
団~~

純文後期ﾆﾋ器 Z魚

IVa

lVb

占
い
点
ｊ
４

１

１

礫石器 1 ．1．11

すり石 l ‘；ij 礫石器 13点

剥片・府屑等 1 J､1~！ 石斧

たたき石

砥石

8点

3点

2点

フレイク 1 ．点

礫・礫片等 1点

礫 1点 fl1片・石屑等 96点
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V包含層の遺物

’ 点数分 類遺物名点数 遺構名 〃1 位遺物名 分 類遺構名 層位

占
岬
占
州
占
州
山
加

６

２

２

２

４２占
叫
占
岫

４

２

９ Ib－2

1Va

フレイク

チップ 繩文後期土器

60点礫・礫片等

鼎llj',-石器占
、
占
祁
古
吋

２

７

１

５

耶

礫

一
Ｆ
Ｊ原

礫

小

占
岫
占
い

ｄ
合

１

１

スクレイパー

Rフレイク

1 凸
t ‘ ， 凸占

い
占
い
占
い
占
い
占
州
占
岬
占
い
占
い

Ｆ

Ｄ

１

１

Ｔ

ｌ

Ｆ

Ｄ

二

０

心

６

ｎ

ｄ

Ｔ

１

４

イ

ー

寺

１

１

礫ｲﾆi器自然遺物
占
ｗ
占
叩
占
Ｗ

Ｊ
Ｊ
ｊ

ｌ

２

１

石斧

たたきイ i

すり石

、
円

Tローqワ
ン上~上 J色

縄文早期土器覆土l層

57点剥片・石屑等
占
小
占
小

８

９

１

３

フレイク

チ‘,ﾉブ

Ib－2

1Va

繩文後期土器
踊
一礫・礫ﾊ･等

1 ‘点

7 ，倉

占
竺
占
竺
凸
如

原石

礫

fl1片石器 ’
’
１

川

ポインI

占
坐
占
些
占

石製品 1

石製品 1

1

土製P]盤 1

炭化物

298

80

1b-2 80

1

エンドスクレイパー

2

剥片・石屏等

占
い
点
Ｊ
母

５

５

フレイク

チップ L製品

占
竺
占
坐
占
些
占
竺
占
竺
占
些
古
些
占
些
占

占
竺
占

礫・礫片等 ｕ
ｌ
ｕ

１
ｌ
１
ｌ
唖
一
噸

自然過物礫

細石〃

占
い

占
い
一
』
際
一
占

、
で
ば

且
プ
画

一
寸
１

Ｍ

床1m

縄文早期土器覆土2層

縄文早期土器

f11片石器占
い
占
い

２

７
４１

１

２
~

ｂ

ｂ

ｌ

ｌ

礫石器占
小
占
小
占
小

２

２

４

縄文後期土器
甘
い
占
咄

１

１

石斧

たたき和

IVa

剥片石器

剥片・石屑等 207 ‘点占
い
占
い
占
州

』
す
Ｊ

１

２

１

石鍬

スクレイパー

Rフレイク

勺
幻
も

口
４
巳

巳

叩

辿

如

９

８

９１

フレイク

チップ

占
曲
占
い
占
い

１

１

６
１

~

7 ノilI礫・礫片等

旧石器

礫石器

『7古
イ 』 h ，､礫

細石刃

砥石

占
恥
占
小
占
い
占
い
占
い
占
、
占
咄

１

１

５

９

１

１

２

４２

剥片・祠j骨等

占
い
点

２

４

１フレイク

チ､､ﾉブ LH－33

覆土1胴占
い
占
い
占
い
占
い
占
岫

２

２

１

８

８

８

３

３

２

１

１

礫・礫片等

fl1片石器礫

ドリル覆土3層

礫石器縄文早期土器
占
州
占
州

１

１

たたきJri

一 だ

、ノロ

Ib－2

占
小
占
小
占
州
占
坐

り
、
ゾ
ー
Ｉ
里
１
１
人
１
１
八

剥片石器

悼
一
蠣
一
悼
一
碗

剥片・石屑等つまみ付ナイフ

スクレイバー

Uフレイク

フレイク

礫

礫・礫片等

6点礫石器
占
坐
占
些
占

点

占

小

占

覆土3層

い
占
い
占
咄
占
祉
占
恥
占
い
占
い
占
い
占
い

５

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

３

２

２

１

１

２

２

２

垂
占
Jﾄﾛ,

占
い
占
恥
~~

４

２

砥石

台石 縄文早期土器

128点 Ib 2剥ﾊｰ ・石屑等

125点

3点

剥片石器フレイク

チ､､ﾉブ 石錐

占
い
占
い

５

５

礫石器礫・礫片等

石斧礫

石製品

剥片・石屑等占
州
占
州
占
州
占
畑

１

１

１

６

２

４

３

２

石製品

フレイク

礫

礫・礫片等覆」

縄文早期土器
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遺構名 I闇位 辿物名 分 類 点数 過描名 1国 付．
F回 I L｡ 迩物料 点数分 類

覆」 占
い
占
い
占
い
点

１

１

１

６
９２

繩文早期土器 榊
一
補
一
椋

剥片・石屑等 T1n

lD一乙

‐フレイク 剥片祠器

LH 34 つまみ付ナイフ

スクレイパー

Uフレイク

占
抽
占
岫
占
恥

〃
ｊ
ｊ

ｌ

２

１

覆上1層 97 』点

縄文早期土器 “
｜
坤
轆
噸
一
叫
岬
一
艫

Ib 2

Ⅲb

lVa

礫禰器 占
い
古
岫
占
い
占
い
占
い
占
岫
占
祁
占
い
占
い
点

ｆ
Ｊ
Ｊ
ｆ
ｄ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ

１

１

６

６

４

４

昭

４

４

２

縄文!|｣期土器 禰斧

フレイク

礫

*11片- .石屑等

繩文後期土器

礫・礫片等

f11片石器

ポイント

つまみ付ナイフ

Rフレイク

占
小
占
、
占
咄

~
~
~

６

１

１

覆上2豚

繩文早期土器

Ib 2

礫石器 3点 礫石器

石斧

たたき石

占
北
凸
叫

げ
ょ

２

１

石斧

礫器

占
い
占
い

１

１

剥片・石府等 38点 剥片・布I衙等 占
小
占
州
占
抽
占
州

７

７

４

９

７

４

フレイク

チッフ｡

占
岫
占
唯

３

５

２

１

フレイク

榎土3層

占
州
占
小
占
弛
占
吋
占
小
占
恥
占
恥
占
恥
占
い
占
小
占
州
点

１

１

０

４

４

５

５

１

１

５

１

１

８

３

３

８

８

１

礫・礫片等 純文早期土器

礫一

面

48 'IA(

1点

２

３
~
ｂ

ｂ

ｌ

Ｉ自然遺物

剥片石器 4 ，'打

覆上 1右
ユ ゴ D b h

l点

ワ凸

ボイン|、

スクレイパー

Rフレイク

縄文.lil期土器

Ib－2

1Va

ポイント

繩文後期二|二器 占
い
占
岫
占
い
点

２

２

４

４

１

１

礫石器

たたきイi

フレイク

礫

fl]片石器 #|j片・稠屑等

礫石器 礫・礫片等 R古
u J D 1 b

只占
q〃 F h b,

たたき石

砥右

台イi

q占
リ P h b b

l点

1点

IK1ili 占
い
占
い
占
小
占
い
占
い
占
い
占
小
占
小
占
小
占
拙
占
い
占
い
占
い
占
岫
向
い
古
ｍ

ｄ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｆ
Ｆ
ｄ
Ｊ
ｊ
Ｊ
げ
げ
４
４

１

７

７

４

４

２

５

３

３

１

１

１

１

０

１

７

１

１

１

繩文早期土器

剥片・石屑等 21点 Ib－2

フレイク

炭化物

フレイク

チ‘ソ､フ｡

14点

7点

fl1片・石屑等

礫・礫片等 34 ．点 自然辿物

原石

礫

1点

33点 LH－36

床1m 19点
向 ~1今

イ黒、

7占
~q fL1b

4占
~坐 ■ 1 h,

4 ｣'i'i';

1占
L D h bも

1 ~占

占肌一占恥

覆上1照

縄文早期 1兎器 繩文早期土器

Ib－2

1Va

Ib－2

スクレイパー

フレイク

繩文後期土器 剥片洞

剥片石器

一
占

f1片・石屑等

Rフレイク

剥片・石屑等 礫・礫片等5

フレイク

千､､ノヲ･
~′ノ~′

占
い
占

３

フ

礫

小礫

占
い
占
い

ｊ
母

４

６

礫・礫片等 源
一
誤
一
点
一
点
一
点

覆土2層 占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い

４

１

１

１

１

４

１

４

２

２

礫 縄文早期土器

HP 2 Ib－2

1Va

スクレイパー

自然遺物 繩文後期土器

炭化物

LH 35 古
川
占
叫

０

２

２

２

１ 剥片石器

没土1府

2()2



V包含層の遺物

分 類 点数遺物名過術名 層位点数i堂物名 分 類過櫛名 層付

占
州
占
い
占
い
占
州

１

２

１

３

つまみ付ナイフ

スクレイパー

Rフレイク

Uフレイク

Ｌ

肌

身

ぺ

う

，

Rフレイク

礫石器

占
岬
占
岬

。
』

１

１

石斧，

たたき石
占
い
占
い
占
恥
占
い

Ｊ
〃
４
Ｆ

３

１

１

１

礫石器1ﾜ占
上色 J、,

1ワ占
ユー jBU,

4点

剥片・石屑鶚

石斧

すり石

台石

フレイク

礫・礫片等

Q ，』f
lノ U b O h

l凸
~A j h L E

礫

小礫 52点剥片・而｝胃等
占
い
占
砧
占
い

０

２

３

５

３

フレイク

チ‘ｿプ

占
い
占
い
占
小
占
い
占
い
占
い

７

９

９

１

１

４

６

３

３

覆土3層

縄文早期土器

礫・礫片等２

ル

ｂ

リ

ー

ド

占
い
占

４

ｑ

２礫
ロ ｡▲FA“

小喋

ﾎﾘ片石器

占
州
占
小
占
州
占
恥
占

（

ｂ

６

？

土製品礫石器

土製円礁占
い
占
い
占
い
占

たたき石

|析面三角形すり石

砥石

台石

１

１

１

１

自然道物

炭化物

l lMT器

占
恥
占

スポール

アー訶

忙I公』

１

１

占
い
占
い
占
小
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
岫
占
い
占
い
点

ｊ
ｄ
ｊ
ｄ
Ｊ
〃
ｆ
ｊ
Ｊ
〃
４
４

５

５

６

６

２

２

０

８

８

１

１

５

１

１

４

１

１

剥片・石屑等

フレイク

礫

細石刃

占
坐
占
竺
占
小

弘

一

１

１

覆土礫・礫片等

縄文早期土器

Ib－2

Ⅳa

フレイク

礫

炭化物

旧布器

占
い
占
恥
占
い
占
小
占
い
占
い
占
い
占
小
占
い
占
い
占
咄

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
〃
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ザ
サ

５

５

０

０

８

８

２

２

２

２

２

句

０

３

３

縄文後期土器

覆十

剥片・石屑等縄文早期土器

Ib－2

Ⅳa

礫・礫片等細文後期土器

自然遺物礫石器
奇

州

卜

訊

酎

~
~
~

石斧

たたき石

砥石

２

１

２

床面

礫・礫片等

占
い
占
い
占
い
占
い

０

０

２

２

１

１

礫fll片・石屑等
占
州
占
州
占
小
占
岬

８

０

４

４

２

１

３LH 38フレイク

礫

捜土1NW礫・礫片等

繩文早期土器

占
州
占
い
占
い

０
４
Ｊ

４

３

１

lb－2旧石器

占
い
占
い
占
舳
占
い
占
叫
占
い
占
岫
占
い
占
い
占
い
占
吋
占
師
占
い
点

〃
Ｊ
ｄ
ｊ
Ｊ
母
ｊ
ｄ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｄ
母

１

１

５

５

９

８

８

１

１

１

９

９

２

２

１

剥片,fi器細石刃

細石刃核 スクレイパー

礫

礫・礫片葬占
岫
占
い
占
恥
占
い
占
咄
占
い
占
い
占
い
占
い
占
州
占
い
占
、
点

２

２

２

４

４

４

０

４

７

７

７

７

５

１

４

１

１

１

２

１

床面

縄文早期土器

覆土2牌Ib-2

縄文早期1二器V届

Ib2縄文早期土器

礫・礫片等Ib－2

礫LH－37

覆土覆土l層

繩又￥期土器縄文早期土器
T T~ n

lDーム

礫

Ib－2

Ⅲb

礫・礫片等縄文中期土器

占

小

占

小

一

占

小

占

小

占

州

一

占

自然遺物縄文後期土器

炭化物占
州
占
州

４

１

１IVa

lVb 298床面

縄文早期上器 獅
一
獅
一
１

9点剥片石器

占
州
占
梱

１

１

Ib2石嫉

ポイント 剥片・石屑等
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辿構名 lf|i ()>: 逸物名 分 類 点数 遮構名 11，I4 イュ
,! I Ⅳ 辿物名 点数分 類

フレイク 占
い
占
岫

~~

１
Ｊ 礫 1ワ占

ユー 画 D O T

2点

1占
ユ j 1 h ,

1点

自然遺物 I禾而

炭化物

炭化材

占
岬
占

fll片石器

スクレイパー

ユ為7･

に14二I

LH 39 占
い
占
岫
占
い
占
い
占
山
占
い
占
岫
占
岫
占
い
占
い
占
い
占
い
占
州
占
岫
占
い
占
い
占
い
占
い
占
恥

〃
ｄ
ｊ
Ｊ
ｆ
Ｊ
ｆ
Ｊ
ｊ
Ｊ
〃
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ

ｌ

３

１

１

２

２

１

３

３

１

１

６

６

１

１

７

７

２

２

２

２

１

８

３

２

礫石器 占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
砧
占
い
占
い
占
い
占
、
占
い
占
い
占
い
占
和
占
州
占
い
占
い
占
い

Ｊ
Ｊ
ｊ
ｄ
ｄ
ｊ
ｆ
〃
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｆ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ

１

１

８

７

１

１

５

５

１

１

１

１

１

２

３

３

３

４

１

１

１

１

８

２

１

１

２

榎土1層

純文1'1期土器 LH－41

Ⅲb

フレイク

捜土1層

剥片・石屑等 繩文早.期土器

Ib－2

1Va

覆1 縄文後期土器

繩文｢' 1期土器

IIIb

Rフレイク

礫・礫片苓

剥片石器 礫

覆土2増

縄文後期土器f11片・石屑等

フレイク Ⅳa

礫・礫片等 LH－42

礫 覆土1層

繩文早期土器
T1n

lD乙

床面 卿1片石器

縄文早期土器 石雌

ポインI

占
小
占
州

２

２Ib－2

111b

占
、
占
い
占
い
占
い

７

３

３

９

７

７

１

縄文｢'1期土器 礫禰器 占
汕
占
帆
占
い
占
川
占
い
占
い
占
い
占
砧
占
い
占
い
占
い
占
い

１

１

３

３

２

２

５

２

２

１

１

２

７

６

６

たたき石

フレイク

礫

脚1片子i器 fll片・石屑等

石搬

ポイン|、

ドリル

エンドスクレイパー

スクレイパー

Rフレイク

Uフレイク

占
い
占
軸
占
い
占
い
占
い
占
い
点

ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｆ
４

３

２

３

１

３

３

４

礫・礫片等

穫土2層

繩文早期土器

Ib2

1Va

縄文後期土器

14点礫石器

石斧

断mi三角形すり石

すり石

台ﾉfi

矢柄研磨器

占
い
占
い
占
い
占
咄
占
恥

ｊ
ｊ
ｆ
ｄ
ｄ

３

１

７

１

２

礫石器

石斧

すり石

1点

1点

fll片・石屑等 聰

琉

喰

フレイク

千､リーフ
~ノ／~／fll片・石屑等 155点

フレイク

チ･ソプ

占
い
占
叫

５

０

１

４

Ｉ 礫・礫片等 占
州
占
出
占
い
占
い
占
い
占
州
占
い
占
い
占
咄
汽
叫
占
岫
占
い
点

ｊ
ｊ
ｆ
〃
ｊ
ｄ
ｊ
ｊ
ｆ
Ｊ
Ｊ
ｄ
部

４

４

９

９

９

０

０

０

２

２

１

１

２

６

３

３

１

１

１

礫

礫・礫片等 占
州
占
小

５

５

１

１

覆土3層

礫 縄文早期土器

+･製品 占
砧
占
小

４

４

Ib2

l呈製| 'I盤 覆土

自然逆物 占 縄文早期土器

クルミ

炭化材

占
い
占
い

Ib2

1Va

ポイント

縄文後期土器

LH 40 貝‘71 占
リムユ “､

霧'． 519点 剥片石器

縄文後期上群 占
小
占
州
占
坐

０

０

７

０

０

５

５IVa 礫石器

礫石器 1点

1占
ニ ヴ ロ b,

石き

石

た

り

た

すたたき石

砥石
一方

1コロ

域

喰

轆
fil片・石屑等 18点

フレイク

チ､ｿプ

占
い
占
咄

７

１

１

礫・礫片等 12点
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V包含層の遺物

点数分 類府位 遺物名遺構名分 類 点数遺物名迩枇名 踊位

占
恥
占
恥

フレイク
ニぐ 音一分･
亨示、ソ~ノ

占
い
占
朏
占
い
占
軸
占
い
占
叫
占
い
占
ｍ

ｊ
Ｊ
ｊ
ｄ
ｊ
Ｊ
ｆ
Ｊ

［

Ｉ

行

Ｉ

｜

’

、

「

１

１

１

ハ

ｂ

ｌ

１

２

１礫・礫片等

礫

炭化物

占
い２２礫・礫l｣i-pi自然逸物
‐
皿
い
－
．
囚

０

副

Ｌ

ｊ

Ｊ

ト

０

．
月
牡
○
門
）

１

原石

礫床1m

占
い
占
恥
占
砧
占
岫
占
晒
占
い
占
い
占
い
占
邨
占
い
占
砧
占
い

８

３

３

８

８

１

１

１

１

５

３

２

２

自然遺物縄文早叫I土器

炭化物Ib2

剥片石器 |求1m

縄文早期土器占
い
占
恥
占
い
占
い

ｄ
ｊ
ｄ
ｄ

３

１

１

１

石嫉

ポイント

スクレイパー

Rフレイク

Ib2

1Va

たたき石

フレイク

繩文後期1二器

‘
再
’
山

~

↑

０

１

７

］ 礫石器礫石器

占
い
占
い
占
い
占
い
占
咄
占
い
占
軸
占
い
古
、
占
叫
占
い
占
い

２

１

１

５

５

２

２

３

３

１

２

８

３

３

１

５

たたき石

チ‘ソプ

礫

炭化物

剥片・石崎等糾片・石屑等

礫・礫片等礫・礫片等

占
州
占
岬

ｄ
Ｊ

４

１

礫

小礫自然遺物

占
岬
占
い
占
い
占
叫
占
い
占
恥
占
い
占
い
占
い
占
い
点
ｍ
占
い
占
い
占
い
占
川
占
い
占
恥
占
い
占
岫
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い

Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｄ
Ｊ
Ｊ
〃
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｄ
ｄ
ｄ
Ｊ
ｄ
Ｊ
Ｊ

２

９

３

３

２

２

１

１

１

１

２

２

３

１

１

２

２

５

９

６

６

１

１

５

１

４

２

６

６

３

４

２

１

LP－80

覆土I屑LH－43

縄文早期土器捜土l層

縄文早期土器 Ib－2

1Vc

石斧

フレイク

礫

繩文後期土器Ib－2

繩文後期土器

10点

l ‘点

礫石器IVa

lVb

fll片・石屑等5点剥片石器

占
い
占
い
占
い
占
州
古
ｍ

Ｄ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ

－

１

１

１

１

石鍬

ポイント

ドリル

くさび形石器

Uフレイク

礫・礫片等

覆土

縄文後期土器

〕 占
） 。 』 Ⅱ 、礫石器 鵬

一
一
礫

礫・礫片等占
い
点
ｊ
亙

２

１

たたき石

砥石

占
岬
占
岬
占
岬

４

４

６

１

１

１

制片・石燗等 LP－81

覆土l層フレイク

縄文早期土器礫・礫片等

1占
ユ ヴ ロ ロ,

15点

IRf,

礫

Ib2

ⅡIb

繩文! | '期土器

占
小
占
州
占
皿
占
州
占
小

１

１

１

１

２

０

４

４

覆土3ルリ

繩文後期土器縄文後期土器
占
川
占
小

４

１

３１Ⅳa

lVb

IVa

覆|、

占
竺
占
竺
占
竺
占
竺
占

剥片石器縄文早期土器 ｌ
ｌ
１
ｌ
１
１
ｌ
Ⅳ

占
小
占
小

１

１
１

Rフレイク

ーテ

P1イコ

１

２

ｂ

ｂ

ｌ

ｌ 礫石器
甘

い

賄

恥

旨

恥

。
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
~
』
ト
日

ワ

Ｉ

ワ

Ｉ

芦

印

１

上

寺

Ｉ

Ｌ

縄文後期土器

fl1片・石屑等IVa

占
い
占
叫

０

７

１フレイク

チ､､ﾉブ

剥ﾊ･石器

占
伽
占
州
占
州
占
い

１

２

１

１

石雛

ポイント

ドリル

つまみ付ナイフ

占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い

１

１

７

７

５

５

５

６

６

６

１

１

１

石核類

石核

礫

礫・礫片等
占
い２礫石器

占
州
占
柵

１

１

覆{弓たたき石

台石 縄文後期土器

剥片・石屑等 19占
上J J h b IVa
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辿椛名 腓 1111 辿物名 ｼ〉 類 点数 辿椛名
″
４
１

Ｊ
ｎ
ｌ

ｆ

Ｉ 遺物名 分 類 I蹴数

に|然遺物 占
叩
占
恥
占
恥
占
恥
占
い
占
い
占
い
古
山
占
い
占
州
占
叫
占
岫
点

１

９

９

２

２

４

４

２

２

４

４

５

４

４

８

８

１

１

６

６

炭化物 点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

２

２

１

１

１

１

２

４

４

４

８

５

５

３

３

８

０

５

５

１

１

２

２

２

２

８

１

３

７

７

７

５

５

５

０

１

７

６

４

３

３

３

１

炭化物 LP－9(）

床lili 種」

繩文早期土器 礫石器

Ib2

1Va

ｨi斧

フレイク

繩文後期土器 flj片・石崎等

LP－82 LP－9］

覆上 覆土

縄文早期土器 縄文早期土器

Ib2

1Va

－フレイク

Ib－2

床面繩文後期土器

fll文早期土器

占
い
占
い
点

~
~
~

勺

０

ワ

Ｊ

頁

』

Mll片・石屑等 Ib－2

フレイク

剥片・石屑等

礫・礫片等

原石

礫

1点

4占
~▲ f h b,

LP－93

穫土1 1M

LP 83 占
い
占
い
占
旧
占
州
占
い
占
い
占
岫
占
い

６

６

６

６

４

８

１

１

２

２

２

２

５

縄文早期土器

溌十 縄文後期土器 Ib－2

1Va

フレイク

礫

縄文後期土器

IVC

LP－84 剥片・而屑等

覆土

礫石器 礫・礫片等

たたき石

フレイク

礫

f11片・石屑勢 占
い
占
小
占
い
占
い
占
い
占
叶
占
い
占
い

１

１

６

６

６

３

３

２

１

４

４

覆土21W

糾1文『'期土器

礫・礫ﾊ等 61点

1点

Ib－2

Ⅳa

石鰄

台行

フレイク

礫

彫器

繩又後期土器

V層 聰
一
坤
一
嚥
轆
一
魏
轤
一
轤
聰
一
聰
一
嚥

繩文後期土器 fll片石器

IVb

フレイク

剥片・石屑等 礫石器

轤
一
嚥
一
噛
一
轤
一
蛸

礫・礫片等 fllj 1i･ ･石屑等

礫

LP 85 礫・礫j 'I･等

Vﾉ秤

縄文｣1りりI土器 1占
互 J Ⅱ h

叫占
〃 d ﾛ ﾛ

〕占
〕 .

旧石器

Ib－2 占
い
占
恥

１

６縄文後期土器 覆土3屑

IVa

lVb

役
岬
陛
恥

１

２

繩文.?.期土器 占
い
占
い
占
い
占
岫
占
岫
占
岫
占
咄
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
舳
占
恥
古

６

６

４

８

８

４

４

１

１

１

１

６

６

７

７

９

ｑ

ｌ

ｌ

１

Ib2

f11片・石屑等 占
い
占
い
占
い
占
い
占
小
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
州
占
小
占

１

１

１

１

４

４

１

１

３

３

４

４

４

４

２

２

２

２

覆土

フレイク

礫

縄文早期土器

礫・礫片等 Ib－2

1Va

フレイク

小礫

縄文後期土器

LP 88

種士 削片・石屑等

縄文｣IL期土器

Ib－2

フレイク

礫・礫片等

剥片・石屑等

LP 94

LP－89 覆土

覆I 縄文早期土器

繩文早期土器 Ib－2

1Vb

Ib－2 繩文後期土器

F1然遺物
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V包含層の遺物

’ 点数分 頬世物名遺構名 応 イ<j
Il【 』’2IJI数分 類迪物名遺構名 1岡位

占
小
占
岫
占
い
占
い
占
小
占
い
占
い

Ｊ
ｊ
ｆ
ｆ
ｄ
〃
〃

９

９

１

１

２

２

２

９

９

１

１

縄文早期土器占
い
占
い
占
い
占
い
占
叫
占
師
占
い
占
い
占
叫

４

〃

‐

〃

〃

，

‐

．

，

９

２

１

１

１

１

２

２

８

１

９

８

２LP－95

Ib－2

砥石

没土l層

礫石器縄文早期t器

Ib 2

エンドスクレイパー

たたき石

フレイク

f11片・石燗等剥片石器

フレイク

礫・礫ﾊｰ輔礫孑i器
占
い
占
岫

Ｊ
ｄ

ｌ

１
＃

亀

礫ｌ

ｊ

Ｘ

竜

、

礁

小*l1片・石屑等
~

古
覆｣88点

956点
占
い
占
い
占
い
占
い
占
恥
占
師
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い

Ｊ
ｊ
Ｄ
母
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｄ
ｊ

４

４

３

３

１

１

３

１

１

|1l然迪物覆土2層

炭化物占
些
占
竺
占

礫石器 １

１
｜
蝿

LP 99たたき和

フレイク

覆二Ifl1片・石屑等

縄文早期土器占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
祁
占
い

４

Ｊ

〃

４

．

ｄ

Ｊ

〈

吟

叩

叫

（

●

ｎ

〕

ｊ

母

局

Ｊ

１

員

』

（

ｕ

Ｊ

〈

ｕ

ゾ

ハ

ｕ

ゾ

ｑ

Ｊ

１

１

１

土

ｑ

Ｊ

ｑ

Ｊ

勺

Ｉ

且

勺

○

兵

』

１

工

－

上

１

０

ユ

ワ

ム

戸

ｎ

Ｊ

〈

ｕ

Ｊ

１

工

－

１

１

１

１

１

Ib 2穫土3用

礫・礫片等縄文早期土器

礫T，n

lDー乙

LF 255覆土

覆土4膳剥片石器

石雛 繩文早期土器
と
い
占
い
占
恥

竺
口
Ⅱ
咄

１

２

２

Ib－2fl]片・石屑諌

V層フレイク

縄文後期土器LP－96

IVa 轆
一
嶢
嚥
一
境

概土1脚

43点

43点

2点

TF ワミ7
←4 登り~I縄文早期土器

覆土Ib－2

剥片・石崎等繩文後期土器
占
い
占
い
占
州
点

Ｊ
ｄ
ｄ
Ｄ

１

１

１

１

千､ ､ﾉブ1占
ユ ｡ 4 1 ，

1点

IVa

Ⅳb LF 258

占
い
占
い
占
叫
門
出
占
い
占
い
占
い
占
恥

、

／

】

ｎ

／

白

戸

ｎ

Ｊ

一

駐

Ｊ

可

Ｉ

工

『

１

４

『

１

４

ハ

ペ

》

《

ｈ

ｖ

Ｆ

「

リ

床面剥片石器

剥片・石屑等禰雛

フレイク

礫

フレイク 占
い
点
け
■

１

３

fll片・石屑等

LF－262

坤
一
猟

覆土l層礫・礫片等

縄文早期土器

轆
一
疎

Ib－2

礫

覆土2牌

礫・礫片等縄文早期上器
1 占
当一坐』

1点

占
小
占
州
占
州
占

八

。

「

１

１

１

戸
０

噛
一
嚥
一
嶮

Ib－2

1Va

たたき石

縄文後期土器

一
硫
一
轆
一
辨
一
轆
一
轆

硫
一
轆
一
辨
一
蛸
一
蝉

LF－264

占
竺
占
竺
占
い

１

１
’
１

穫土

剃片洞器礫石部

つまみ付ナイフ

占
い
占
い
占
小
古
山
占
い

ｊ
ｊ
ｄ
Ｊ
ｊ

６

６

２

２

４

fllﾊｰ ・石屑等 LF 265

フレイク 覆弓’

細文早期土器礫・礫片等

Ib－2礫

縄文後期土器繩文早期土器穫土31WW
1 1h
ニムユ

・占

IVa

Ib 2

Uフレイク

フレイク

LF－268

硫
一
嶬
一
暁

点

点

輔
一
輔
一
聴
一
槙

覆土l層f'1片石器

縄文後期土器

占
い
占
い

３

ｑ

〕

Ⅳa

炭化物

剥片･石屑等

I生I然遺物

古
、
占
い
占
釉
占
い
占
い

６

２

２

２

４

１

１

１

１

０

２

２

LP－97

LF 271覆土1層

裡二’縄文早期土器

’
礫石器Ib－2

扁寮覆土2岬
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遺描名 脇 イす
『口 【一 辿物名 点数分 類

fl1片・石屑等 占
咄
占
い

１

１

フレイク

LF 272 蛸
一
轤
一
轆
一
轆
一
嶢

覆土

縄文早期土器

Ib－2

~プレイ剥片・石屑等
占
い１

LF－275 占
い
占
い
占
沁
占
咄
占
い
占
い
古
出
占
小
占
、

』
す
Ｊ
母
母
Ｊ
ｄ
ｊ
ｆ

８

８

１

１

１

１

４

４

２

１

１

１

１

０

２

２

２

覆土

繩文後期土器

IVa

石鰄

フレイク

脚1片石器

剥片・石屑等

~

礫・礫片等

礫

小礫

1点

201 ．肖

| '(然j堂物 占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
叫
占
晒
占
叫
占
叫
占
い
占
い

ｊ
ｊ
Ｊ
合
ｊ
ｊ
Ｊ
釘
。
Ｊ
〃
釘

３

３

２

２

１

１

１

１

１

１

炭化物

LF－285

役I

縄文早期土器

ル

２ｂ

リ

ー

ド

剥片石器

LC－5

泄土

剥片・イi府等

フレイク

炭化物

自然遺物 占
一竺竺

占
一些旦

2点LC 6

占
い
占
い
占
舳
占
い
ｈ

ｆ
ｆ
ｄ
Ｊ
Ｊ

２

１

１

１

１

礫石器

砥石

礫・礫片等

礫

LC 8 峨
一
喰
一
嶬
一
蠣

礫・礫片等

礫

LS－］ 岬
一
啼
轤
一
轆
一
》
’

剥片・石屑等

フレイク

礫・礫片等

礫

小礫

6点

891 .肯

占
い
一
占~

自然遺物

炭化物
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V包含層の遺物

表V－6 掲載土器一覧 (1)……LH '二器分類 照位 集計掲救図番号

占
咄
占
い

占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
砧
占
い
占
い
占
い

Ｊ
ｄ
ｄ
Ｊ
ｆ
Ｊ
ｊ
ｊ
け
ざ
ｆ

ｌ

ｌ

８

７

３

２

２

１

１

Ⅷ

別

計

計

計

計

計

計

小

合

小

小

合

小

｜同一化|体未接合

|LH 28
10 LH-28復元 IV群b類土器

接合

LH 28

V－76

V－77

同一個体未接合

|V-77
1l LH-28柿本Ⅳ群b類土器

｜接合

土器分類 屏位 集計掲救|X|番号
V胴

計

計

計

計

計

計

層

計

計

計

計

計

令

小

脚

小

合

小

小

２

合

小

小

合

小

４

１

面

土

土

層

面

層

胴

覆

而

層

面

層

届

層

層

胴

而

層

層

蝿

蘇

床

覆

覆

Ｖ

床

”

奇

Ｖ

Ｖ

”

計

床

Ｖ

床

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

器

床

Ｖ

Ｖ

鼎

；

溜

土

土

土

へ

ロ

ハ

ロ

〈

阿

幟
い
い
幟
咄

密
榊
畔
碑
》
吟
榊
吟
州
崎
”
称
幟
跨
恥
岬
吟
恥
郡
侭
幟
吟
岬
岬７

個

１

１

１

個

１

１

１

１

弧

Ｉ

合

Ｉ

一

通

接

同

本

合

一

本

蝿

司

〈
ｎ

拓

接

同

癖

接

拓

ノ
。
４
１

８２

２

８

８

８

２

２

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

ｌ

２

３

４

占
い
占
い
占
輌
占
い
占
い
占
小
占
朏
占
抽
占
い
占
恥
市
叫
占
い
占
い
占
い
占
岫
占
い
占
咄
占
い
占
い
占
小
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
輌
占
い
占
い
占
い
占
い

Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
母
Ｊ
ｊ
ｄ
ｄ
け
Ｆ
Ｊ
ｊ
ｄ
ｄ
タ
ヴ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｄ
ｊ
ｆ
Ｊ
母
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｄ
釘
Ｊ

犯

腿

弼

ｌ

１

１

１

ｍ

７

３

９

７

７

２

１

１

錦

叫

６

８

型

２

１

１

１

２

３

皿

７

３

１

１

１

図爪

稲

帽

禧

VIM

占V層

V届

V層

ⅡI層

V屑

111IW

IⅡ層

V層

V層

ド不明

LH 28 ６
’
５
占
叩

州

詮

Ｒ

Ｕ

ソ

副

し

、

６

序

Ｉ

○

○

Ｒ

Ｕ

Ｑ

ゾ

Ｑ

Ｕ

Ｑ

○

ｑ

ソ

、

一

理

一

“

Ⅱ

一

一

７

７

イ

７

７

７

リ

注

皿
“
ｖ
平
Ｗ
藍
舟
粥
グ
未

占
拙
占
い
占
い
占
い
占
い
占
朴
占
岫
占
い
占
い

。
〃
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｄ
■

１

３

５

別

１

２

２

２

７

占州

占
岬
占
州
占
小
占
小
占
必
占
い
占
恥
占
州
占
仙
占
州
占
岬
占
小
占
州
占
州

占
州
占
小

占
州
占
岬
占
仙
占
小
占
小
占
椰
占
い
占
州
占
小

占
州
占
小
占
恥
占
恥
占
い
占
恥
占
岬
占
小
占
州
占
仙
占
へ
占
小
占
恥
占
恥
占
恥
占
小

師

訓

１

３

２

１

別

皿

喝

１

川

９

１

別

鳴

拓

４

３

７

４

３

脚

蛇

ｕ

羽

１

３

１

３

兜

ｌ

２

１

２

３

１

Ｅ

１

２

１

１

１

計

計

計

制

計

計

晴

↓

一

・

一

脚

一

一

・

一

Ⅲ

計

小

照

合

小

小

合

小

小

合

小

凧

小

麻

層

層

層

層

１

３

２

３

１

，

○

３

層

上

凧

層

層

刷

層

照

層

隔

曜

土

士

土

層

屑

層

土

土

土

土

土

層

層

層

凧

胴

層

屑

Ｖ

覆

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ⅲ

Ｖ

Ⅲ

Ｖ

覆

覆

覆

Ｖ

Ｖ

Ｖ

覆

覆

覆

覆

榎

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

器

同

母

刷

蘇

土

：

梢

ｔ

合

工

ｌ

合

合

合

榊
恥
岬

岬
幟
吋
袖
畔
郡
岼
魎
岬
幟
掛
岬
剛
嚥
叫
岬
郷
岬
四
脚
岬
岬
皿
峠
州
岬
岬
恥
脚
癖
岬
畔
群
蹄
剛
祁

間

Ⅳ

伽

Ｉ

佃

ｌ
１

１

化

’

一証

瞬

岡

元

始

１

合

同

一

鉦

接

ｌ－ｌＩ

夏

‐

１

〃

１

グ

タ

ー

Ｉ

〃

・

４

１

l2 LH－28

占
小
一
占

肺'一個体未接合

|LH-28

'｣､計 ４
’
２

l3 LH 28

床面

概土2胴

V層

合計

小計

覆 1zl層
，公廷量＋
’三1 111

小計

V照

合計

小計

ViW

小計

捜土l層

V層

V層

V層

1VjW

V層

111iW

合計

小計

V層

合計

小計

覆土3jW

V層

VIW

占
い
占
小
占
い
占
い
占
い
占
い
占
、
占
い
占
小
占
岫
占
州
占
い
占
い
占
い
古
川
占
い
占
小
占
い
占
い
芦

ｊ
Ｊ
ｄ
け
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｆ
ｆ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｄ
ｄ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

７

７

７

Ｍ

３

３

ｕ

３

２

１

１

１

２

１

ワ

占
州
一
占
恥
一
占
い
一
占
小
一
占
い
一
占
州

占

|LH 28

|LH-28
5 LH 28拓本 IV群a類土器

｜接合
LH-28

IxIIV-5 6 LH-28拓本 IV群b類土器

｜接合
|LH 28

7 LH 28拓本 IV群b類土器

接合

LH-28
1司一化|体未接合

LH 28

LH 28

LP 84

T－73

V－66

W－77

EIIV-8 1 LH-29

州

占
州
一
占
岬
一
占
小
一
占

Z-80
8 LH 28拓本Ⅳ群b類土器

｜接合

|LH-28
9 LH-28拓本 IV群b類土器

接合

LH－28

LH－28

X 79

８

７

１
ｌ
４

２

占
LL旦

占
LLLユ

占
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掲赦脱l恭号 上器分類 雁位 集荷’ 掲戦Ⅸl番号 t器分類 贈位 集荷1

Y-71 Ⅲ屑

Z-77 VIリリ

未注記

2 LI I-29拓本 I群b-2類土器

｜接合
LH 29 覆土

峨
轤
唯
一
噸
嶬
一
峅

１
’
１

LH-30 殺土1階
拓本 I群b-2類土器 合言｜

接合 小訓

|LH-30 覆土2W
IIil-個体未接合 小計

LH-30 覆土2暦
抓本 I群b-2類土器 合計

接合 小計

LH-30 種土1M

LH-30 溌土2層

LH-42 覆土

拓本 I群b 2類土器 合訓

|同一佃体未接合 小計
|LH-28 VIW

占
些
占
竺
占
空
占
竺
占

点
占
州
占
叩
占
い
占
町
占
軸
占
恥
占
恥
占
咄
占
い
占
い
占
い
占
叫
点

り
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
〃
ｄ
ｄ
ｊ
ｆ
Ｊ
ｊ
４

３

５

４

４

１

１

皿

Ｍ

４

９

１

２

２

１

5 LH－30

銅
一
帰

｜
』
息
一
占
岬

占

) LH-29拓本 I群b-2知土器 合計

｜接合 小計
|LH-29 覆土

ｌ

１
ｌ
１

6 LH 30

占
小
占
州

４

２

７

４

IxIIV-9 1 LII-30復元 I群b 2類土器

接合

LH－29

LP 89

LP－91

脚
合計

~小計
占
い
占
小
占
い
占
岬
占
小
占
岬

占
恥
占
小
占
小
占
伽
占
佃
占
心
占
い

占
小
占
岬

占小

占
仙
占
小
占
い
占
小

占恥

占
州
占
小
占
州
占
小

占
小
占
州
点

Ⅱ
蝿
１
３
１

３
犯
ｌ

２
１
２
３
１
Ｅ
１
２
１
１
１
１
２
１
８
８
７
１
胡

計

計

計

《

ゞ

・

〃

屑

小

層

屑

脚

層

層

合

小

層

合

３

２

３

１

３

３

２

北

土

土

土

屏

牌

層

土

土

土

土

土

層

呵

臘

層

胴

庸

膳

螺

層

層

上

種

覆

覆

種

Ｖ

Ｖ

Ｖ

覆

覆

覆

覆

覆

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ⅲ

Ｖ

Ｖ

覆

器

俳号

上

ｔ

合

Ｈ

皇

紀

酸

詔

帥

酎

砂
州

脚
哩
酔
獅

幟
州
州
酔
岬
脚
岬
岬
錦
野
琳
岬
獅
河
獅
極
蹄
皿
皿
獅

LP－91

A274

B2－72

X－74

30

LH－30

LH34

LH36

7 LH 30

同一個体未接合

LH

|LH-30 覆土2層 1点
8 LH-30拓本 I群b 2類土器 合計41 ,*

、

１

ノ

ー

訓

犯

犯

詑

接

犯

胡

趾

冊

旺

腓

未

旺

圧

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

体

Ｌ

Ｌ

１

１

１

１

へ
口接

可

占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
抽
占
恥

ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｆ
ｊ
Ｊ
ｊ

略

１

７

５

３

羽

６

３

計

計

小

国

廊

唇

畠

同

卜

曹

ノ

－

Ｊ

１

Ｊ

１

Ｊ

ノ

ー

』

２

２

３

２

~

二

二

~

二

手

旧

，

１

．

上

・

Ｌ

ｔ

・

上

↑

Ｉ

↑

↑

覆

穫

覆

覆

床

覆

覆土3層

覆土

1 凸
ユ J h p

lR凸
ユ￥ り h ,

２

２

３

３
~~
Ｈ
Ｈ

Ｉ

Ｉ

9 LH 30復元 IV群a類土器

接合

LH 30

LH 30

Y－79

Z－77

Z 79

同一個体未接合
Tローqハ
一八L JkJ

LH－32

A2－69

Z－70

Z 73

Z－74

Z 77

1O LH 30 IIi本 IV群a類土器

接合

|LH 30
|LH-30

同一個体未接合

LP－93

W 77

X-72

図IV-13 1 LH-31 拓本 IV群b類土器

1接合
|LH-31

2 LH-31 拓本 IV群b類土器

接合

|LH 31
同一個体未接合

|LH 3'
|LH 3'

3 LH-31 祁本 IV群b類土器

｜接合
|LH-31|LH-31

計

制

計

計

訓

一

一

・

両

計

計

計

計

計

計

計

引

合

小

膳

小

層

燗

合

小

脳

小

岬

合

小

合

小

小

層

合

小

小

１

２

２

２

２

１

土

土

層

照

層

土

土

層

胴

層

牌

層

土

土

土

牌

層

土

上

土

土

土

穫

覆

Ｖ

Ｖ

Ｖ

覆

没

Ｖ

Ⅷ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

覆

覆

覆

Ｖ

Ｖ

覆

覆

覆

覆

種

占
い
占
砧
占
岫
占
小
占
岫
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
岫
占
岫
占
い
占
い
古
、
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
岫
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
小
占
川
占
沁
占
い
占
川
占
い
占
い
占

Ｊ
ｆ
ｄ
ｄ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｄ
ｊ
ｊ
ｊ
ｆ
ｆ
Ｊ
け
’
４
Ｊ
ザ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
４
Ｊ
母
げ
ｄ
ｄ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

躬

班

ｌ

１

１

ｎ

２

昭

２

１

１

１

２

２

３

７

３

２

１

４

１

１

２

３

３

３

７

４

４

３

２

１

８

５

５

町

2 LH-30妬本 ］

｜接合

|LH-28 VIg 7点
|LH-30 覆土2)g l点
I群b-2類土器 合計32点

小計 7点

E2-73 VIjW 2点

F2 71 VI層 1点

F2 75 VI層 1点

G2-74 V)W 1点

Y-73 V)W l点

グリッド不明 1点

個体未接合 小計25点

LH 30 覆土2階 1 点

LH-30 覆土3層 1点

LH 30 覆土 1点

A2 71 VIWi l点

A2-72 V層 7点

B2 70 VIW 2点

B2 74 V層 1点

E2 71 VIg 1点

E2 72 VIM l点

) LH-30拓本

接合

｜可

噸
砺

３

３

７

７
~~
２

２

Ｅ

Ｅ

い

『

司

岬

ウ

０

２

１

T-61 VW

T-61 VIM

Y 73 VIW

4 LH 3() 拓本 I群b 2類土器

｜接合

鋪
嶬
一
辨
一
轆
一
城

△遥菫＋
口凹1

，|、善＋
J面阿I 同一個体未接合

210



V包含層の遺物

土器分類 層位 集言’掲戦図番弓土器分類 屏位 集計掲載図番号

小計66点liil-佃体未接合|LH31 覆I= 3点
拓本Ⅳ群b類土器 合計4点

接合 小計 4点

|LH3' 溌土1ﾉW l点
LH3' 覆t 3点

復元 I群b-2類土器 合計57点

接合 小計37点

LH-31 覆土 1点

LH39 床面 1点

E2-73 Ⅵ屑 35点

I司一個体未接合 小計20点

LH-31 "tl jW l点

LH-31 覆土 1点

E273 Ⅵ脳 18点

拓本 I群b-2類土器 合計 2点

接合 小計 2点
|LH-31 覆土 2点

判i本 I群b-2類土器 合計 4点

|接合 小計4点
LH-31 覆土1 4点

拓本 I群b2類土器 合計64点

｜接合 小計 7点

Ll~1 31 覆土 1点

LH-37 覆土1階 3点

LH39 床耐 45点

LH39 覆土llW ]7点

復元 I群b2類土器 合計 116点

接合 小計90点

LH32 覆土2層 72点
LH-32 覆土 18点

｜司一個体未接合 小計26点

LH-32 床im 4点

LH-32 覆土2層 8点

LH32 覆土 14点

復元 I群b-2類{二器 合計270点

接合 小計228点

LH-32 床面 4点

LH-32 覆土2層 14点

LH-32 覆土3層 18点

LH32 覆土 192点

｜司一個体未接合 小計42点

LH32 床間 6点

LH-32 覆土2層 6点

LH32 覆土3層 6点

LH32 覆土 24点

復元 I群b-2類土器 合計50点

接合 小計50点

|LH-32 穫土3層 38点
｜未注記 12点

拓本 I群b2類土器 合計 116点

接合 小計48点

LH32 M<Ini 34 '1A(

LH-32 覆土3層 12点

未注記 2点

’百'一個体未接合 小計68点

LH32 床面 12点

LH32 覆土2脚 2点

LH-32 覆土3層 22点

LH32 覆土 2点

LH-36 覆土2層 1点

LH-36 覆土3麻 3点

LH－42 覆土 1点

LP95 覆土3脚 1点

B273 111層 1点

E272 V層 1点

E2－72 VIjW 2点

未注記 20点

抓本 I群b2類上器 合計 101点

接合 小計53点

LH32 床面 8点

LH-32 殺土 20点

LH33 覆土3屑 2点

LH-36 覆土l層 1点

LH36 覆上2牌 2点

LH36 覆土 3点

LP-95 覆土3層 1点

4 LH31

図IV－l8 l LH325 LH31

2 LH－32

6 LH3］

7 LH－31

8 LH－3］

占
竺
占

層

層

１

２

上

化

覆

覆

６

６

３

３

Ｈ

Ｈ

Ｌ

Ｌ

１
’
２

計

計

計

層

小

脚

牌

層

層

屑

層

照

合

小

３

１

２

３

１

２

３

３

土

土

土

土

士

土

上

士

土

土

土

土

土

層

府

牌

覆
覆
覆
覆
覆
覆
覆
覆
覆
覆
覆
覆
覆
Ⅲ
Ｖ
Ⅵ
糊
器

ィ

土

へ

口

州
函
峠
州
唖
酔
岬
岬
咽
い
ぃ
叶
岬
吋
蹄
岬
瞬
恥
裡
州

１
１
個

へ

口

同

本

接

拓

１

１３ＨＬ９

占
恥
占
小
占
い
占
い
占
、
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
恥
占
晒
占
い
占
い
占
砧
汽
叫
占
い
占
い
占
い
占
輌
点

４
Ｊ
。
■
Ｊ
母
〃
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｄ
Ｊ
〃
ザ
４
４
Ｊ
け
少

３

１

師

１

２

６

略

４

１

皿

６

１

１

１

１

１

２

１

お

皿

3 LH32

図IV－19 4 LH－32

占
州
一
占
小
占
州
一
占
小
占
州
一
占
小
一
占
州
占

層

贈

胴

１

１

２

土

土

土

士

層

層

隔

覆

覆

覆

覆

Ⅵ

Ｖ

Ｖ

ｌ

ｌ

１

２

ｌ

１

２

ｌ

１

Ｉ

ｌ

２

１

１

７

９

３

８

９

９

Ｈ

Ｈ

Ｐ

Ｂ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

~

5 LH－32

F2-74

H276

H2-78

未注記

同一個体未接合

LH－31

TTJ－Q1
しll JJ

LP99

A2－69

H2－78

IO LH-31 拓本Ⅲ群b類土器

接合

|LH39
|LH-39

五
エ
ー
ニ

Ｂ

Ｏ

計

計

小

胴

用

合

小

層

１

１

１

土

土

士

層

胴

面

土

種

被

覆

Ｖ

Ｖ

床

覆

点
一
占
岬
占
岬
一
占
小
一
レ
ロ
州
一
占
州
一
占
岬
一
占
恥
一
占
小
一
占
小

Ｍ
ｌ
４
ｌ
２
ｌ
１

占
岫
占
掘

行

０

貝

Ｕ

１

上

４

４

三

両

小

未注記
ITil－個体未接合

占
竺
占
些
占
竺
占
些
古
竺
占

土

土

覆

覆

“

汗
増１

２

３

己

類

○

Ｊ

○

Ｊ

二

二

卵

ワ

ム

~
~
~
~
~

、

Ｉ

ｂ

ｍ

皿

溢

群
Ｉ

２
｜
蛇ミ届

Jノ曰４
ｌ
ｍ
ｌ
４
ｌ
２
２

4

合計6
『 、二『 ハ

ノ｣､両1‐ b

覆土21W 2

6 LH-32拓本

｜接合

LH32
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描救Ⅸ1番 り。 l皇器分類 層位 集計 掲赦側番号 上器分類 照位 集計

|LH-32 覆土
ｲi本 I群b-2朔土器

接合
| LH-32 覆土

4 .'肖 LH-36 覆土2層

LH 36 覆土3脚

LH-36 " la

グリ 、ソド不明

ll LH 32柿本 I群b-2類 k器 合討

接合 小計

LH-30 覆 l二2層

LH 32 覆上2層

LH 32 種上3照

LH-32 溌土

｜祠1－個体未接合 小計

LH 32 床面

LII-32 覆土21W

LH 32 覆土3用

LH 32 " |z

12 LH 32 復元Ⅳ群a類土器 合計

接合 小計

LH 3() 覆土1層

LI I 30 覆土

Y 79 VM

Z-77 VIW

Z 79 V層

不明 不lりi

未接合 小計

LH-3() 溌土2胴

LH 32 覆土2層

A2-69 V)g

占
い
占
い
占
岫
占
い
占
小
占
い
占
い
占
い
占
小
占
い
占
い
占
い
汽
町
占
叫
占
州
占
い
占
い
占
い
占
恥
占
い
占
い
占
帖
占
い
占
咄
占
い
占
い
点

Ｊ
ｄ
ｄ
ｊ
ｒ
Ｊ
ｊ
Ｆ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｄ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
釘
ｊ
ｄ
ｄ
ｊ
イ
ヴ
ｊ
ｊ

喝

３

１

１

仙

陥

１

７

５

３

鰯

６

３

１

巧

訓

ｒ

１

１

１

１

２

１

昭

２

１

１

7 LH 32 Wi本 I群b-2如土器 合計 ， 1月ム ｡ Ⅱ ､

｜
占
小
一
占

'j,計 ２
’
２

8 LH-32拓本 I群l/2類土器 合計 119点
二
一
Ⅲ仙

習

仲

騨

騨

爵

刺

小

膳

畷

岬

照

脾

胴

ノ

．

１

Ｊ

－

１

１

８

１

Ｊ

－

Ｊ

１

Ｊ

１

Ｊ

ノ

２

２

３

１

２

３

１

２

３

１

２

３

土

川

北

土

土

北

上

上

北

土

川

上

土

北

上

土

上

七

種

床

麗

覆

覆

秘

覆

穫

穫

覆

床

覆

覆

覆

覆

被

覆

波

25点

1 11丁
凸 j h l,

2点

写占
』 ‘ Ⅱ 、 ，

1 2
か ， ‘ , 、
『一 1 -

3点

1 占

占

1茨f手

へ

Ⅲ

訓
認
趣
趣
翅
茄
茄
茄
妬
接
訓
詑
兜
錨
犯
認

Ｈ
Ｈ
Ⅱ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
腰
球
鵬
圧
旺
庄
肝
Ｈ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

＃

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

ｌ

Ⅲ

ｉ ｌ

い
占
い
占
い
占
山
古
川
占
い
古
、
占
い
占
叩
占
い
占
い
占
い
占
恥
占

４
ｊ
ｊ
４
ｊ
ｄ
ｊ
ｄ
ｊ
ｆ
Ｊ
ｆ
け
』

１

２

３

１

別

１

６

２

胴

犯

凹

ｌ

Ｍ

６

LH－36

LH 36

LH－36

６

２

３

４
~~
Ｈ

Ｈ

Ｌ

Ｌ

Ｌ
Ｌ
十
一

覆

覆

噸
一
噸

層

詞
咽
胴

脚
層

３

１

２

３

土

層

照

牌

上

士

川

上

土

土

肘

岬

騨

覆

Ⅲ

Ｖ

Ⅵ

Ⅱ

覆

覆

床

種

覆

穫

Ｖ

Ｖ

Ｖ

１二

、

ｎ

ぜ

げ

「

●

列

‐

ｐ

／

測

寺

、

妬
彌
掴
翅
州
蔀
翻
剖
訓
認
認
認
趣
９
７
９

匹
腿
唾
嘩
グ
和
琳
四
ｍ
ｍ
四
ｍ
ｍ
ｗ
万
万

Ｉ

LH－30

LH32

LH－32

LH32

LH－32

Y79

Z-77

Z-79

占
些
占
当
占
竺
占
里
占

点

占

１
－
１
－
１

Ⅶ層

~Vﾙ1
0 -

’二『

上竺

I 汀

Z－70

Pア弓『）

Zゴーイ魁）

１
’
２

帽
一
幅

利

凸
ユ
占
叩
一
凸

認
一
和
一
袖

２
’
３
’
１

い
占
叫
占
い
占
い
占
岫
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
岫
占
い
占
恥
点

ｄ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｆ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
げ
Ｄ
ｄ

２

１

妬

Ｍ

１

１

皿

６

２

別

１

Ⅱ

２

鯛

１

１

|､XIIV 22 1 LH-33拓本 ］

｜接合

群b-2類土器 合計

小計

ﾝH 32 床mi

JH-32 覆土

2H 33 覆土3届

LH 32

LH－32

TTT ひ句

jJ

47点

23点

4 占
~▲ 』 Ⅱ h ,

10点

1点

8 '｢I1X

24点

1 占
ユ j ob,

'1 , 1了
酵ユ J Ⅱ ､､

2点

24点

9 LH 32復元

｜接合

」当rl

未注記

同一化1体未接合

未注記

小局｜

覆土

覆土3屑

qワ
､〃堂

、、

一.jj

未汰記
2 LH 33拓本 I群b－2類 l二器 合;1

~
~

壹

那

三

脚

量

い

言

叩

二

］

Ⅲ

小

府

小

層

合

小

層

小

府

照

層

層

屑

３

３

３

２

３

１

３

３

土

上

土

土

土

土

崎

層

脾

土

土

土

土

土

岬

岬

覆

覆

”

汗

覆

覆

殺

覆

Ｖ

Ｖ

Ｖ

覆

覆

覆

覆

覆

Ｖ

Ｖ

鼎二Ｊ

岬

州

岬

諦

畔

酔
州
脚
糊
酔
郡
峠
州

州
岬
岬

脚
岬
岬

〈

Ⅱ

ｆＩ

Ｉ

川

’

１

１

〈口

一

へ

ロ

一

接

同

一

逝

接

可

１４３１Ｉ
Ｌ１３２

Ｖ１Ｍ

占
岫
占
恥
占
小
占
い
占
い
占
い
占
岫
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
岫
占
い
占
小
占
岫
占
い
占
い
点

ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｆ
Ｊ
ｄ
Ｊ
ｊ
〃
ｄ
Ｊ
ｊ
ｆ
ｒ
〃
ｊ
ｊ
ｊ
ｆ
Ｊ

皿

哩

吃

皿

測

哩

皿

瀦

１

３

１

３

蛇

１

２

１

２

３

１

吃

|1il－個体未接合

|LH 30

小衙｜

覆土2屑

占
恥
一
占

兜
－
２

２

２

２

９

昭
鴎
恥
邪
、
門
別
万

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ａ

ｚ

Ｚ

ｚ

丑

占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占

母
ｆ
ｊ
ｊ
ｄ
Ｊ
釘

４

３

２

１

「

１

ワ

“

ワ

〕

２

床面

覆土2ﾉ曹

捜土3岬

V1W

ⅧI闇

VIW

V層

V牌

未注記
lO LH-32拓本 I群I/2類土器

占
心
占
叩

２

７

１

４
割

刺

へ

Ⅱ

同一佃体未接合 小計

覆土

覆土l層

覆 t21if

覆土3層

覆土

覆土1層

恥
一
嚥
一
轆
雌
一
轆
一
轤
一
坤

１

２

２

２

２

６

３

３

３

３

３

３

~
~
~

~~

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ⅱ

Ｈ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ
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V包含層の遺物

t器分類 府位 集計11器分類 厭位 集計 掲救図番号描赦図番号

覆Iz 1岬

VIIE

V牌

V牌

占
恥
一
占
小

占
州
一
占
州

ｌ

５
ｌ
４
ｌ
２

１

４

８

８

７

７

３

’
一

７

Ｐ

２

２

－

Ｌ

Ｄ

Ｆ

Ｚ

占
州
一
占
州
一
占
小
一
占
い
一
占
恥
一
占
州
一
占
小
一
古
州
一
占
小
一
古
拙
一
占
小

占
州

邪
辨
轤

B2-74 V層

B2-75 V層

B2 76 VIW

F2 71 Vルサ

X 76 V層

Y-71 111IW

Z 77 VIW

未注記

2 LH-34拓本 I群b 2類土器 合計

接合 小計

| L'' 34 捜土
|LP-89 覆土

｜両'一個体未接合 小計

LH-34 覆tl IW

LH-34 覆土
一 1. .-、‐ニ I

木i王祀

図IV-27 1 LH-35拓本 I群b-2類 k器 合計

接合 小計

|LH-35 床lili
|LH-35 覆土3IW

旧'一｛|#|体未接合 小計

LH-35 床mi

LH 35 覆 la3IW

LH-38 覆kl層

A2-73 V層

図IV 30 1 LH-36復元 I群b-2類二'二器 合計

接合 小計

1W ” 覆土

LP 89 被土

LP-91 覆土3膳

LP-91 覆土

A2 74 V1M

B2 72 ViW

X 74 V層

| ,i1-個体未接合 小計

ｌ
ｌ
２
ｌ
１

ｌ
ｌ
１

１

占
岬
一
占

Z 74 Vjg
l,il-｛|門|体未接合

］

小計 17

吋
小
占
岬
占
小
古
抽
占
州
向
恥
占
へ
占
小
占
袖
占
小
占
佃
占
恥
古
抽
占
州
占
師
占
州
占
州
占
恥
占
恥
占
伽
占
州
占
小
占
岬
汽
恥
占
杣
占
小
占
州
占
小
占
伽
占
岬
占
佃
占
州
占
梱

５

３

９

餌

７

１

２

２

１

１

研

１

２

６

略

４

１

Ｍ

６

１

１

１

１

１

２

１

１

１

１

１

１

１

LH 43 床1i11

LH-43 覆二'二 l照

LH-43 覆土

5 LH-36拓本 I群b 2類t器 合計

＋士へ 小計1灰口

LH 36 覆土l牌

LH 36 覆土2層

LH 36 覆土

LH 36 層位不Iﾘi

LP-95 硬土3腱

1171-･個体未接合 ~ 小計

LH-31 捜土

LH-32 覆土l層

LH 32 覆土2府

LH 32 穫土3届

LH-32 覆土

LH-36 覆|JIW

LH-36 種土2層

LH-36 覆土3層

LH-36 捜土

LH 42 覆土

LP-95 覆上3牌

B2 73 111IW

E2-72 ViW

E2 72 VIM

グリッド不ﾛ川

未注記

6 LH-36 "i本 1群b-2類土器 合計

｜接合 小計
|LH-36 瞳土

7 LH－36拓本 I群b-2類土器 合計・

接合 小計
LH-36 1W位不明

8 LI-I 36拓本 I群b 2類土器 合術|-

接合 小計

|LH-36 卿位不､ﾉl
同一個体未接合 小計

LH-36 1W位不!ﾘI
9 LII 36拓本 I群b 2類土器 合計

｜接合 小計
|LH 36 覆土3屑

1

~
轤
一
轆
嚥
暇
~
湘
岬
嚥
岬
叫
一
嶬
硫
轆
嚥
砿
轆
口
点
岬
占
Ⅲ
占
い
占
い
占
岫
占
吋
占
い

Ｆ
Ｊ
ｄ
ｆ
Ｆ
Ｊ

羽

１

３

１

３

兜

占
軸
占
師
占
い
占
い
占
い
占
い
占
輌
占
い
占
小
占
恥
占
州
占
恥
占
州
点

１

２

１

２

３

１

皿

１

２

１

１

１

１

２

附

岬

脾

噌

卿

２

３

１

３

３

土

土

化

上

土

届

層

陥

層

照

層

呵

岬

脚

覆

覆

覆

覆

被

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ⅲ

Ｖ

、
四
ｍ

皿
昭
鍔
岨
函
函
図
噸
恥
Ⅷ
獅

蝉

鋤

洲

拠

茄

１

３

４

４

５

６

１

占
州
一
占
恥

占
小
一
占
州

占
如
一
占
小

占
祁
一
占

２
ｌ
１

ｌ

１
ｌ
１

１

１
ｌ
１

1(） LH－36拓本 I群b 2類上器 合計

接合 小計

|LP-93 覆 {=2iW
|LP-93 覆k31W

|1il-個体未接合 小計

LH 36 覆土2層

LP 93 覆土2屑

LP-93 覆土3胴

LP-93 覆土

G2 78 VjW

グリ ､ソド不|ﾘI

未注記

辰1占
J l け h O h

26点

ﾜ只占
■U J I U,

1 占
卓L P 8 b,

ﾜ只古
一V JA L,

1 点

2 LH-36拓本 I群b 2知土器 合計 14点

接合 小計 7点

LH 36 床mi 2点

LH 36 殺土3用 4点

LH-36 層不明 1点

ml-1lAl体未接合 小計 7点

|LH 36 覆土3層 7点
3 LH 36抓本 I群b 2類土器 合計 ］点

｜接合 小計 ’点
|LH-36 覆土 ］点

4 LH－36拓本 I群b 2類土器 合計33点

接合 小計 ’6点
|LH-36 V層 3点

占
坐
占
些
占
竺
古
竺
占
竺
占
些
占

２

ｍ

１
ｌ
５
ｌ
３

１

占
竺
占
竺
占
些
占

図IV 34 1 LH-37拓本 I群b 2類上器 合計 1

1接合 小計 ’
|LH-37 "l: 1IW 1

2 LH-37拓本Ⅲ群b類土器 合計70
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掲載IXI番号 土器分顛 岬1位 集制 掲赦|X|番号 '二器分類 層位 集荷1

接合 小計 4点

|LH-39 床面 2点
|LH39 覆土l層 2点

M一個体未接合 小計66点

LH 3] 覆土 1点

LH－37 裡土lハW 3点

LH-39 床Wli 43点

LII-39 屑位不明 2点

LH 39 覆土I jW 17点

拓本Ⅳ群a類土器 合計 1 点

|接合 小計 ’点
|LH 37 覆土l層 1点

拓本Ⅲ群b類土器 合計15点

接合 小計 2点

|LH-39 床而 2点
liil-化1体未接合 小計 13点

LH 37 覆土 1点

LH 39 床mi ll点

LH-39 覆土l照 1点

復元 I"b-2類二l器 合計298点

接合 小計218点

LH-38 床lil i 147点

LH 38 覆土 2点

未注記 69点

｜両'一{lil体未接合 小計80点

|LH-38 床面 21点
｜未注記 59点

椥i本 I群b 2類 k器 合計 1点

接合 小計 1点
LH-38 覆土 1点

柿本 I群b 2類土器 合計36点

接合 小計 16点

|LH 38 床1ni 1点
|D2-81 VjW 15点

｜両'一個体未接合 小計20点

LH-38 床而 1 点

LH 38 覆土2牌 1点

D2-80 V)W 2点

D2 81 111屑 1点

D2 81 VIg l()点

E2-80 VI" 2点

E2 81 VIW 3点

拓本Ⅲ群b類上器 合計70点

接合 小計 4点

無一脈嶬

同一個体米接合 小計20点

LH 31 覆土l照 1点

LH-31 殺土 1点

E2-73 VI" 18点

拓本Ⅳ群a類土器 合計500点

接合 小計 2点

LH-4() 覆土 2点
l11－個体未接合 小計498点

|LII-4() 覆土 498点
拓本 IV群a類土器 合計14点

接合 小計 4点

|LH 41 覆土l屑 4点
｜両'一個体未接合 小計 1()点

LH-4' 覆土l層 1()点
11i本 I群b 2類土器 合計 1点

|接合 小計 1点
|LH-42 覆上 1点

拓本 I群b-2類土器 合計 1点

|接合 小計 ’点
LH-42 床Ⅲ 1 点

冊i本 I群I/2類土器 合計45点

接合 小計 19点

LH 42 覆土l層 1点

LH 42 笹上21W 1点

LH-42 覆土3脾 6点

’
IXIIV-43 1 LH-40

T1 1－qI7
当LL JI 図IV-44 1 LH 41

i LH－37

IﾇIIV 46 1 LH-42

2 LH－42

|xIIV-37 1 LH 38

］ LH－42

捜土

捜土1脚

占
些
占

２

３

４

４
~~
Ｈ

Ｈ

Ｌ

Ｌ

Ｚ

１

2 LH 38

’

－

三

緬

二

萱

Ⅲ

言

い

小

府

牌

層

介

小

層

層

川

届

小

府

牌

肘

胴

届

用

胴

１

２

１

１

２

不

３

１

２

３

１

２

３

３

岬

牌

層

土

ｔ

土

土

土

層

麻

岬

岬

上

士

土

位

土

土

上

土

土

土

土

土

土

北

上

土

凧

岬

晒

Ｖ

Ｖ

Ｖ

種

種

斑

覆

覆

Ⅵ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

‐

ト

覆

覆

覆

層

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

種

覆

覆

Ⅲ

Ｖ

Ⅵ

同

ザ

Ⅶ

Ｉ

~
~ へ、

へ、

蹄
職
僻
岬
幟
州
叫
叫
叫
叫
恥
恥
蹄
恥
榊
叶
い
叶
恥
僻
峠
蜘
岬
岬
酔
唖
崎
叶
叶
啼
恥
幟
畔
唖
恥

１

１

個

占

~

、

１

か

兵

丁

本

接

同

’

一
肌

粁

２
４

Ｉ１
Ｌ

４

占
い
占
小
占
岫
占
い
占
い
占
い
古
山
占
い
占
邨
占
岫
占
い
占
い
占
い
占
邨
占
恥
占
い
占
い
占
い
占
州
占
い
占
小
占
恥
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
師
占
い
占
い
占
い
占
州
占
い
占
い
占
い
点

ｄ
Ｊ
ｄ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｆ
ｄ
ｆ
Ｊ
ｊ
母
ｆ
Ｊ
ｄ
Ｊ
〃
Ｊ
釘
ｊ
ｊ
ｊ
母
ｆ
ｆ
ｆ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｆ
〃
ｄ
ｊ
Ｊ
ｆ
母

２

２

２

２

郡

４

２

４

９

１

１

２

２

１

“

７

１

２

２

１

１

訂

１

２

６

略

４

１

Ｍ

６

１

１

１

１

１

２

3 LH 38

一
轆
轆
岬
一
噸
坤
一
“
｜
聴
一
跡

図IV 39 l LH－39

|LH-39

|LH-39
同一個体未接合

LH－31

LH 37

LH－39

床面

覆土1暦

小計

覆土

覆土1 1W

床而

覆土1層

合計

|LI I 39

2 LH-39拓本 III群b類土器

接合

|LH-39
1司一個体未接合

LH-37
|LH-39

｜
占
小
一
占

小計 ２

２床而

占
い
占
い
占
恥

４

り

げ

３

１

皿

１１舌Ⅲ、４

謎
一
価

| |LH 39 覆土l胴
3 LH-39復元 I群b 2類土器 合計

1 占
1 f恥､

57点

接合 'j,計 l｣丁37点

1 占
L “恥

1 ， 1 j
l J凸 h ，

35点Ⅱ

竺州

塗
輌
雨E2 73
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V包含層の遺物

集計~土器分類 層ｲウ掲載図番り土器分類 照位 集高I掲赦図番･号

占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
小
点

ｊ
Ｊ
ｄ
Ｊ
ｊ
Ｊ
母

妬

４

２

４

９

１

１

僻

睡

睡

恥

恥

恥

乖

佃体

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｆ

同 計小

屑

照

膳

１

２

１

露
麺
麹
謝
麺
蠣

占
州
占
州
占
州
占
仙
占
い
点

１

１

庁

Ｉ

ワ

ー

ワ

Ｊ

４

４

グリッド不'ﾘ1
1未注記

) LH-42妬本 I群b-2類土器 合計

接合 小許

|LH-42 覆土2屑
|LH 42 覆土

6 LH-42拓本 I群b-2類土器 合計21 ,*
占
小
一
占
小
一

V層

~V屑
Ｚ

２
ｌ

６

７

７

７
~

２

２

Ｆ

Ｆ

占
竺
占

接合 小計lO

|LH-42 覆I： 10
|F2-78 VIW l点

拓本 I群b－2類土器 合計 3点

接合 小計 3点

|LH-43 床面 2点
|LH-43 覆土 1点

柿木 I群b 2類土器 合計64点

同一化|体未接合 小計64点

LH-43 床面 2点

LH 43 穫土I層 3点

LH-43 覆土 1点

G2 78 VW 2点

G2-79 Ⅲ凧 2点

G2-79 VM 8点

G2 79 VI層 2点

H2-78 VIi 40点

H2 78 VIjW 1点

未注記 3点

抑i本 I群b 2類土器 合計 2点

接合 小計 2点
LH-43 覆土1脚 1点
H2 78 VIW 1点卜瞬

11占
斗ユ f h b,

1 占
ユ J l b l

lO点

小計

覆土2＃＃

覆土

同一個体未接合

|LH 42
1LH-42

8 LH－43

7 LH 42拓本 I群b 2類土器 合計14 'I:!

’接合 小計 14 Jjf'
|LH 30 覆土l層 4 ,*

占い

層

ｎＵ

占
岫

４

９

9 LH 43

屏

１

２

土

土

覆
覆ｎ

Ｕ

ワ

Ｊ

の

Ｊ

Ｈ

Ｈ

Ｌ

Ｌ

LH-42 覆土 1点
8 LH-42復元 I群b-2類土器 合計16 'IA1

接合 小計 15点

LH-42 覆土2jW 15点
1点

1 .' !!{(

14()点

140点

140点

19？占
▲晋竺 j ﾛ ﾛ,

ワ 古
J d B1､

q占
叫 け0 h,

119点

ワ 占
白 F叩､

3点

1点

15点

98点

1 占
上 ' $1，

1点

｜ |川一佃体未接合 小計
|LH-42 覆土21W

図IV-48 1 LH-43復元 IV群a類土器 合計

｜ |,1－仙体未接合 小計
|LH 43 i卿不明

2 LH 43抓本 IV群a類土器 合計

接合 小計

LH-43 屑不明
『ﾎ'一個体未接合 小計

LH-43 床Ihi
LH 43 覆土l層
LH 43 覆土

LH 43 牌不lﾘ｝

未注記

3 LH 43柿本 IV群a類土器 合計

｜接合 小計
|LH-43 覆la31W

4 LH-43拓本Ⅳ群a類上器 合計

｜接合 小計
|LH 43 覆土1凧

5 LH-43拓本 I群b－2類土器 合計

接合 小計

10 LH 43

占
吋

占
い
一
占
い
一
占

ｌ
ｌ
１
１
ｌ
Ｉ

.q占
JJ 抑､

諦
一
轆
一
硫
辨
峨
峨
~
脈
轆
轤
嚥
一
哺
一
岬
坤
獅
嘩
境
暗

占
州
一
占
州
一
占
小
一
占
州
一
占

岨
－
１
’
１

計

計

計

計

層

凧

合

小

合

小

層

層

層

層

１

１

１

２

３

１

屑

而

土

土

土

層

屏

層

層

土

土

土

上

土

土

塀

Ｖ

床

穫

覆

覆

Ⅵ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

”

計

覆

”

・

か

覆

覆

覆

没

覆

Ｖ

：

…

１

土

~
~

類

３

難

２

２

２

２

３

同

母

乱

却

辿

８

７

７

３

４

’
’

７

６

３

３

３

１

４

８

２

４

２

４

４

４

４

４

８

ｍ
皿
皿
皿
匪

睡
歴
万

酎
岬

ｍ
蝿
皿
皿
皿
皿
皿
匪

6 LH-43拓本

｜接合
「－-

7 LH-43拓本

｜接合

占
州
一
占
耐
一
占
袖
一
占
岬

ｂ
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
１
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(2)……LP

掲赦|X1番り t器分類 層位 集計 掲赦図器号 l器分知 1W位 集計

図Ⅳ－53 l LP－81 復J亡 I群b-2類土器 合計

接合 小計

|LP 8] 床mi
| IP-8] 覆土'府

｜両'一化|体未接合 小計

| LP-8] 床而
|LP-8' 覆土l隔

抓本 I群b 2類土器 合計

接合 小計

LH 36 V層
LH-43 床Ini

LH-43 覆土1屑

LH 43 穫土

LP-81 覆土I府

D2 74 VI13

F2-78 VIW

Z-73 VI#

Z 74 VIW

Wi* IⅡ群b類土器 合訓｡

’

本

占
州
占
い
占
い

８

７

２

６

３

２

LH 28

LII－28

LP－84

T 73

V－66

W－77

Z－80

IxIIV 56 1 LP-85拓本 IV群b類上器

｜接合

穫土l層

V層

VjW

V脳

V脚

ⅡI牌

IⅡﾉW

合計

小計

古
竺
占
坐
占
些
占
些
占
些
占
竺
占
些
占
竺
占

３
ｌ
２
ｌ
１

１

１
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
別

別

恥
一
轆
一
岬
一
坤
一
鍛
坤
坤
諏
一
姉
一
雌
一
噸
一
晩
一
噸
一
蜷

2 LP 8］

V脳

V牌

V屑

Ⅲ仰f

V層

111眠
上ﾕﾕfI 3

nl隈
上上且ノロ

V岬

V階

ｲく|ﾘI

LH－28

LP－84

A2－78

V 78

V－78

W 79

占
い
占
師
占
い
占
い
占
岫
占
い
占
山
占
岫
占
い
占
恥
占
酌

Ｊ
ｄ
母
Ｆ
凸
抄
母
Ｊ
ｊ
げ
げ

６

５

１

３

５

別

１

２

２

２

７

ソ

ー

Ｃ

８

８

９

‐

『

覇

７

７

７

ｊ

油

貯
光
延
グ
未

1 点

~1 宜
寺

ｉ
両

桝
判
一

LP-81

｜
嚥
一
唯

|,il一ｲIil休未接合

|LH 28

ハ
ロ喪１ 小計37点

VIW 30点

没土］層 1点

VI卿 3点

VIW 2 ''f';

V)W I ,1 .'j:

器 合計74点

小計42点

覆土 点

覆 I: 11点

澄土3層 23点

穫土 1点

V牌 3型
V牌 l ﾉ‘'､（

V胴 3点

小計32点

"|:2層 1 点

溌土3脚 2点

覆土l胴 1点

溌土31# 2 ,' .!X

覆土3牌 3点

V層 1点

V)# 12点

V層 1点

小荷l

LP 81 穫土l岬Lユ
LH－34

LP－84

LP 85

V－67

IXIIV-59 1 LP-89復元 I群b 2類｜

接合

LH－29

LP－89

LP－91

LP－91

A2 74

B2 72

X 74

1｢il-{lil体未接合、

LH-3()

LH 3(）

LH－34

LH－36

LP 91

A2－73

A2－74

B2 74

4 LP 81 拓本 IV群a類 l器 合計 ］ 点

｜接合 小計 ］点
|LP-81 覆土I岬 I 点

図IV-54 1 LP 82拓本 I群b-2類土器 合計 9点

｜接合 小計 4点
LP-82 覆土 4点

|剛一ｲﾄ|体未接合 ｅ
ｐ
４
ｈ
二
Ｉ
ｏ
ｂ

Ｌ

岫

止

曲

噴

』

尺

Ｊ

二
↓
脾

、

ｇ
Ｉ
Ｊ

ノ

LP 82 覆二'三

占恥

占
小
占
恥
占
恥
占
州

粥

別

創

師

Ⅳ

ｌ

Ｉ

’

二

円

零

口

一

今

二

仙

合

小

小

１

１

ロ

ム

~

一

一

二

二

覆

種

2 LP-82拓本 IV群a類土器

接合

|LP-82
111一個体未接合、

LP 82
｜未注犯

IxI IV 55 1 LP 83復元 IV群c類 k器

凸
”

占
叩

０

７

２

１
三
三
川

へ
、

接合

|LP 83 覆土
｜未注記

I LP 84 Wi本 1VWb類土器

｜接合
LH-28 VI#

小計 17＃.』

点
点
一
球
蛸
一
点

昭
４
｜
湘
湘
－
６

｜

併

州

一

占
内
占
恥

５

１

噸
砺

LP－84

A2－78

V胴

~Vﾙﾘ
？ 占
冒 d 6 B,

1 ．1.L（

５

６

７

７

２

２

Ｂ

Ｂ
｜
坤
一
軸
一
“
坤
一
轆
一
轆
一
疎

V-78 11111W

V 78 VIW

W 79 111IW

X-78 I11ﾉW

X 78 Vﾉ＃

X-79 VW

グリッド不明

F2 71 V1{Ki

X-76 VM

Y-71 Ⅲ層

Z 77 VM

未注記

2 LP-89拓本 I群b-2類上器 合計

接合 小計

|LP 89 覆土
同一｛|#|体未接合 小孟I

|LH-34 覆I:1jW
|LH-34 後上

占
い
占
い
占
岫
占
い
占
い
占
い
占
母

』
ず
ｆ
Ｊ
ｊ
Ｊ
４

１

１

１

２

１

７

３

未注記
同一個体未接合

LH－28

LH 34

LP 84

LP 85

V－67

2 LP-84拓本 IV群b類土器

接合

’

牌

7 占 占
州
一
占
州
一
占
小

占
岫

占
杣

占
小

占
岬
一
占
州

占
杣

占
小
一
占

３

４小計37 ‘‘尚

30点

咽 1点

Vﾉ哲

覆土1屑

V牌

Vハイ

VW#

２

Ｉ
ｌ
１
ｌ
３
ｌ
３

２
ｌ
１
ｌ
２

占
竺里

占

３
’
２

｜未注記
LP-89拓本 I群b-2類土器

｜接合
|LH-34|LH-34

伺
肩

－
０
■
も

ｒ
ｒ

日

１

占
州

占

小

占

恥

占
小

皿

３

３

Ⅱ

計

計

計

合

小

小

LP-89
4 LP 89拓本 I群b-2類土器

｜接合

獅

識

I LH 28 VIW
同一個体未接合

合計

~小計
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V包含層の遺物

l器分類 屑位 集言’土器分類 層位 集討 掲赦図番号掲赦|ﾇ|器号

占
竺
占
些
古
竺
占

3 覆土3照

3 覆土

) VIW

ノド不明

1|LP 89 覆土
5 LP-89抓本 I群b-2類土器 合計

｜接合 小計
|LP-89 種|：

図Ⅳ-61 1 LP 91 復元 I群b 2類土器 合計

｜接合 小計

占
伽
占
祁
占
小
古
小
占
小
占
小
占
柚

占
小
占
祁
占
小
占
州
占
州
占
必
占
州
占
州
占
州
占
小
占
州
占
岬
占
恥
占
小
占
州
占
恥
占
州
占
岬
占
い
占
仙
占
州
占
恥
占
岬
占
州
占
州
占
い
占
小
占
州
占
小
占
州
占
小
占
小
占
州
占
必
占
州
占
州
占
州
占
い
占
小

２

１

１

１

測

蛇

Ⅱ

羽

１

３

１

３

銘

１

２

１

２

３

１

吃

１

２

１

１

１

１

２

１

抑

４

４

珊

泌

略

３

２

１

照

皿

１

３

３

３

肥

陥

LP 93
Ｆ
『
Ｊ
｜
へ
く
Ｊ

Ｔ
Ｉ
今

LP－93

G2 78

グ| ） 、ソ

占
い３未注記

34点

34点

q占

10点

2点

2点

~
~

雪
Ⅲ
②
言
い

合

小

図IV-65 1 LP 94復元 IV群b類土器

接合

LP－94

T 72

U－72

U－72

計

計

計

計

計

計

計

計

計

計

計

胴

小

隔

層

層

届

照

合

小

晒

小

屑

合

小

屑

小

届

合

小

用

合

小

心

ｏ

ｎ

乙

ｏ

Ｊ

１

１

旬

、

⑪

０

つ

』

？

Ｊ

旬

Ｄ

ｑ

Ｊ

旬

ｏ

土

上

士

土

噌

府

層

ｔ

土

土

土

土

層

層

届

層

照

隔

層

層

咽

土

士

土

ｔ

土

土

土

覆

覆

覆

覆

Ｖ

Ｖ

Ｖ

覆

覆

覆

覆

覆

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ⅲ

Ｖ

覆

溌

覆

覆

覆

覆

裡

器

器

器

器

土

土

土

土

合

合

間

頂

く

口

岬
岬
脚

脚
岬
酔
靹
幟
州
叫
岬
恥
脚
岬
岬
酔
郵
蹄
瑚
繩
郡
獅
御
州
凹
畔
脚
櫓
脚
圃

幟
岬
凹
轆
皿
幟
~
~

佃

１

１

個

１

１

１

１

個

ｌ

Ｉ

’

’

八

Ｍ

一

〈

Ⅱ

一

〈

口

同

本

接

同

榊

接

司

本

接

元
鈴

１

粁

拓

ｌ

復

Ｉ

塗
砺
一
幅
一
幅

凸
坐
占

Ⅵ層

~V胴
U－72
TT庁心

LJ ／｡

』

8

計計

計

雨
州
牌
銅
帰
脾
伺
層
牌
詞
偏
層
銅
伺
屑
伺
層

合

小

牌

岬

牌

小

腰

厭

届

凧

層

屏

牌

Ｊ

２

２

１

２

３

１

２

３

１

２

３

３

１

２

~

１

２

土

土

上

土

土

土

土

土

土

土

土

土

北

ｋ

土

凧

層

凧

土

上

土

土

土

土

層

脚

覆

覆

殺

覆

覆

覆

覆

Ｖ

Ｖ

覆

種

覆

覆

覆

覆

覆

没

覆

種

覆

捜

覆

覆

覆

Ⅲ

Ｖ

Ⅵ

明

３

器

器

器

器

不

描

・

↓

土

ド

Ｉ

合

土

目

合

〈

口

州
恥
州
崎

幟
幟
掴
岬
唖
唖
咄
岬
叶
叶
岬
唯
酔
岬
酔
恥

加
州
幟
叫
榊
岬
蹄
腓
酔
棒
腓
糖
函
幟
阿
酔
瞬

間

~~

Ⅲ

１

１

１

個

１

１

１

固

Ｉ

合

合

一

合

合

計

１

〈

阿

沐
接

同

体

接

本

接

同

榊

幟

ｌ

榊

接

同

抑

抑

判

|G278

|H276

占
い
占
砧
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占

ｊ
ｆ
ｊ
ｄ
け
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｄ
す
け
母

例

７

１

２

３

１

ｗ

ｌ

２

６

５

４

１

１

点

xIIV 66 1 LP-95

占
い
占
い
占
い
占
叫
占
い
占
、
占
い
占
川
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
門
恥
占
、
古
川
占
汕
占
い
占
い
占
咄
占
い
占
州
占
小
占
い
点
占
い
占
ｍ

Ｊ
ｐ
ｊ
げ
げ
母
ｊ
ｄ
ｄ
ｆ
Ｆ
げ
ｊ
Ｊ
Ｆ
す
け
母
４
Ｊ
け
ｄ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ

ｌ

ｕ

６

１

１

１

１

１

２

１

１

１

１

川

２

２

８

２

６

１

１

１

岨

”

”

理

四

２

１

鴫

2 LP 91

3 LP-91

2 LP-95

lxIIV 67 1 LP-96

4 LP 91

5 LP-91

2 LP 96
一
．
恥
や
「
判

０

房

Ｔ

１

匹

〆
ｎ
Ｕ

１
１
４LP-91 溌土3府

未注記
占
い
占
い

２

２

５

４

計
計

合

小

脳lⅣ 69 l LP－976 LP-91復元 I群b-2類土器

接合

覆土3層

覆土

n民占
qノン d Bb l

l 占
』 j ､ Ⅱ 1

6点

１

１

１

土

刺

し

０

Ｊ

Ｑ

Ｊ

言

口

工

聖

注

皿
皿
未

小計10点同一個体未接合

1群b 2類土器

占
い
一
占
い
一

LP 91 覆土3脚 5
＋、､ 二司

木汪祀 5
公、零 ト
ロF12 LP-97拓本

占
恥
占
い

４

４

１

１

接合 小計

LP-97 覆土2層

計

計

計

合

小

届

層

小

層

層

２

３

２

２

土

土

土

土

覆

覆

覆

覆

占
小
占
小
占
い
占
い
占
岫
占
い
占
叩

ｄ
Ｊ
ｄ
ｊ
ｆ
ｊ
Ｊ

瓢

妬

弱

１

あ

２

ｍ

kIIV-63 1 LP 93拓本 I群b 2類土器

｜接合
占
肥
一
占
竺
凸

同一個体未接合

|LP-97

小計

覆土2層

覆土2層

小計

覆土2層

４
ｌ
４
ｌ
Ｑ

兜

兜

同一化1体未接合

|LH 36
LP-93

〕 LP－97

接合
| LP-97

占
小
一
占

９

ｑ
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(3)･･････LF

掲峨図番号 上器分類 陥位 集言I 拙載lXl番号 止器分類 岬位 集荷I

1 LP-97拓本 I群b-2類土器

｜接合
|LP 97

合計

小計

種土2層

小計

占
恥
一
占
い

門
恥
一
占
釉

図Ⅳ－75 1 LF 265抓本 I群b 2類二| ~器

｜接合
LH-265 殺土

lixIIV 76 1 LF-272拓本 I群b-2類土器

接合

Y-71 VI"

Y 74 V層

未注記

liil-個体未接合

LF-272 覆土

C2 70 VIg

U-71 VjW

V-70 VIW

Y 74 VIW

Z-73 V)W

未注記

５ 合

小

，占
一 4 l b,

2点

ワ 『'丁
昌 け h O b

”古
▲ｰ d 凸 b,

戸一戸
r〕 ．【菰

４
’
４

１

卜珂
｜ |司一個体未接合

ID2-70
i LP-97拓本 I群b-2類土器

接合

LⅡ－31

LH－31

LP－97

LP 99

計

引

合

小

計

制

合

小

屏

噛

胴

１

１

２

乱

士

土

土

土

屑

層

胴

慨

覆

覆

悩

覆

Ⅵ

Ｖ

Ｖ

1 占
ユ J Bb,

ワ只占
＝V J Ⅱ 咽､

11点

1 占
1 J D b ，

］ 点

り占
白 』 ｡ b も

占
い
占
い
占
い
占
油
占
岫
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占

Ｊ
げ
す
ｊ
ｄ
Ｊ
ｄ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

ｌ

３

１

釘

１

１

１

１

配

１

ｍ

四

一

１

ｍ

ｌ
姜

脾
、
■
１
Ｊ

ノ

占
い
占
い
占
い
占
い
占
い

占小

占
い
占

』

ｊ

Ｊ

ｊ

ぴ

。

ｄ

ｌ

２

１

１

２

ｕ

４

ワ

・

毒

、

Ｌ
ｌ
Ｌ
ｌ
ｚ
ｌ
皿
一
生
一
四

●
毒
、
、

F2-74

H2-76

|H2-78

1未注記
lil-{l,lil体未接合

LH－31

LH－31

LP 99

A2 69

H2－78

i本 I群b-2類I器拓本 I群b-2類I器

■
１
Ｊ
ノ

種土1 1W

覆l為 1脚

覆土

V岬

V脾

轤
一
鋪
一
岬
噛
一
瞭
一
嚥
噛
膳

|接合
|LP-97

抓本 I群b 2類上器

接合
LP-97

拓本 I群b-2類土器

接合
T1T nT

」当1 1－0 L

LH－31

LP－97

LP 99

F2－74

H2 76

H2－78

未注記

｜可--個体未接合
TT 1－qT
しll JL

LH－31

LP 99

合間’6 LP 97

《
三
丁

、
ｐ
ｌ
Ｊ

ノ

計

討

計

計

畷

合

小

層

合

小

暦

層

層

２

２

１

１

２

士

土

土

上

ｔ

上

脚

胴

脳

覆

覆

覆

笹

殺

覆

Ⅵ

Ｖ

Ｖ

7 LP-97

占
い
占
い
点

１

５

１

２

１

IxIIV-7() 1 LP 99

噛
一
陳
ぞ
轆
暁
一
輔
唯
一
暇
一
鋪
叫
一
轆
轤

小荷’

溌土l層

"tl li#

覆上

V岬

V牌

占
い
占
岫
点

１

３

４

９

８

６

７
~~
２

２

Ａ

Ｈ
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V包含盾の遺物

表V－7遺構掲載石器・石・土製品一覧

掲載|』版番号 分 類 世構名 ）曽位 数量形式及び形状長さ |隔厚さcm 重量9 石材 1#i考
綱
一
蹄
一
州
一
岬
一
輌
一
酷

０

０

０

４

９

９

６

７

３

７

８

６

１

４

０

帥

０

０

０

０

８

７

３

６

ｎ

帥

０

３

０

０

１

１

０

０

２

０

０

０

０

〕

０

０

１

帥
汕
岬
皿
那
岨
Ⅳ
開
３
１
０
０
１
２
３
５
６
Ⅲ
８
凧
一
臥
加
輔
朋
恥
鯉
Ｂ
Ｏ
４
弱
伍
佃
細
別
測
州
州
馴
師
叫
叩
測
恥
”
“
邪
皿
４
噸
狐
切
沁

１

川

処

＆

’

４

４

▲

［

ノ

４

１

２

６

４

１

LH-29-12 覆土

LH29-12 床1Hi

LH-30-70 覆土2層

LH30-67 覆土3層

LH-30-29 覆土2層

LH-30-26 覆土2層

LH-30-69 覆二'二313

LH-30-83 覆土

LH30-40 覆土2階

LH3154 覆土l層

LH31-1 覆土l層

LH-31210 覆土

LH-31-65 覆土l層

LH-31-191 覆t

LH31-175 覆土

LH31302 覆土l

LH-3125 覆土l層

LH-31-161 覆土

LH-31-10 覆土l層

LH-31-6 覆土l層

LH-31-23 覆土l層

LH-31-317 覆土

LH3133 覆土1層

LH-31-84 覆土1層

LH-31-321 覆土

LH-31-305 覆土1

LH31-56 覆土l層

LH-32 3 覆土l層

LH-32-135 覆土3層

LH-3241 覆土2層

LH3238 覆土2層

LH-32-223 床面

LH-32-283 床而

LH-32-238 覆土

LH-32-281 覆土

LH-32302 覆土3層

LH-32-301 覆土3層

LH-32-230 覆土

LH-32-129 覆土3層

LH-32-103 覆土

LH-33-31 覆土l層

LH-33-24 覆土3層

LH-33-6 覆土1層

LH-34-29 覆土1層

LH-34-24 覆土l層

LH-34-12 覆土1Ig

LH-34-20 覆土l層

LH-34-8 覆土1層

LH3475 覆土l層

LH-34-10 覆土l層

LH-34-184 覆土

LH-34105 覆土

０

０

９

０

４

．

８

８

‘

ｎ

Ｘ

ｖ

・

局

Ｊ

１

Ｆ

ｈ

Ｕ

勺

Ｉ

上

。

‘

『

Ｉ

上

り

、

Ｊ

ｎ

く

り

民

●

』

ｊ

川

哉

庁

１

１

ｎ

ｘ

Ｕ

ｎ

ｕ

Ｊ

ｎ

ｕ

Ｊ

八

ｈ

Ｕ

ｎ

ｕ

Ｊ

７

●

Ｉ

イ

ー

上

、

ノ

ム

一

『

』

Ｆ

ｎ

Ｕ

－

ｉ

斗

八

ハ

Ⅱ

叩

ソ

０

。

ｎ

″

、

Ｕ

り

、

Ｕ

・

。

‐

，

。

’

‐

Ｄ

ワ

。

‐

‐

．

。

。

０

八

〃

、

Ｕ

八

Ⅱ

Ⅲ

〉

八

Ⅱ

Ｕ

八

Ⅱ

ｖ

〈

川

Ⅱ

〉

八

Ⅲ

Ⅱ

〉

八

ｍ

叩

ｖ

八

Ⅱ

Ｕ

へ

Ⅲ

Ｕ

八

Ⅱ

Ⅱ

〉

〔

Ⅱ

Ⅱ

〕

、

Ⅱ

Ｕ

１

１

上

ｑ

Ｉ

ｊ

４

－

１

入

ｎ

／

』

、

Ｕ

《

り

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

ｍ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｒ

〉

ワ
ー
Ｉ
“
１
Ｉ
Ｌ

Ｏ

八

Ⅲ

Ⅱ

〉

八

階

Ⅲ

）

、

八

ｕ

Ｊ

‐

八

Ⅱ

Ｕ

民

』

ｎ

く

Ｊ

‐

‘

ｎ

Ｘ

Ｕ

庁

Ｊ

１

庁

Ｊ

１

ご

’

１

ｎ

坐

』

八

肺

Ｕ

Ｆ

ヘ

リ

ｎ

ｘ

Ｕ

勺

Ｉ

上

貝

リ

－

１

（

Ｈ

Ｕ

Ｒ

Ｕ

１

趾

Ｒ

Ｊ

Ｒ

ｊ

Ｉ

ｎ

ｘ

Ｕ

１

１

入

ｑ

、

Ｕ

、

ｏ

○

八

Ｕ

ｎ

ｘ

Ｕ

０

０

。

。

。

，

０

０

。

。

‐

、

。

。

０

‐

ハ

ｘ

Ｕ

１

１

人

勺

１

１

今

剣

１

１

《

１

Ｉ

工

－

１

入

『

１

１

上

－

１

４

ｎ

ノ

］

４

４

Ａ

ｎ

く

Ｕ

（

リ

ム

－

Ｉ

工

、

／

臼

、

″

、

Ｕ

‐

１

４

４

２

２

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｗ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

ｊ

ｌ

４

０

６

０

３

９

０

０

。

’

月

Ｊ

１

り

ぺ

ｂ

Ｕ

。

。

‐

の

ノ

』

句

、

Ｕ

、

／

草

Ｆ

ｈ

Ｊ

ｎ

斗

ｂ

Ｕ

’

ｎ

斗

且

．

〃

川

守

つ

く

リ

ム

－

・

川

４

Ａ

〔

川

ノ

〕

ｎ

可

〉

１

１

Ａ

‐

・

川

４

４

、

へ

Ⅱ

Ⅷ

〉

、

八

〕

ｎ

Ｊ

、

Ｕ

ハ

〃

ｎ

Ｕ

ｎ

忽

Ｊ

０

１

‐

川

斗

▲

〃

ん

艶

ハ

叩

叩

Ｕ

。

。

。

‐

。

。

。

。

１

。

。

‐

‐

ｊ

川

斗

▲

。

・

々

１

１

▲

、

／

』

ｊ

ｒ

Ｉ

１

、

ｑ

ノ

】

ｎ

Ｊ

、

Ｕ

ｊ

ｉ

ｌ

１

、

１

１

八

１

１

入

‐

川

牡

、

／

』

ｎ

ノ

臼

の

ノ

〕

局

Ｊ

’

■

０

（

リ

、

Ｕ

皿

川

ユ

＆

Ｆ

ｌ

ｎ

Ｕ

Ｆ

ｌ

ｎ

Ｕ

汎

ｎ

Ｕ

ｎ

４

Ｊ

勺

、

Ｕ

０

、

Ｕ

ｆ

Ｊ

Ｉ

１

Ｌ

《

，

「

Ｕ

Ｆ

１

司

り

4断面三角形すり石

5台石

11石縦

12ポイン|、

13スクレイパー

14つまみ付ナイフ

15たたき石

16すI)石

17砥石

11石雛

12石雛

13石雛

14 ドリル

15ポイント

16ポイント

17ポイント

18ポイント

19つまみ付ナイフ

20スクレイパー

21スクレイパー

22スクレイパー

23石斧

25たたき石

26たたき石

27たたき石

28断面三角形すり石

24土製円盤

13ポイント

14つまみ付ナイフ

15スクレイパー

16スクレイパー

17ｴﾝﾄｽｸﾚｲパー

18石斧

19すI)石

2Oたたき石

21台石

22台石

23石製品

24石製品

25土製円盤

3 ド Iル

4石斧

5台石

3ポイント

4ポイント

5ポイント

6ポイント

7つまみ付ナイフ

8石斧

9石斧

10たたき石

1Iたたき石

１
｜
昭
一
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
１
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
’
’
’
’
’
１

図IV－8

HF-1

図IV-11

破損品

破損品

幟
一
幟

鵬
一
酷
一
轆
一
輌
一
緬
一
輌
池
一
輌
一
輌
一
緬
一
轆
一
辨
一
輌
一
幟
端
一
端
一
幟
一
鏥
娠
一
轆
一
酷
一
酷
一
蝿
一
恥
一
鍛
口
雛
一
蹄
”
｜
州
一
一

破損品

未製品図IV-13

未製品

図Ⅳ 14

破損品

ｊ

川

４

４

Ｆ
ｈ
Ⅱ
ｖ
Ｂ

Ｂ

Ｆ

ｎ

Ⅱ

Ｕ

、
，
、
ｕ

Ｘ

Ｘ

（

‐

胴

叩

Ｕ

ｎ
ｖ
ｎ
Ｕ
Ｄ

６

八

胎

Ｕ

７Ｘ

Ｘ

４

６

‘

、

２

６

１

Ｆ

ｎ

Ｕ

八

叩

叩

〕

１

１

４

斤

Ｊ

Ｉ

Ｆ

「

Ｕ

縦

ｎ

Ｖ

１

１

４

，

。

・

八

階

Ⅲ

〕

０

戸

７

，

１

■

０

９

５

２

６

２

‐

’

３

６

７

９

３

９

５

’

５

４

７

８

９

８

３

’

８

１

。

０

０

’

。

ｏ

ｎ

／

】

ｎ

ｒ

１

Ｕ

Ｄ

Ｄ

ｏ

０

可

１

１

人

。

‐

‐

。

。

‐

１

１

上

Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
皿
皿
が
刈
刈
刈
刈
Ｘ
が
刈
刈
刈
刈
刈
刈
肱
剛
湘

１

１

４

〔

皿

Ｍ

ｖ

八

Ⅱ

ｖ

ｌ

Ｉ

Ｌ

八

Ⅱ

Ｕ

１

１

八

八

隅

ｍ

ｖ

Ｆ

ｎ

Ｕ

Ｔ

Ｉ

ｌ

《

、

，

ｎ

ｍ

Ｕ

Ｄ

Ｏ

７

９

０

１

８

．

‐

・

２

４

９

３

７

８

’

０

６

８

７

３

０

０

‐

４

８

。

‐

。

。

。

‐

抄

ｎ

Ｕ

品

川

Ⅷ

〉

ｎ

ぞ

、

Ｕ

（

リ

ノ

目

ｎ

ノ

臼

。

。

’

０

房

ｊ

Ｉ

１

１

４

凸

０

。

。

。

‐

（

Ｗ

ｘ

Ｕ

可

１

１

。

４

１

１

４

２

２

１

１

０

１

４

０

１

１

１

２

２

４

３

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

肱

川

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

肌

Ｘ

脈

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

８

５

６

０

３

９

９

６

２

４

２

斤

Ｊ

’

り

、

Ｊ

‐

ｎ

斗

‐

八

Ⅱ

Ｕ

。

。

。

（

ｋ

Ｕ

Ｏ

八

〕

。

。

’

０

八

Ｕ

ｏ

八

Ⅲ

Ｕ

０

０

八

ｈ

Ｕ

１

１

４

ｎ

ｘ

Ｕ

（

Ｈ

Ｕ

【

ｌ

ｎ

Ｕ

１

１

４

‐

‐

戸

ｌ

ｎ

Ｕ

Ｄ

。

。

。

‐

川

哉

ｎ

〃

、

』

、

／

】

‐

０

ワ

１

０

、

／

“

（

叩

／

】

０

句

ノ

］

。

ｎ

ぞ

、

Ｕ

八

Ⅱ

叩

〕

。

“

。

，

Ｐ

。

１

１

エ

ｎ

ノ

臼

。

、

く

Ｊ

Ｆ

凡

ｂ

Ｕ

Ｊ

川

４

４

庁

ｊ

ｌ

〃

Ⅱ

１

１

、

ノ

ｆ

１

ｌ

ｂ

ｌ

Ｉ

Ｌ

ハ

Ⅱ

Ⅷ

』

戸

ｌ

ｎ

Ｕ

４

４

▲

ｑ

、

Ｕ

Ｊ

ｆ

Ｉ

１

、

心

、

Ｕ

ｆ

■

１

１

１

ハ

ィ

リ

１

１

入

Ｔ

Ｉ

Ｉ

凸

、

１

Ｊ

０

介

斗

▲

Ｊ

川

４

Ａ

Ｆ

１

、

Ｕ

‐

○

扣

叫

▲

ｎ

吋

，

〕

１

１

人

１

１

人

１

４

Ａ

図IV-20

黒曜石

蛇紋岩

砂岩

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

緑色泥岩

片岩

泥岩

片岩

図IV-22

図IV-25

未製品
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掲戦図版番号 分 類 遺構名 層位 数量形式及び形状長さ畑厚さcm 重量9 石材 ilii者
12すl)石

13砥石

14台石

2ポイント

3つまみ付ナイフ

4 Rフレイク

5スクレイパー

6 Rフレイク

7スクレイパー

8スクレィパー

9石斧

llポイント

12 ドリル

１

６

３

１

庁

０

Ｔ

１

Ｆ

Ｏ

ｎ

ｊ

７

白

か

り

ハ

リ

ｎ

６

戸

０

４

４

４

４

り

ム

ハ

』

１

１

７

１

‐

１

ｊ

五

Ｆ

０

ｊ

壮

り

Ｊ

ｎ

Ｊ

凡

』

Ｆ

Ｏ

Ｔ

ｌ

１

１

ハ

ｂ

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

〃

ｆ

４

４

４

４

Ｆ

Ｏ

Ｆ

０

Ｆ

３

Ｆ

０

戸

０

Ｆ

Ｏ

Ｆ

Ｏ

Ｆ

Ｏ

ハ

リ

ハ

０

句

０

０

０

り

０

ｎ

Ｊ

句

０

旬

０

ｎ

Ｊ

ｎ

Ｊ

ｏ

Ｊ

旬

．

ｎ

Ｊ

ｎ

Ｊ

り

ひ

~
~
~
~
~
~
~
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

屑

脳

層

層

層

層

層

層

層

３

１

３

１

３

３

１

２

２

３

土

土

土

土

土

土

土

土

士

士

士

土

土

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

焼けｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
１

14.3x9.3x5.3

8.4x7.7x 1.9

9.9x13.5x3.0

(5.1)x31xL1

(4.6)x2.6xO.6

3.8X3.4X1.4

4.9x2.lx0.6

2．9x4.0x1．4

4.3x3.7x0.5

2.7X1.6X0.4

6.3x5.5x0.9

(44)x2.7x0.9

6．0X1.8X0.9

4.4x4.4x 1 .2

7.6x15.9x5､0

15,2X6.1X3.4

10､8x4.8x4.4

10.9x16.3x6.8

5,9x9.9x3」

13.3x7,9x3.0

2.6x1.2x() .4

4.6x2.0x0.6

3.8x2．3x0.4

4.0x2.8x0.6

10.1x3.9x1.5

4.1X2.5X1.04

8.6x10.6x2.9

13.4x 10.6x4.0

17.9x25.6x74

1.9X2.0X0.7

3.3x3.41x0.8

3.8x3.9x1．1

(46)x5.7x(1.1)

4.6x(56)x1.1

2.6xl.0x0.3

5.1x2.6x0.8

1.8xO.6x0.3

4.3X3.2x1.1

3.6X2．3x0.6

3.2x1.3x0.6

4.0x3.0x0,9

5.5x4.5x1.3

7.4x6.3x1.9

8.lx4．3x1.5

9.9x5.7x3.4

9.9x5.7x3.4

10.9x6.5x4.9

11.5X15.0X7.5

5.4X5.3x1.2

4.9x5．l X1.1

3.9X3．3x1.1

3.6xl.5xO.4

片膳岩

砂岩

砂岩

頁岩

頁岩

黒II躯石

黒I識i

黒曜石

頁腱|・

頁岩

蛇紋岩

頁岩

頁岩

JM曜石

砂岩

緑色泥岩

砂岩

砂岩

砂埼

砂滑

黒曜石

黒IIM石

頁岩

黒ll駕石

頁岩

泥淵

安山岩
1ｲｰLLJ Iu

化岡石

安111岩

黒||瀧石

黒曜石

##ll偲石

黒曜石

黒曜石

黒雌石

黒ll鞭石

黒曜石

黒曜石

蛇紋岩

泥岩

軽石

軽石

片磨岩

軽石

腱石

軽石

泥岩

黒硴石

０

０

０

１

冊

１

８

６

价

２

２

２

３

１

０

帥

８

１

０

０

０

０

０

１

０

３

１

９

２

９

０

０

０

１

１

~

・

・

別

・

~

・

~

４

Ⅱ
Ⅳ
“
伽
侃
Ⅳ
６
Ⅲ
６
２
弱
⑪
↑
凱
略
池
蝿
加
眺
腿
剛
Ｌ
４
４
６
妬
Ⅱ
畑
州
那
那
咽
跡
岬
岬
叩
剛
叩
叩
”
邸
、
郷
叩
岬
獅
皿
満
郷
皿
咄
”
脚

|NIIV-27

IXIIV 31

13スクレイパー

14断面三角形すり石

15fif

層

層

１

３

土

土

土

覆

覆

覆

LH36-122

LH-36-70

LH-36-2

ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ

16たたき石 LH36-60 覆土3層 1
1ワ ームアー
lj I』ノロ

18砥石

19砥石

5石雛

6ポイント

7つまみ付ナイーブ

8Uフレイク

9石〃

10石茶

l1すり石

12すl)石
1りふア

1Jロノn

l4土製''1盤

15土製|｣l盤

16土製PI盤

17 =|製lﾘ盤

4スクレイパー

4石雛

5ポイント

6 ドリル

7スクレイパー

４

０

９

刷

別

４

Ｗ

師

開

咽

別

Ⅲ

恥

Ⅱ

開

仙

幽

塊

叩

４

脇

師

岨

開

９

~~~~~~~~~~~~~ＲＵＲＵＲＵワーワＩワー７ｊ７－ウーワＩワ』ワＩ７１ワーワＩ７１（ｘＵ（ｕＪ〈ｕゾハｕＪ（ｕＪ

ｑ

Ｊ

９

Ｊ

９

Ｊ

０

Ｊ

ｑ

Ｊ

ｑ

Ｊ

９

Ｊ

９

Ｊ

９

Ｊ

０

Ｊ

９

Ｊ

９

Ｊ

９

Ｊ

９

Ｊ

９

Ｊ

９

Ｊ

？

』

９

Ｊ

９

Ｊ

ｑ

Ｊ

９

Ｊ

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

層

脾

層

層

層

層

層

屑

層

層

臘

層

層

層

屑

３

３

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

土

上

士

士

士

土

土

土

土

土

而

土

土

土

土

土

土

面

面

面

川

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

床

覆

覆

覆

覆

覆

覆

床

床

床

床

ｌ

ｌ

１

ｌ

２

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

１

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

１

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

１

２

ｌ

１

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

１

１

破片

IRIIV 34

岬
一
肺

Ⅸ|Ⅳ－37

IXIIV-41

8スクレイパー LH-39-138 床面 1

9スクレイパー

10スクレイパー

11スクレィパー

12石斧

13石斧

14矢柄研磨器

15矢柄研磨器

16台石

17土製円盤

18土製円盤

19土製円盤

20石製品

2スクレイパー

緬
一
緬
両
両
両
面
雨
雨
雨
雨
雨
雨
一
鞆

LH-39-92

LH-39-195

LH-39-86

LH-39101

LH-39-148

LH-3913

LH-39-78

LH-39123

LH39-183

LH39-114

LH39-166

LH-39-169

LH-40-23

ｌ

ｌ

１

２

１

１

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

１

ｌ

ｌ

ｌ

１

未製品

図IV-43
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V包含層の遺物

掲載図版番号 分 類 遺構名 層位 数壁形式及び形状長さ鵬厚さcm 重量9 石材 備考
唾
飛
一
癖
綱
一
蝿
一
辨
一
恥
一
幟
一
蹄
一
旙
一
幟
~
峠
一
鵬
一
唯
一
蝿
一
蛎
一
辨
一
辨
一
砿
一
峠
峠
一
轆
一
鵬
一
轆
輌
一
砿
一
幟
恥
一
期
辨
一
鵬

破片

破片焼け

床mi ３

２

５

０

８

１

．

０

３

７

１

，

ノ

白

‐

‐

ｊ

４

坐

、

／

白

１

１

４

月

Ｊ

１

‘

０

ｎ

ノ

山

１

１

入

八

ｕ

Ｊ

ｎ

ｘ

Ｕ

一

ｈ

Ｊ

八

Ⅱ

リ

丙

Ｊ

１

ｎ

ｕ

Ｊ

八

Ⅱ

ｖ

八

Ⅱ

Ｕ

Ｆ

ｈ

Ｕ

の

ノ

白

ｊ

１

ｕ

人

、

Ⅱ

Ｕ

。

。

０

０

、

ノ

】

二

ｈ

Ｊ

，

０

Ｏ

Ｆ

ｈ

Ｕ

Ｐ

‐

ｎ

Ｊ

、

く

』

ｎ

，

、

リ

Ｖ

ハ

『

１

１

、

Ⅱ

Ｕ

八

Ⅱ

〕

１

－

１

八

●

ｈ

Ｕ

Ｙ

ハ

Ｖ

ハ

０

１

１

０

い

い

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｏ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

６

６

、

５

９

０

－

３

４

川

証

０

１

１

八

ｎ

ｘ

Ｕ

Ｆ

、

Ｕ

【

Ｕ

ｆ

ｒ

ｊ

。

，

【

１

句

Ｕ

〈

Ⅱ

ｘ

Ｕ

ハ

ム

Ｕ

（

叩

ｘ

Ｕ

、

く

Ｕ

０

，

Ｕ

ｎ

ｕ

Ｊ

１

１

上

（

曲

Ｕ

《

リ

ム

ｎ

／

臼

戸

ｌ

、

Ｕ

『
Ｉ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
１
Ｕ
〈
Ⅲ
Ⅱ
〕
。
‐
０
，
穴
ｈ
Ｕ
ｎ
ｕ
Ｊ
‐
け
り
ワ
ー
Ｉ
上
０
０
０
０
６
１
１
八

Ｘ
Ｘ
服
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
湘
岬
湘
湘
Ｘ
池
池
畑
刈
湘
Ｘ
Ｍ

ｌ

１

２

２

２

０

６

０

４

３

，

ノ

“

戸

ｎ

Ｖ

り

く

Ｊ

。

【

叩

Ｊ

１

Ｏ

Ｆ

ｌ

ｎ

Ｕ

八

Ⅱ

Ｕ

ｎ

Ｋ

〕

【

１

句

Ｕ

１

０

‐

’

刈

斗

△

戸

司

り

ｎ

″

、

Ｕ

１

１

入

０

１

１

ユ

庁

Ｊ

１

（

リ

ノ

ョ

（

リ

ノ

】

９

１

Ｕ

‐

、

八

隅

Ⅱ

〕

０

，

ノ

〕

。

。

。

。

‐

州

４

４

１

Ｉ

Ｌ

０

‐

，

ｏ

ハ

Ⅱ

Ｕ

。

。

０

ワ

０

月

ｊ

Ｉ

八

恥

Ｕ

－

Ｉ

Ｌ

可

ｒ

ｒ

Ｉ

ｆ

Ｊ

ｌ

１

、

ｎ

／

］

Ｐ

ｈ

Ｊ

４

川

針

ｑ

／

】

Ｔ

Ｉ

Ｌ

１

１

八

沢

ｈ

Ｕ

Ｐ

ｈ

Ｕ

ハ

ｎ

Ｖ

甲

ｒ

ｆ

１

１

エ

伊

ｈ

Ｕ

一

《

』

Ｆ

八

Ｊ

‐

川

４

４

へ

Ｈ

Ｕ

１

１

上

ノ

ｒ

Ｉ

１

１

４

０

別

６

５

９

３

０

０

０

０

０

０

０

０

３

１

８

１

０

１

０

０

０

０

０

４
別
仙
０
胆
Ⅱ
４
魏
卸
郷
叩
釧
醜
蝿
Ⅱ
８
Ｉ
４
柳
恥
町
叩
州
蝸
剛
岨
脇
刈
㈱
叩
帆

。

，

ｎ

／

］

八

く

Ｊ

‐

刈

斗

ふ

。

。

ｎ

ｍ

Ⅲ

ｖ

［

，

Ｊ

１

弓

ｊ

Ｏ

。

。

ｎ

／

〕

3砥石

4台石

9石雛

10石蝋

11スクレイパー

12ポイント

13Rフレイク

14たたき石

15たたき石

16たたき石

17たたき石

l8たたき石

19す|)石

20す|)石

11ポイント

12ポイント

13つまみ付ナイフ

14<さび形石器

15たたき石

16たたき石

17砥石

2石鍼

3台石

3石蝋 ~

4ｴﾝﾂｽｸﾚｲパー

5たたき石

6たたき祠

7たたき汀

1つまみ付ナイフ

1石雛

1砥石

ハ

ペ

Ｊ

『

Ｉ

上

、

く

Ｊ

Ｆ

ｈ

Ｊ

ｎ

く

Ｊ

庁

Ｊ

１

ハ

ｕ

Ｊ

Ｆ

『

』

八

ｈ

Ｕ

塊

６

Ｍ

門

Ⅲ

師

開

Ⅱ

乃

閥

舶

的

昭

川

朋

川

陥

陥

Ⅲ

別

Ⅲ

Ⅳ

開

３

皿

５

妬

６

Ｊ

イ

２

’

」

’

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

－

４

５

一

刈
刈
遡
哩
遡
哩
哩
哩
哩
哩
遡
遡
哩
遡
粥
蝋
蝋
遡
蝋
瑚
蝋
冊
粥
舗
鮖
妬
舗
鮖
妬
釘
ハ
幻

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ⅱ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｆ

Ｆ

Ｃ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｔ

Ｌ

Ｌ

Ｔ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

ｌ

ｌ

１

２

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

１

ｌ

１

ｌ

ｌ

１

１

ｌ

ｌ

１

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

１

１

ｌ

ｌ

１

１

ｌ

２

ｌ

ｌ

１

ｌ

ｌ

ｌ

１

ｌ

ｌ

１

ｌ

１

HF-1

層

層

層

屑

層

層

層

層

層

肘

層

層

１

１

２

１

１

１

２

２

１

１

２

１

面

土

面

Ⅲ

面

土

土

間

面

面

土

土

土

土

上

土

土

土

士

士

土

上

士

土

土

土

土

土

床

覆

床

床

床

覆

覆

床

床

床

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

IXIIV-46

即V 50

HP-1

~
焼け
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Ｘ
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．
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４
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８

７

２

３

Ｘ

Ｘ

７

９

４

５

Ｘ

Ｘ

６

４

５

２

１

１

戸

『

』

庁

Ｊ

１

八

ｕ

Ｊ

【

ノ

ー

局

Ｊ

●

Ｉ

局

ｊ

ｊ

~
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Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

図

図

図
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２
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’
表V-8 包含層掲載土器一覧

掲戦lxl恭号 '二器分類 脚位 1棒’ 掲載|XI番号 l己器分知 層位 集荷’

I,xIV-5 1 拓本 I群b-2類土器 合計 105点 接合
占
い

川
染

圭
今
い

、

↓ f,●ノ、

1茨f三T _LLL小計 19点 P 91 覆土3胴 4点

D2 79 V層 1点 同一{11体未接合 1,計一 旬'、 占4U ， , ､

T-7() VIW 17点 LP 91 穫土3IW 26点

図V-5 12抓本 I群b-2類土器 合計59点X-74 Vjg l点

同二化|体未接合
ハ
ロ接 小計49 'IAi小計86点

LH 32 床面 6 '*1,-65 V層 2点

LH－32 覆上2層 占
J Ⅱ bもT 65 VIj# 1 占

1 Jh b

LH 32 捜土3)W 1 JL，｜
占
心
一

T-70 V屑 67 '1#
LH-32 概土 25*

T-70 VI層 4 'IAi
己
三
宝
口
注二」

４
ヵ
句 14点

U-69 VIjW ） 占

Fil-化|体未接合 小計 10点
U-72 VIjW I点

2点LH－32 床mi
V 69 V層 2点

LH-32 種土2雁 1 点
V－71 VIW ワ 占

旦 』 ■ 且

LH 32 覆土3届 1 点
V-72 IIIIW l ,IAi 未注記 6点

V-72 V層 1 点 合計 ’ 占l f D O,IxiV-5 13拓本 I群b-2類 t器
己里
三
例

、
Ｅ
三
、
ｏ
Ｊ
Ｊ
１

晶

廷

４
汁
刈 3 点

’
卓
《
Ｉ
、

０
随

叩

１三

脚

、

Ｉ

ｊ

Ｊ

接合

図V 5 2 柿木 I群b-2類土器 合計 ， 占J J Ⅱ ､ , T-68 VIW I*
‐
入
可

ノ

に礎１ 小計 3点 合計45点図V-5 14抓本 I群b－2類土器

LH 30 覆土l層 3点 接合 小計 19点

図V 5 3 拓本 I群b-2細土器 合計 1 点 LH-42 捜土l岬 l ノガ

披合
。
。
』
、

Ｏ
Ｌ
－
０

ｒ

ｌ壹

旧

、

０
－
Ｊ

ノ

LH-42 覆土2ルリ I 点

r 73 VIIWi 1 .点 LH-42 覆土3" 6 .1､W

IXIV 5 4 柿本 I IWb 2類土器 ﾉ、割一 つ 占
I" I l11 J J h b ， 2点LH 42 覆上

接合
』

菫

’Ｉ
、１ 3点 LH-43 殺土l届 1点

|H2 77
llxIV 5 5 妬本 IWb 2類土器

V脳 且〕 ， , D ，
’フ 占

合計 1(）点

V層

~VIW
手
当
恥
一
「
４

１

’

１

．

ユ

Ｌ

~
~２

２

８

８

７

７
~~
２

２

Ｆ

Ｇ

接合 2 ,i#'1,計 2点 H2 78 VW

LP 96 覆土2iW 2点 未注記
占
い２

同一個体未接合
一
Ｇ
Ｊ
恥

Ｊ
Ｉ
ｈ

へ
ｘ
Ｕ

宮
凸
君
Ｉ

小
'1,計26点同一佃体未接合

LP 96 覆土l 1# 2 '4' LH-42 覆土1 1W 4 Jfi

LP-96 覆土2層 6 ，点 LH-42 覆上21" 2 '点

IxIV-5 6 拓本 I群b-2頬土器 合計 3 ，時’ LH 42 覆土 4点

接合
，

い

む
ｌ
ゴ

鋤

、

皮

】

ｌ壹

伽

、

Ｄ
ｌ
Ｊ

ノ

LH-43 覆土I li｣1 9 .*

LH 43 殺土1増 1点 LH-43 覆土 1 点

H2-78 V層 1 点 F2 75 VIW I点

|111－佃体未接合
。Ｌ

川

「
１
１

言

Ⅲ

、

ｏ
ｌ
Ｊ

ノ

F2-76 VI# ？ 『 Li
ｰ ｺ ﾛ 砧

H2-78 V層 1点 F2 77 V層 ワ 占
一 ｺ ﾛ 咄

ly<|V 5 7 復元 I群b 2類二'二器 合計68点 1 点F2-78 V1#

接合
打
叩
岸
Ｉ
凸

７３
名
量
Ｂ
’

。
』

小

図V－5 15拓本 I群b 2類土器
一

○

Ｊ

、

■ｒ

９

吟

ト

ー

４１
１

４

塁

。

。

Ｉ

守八

、

１
両

句
乙
旬
乙

ｂＬ

Ⅲ

ワ

ー

云

い

、

■
１
Ｊ

／
』.､ロヴ~〃、~

1茨ff．LP 81 床面

LP-81 覆土l lW 15点 2 .1｣'LH-36 床mi

ITil-化|体未接合 '｣､計31点 LH-36 覆 k3" 4点

LP-81 床面 10点 LH 36 届不明 1点

LP-81 覆土l lW 21点 1I1-化|体未接合 小計 7 ‘点

図V 5 8 拓本 I群b-2類土器 合計51 ,* LH-36 穫土3岬 7点

接合 小計25点

|U-71 VIM 6点

合計 ワ 15（ f ﾛ ､図V-5 16拓本 I群b-2類上器

接合
B 二％『 1 ~卜

'j,両1‐ l 原

V-71 VIW 15点 LH-32 床而 l 'W'j

V-71 Ⅵ曙 2点 '1，計 6点|可一個体接合

グリッド不明
| '1－個体未接合 小高’

占
い
占
酬

２

恥

LH-32 覆土2層 3点

LH-32 概土3脚 3点

’
U-71 V)W 7点 |XIV－5 17拓本 I群b-2類土器 合荷|・ 42 ノカ

V-71 VjW 19点 接合
『 ． FﾛI 『一 吟

'｣､価1‐ ひ ﾉﾃｽ

IJV-5 9 拓本 I群b-2類土器
当
”３６

卜

へ

、 Y 71 Vig l 点

接合 小計 q 凸凹 FE D Y 74 V層 3点

LH-32 覆土2脚 l ノA! 1 点未注記

LH-32 覆 I ワ rl〒
合 打覗 同一個体未接合 '｣､訓・ 37点

!XIV-5 10拓本 I群b-2類 |己器 合計 1点 LF-272 覆土 1 点

’
卜土へ
1箕、 小計 1 点 C2-70 VIg l点

LH-32 覆土 l 'IA1 U 71 V層 1 点

図V 5 11拓本 I群b 2類土器 合計30点 V 70 VjW 1点

？？？



V包含層の遺物

土器分類 ノ厭位 集計掲戟IXI番号'三器分類 層位 集計褐戦似l恭号

曇
占
些
占
当
占

Ⅵ牌

V層

Ⅵ届

ｌ
ｌ
１
ｌ
２口

22点Y-74 V層

Z73 VIW

未注記

占
仙
占
い

１

１

Ⅱ

１

１

１

１

１

言

、

言

口

雲

Ｐ

彗

打

二

一

回

壹

脾

合

小

層

小

盾

合

小

小

用

届

２

２

２

３

土

ｊ

屑

届

層

層

凧

土

土

土

用

層

~
~ 覆

覆

Ⅵ

Ⅵ

Ⅵ

Ｖ

Ｖ

洲

被

覆

覆

Ｖ

Ｖ

Ｉく可

令

ド

合

狸

接

狸

３

１

５

４

ヅ

接

訓

訓

訓

１

２

イ

マ

イ

イ

沼

リ

未

圧

珪

匪

獅

源

醗
旺
峠
旺
蝿
唾
睡
唾
“
￥
グ
体
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ａ

~獺合個ｌ獺合
脳
１

廿

接

同

廿

接

同

群

群

１

１

元

本

夏１

脚

８

９

１

１

６

６

Ｖ

Ｖ

似

僻

制

計

計

合

小

層

小

照

２

２

ｔ

ｔ

可

畠

日

１

１

覆

覆

Ｖ

Ｖ

占
い
占
い
占
岫
占
い
占
叫
占
い
占
ｍ

ｊ
Ｊ
ｄ
釘
Ｊ
Ｊ
ｊ

卿

”

町

羽

田

２

１

図V-6 27柿本 I群b2"f二器

接合

|LP-97
Iiil-1l間|体未接合

LP97

G2－78

H2－76

占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
恥
占
恥
占
い
占
い
占
岫
占
い
占
州
占
岫
占
い
占
師
占
い
占
岫
占
い
占
抽

６

５

５

１

１

蛇

７

２

１

１

１

１

１

妬

１

１

１

１

７

１

１

１

占
い
占
釉
占
州
占
い
占
い
占
い
占
叫
占
い
占
砧
占
い
占
い
占
柵
占
い
占
い
占
い
占
い
占
叫
占
岫
占
岫
占
砧
占
岫
占
釉
占
い
占
岫
占
抽
占
い
占
叫
占
い
占
い
占
咄

ｊ
Ｊ
ｆ
Ｊ
Ｊ
〃
Ｊ
ｊ
ｆ
ｊ
ｊ
Ｊ
釘
〃
け
り
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｄ
Ｊ

９

９

９

粥

型

Ⅳ

６

１

羽

６

１

ｕ

１

ｍ

訓

凹

１

肥

Ⅱ

１

７

２

１

４

４

４

４

４

４

Ｍ

合計

小計

覆土2層

合計

小計・

床而

覆土3屑

図V-6 28拓本

〈

胴

〈

口

７

拓

弱

接

妬

蒟

鵠

３

釦

７

錨
鵬
鑑
畔
岬
侭
峠
恥
畔
岬
岬
岬
燃
砥
皿
幟
班
壁
旺
怨
醗
皿
鴎
匪
齢

９

９

獺

合

ｌ

ｌ

間

二

~

剛

三

獺

八

脚

ｌ

獺

合

ｌ

瀕

懇
合
ｌ
撫
合

１

１

１

稀

接

同

軸

催

１

蹄

接

Ⅲ

蹄

幟

ｌ

紬

幟

ｌ

蜘

羊

羊

附

１

１

１

１

１

１

１

本

本

本

本

沐

本

打

拓

拓

拓

抓

拓

ニ
ー

８

９

０

１

２

３

２

２

３

３

３

３

６

６

６

６

６

６

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

図

Ⅸ

ヌ

又

侭

ｘ

図V-629拓本

小計

床面

穫土2層

覆上3層

覆土V層

~VIW
凸
型』

占
d l O,

２
’
１

０

４

７

７
~

２

２

Ｂ

Ｂ

合計

小計

床而

覆土3牌

小計

床而

覆土3層

讃土l層

V晴

合計

小計

覆土1用

合計

小計

覆t2jW

合計

E271 V層 1点
占
竺
占

Ⅵ層

~V岬
２

３

７

７
~~
２

２

Ｅ

Ｅ

１
’
２

占
岬
一
占
岬
占
祁
一
占
州
一
占
州
一
占
州
一
占
恥
占
州
一
占
州
一
占
州
一
占
岬
一
占
州
一
占
恥
一
占
仙
一
占
小
占

VI層

V層

Ⅵ層

VIW

合計

小計

覆土2層

合計

小計

覆土

合計

小計

覆土
ノ、舌卜
I T IJI

小計

V屑

小計

V層

合計

小計

V暦

小計

V層

VI層

Vl稗

Ⅵ層

VI層

VI層

合計

小計

床面

合計

小計

VI層

小計

E273

T61

T61

Y-73

1XIV-6 2() 拓本 I群b2類土器

接合
| LH-30

図V 6 21 拓本 I群b-2類土器

｜接合
LH36

図V 6 22拓本 I群b-2類土器

｜接合
LH-42

IxIV-6 23拓本 I群b2類土器

接合

|Y-76
1司一個体未接合

|Y-76
図V 6 24拓本 I群b-2類土器

接合

T60
1可一個体未接合

T61

T－62

T－63

T－63

T－70

U－64

図V 6 25拓本 I群b-2類土器

｜接合
LH-42

凶V-6 26拓本 I群b2類土器

接合

T-61
1司一個体未接合

’

２

’

１

１

ｌ

１

ｌ

１

ｌ

１

１

１

ｌ

１

ｌ

１

ｌ

１

６

４

ｌ

４

ｌ

２

２

ｌ

９

１

ｌ

１

ｌ

８

１

２

ｌ

ｌ

ｌ

１

ｌ

２

１

１

占
い
占
い
占
い
占
い
占
い

ｊ
４
ｊ
ｄ
ｆ

ｍ

ｍ

４

４

岬

Ｉ

卜

Ｉ

云

側

や

三

Ｐ

量

脚

小

層

小

照

合

２

２

皇

二

」

土

１

樫

覆

接合

LP-97
1111－個体未接合

|LP97
MV-6 34拓本 I群b-2類土器占

坐

占

小

占

恥

一

占

坐

占

小

一

占

小

占

州

占

州

一

占

小

占

い

占

小

占

計小

凧
つ

Ｊ

川

上

士

床

覆

覆

占
竺
占
些
占
些
占
竺
占
竺
占

接合

LH－32

Tロqワ
些上入 u〃

LH33

未注記

同一個体未接合

澱

－

４

｜

加

ｌ

ｌ

８

別小計
占

砧

占

覆土

覆土3層

２

３

３

３
~~
Ｈ

Ｈ

Ｌ

Ｌ

１
｜
別

占
舳
占
い
占
い
市
小
占
い
占
恥
占
い
占
い
占
州

ｄ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｆ
ｊ
ｊ
Ｊ

２

岨

３

２

１

略

皿

１

１

｜未注記
[群b-2類土器

接合

|LP9'
|LP-91

1司一個体未接合

|LP-9'
|LP9'

[群b-2類土器

合計

小計

覆土3脚

覆土

小計

覆土3ル1

覆土

合計

図V 6 35拓本

占
些
占
竺
占
竺
占
些
占
些
占

ｌ

１

ｌ

７

ｌ

３

３

ｌ

４ 図V-6 36拓本

223



掲救|XI恭号 '1器分類 購位 集荷i 掲械IXI番号 t器分類 層位 集荊

｜接合

|D2-7()
図V 6 37 Wi本 I群b 2類二'二器

｜接合
LH-36

IxIV-7 38復元 I群b-2類土器

占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い

１

１

１

１

１

測

卜

ト

ー

面

雪

Ⅲ

言

い

計

合

小

合

１
１
Ｊ
／

岡

．

↑

１

Ｖ

覆

図V-7 45棚本 I群b-2類 k器

接合

|A2-72
A2 73

1両'一佃体未接合

A2-72
H2-74

IxIV-7 46 Wi本 1群b-2類土器

接合
E2-76

1xIV-7 47拓本 I群b-2類上器

接合

|G2 78
1G2-79

占
い
占
岫
占
い
占
加
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
山

皿

５

３

２

６

５

１

４

４

４

恥

６

１

４
~
~

零

Ｆ

二

一

Ｍ

量

脚

き

い

言

Ⅲ

雪

肌

一

三

弧

合

小

小

合

小

合

小

V層

~V屑

V層

~VIjW

〈

口

翻
剛
副
郡
認
拙
擁
碑
脚
脚
脚
跡
剛
鍛
翻
鋸
糀
恥
却
妬
弧
両
湘
“
奇

罰

△

◇

・

Ｊ

ｄ

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｘ
体
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｆ
Ｘ
Ｙ
ｚ
未
畷

合

２

接

同

ｂ

１

日

菖
羊淵 類

１

本

柵

－

１

３ ９

７

図

Ｖ

古
い
占
い
占
い
占
叫
占
い
占
岫
占
帖
占
い
占
い
占
い
占
、
占
い

占
い
占
い
占
い
占
い
占
咄
古
小
占
い

占
い
占
い
占
い
占
恥
占
い
占
い

蛇

ｎ

羽

１

３

１

３

兇

１

２

１

２

３

１

胆

１

２

１

１

１

１

２

１

１

計

計

計

小

岬

小

屏

層

層

牌

層

合

３

２

３

１

３

３

上

土

土

層

層

屑

土

土

土

北

上

土

暦

層

屈

層

層

凧

層

脾

層

覆

覆

覆

Ｖ

Ｖ

Ｖ

覆

覆

覆

覆

覆

覆

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ⅲ

Ｖ

V岬

~V層
|H2 78 VIW 1点

同一{lil体未接合 小計14点

G2 75 VIW 1点

Ⅵ牌

~V層
蛾

岬

８

９

７

７
~~
２

２

Ｇ

Ｇ

１

１

１

．

十

１

斗

Ｉ

．

＋

ｌ

雪

、

二

面

こ

い

二

一

口

善

い

二

↓

阿

合

小

層

小

合

小

小

層

２

１

層

土

乱

層

面

土

土

層

胴

塒

層

層

牌

Ｖ

覆

攪

Ｖ

床

覆

覆

Ｖ

Ⅲ

Ｖ

Ⅵ

Ｖ

Ⅵ

占
い
占
釉
占
州
占
州
占
い
占
珊
占
岫
占
い
占
祁
占
恥
占
恥
占
い
占
い
占
い
占
舳
占
い
占
い
占
い
占
い
占
岫
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
古
Ⅲ
占
い
占
い
占
い
占
い
古
い
占
岫
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
点

Ｊ
ｊ
Ｊ
ｄ
ｊ
ｄ
Ｊ
ｄ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
』
ず
４
４
ず
げ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｆ
Ｊ
ｊ
ｆ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ

１

５

４

４

１

１

閑

５

５

“

２

３

１

２

２

８

２

㈹

１

３

哩

帥

５

５

２

２

妬

７

７

弼

弼

７

７

３

４

馳

岨

弱

１

６

川

|H2 79
図V 7 48柵本 I群b-2類土器

接合

|LP-97
同一佃体未接合

|D2-70
図V-7 49拓本 I群b-2類土器

接合

|H2-78
1両'一個体未接合

LH 43

LH 43

LH－43

G2－78

G2－79

G2－79

G2-79

H2-78

H2 78

未症記

IxIV 7 50抑本 I群b-2類土器

接合

V 78
V-79

1iil-｛|&|体未接合

|V-79
図V 7 51 拓本 I群b-2類土器

接合

|Y-76
1司一ｲIM体未接合

|Y 76
IxIV 7 52猟本 I群b-2類土器

接合

|LH-42
| LH 42

図V-8 53復元 I群b 2類土器

接合

LP 91

LP－91

未注記

同一個体未接合

|LP-9]
｜未注記

LP-9]

接合
LH 29

1群b-2類上器

接合

T-66
1米注記

｜司一個体未接合

T-65

T 66

T-69

T-7(）

T-70

未注記

I群b 2類土器

接合

|LH-34
|LP-89

同一個体未接合
|LH-34

｜陰

封
岫
封
Ⅲ
占
い
雪
Ⅲ

１

１

閉

吃

１

雪

口

０

ト

ー

今

言

脚

、

三

一

脚

、

刈

り

匙

１

川

岨

ｚ

Ｆ

Ｌ

Ｌ

覆

lxIV-7 40柿本

VI層 占
い
占
い
占
い
占
い
占
い

８

４

，

２

四

ｌ
Ｌ

ｌ

一

三

Ⅲ

小

噸
一
帽
雨
一
幅
一
岬

，2、量イー
1 I F11

小計

V府

Vルリ

小計

V層

合計

小計

V層

小計

V胴
上廷姜＋
’ I FTl

小計

覆土2層

覆土

合計

小計

覆土3層

覆土

占
州
一
階
恥
一
占
州
一
噛
弛
一
占
小
一
一
鳳
一
占
い
一
占

点
占
岫
占
旧
占
い
占
い
占
祁
占
い
占
州
占
い
占
恥
占
州
占
州
占
い
占
い
占
い
占
い
占
叫
占
い
占
岬
占
恥
占
州
占
必

２

Ⅱ

６

瓠

７

３

２

１

４

２

１

１

４

４

４

３

３

１

２

２

２

２

１

MV 7 41 拓本 合計

~小需1
睡
一
鐙

小計

覆土l層

覆土

｜接合

I群b 2類土器|叉IV 7 42拓本 ﾉ槌雪＋
1 IPI

小計

覆土|LP-89
1群b-2類土器

｜接合

図V 7 43拓本 謂
扇

|A2 73
|B2 70

IXIV-7 44拓本 I群b 2類土器

｜接合

V脾

~V＃＃
銅
一
桐

二
二
・
■
Ｊ

二

口
－

、

■
１
Ｊ

ノ

覆土3ル＃

未注記

占
竺
占

５

５LP-89 覆土
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V包含層の遺物

土器分類 脾位 集計土器分類 層位 集荷’ 掲載凶器号掲載図番号

雌
一
雌

Ｌ
Ｌ
坐
‐
一

一
一
臘

覆

１
１
尾

占
い
占
い
占
い
占
い
占
岫
占
州
占
い
占
い
占
い
占
い
占
朏
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
砧
占
い
占
州
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
出
占
師
占
小
占
軸
占
州
占
い
占
汕
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
恥
占
い
占
岫
占
汕
占
軸
占
小
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
岫
占
軸
占
い
占
い
占
い
占
岫
占
い
占
い
占
叫
占

ｊ
ｆ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｄ
け
ｆ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｄ
ｊ
ｆ
〃
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｄ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｆ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｄ
ｊ
ｄ
Ｊ
ｄ
ｊ
ｊ
ｆ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
４
ｄ
ｄ
Ｆ
Ｊ
釘
〃
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｄ
ｊ
ｊ
ｆ
Ｆ
Ｊ
Ｊ
．

”

師

１

１

拓

別

’

’

昭

弼

妬

弱

９

昭

２

４

７

兜

肥

鞭

２

的

帥

迦

弱

鴻

泌

的

６

⑲

”

”

理

凹

２

１

姐

皿

１

７

５

３

弱

６

３

１

晦

刷

７

１

２

２

１

１

訂

１

２

６

喝

４

１

皿

６

２

２

１

６

２

３

４
~ＨＨ

Ｌ

Ｌ

合討

小計

裡土

床而

VI層

小計

覆土l屑

覆土

ⅥI岡

合計

小計

覆土2屏

菰土

小計

床1m

覆土2用

覆土

合計

小計

床面

殺土

へ

ロ

〈

口

〈

口

〈

口

ハ

ロ

〈

ロ

罐
皿
皿
函
幟
唖
班
顕
錨
旺
畦
吋
唖
旺
皿
齢
皿
皿
極
群
砥
極
鐇
旺
耕
醗
四
時
唾
唾
唾
嬬
皿
旺
旺
畦
幟
醍
旺
畦
皿
蠕
恥
叶
螂
幟
幟
幟
脚
岬
睡
碓
暇
咽
恥
吋

訊

調

３

接

釧

訓

３

３

言

、

３

３

３

３

１

３

３

３

３

舘

犯

接

兜

犯

詑

銘

銘

記

接

謁

記

２

己

７

接

師

祁

柘

０

２

２

２

笈

２

２

２

２

撫

合

一

１固

１

個

１

１

麹

合

１

１

癖

合

１

個

１

個

佃

獺

合

１

世

鞠

合

鍵

合

額

合

群

群

群

１

１ 廿

接

同

同

ｂ

接

同

川

同

齢

接

け

接

１

１

獅

接

Ｉ

榊

接

同

Ｉ

Ｉ

蝿

接

Ｉ

復

復

復

復

拓

拓

拓

元

元

元

元

本

本

本

５

５

５

５

５

５

６

４

５

６

７

８

９

０

８

８

９

９

Ⅲ

皿

叩

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

図

図

叉

図

図

図

図

覆l:3IWi l *

IIIjW l ''#上』上’画

LP-95

B2-73
占

恥

占

州

占

い

Vj闇

ⅥI岡

ド不明

ｌ

ｌ

２

１

E2-72

E272

グリッ

未注記

IXIV 10 61 拓本 I群b-2類土器

接合
|D2-81

飼
一
桶

占
皿
占
い
一
占

別

６

’

５V層
占
州
占
い

１

蝿

|D282 VIW
|司一個体未接合 小計

D2-81 1Ⅱ屑
D281 ViW

D282 V層

グリ ､ソド不明

占
小
占
州
占
州
点

１

蛇

２

３

占
い
占
い

１

６

５

２
~~

姜

肋

言

口

合

小

図V 10 62拓本 I群b-2類t器

接合

25点

1 占
入 P l U,

25点
計

府

層

小

２

３

土

土

穫

覆

LP93

|LP-93
m-{li1体未接合

LH36 覆土2層

LP-93 覆土2層

LP93 覆土3胴

LP93 覆土

G2-78 V層

グリッド不明

未注記

|xIV 10 63拓本 I群b-2類k器 合言｜

接合 小計

LH-38 床而
D2-8' V層

lil－個体未接合 小i;|

LH38 床面

LH-38 覆土2層

D2-80 VIW

D281 Ⅲ階

D2-81 V層

1二U

ﾉ｣､司一
'占
一 J C I ､

10点床mi
占
軸
占
い
占
い
占
山
占
叶
占
い
占
い
占
い
占
師
占
い
占
咄
占
沁
占
い
占
い
占
い

Ｊ
Ｊ
母
ｆ
Ｊ
ｆ
Ｊ
ｊ
〃
ｊ
Ｊ
ｊ
ｄ
ｄ
ｆ

ｌ

５

３

１

３

茄

恥

１

賜

加

１

１

２

１

帥

合計

小計

覆土3層

↓

ｌ

ト

ー

＋

ｌ

云

屏

二

面

雪

脚

計

計

計

合

小

胴

小

厭

合

小

層

層

層

小

層

層

甸

逢

甸

乙

ハ

ム

ワ

ム

ワ

Ｊ

り

ム

ゥ

○

土

土

層

層

上

土

北

上

而

土

土

土

覆

讃

Ｖ

Ｖ

覆

覆

覆

覆

床

覆

覆

覆

占

些

占

Vﾙﾄ

▽暦

０

１

８

８
~２２

Ｅ

Ｅ

２

３

合計

小計

床而

覆土

合計

小計

床面

覆1=2ﾉ聯

覆土3膳

覆土

小計

床而

覆'二2屏

覆'二3隅

覆土

合計

小計

床面

V卿

小計

床lm

V層

占
恥
占
い
占
い
占
岫
占
砧
占
砧
占
い
占
い
占
叩
占
州
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
軸
占
い
占
い
占
小

３

３

２

１

弱

Ｍ

２

７

９

妬

創

３

３

３

皿

羽

皿

６

８

鋤

１

１

図V-10 64拓本 I群b-2類土器

接合
LH-43
LH43

IXIV-11 65復元 I群b-2類t器

｜接合

‘
詞

帰

噌

LH32

LH32

LH32

LH－32

1両'一個体末接合

LH－32

LH32

T11 ‘ミワ
些上上 ミノ白

LH－32

図V 11 66拓本 I群b-2類土器

接合

|LH28
|Y76

1両'一個体未接合

|LH-28
1E2-81

制

層

層

明

暦

小

層

層

層

牌

屑

呵

１

２

不

３

１

２

３

１

２

３

土

土

土

位

上

土

土

土

土

土

土

土

土

覆

覆

覆

層

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

覆

占
恥
一
凸

２
’
１
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掲救IXI番号 t器分類 層位 集訂 禍i俄図番号 土器分類 層位 集計

占
州
占
小
占
州
占
州
占
い
占
小
占
佃
占
恥
占
州
占
州
占
小
占
皿
占
小
占
小
占
恥
占
恥
占
州
占
小
占
州
占
小
占
仙
占
小
占
い
占
小
占
恥
占
州
占
州
占
州
占
恥
占
小
占
小
占
小
占
州
占
州
占
州
占
恥
占
州
占
柚
占
小
占
恥
占
い
占
州
占
小
占
州
占
州
占
岬
占
柚
占
恥
占
い
占
州
占
岬
占
い
占
小
占
仙
古
小
占
い
占
い

ｌ
１
２
３
Ｍ
ｕ
２
２
９
１
１
１
２
２
２
５
４
４
１
１
妬
ｕ
１
１
２
１
２
１
１
２
Ｍ
４
２
１
３
４
塑
叩
脚
Ⅲ
１
Ⅲ
Ｍ
Ｍ
４
９
１
加
妬
５
訓
妬
創
犯
７
２
羽

１

計

計

計

計

計

一

一

~

一

肌

計

計

計

計

計

計

計

計

計

合

小

小

合

小

胴

小

層

合

小

届

層

照

小

届

層

合

小

小

照

合

小

礪

媚

碕

蠕

小

２

２

１

１

２

１

１

２

層

脚

層

層

脚

層

隔

層

瞬

層

土

土

上

士

土

層

岬

ｔ

土

上

層

畷

層

層

層

牌

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ⅲ

Ｖ

覆

覆

露

誕

露

錘

鍵

建

澤

噸

帽

帽

覆

覆

覆

Ｖ

Ｖ

種

覆

覆

Ｖ

Ⅵ

Ｖ

Ⅵ

Ｖ

Ｖ

G2－77

ロワ7'7
人▲＝I~d

X－76

Y－76

未注記

図V-11 68拓本 I群b2類土器

接合

|Y-76
I間'一個体未接合

E2-81

G2-72

H2-77

V層

V層

|Z-73

1Z74
同一個体未接合

占
竺
占
些
占

２

１

７
１

~~~~二

ｌ

小

占
竺
占
小

３

３

４

４
~~
Ｈ

Ｈ

Ｌ

Ｌ

床面 5

種土1 1W 3

計

計

計

計

計

計

計

計

計

計

計

計

計

計

計

計

計

計

計

計

計

刷

計

計

計

計

計

計

計

合

小

合

小

合

小

合

小

合

小

凧

小

層

合

小

層

合

小

厨

合

小

層

合

小

照

合

小

合

小

小

合

小

小

照

合

小

明

３

３

１

２

２

３

２

不

土

上

土

層

土

土

土

二

土

土

土

土

上

土

岬

層

土

位

捜

覆

覆

Ｖ

種

覆

覆

種

覆

覆

覆

覆

覆

覆

Ｖ

Ｖ

種

照

占
師
占
Ⅲ
占
い
占
い
占
叫
占
州
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
岫
占
岫
占
い
占
い
占
恥
占
い
占
叫
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
恥
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
古
い
占
帖
占
小
占
岫
占
い
占
い
占
い
占
い
占
恥
占
抽
占
岫
占
い
占
い
占
い
占
い

ｊ
ｊ
Ｊ
ｆ
〃
Ｊ
Ｆ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
げ
げ
ｄ
ｄ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
げ
げ
ｆ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
〃
ｄ
ｄ
ｊ
Ｊ
ｄ
Ｊ
ｊ
４
母
〃
ｄ
ｄ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ

９

１

１

１

１

１

１

２

２

２

２

２

２

劉

岨

哩

理

皿

１

１

１

１

１

１

１

１

１

船

出

略

１

１

１

９

４

４

５

５

９

７

７

２

１

１

１

１

１

|LH－43
IﾇIV 12 75拓本 I群b-2類土器

｜接合
LH-38

1xIV 12 76拓本 I群b-2類土器

｜接合
|LH-43

IxIV-12 77拓本 I群b-2類土器

｜接合
|C2-79

図V-12 78拓本 I群b2類土器

｜接合
LH3'

図V-12 79 Wi本 I群b2類土器

接合

|LH-33
1司一化1体未接合

|LH-33
図V 12 80拓本 I群b-2類土器

接合
LH-37

IXIV-12 81拓本 I群b2類土器

｜接合
|LP-97

図V-12 82抓本 I群b-2類土器

｜接合
|LP-97

図V-12 83復元 I群b-2類土器

｜接合
LP-9'

図V-12 84抓本 I群b2類土器

接合
|LH-29

図V-12 85拓本 I群b-2類土器

接合

|LP-82
同一-個体未接合

|LP-82
IB<IV-12 86 Wi本 I群b2類t器

接合

LH28
1画'一帖|体未接合

|LH-28
|LH-30

図V-12 87柵本 I群b-2類土器

｜接合
|LH-36

〈

、

〈

口

〈

口

〈

口

鋤

接

帥

蛇

接

蛇

躯

訓

訓

蛆

６

１

４

８

郁
郁
耕
錨
畦
峠
旺
盤
叩
岬
画
岬
岬
蹄
野
銅
榊
岬
岬
砂
州
砕
環
旺
幟
皿
畦
鑑
皿
、
皿
~
蝿
馴
蜘
峠
酬
函
幽
酎
岬
撚
、
唾
歴
歴

８

３

８

７

７

~~「川叫やＦ１もＩＩＩＩＩＩＩＩＩｌ

撫

合

化

ｌ

額

合

頚

合

間

’

１

獺

合

醗

合

痴

合

１

１

１

廿

接

同

廿

接

可

ｂ

接

同

け

按

一

産

剛

廿

接

繩

Ｉ

群

群

群

群

群

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

本

本

本

咋

本

本

拓

拓

抓

杯

拓

拓

９

０

１

２

３

４

６

７

７

７

７

７

１ １

１１

１１

１ １

，

／

』

、

／

］

１

１

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

又

ｘ

図

叉

ｘ

文

図V-12 88棚本 I群b-2類土器

接合

ム廷舌＋
【JいI

ロー『

ﾉj,訂

1 占
L J h h

1 点

LP-95
1群b-2類土器

接合

|LH36
同一化1体未接合

|LH36

占

小

占

心

占

小

占

岬

占

小

占

心

詔

恥

３

１

５

４

計
当
司

小

小

層
１

層

土

層

屏

Ｖ

覆

Ⅵ

Ｖ

覆tl層

合計

小計

l曹位不川l

小計

噌位不'1〃

占

坐

占

州

占

州

占

坐

占

州

占

ｌ
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
１

図V 12 89拓本
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V包含層の遺物

上器分類 府位 集計土器分類 麻位 集計 掲赦図番号掲載図番号

｜ ｜器
III群b類土器

V層 1点

合計 ’ 占工 J ⅡⅧ

占
些
占
竺
占
竺
占

図V-12 90拓本 I群b 2類土器 合計

｜接合 小計
|LH-36 覆土3屏

図V 12 91 拓木 I群b-2類t器 合言’

１

１

１
ｌ
１

IxIV 13 7 拓本
占
竺
占

接合 小計 ］
|Z-79 III屑 1

｜接合
LP-96

I群b-2類土器

占
竺
占
些
占

小計

覆土1層

合計

毛
Ｉ
上
一
屯
１
４

【

〈

口

調

調

接

別

師

調

狛

器
砥
班
吋
旺
班
畦
眠

土

’

’

個

類

合

＃１ ｂ

接

同

Ⅱ本拓８１ ３Ｖヌー 合言｜

小計

床mi

覆土1隅

小言｜

覆土

覆土1層

床面

覆土l届

占
袖
古
岫
占
い
占
い
占
い
占
咄
占
砧
占
岫
占
梱

ｊ
ｊ
ｆ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｄ
〃

ｍ

４

２

２

師

１

３

妬

Ⅳ

図V-12 92拓本
占
い
占
い
占
岫
占
い
占
恥
占
い
古
い
占
い
占
小
占
小
占
州
占
い
占
州
汽
小
占
恥
占
吋
占
小
占
小
占
小
占
小
占
小
占
岬
占
小
占
恥
占
州
占
州
占
小
占
小
占
州
占
恥
占
州
占
小
占
恥
占
州
占
小
占
小
占
州
占
小
占
州
占
小
占
小
占
小
占
小
占
小
占
州
占
州
占
州
占
心
占
州
占
小
占
州
占
恥

３

１

１

１

４

２

１

１

２

２

２

３

３

３

Ｍ

１

１

昭

２

２

２

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２

１

１

７

３

２

１

４

１

１

２

２

２

２

３

３

１

２

３

３

接合

LH 28

LH－28

W－79

1司一個体未接合

LH 28

LH－28

LH-28

1xIV-12 93拓本 I群b 2類土器

接合
|LH-265

lXIV-12 94 拓本 I群b 2類二'二器

｜接合
LP-91

txIV-12 95 抓本 I群b 2類土器

接合

|W-78
1171－個体未接合

V－78

V－78

V 79

W－77

W－78

W 79

X 74

X 80

Y－76

Z 71

図V－13 1 拓本 III群b類土器

接合
|LP 8'

図V-]3 2 拓本 ’Ⅱ群b類土器

接合

T 58
1未注記

IXIV-13 3 柿本 III群b類土器

接合

|LH 3()
|LH-30

1司一個体未接合

LP－93

W－77

X－72

IxIV-13 4 拓本 III群b類土器

｜接合
G2-72

図V 13 5 拓本Ⅲ群b類土器

接合

|E2-77
|E2-78

図V 13 6 拓本 IV群a類土器

接合

B2-78
D2-79

８９
７７
~~２２

ＤＢ 小計

床面

V層

V層

小計

床面

覆土2屑

V層

合計

小計

概土

合計

小計

殺土3層

合計

小計

V府

小計

Ⅲ厨

V層

V層

ⅡI届

V照

IⅡ層

V層

V層

V屑

V層

合計

小計

覆土l層

合計

小計

V層

銅
一
局

占
い
占
恥

ｆ
母

脂

２

図V-13 9 抓本Ⅲ群b類上器

｜接合
占
叶
占
砧
占
い
占
小
占
い
占
山
点

ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｄ
ｄ
４

２

昭

１

Ⅱ

１

９

８

床而

小計

濯土

床面

捜土l層

合計

小計

LH 39

同一個体未接合

LH 37

LH 39

LH－39

図V-13 10抓本 III群b類土器

｜接合

醒
幅

占
州
点

１
ユ

バ

ｂ

恥
一
Ｗ

Z-79 V層 1点

同一個体未接合 小計 1点

T-70 Vjg 1点
図V-14 1 復元 IV群a類土器 合計 160点

接合 小計20点

LH 43 層ｲWI 20点
｜司一個体未接合 小計140点

|LH-43 膳不明 140点
図V-14 2 復元 IV群a類土器 合計30点

接合 小計17点

LI I-30 強土l層 1点

LH-30 覆土 1点

Y-79 V層 1点

Z-77 VE l1点

Z-79 VjW 2点

グリッド不明 V屑 1点

同一個体末接合 小計 13点

LH-30 覆土2層 2点

LH-32 覆土2)W l点

A2-69 V屑 I点

Z-70 VII1i,1 1点

Z-73 VIW 2点

Z 74 VIg 2点

Z 77 V層 3点

グリ ､ソド不明 V層 1点

図V-14 3 抓本 IV群a類土器 合計 1点

接合 小計 1点
LH 28 覆土l層 1点

図V-14 4拓本 IV群a類土器 合計1点

｜接合 小計 1点
|LH-43 覆土3層 1点

図V-14 5 蜥本 IV群a類土器 合計500点

接合 小計 2点

|LH 40 層位不明 2点
’11-個体未接合 小計498点

LH-40 屑位不明 498点
図V 14 6 拓本 IV群a類'二器 合計26点

接合 小計 5点

X 69 Vjg 5点
同一個体未接合 小計21点

合計

小計

覆土2層

覆土

小計

覆土2屑

V層

V層

合計

小計

V牌

合計

小計

V層

V届
ノ、菫 卜
I IHI

小計

占
坐
占

VIW

V胴

1

１
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禍械似l番号 I:器分類

~｢5Z=gr
「T-62

畷位 集計

V層 1点

V層 1点

V暦 1点

V岬 1点

VjW 13点

4点

合計 123点

掲城図番号 土器分類 麻位 集計

|LII-28
図V-15 2 拓本 IV#b類土器

｜接合
LH 28

図V-15 3 拓本 IV群b類土器

｜接合
|LH-28

V照

合計

小計

V層

合計

小荷 l

VjW

小計

覆土1屑

V層

V岬

V卿

1IIjg

V牌

111jW

合言｜

小計

穫土

合計

小計

覆土3府

V層

層位不明

V屑

小計

Vj闇

合計

小計

占
州
一
占
岬
一
占
抽
一
占
州

占
小
一
占
州
一
占
小
一
占
州
一
古
州
一
占
州
一
占
州

占
州
一
占
恥
一
占
小
一
占
州

古
州
一
占
州

卜
向
小
一
占
岬

占
小
一
占
州

占
州
一
』
ロ
州
一
占
州

占
岬
一
占
い
一
占
州

占

房
ｊ

ｎ
Ｄ

９U-70

W 68

X－69

未注記

7 抓本 IV群a期土器

Ｍ
ｌ
３

３
ｌ
ｕ

|則V l4

同一佃体未接合

LH－28

LH 28

LP－84

接合 小計

覆土3層

ﾙi不Iﾘl

小甫｜

床Ⅲ

殺土1層

捜 |弓

層flﾘI

|‐

古
里
古
些
占

１
－
１|LH 43 覆土

|LH-43 ル河、
｜同'一個体未接合

LH-43 床Ml

LH-43 殺土

LH－43 稜

LH-43 層/f

未注記

Ⅳ群a朔土器

接合

|LH-4' 覆土
同一個体未接合

LH 41 溌土
IV群a類土器

接合

|W-70 V)W
| 11一個体未接合

T-72 Vjg

U-74 VIW

V 65 V層

V-67 VIZ

W 67 VIW

W-7() V層

W 70 Ⅵ麻

X-69 VIg

グリッド不Iﾘl

米注記

IV群a類土器

｜接合

牌

２
ｌ
１

１
ｌ
１
ｌ
２
ｌ
１

11q占
ユユ平 d L h ,

，占
昌 J I B ,

3点

1 山.
ユ " h U b

15点

98点
14 1 －

14 ‘【j,（

4点

4 ，｣:1．
~凸 f h ｳ､

10点

10点

67点

〃占
凸士 j B h ，

4点

63点

1点

1 占
止 ‘』 ， ､

T－73

V－66

W 77

Z 80

図V-15 4 抓本 IV群b類 l:器

接合
|LH 31

mV 15 5 11i本 IV群b類土器

接合

LH－28

LH－28

LH－28

X－79

1両'一個体未接合

|LH 28
IXIV 15 6 復元 IV群b類土器

接合

､

図V-14 8 抓本 耐
一
掃
一
幅
一
侭
そ
囑
一
詞
一
伺

８

７
ｌ
１

２
ｌ
２
ｌ
２
ｌ
１

１
ｌ
８
’
７

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｕ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

|xIV 14 9 抓本

三
二
脚
、
－
Ｊ
ノ

暇
一
嚥
一
轤
一
叫
一
嚥
一
坤
轤
二
噸
一
暇
一
唯
暇
一
鋤
轤
一
噸
岬
一
轆
轤
一
坤
暇

暇

峨

嶬

嶬

轤

疎

嶬

轤

郡

坤

坤

V層

~ViW
占
い

占

８２

６

壬
７

１

－

Ｌ

Ｖ

３
’
２

V層

小計

V照

合計

小高｜

覆土

V層

1VIW

V層

VIW

V層

合計

小計

覆土

小計

捜土1層

覆土

合計

小計

穫土1層

覆土

小計

覆土I届

覆土

合滞｜

小計

V胴

V層

V屑

IⅡIW

VIW

Ⅲ層

V屑

占
小
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
恥
占
跳
占
い
占
い
古
山
占
い
占
州
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
塒
占
岫
占
い
占
い
古
山
占
い
占
い
占
恥
占
い
占
い
占
い
占
軸
占
州
点

Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｆ
Ｊ
４
ｊ
ｊ
Ｊ
〃
ｄ
Ｊ
ｊ
ｆ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
〃
ｄ
Ｊ
ｊ

２

１

１

泌

劉

９

皿

２

２

３

８

７

４

４

３

２

１

Ⅱ

８

１

７

３

２

１

別

別

６

５

１

３

５

５

５
１

|V-77
同一個体米接合

|V-77
lXIV-15 7 復元Ⅳ群b類土器

接介

LP 94

T－72

U－72

U 72

U－72

U 73

llXIV-15 8 拓本 IV群b類土器

接合

|LH 3'
1｢'1－ｲl,'il体未接合

|LH 31
|LH 3'

図V 15 9 拓本 IV群b類土器

接合

|LH-31
|LH 31

同一個体未接合

|LH-31
LH-31

1別V 15 10拓本Ⅳ群b類土器

接合

LH－28

LP 84

A2 78

V－78

V－78

W－79

W-79

IXIV－14 10拓本

計

計

計

計

剖

計

計

計

計

計

計

小

屏

合

小

小

合

小

層

合

小

合

小

合

１

１

~
~
胴

贈

胴

塒

層

層

牌

上

騨

土

榎

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ⅵ

Ｖ

Ｖ

覆

Ｖ

覆

「| LP-81
IxIV 14 11 抓本 IV群a類土器

接介

|H2-78
1司一佃体未接合

D2－71

F2 71

F2－80

G2 79

H2－74

H2－78

IxIV-14 12拓本 IV群a知土器

｜接合
|LH 43

図V 14 13拓本 IV群a類土器

接合
V-75

mV-14 14拓本 IV群a類土器

接合

|LP 82
1両'一個体未接合

LP 82
1未注記

図V 15 1 拓本 IV群b類土器

｜接合

小計37点

覆=t l7点

20点

み、言 1･ '7 占
口、1 1 '0 1 、

小計 7~点
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V包含層の遺物

11器分類 I勵位 集計l器分類 脚位 集計 掲載lxl番号掲城図番号

｜接合
|B281

図V-16 22棚本Ⅳ群c類上器

接合

|H2-74
1司一個体未接合

|H274
1未注記

|則V 16 23拓本 IV群c類土器

小計20点

IⅡ府 20点

合計169点

小計 6点

111ﾉ卿 6点

小計 163点

ⅡI層 84 ,I,Li

7q凸
~、写 d 4 h ,

合計65点

占
些
占
坐
古
些
占
些
占

X-78 Ⅲ層

X78 VﾉW

X79 V層

グリッド不明

未注記

１
２
ｌ
２
ｌ
２
三

占
岫
占
州
占
岫
占
い
占
い
占
い
占
い
占
岫
古
川
占
い
占
い
占
い
占
い
占
い
占
岫
占
砧
占
い
占
小
占
出
占
い
占
い
占
Ⅲ
占
い
占
い
占
い
占
い
占
掘
占
い
占
小
占
川
占
叫
占
い
占
い
占
い
占
い
占
小
占
い
占
い
占
川
占
い

ｊ
ｊ
ｊ
〃
母
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｄ
Ｊ
Ｊ
Ｆ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｄ
ｄ
イ
ヴ
Ｆ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｄ
ｊ
Ｊ
ｆ
』
ず
ｆ
ｊ
ｄ
ｄ
Ｊ
ｆ
Ｆ
〃

師

鋤

１

３

２

１

８

５

５

３

３

型

ｕ

昭

１

ｍ

９

１

如

謁

調

５

５

卵

偲

茄

４

３

７

４

３

Ｍ

皿

１

２

Ⅱ

Ⅳ

Ⅳ

魁

４

~
~
計

計

計

訓

計

計

計

計

計

計

計

計

計

計

計

計

霊
誼
Ｐ小

層

合

小

小

合

小

小

合

小

小

合

小

小

合

小

合

小

１

屑

上

隅

層

解

土

土

層

層

層

胴

層

岬

層

用

層

層

胴

卿

土

Ｖ

斑

Ｖ

Ｖ

Ｖ

覆

覆

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ⅲ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ⅲ

Ｖ

Ⅲ

Ｖ

Ⅳ

覆

|111一{IM体未接合

LH28

LH－34

LP－84

LP85

V67

図V 15 11 拓本 IV群b類上器

接合

|LH-3'
1両F個体未接合

|LH-31
IX1V-16 12復元Ⅳ群c類土器

接合

LH28
x-

liil-佃体未接合

LH28
|W-78

図V 16 13復元 IV群c類上器

接合

|V77
価'一個体未接合

|V-77
1xIV-16 14復元 IV群c類土器

接合

LH28

W－77

撹乱

｜司一個体未接合

|LH-28
1未i主記

IxIV-16 15抓本 IV群c類土器

接合

A280

A2-80

Z-80

図V-16 16復元 IV群c類土器

接合

|LP-83
1未注記

占

い

占

声

ｎ

Ｊ

戸

へ

蜑
阿
、l極ノミ

1天に1

G280 Ⅲ岬
占
抽
一
占
州
一
占
州
占
州
一
占
州
一
占
岬
占
州
一
占

M一個体未接合

G2-79
1G2-80

IXIV 16 24拓本 IV群c類土器

接合

|Z79
11il-{Iil体未接合

｜未注記

小計60

m届 1

111IW 59

合計 5

小計 4

V隔 4

小計 1

1

図V 16 17復元IV群c類土器 合計26点

占
い
占
岫
占
い
占
い
占
い
占
岫
占
い
占
い
占
い
占
い

３

３

３

２

２

２

２

２

２

鋤

計

計

計

計

計

計

計

合

小

合

小

合

小

合

層

層

層

Ⅲ

Ⅲ

Ｖ

図V 16 18拓本 IV群c類土器

｜接合
G279

I叉IV 16 19拓本 IV群c類土器

｜接合
|G279

図V-16 2() 拓本 IV群c類|甚器

｜接合
|Z79

図V 16 21 復元 IV群c類号k器
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|司一個体未接合 小計4点
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表V-9復元十器規模一覧

図版番号 遺構名 口径
C、
底径

C、 器高c、 時期 器形

図IV-3 １
’
２
加
一
廻
一
Ｅ
－
１
ｌ
１
９
ｌ
５
ｌ
３
ｌ
２
１
｜
哩
一
１
１
１
３
ｌ
８
ｌ
１
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
５
ｌ
６
ｌ
１
１
昭
一
”

８

８

８

８

８

９

０

０

１

２

２

２

２

４

６

８

９

２

３

１

３

９

１

１

１

４

２

２

２

２

２

２

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

４

４

８

８

８

９

９

９

９

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

３

３

８

５

６

９

０

１

１

０

８

ｐ

Ｏ

ｎ

９

１

１

０

３

刀

３

帥

１

０

８

９

０

１

５

ｎ

Ｏ

Ｏ

１
’
３
邪
哩
廻
廻
即
３
２
２
１
１
２
８
２
２
２
２
ｌ
２
９
２
Ｌ
３
２
２
１
４
０
６
３
ｌ
２
ｌ
８
３

ｕ

粥

６

別

１

３

３

３

１

１

２

１

１

３

３

３

１

１

２

１

３

３

１

２

３

⑲

４

１

２

１

２

１

く

Ｉ

~

Ｉ

ｉ

ｊ

ｊ

ｌ

ｊ

ｊ

蝿邸皿一沌恥肥刎岬一肥一Ｍ那朏邪幽師叩邪咽肥躯恥岬一Ｍ恥即恥岬幽一邪布哩皿恥叩ＭＩ

~

く

Ｉ

く

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

１

１

ｊ

２

０

２

帥

０

２

２

６

０

２

６

２

６

２

２

０

０

⑭

５

８

３

２

２

５

８

３

８

２

０

２

８

０

２

０

６

２

０

の

閃

５

６

３

３

帥

４

０

０

２

６

~~~~~~~~~~~~~

■

●

《

〃

玲

叩

）

■

■

■

■

■

●

●

甲

■

■

■

●

“

型
ｍ
５
ｏ
ｕ
羽
瀦
賜
別
調
廻
巧
晦
詔
詔
誕
鋤
帖
調
昭
５
肥
鴻
６
別
肥
昭
塑
ｕ
羽
別
別
賜
弘
吃
羽
皿
帖
６
茄
鴫
肥
岫
灯
ｍ
ｕ
２
肥
７

く

Ｉ

~

ｉ

く

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

く

く

ｉ

~

Ｉ

く

~

Ｉ

Ｉ

深鉢形土器

深鉢形土器・底部

浅鉢形土器

下部単孔土器， 口縁

深鉢形上器

深鉢形土器

深鉢形土器

深鉢形土器

深鉢形土器

深鉢形土器

深鉢形土器，異形底部

深鉢形土器

深鉢形土器

深鉢形土器

深鉢形土器

深鉢形土器

深鉢形土器

深鉢形土器・底部

深鉢形土器

深鉢形土器・底部

深鉢形土器

深鉢形土器

深鉢形土器

深鉢形土器・底部

深鉢形土器

深鉢形土器

深鉢形土器・底部

深鉢形土器

深鉢形土器

深鉢形土器

深鉢形土器

深鉢形土器

深鉢形土器

深鉢形土器

Ib-2

1b-2

1Vb

IVb

IVc

Ib-2

1b-2

1Va

Ib2

1b-2

1b2

1b-2

1Va

Ib2

1b-2

1b-2

Ib2

1 I/2

1b-2

1b-2

1Vc

Ib2

Ib2

1b2

1b2

1Vb

Ib-2

1b-2

Ib2

1b-2

1b2

1b-2

1b-2

1b-2

Ib-2

1b-2

1b-2

1b-2

1b-2

1Va

IVa

Ⅳb

IV

IVb

IVb

IVc

IVc

IVc

Ⅵ

図IV-4

７

９
~~
Ｖ

Ｖ

Ｉ

Ｉ

図

図

３

８

１

１
~ＶＶ

Ｉ

Ｉ

図

図

９

３

０

７

９

６

８

３

５

９

１

１

２

３

３

３

４

４

５

５

５

６

~

~

~

~

~

~

~

~

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図IV-65

LXIV 5

図V－6

８

３

３

５

７

８
~

Ｖ

Ｖ

図

図

54

55

1xIV-9 56

57

IXIV 10 65

66

67

図V 12 83

図V-14 1

2

図IV 15 6

7

図IV 16 12

13

14

16

17

21

深鉢形土器，異形底部

深鉢形土器

深鉢形土器・底部

深鉢形土器・底部

深鉢形土器・底部

深鉢形土器

深鉢形土器

深鉢形土器

深鉢形土器

下部単孔土器， 口縁

下部単孔土器

到
一
恥

ｊ

ｊ

５

２

４

０

８

０

９

４

略

過

４

皿

く

く

邪

源

砲

一

率

一

雨

深鉢形土器

浅鉢形土器

注口土器

片口土器
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V包含層の遺物

表V-10包含層掲載石器一覧

長さ×111岡×厚さ(cm) 重さ(9)石材分類 細分類層位|叉l番号 調査'又

卜

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

狩

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

一

石

石

石

石

石

石

石

布

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

石

曜
曜
曜
曜
曜
曜
曜
岩
朧
曜
曜
曜
曜
曜
曜
雌
曜
曜
曜
唯
唯
曜
曜
曜
曜
曜
硴
曜
岩
曜
曜
岩
ャ
岩
岩
曜
曜
曜
曜
曜
岩
岩
岩
曜
唯
暇
曜
曜
岩
岩
雌
器
曜
曜
曜
嘘
曜
曜
曜
曜

黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
頁
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
頁
黒
黒
片
チ
頁
頁
黒
黒
黒
黒
黒
珪
頁
頁
黒
黒
黒
黒
黒
片
頁
黒
頁
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒

北
仙
蚫
ね
蝿
蜘
短
蝿
鉋
弛
廻
鉋
鉋
狛
弛
弛
沁
７
７
７
７
７
７
１
１
１
２
１
１
１
３
３
１

２
２
３
３
３
３
４
１
１
１
２
２
２
２
２
５
５
５
６
５

~
~
~
~
~

短
一
拍

ａ

ａ

の
べ
Ｊ
へ
く
Ｊ

７

ｊ

４

５

８

ｊ

ｊ

８

ｊ

ｊ

２

７

１

３

５

ｊ

ｊ

３

７

６

０

０

６

７

６

９

０

６

２

０

９

１

３

５

７

１

８

７

０

７

７

６

９

１

４

２

４

５

２

１

２

７

８

０

３

６

９

８

２

５

・

屍

ｒ

ｊ

‐

。

。

。

（

脂

叩

）

〈

、

叩

〉

。

庁

ノ

●

’

０

（

）

。

●

。

。

。

‐

・

刈

斗

今

『

１

１

斗

●

。

。

。

。

。

●

●

●

。

。

。

。

●

●

。

●

□

。

●

。

●

。

。

●

。

ロ

。

。

。

。

・

。

。

“

。

の

。

●

■

ゆ

り

ロ

０

．

０

０

０

・

・

１

・

・

１

０

１

１

１

・

・

１

１

０

１

１

０

７

８

６

０

７

６

６

３

１

１

５

８

１

２

０

８

１

６

６

３

３

５

２

５

７

０

８

６

７

４

３

５

３

５

１

９

５

０

１

２

１

０

⑫

⑫

１

１

２

１

１

１

１

１

１

３

２

３

３

１

１

１

~
~

く

く

く

1．6×1．6×0．3

(2.5)×1．3×O~2

1．8×1．3×0．2

l.9×1_6×0．2

2．5×1.8×0.3

(4.7)×1.5×O~3

(3.6)×1．6×0.5

4．0×1.6×0.4

(3.2)×1．4×0．3

(3.1）×1．1×0.2

3．3×1.0×0.3

2‘5×0．9×0．2

3．9×1．2×0．2

3．2×1．3×0．3

3．3×1.2×0.3

(3.8)×1.8×0.4

(3.8)×1．6×0~4

3．4×1.2×0.5

3．9×1．3×0.3

2．3×1.4×0．4

3．2×1.5×0．3

3.1×1.7×0．4

2．7×1 ．4×0.2

5.1×2．1×2.9

5．8×2．2×0．9

6．5×2．0×0．9

5．8×2．9×0.9

4．3×2．4×1．2

4．7×1．8×0.9

3．8×2．9×1.0

4．2×1．3×0．9

7‘6×1．3×1．3

2．7×1．4×0．4

7．5×1.2×0.5

7．7×3．4×0.9

5．2×3．3×0.7

5．2×4．0×0．8

4．3×3．7×0.9

5．9×3．4×0．9

6．5×2．4×0．8

5．3×2．9×1.0

5．2×4．2×1.5

6．4×3.0×1.5

2．0×2．2×0．7

2．4×2．7×0．9

1.9×2.1×0.5

2．6×2．4×0.7

2．5×3．4×1.0

7．2×3．3×1．3

7．7×3．7×1．3

4．8×2．3×0．7

5．6×2．2×1．1

5.1×2.1×0.7

2．4×1．5×0.9

2．9×3．3×1．4

2．9×3．7×0．5

2．1×4．2×0.8

4．9×2．9×1.2

2．6×3．3×1.2

2．9×4．8×1．6

V 石鰄

V 石鰄

V 石鍛

V 石鍛

V 石雛

III 石嫉

V 石鐡

V 石雛

VI 石雛

VI 石嫉

V 石雛

V 石雛

VI 石雛

Ⅵ石雛

V 石嫉

V 石鰄

V 石嫉

V 石鰄

V 石嫉

V 石雛

V 石鍛

V 石嫉

V 石鰄

V 石棺・ナイフ

V 石槍・ナイフ

V 石棺・ナイフ

V 石槍・ナイフ

V 石錐

V 石錐

V 石錐

V 蒋錐

V 石錐

V つまみ付ナイフ

V つまみ付ナイフ

V つまみ付ナイフ

V つまみ付ナイフ

V つまみ付ナイフ

V つまみ付ナイフ

V つまみ付ナイフ

V つまみ付ナイフ

V スクレイパ－

V スクレイパ－

V スクレイパー

III ラウンドスクレ

1I1 ラウンドスクレ

1I1 ラウンドスクレ

1I1 ラウンドスクレ

V ラウンドスクレ

V スクレイパ一

V スクレイパ－

V スクレイパ一

V スクレイパ一

V スクレイパー

ⅡI 模形石器

V 模形石器

V Rフレイク

V Rフレイク

V Uフレイク

V 石核

V 石核

磁一秘醗確碑

レ

W-71-d 2

E2-73-a-7

F2-71-a-5

Y 78-c-5

A2-76 c 1

V 67-c-1

Y 78-c-2

E2-77 b 11

E2-72-3

D2-74-a-7

H2-78-b-7

D2 74-c-1

U-66-d 1

A2-72-b-10

F2 77 a 2

B2-72-b-4

Y 76-b-7

Y-76-b-4

G2-77-c 9

Y-72-c-9

U 66-c-7

Y 72 c 7

Y 72 c-8

H2-76 d 2

T-73-a-2

D2-79 d 5

G2-77-d-7

B2-71 b 3

F2 71-a-2

T-73-b-2

Z-73-d-5

Z-73-d 5

X-69-d 3

A2-70 b 4

G2-70 b-1

E2-72-d-3

X-71-d 4

C2 72-b-2

Z-73-b-7

X-71-b-4

E2 79-d-4

W-77-d-7

X 72 c-6

U 71-b-7

F2-80 a 3

T-57 d 1

G2-79-c-1

G2-79 d 2

W-72-a-5

E2-70-d-3

V-78-c 4

U-71-c 4

X-74-d-1

A2-74-b 6

G2-79 c 5

Z-70-c 9

X-73-b-5

D2-78-c-3

H2-77-a-5

Y-69-a-1

１

２

３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６

７
ｌ
８

９

、
｜
、
｜
岨
一
過

Ｍ
｜
賜
一
略
一
面

昭
一
四
一
別

刻
一
理
一
泌
一
型

路
一
調

”
｜
鵠

羽
一
鋤

別
一
記
一
羽
一
弘
一
妬

拓
一
訂

犯
一
鋤
一
㈹

虹
一
蛇

媚
一
“
｜
幅
一
妬
一
塀

岨
一
鞘

別
一
団
一
馳
一
弱

別
一
弱
一
琉
一
訂
一
詔

弱

帥

ィパー

レィパー

レィパー

レィパー

レィパー
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灰l番号 調査区 層位 分類 細分類 石材 良さ×lll扇×厚さ(cm) 重さ(9)

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

６

６

６

６

６

６

６

６

６

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

９

９

９

A2-81c-3

U-71-b-8

V-73-b-9

E2-76-a-2

Y-75a2

H2 73-b-3

Y73-c-4

Y-67-d1

U73-b-5

D2-70-d-5

A2-71b-5

X-70-b-1

V72-c-5

G2 80-a-10

G2 80-a-ll

G2-83-a2

G2-83a-3

V77-a-1

F2-76-b-2

X-67-a-l

E2-70d-7

T-70-d3

Z71-d-2

H2-74b8

D2 78b-3

V-66-a-2

U75-a-1

W-72-1/1

A2-77d3

D2-77-a-5

X69-c-3

Z-77-d-8

石斧

石斧

石斧

石斧

石斧

石斧

石斧

石斧

石斧

すり切り残片

たたき石

たたき石

たたき石

たたき石

たたき石

たたき石

たたき石

たたき石

たたき石

たたき石

すり石

すり石

すり石

すり石

すり石

すり石

砥石

砥石

砥石

Ｖ
ｌ
Ｖ
ｌ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
ｌ
Ⅵ
ｌ
Ｖ
ｌ
Ｖ
ｌ
Ｖ
ｌ
Ｖ
Ｖ
ｌ
Ｖ
Ｖ
ｌ
Ⅳ
｜
Ⅳ
｜
Ⅲ
Ⅲ
｜
Ｖ
Ⅲ
｜
Ⅲ
Ⅵ
ｌ
Ｖ
ｌ
Ｖ
ｌ
Ｖ
Ｖ
ｌ
Ｖ
ｌ
Ｖ
ｌ
Ｖ
ｌ
Ｖ
ｌ
Ｖ
Ｖ
ｌ
Ｖ

山

荷

山

石

山

石

紋
紋
岩
岩
板
岩
岩
岩

蛇
蛇
泥
泥
粘
泥
泥
泥

１
ｌ
１
ｌ
２
２
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
８
ｌ
月

15．3×5．4×2．0

11.8×5.2×1.7

8．5×3．6×1 ．4

9．7×4．2×1．4

8．2×3．3×1.1

8．3×3.1×1.4

（17.7)×5．8×3．4

17.5×4．5×1.9

12．4×6.2×2．5

7．8×1.8×1.4

16．1×7．4×3．6

10.0×6.0×4.6

6．7×5．5×5．2

8．6×6．6×7．1

9．4×5．7×5．8

7．9×6．7×4．8

7．4×7．5×4．2

11.1×5.7×2.9

15.1×5.7×2．5

15．4×6．8×3.0

10．4×15．5×5.0

7－3×17．7×46

8．2×11.1×5.8

6．4×11.6×3．1

4．5×11.9×2.1

11.4×10.5×5.2

(10．3×12. ()×1.3)

7．5×7.1×2.3

(6.3×8．6×1.7)

9．1×8．7×2．1

15.9×10.4×3．1

18．7×11．7×6.3

５

１

３

７

６

１

１

９

０

９

０

０

０

０

０

２

０

０

０

０

０

０

■

●

Ｐ

叩

■

ｅ

Ｆ

ｎ

‐

〕

■

■

●

■

。

■

●

■

■

。

■

■

■

■

■

３

１

９

９

５

５

・

８

４

０

７

４

８

６

３

０

８

７

４

５

４

７

９

１

５

７

５

５

７

２

６

２

８

８

６

４

９

７

４

０

５

０

２

８

２

つ

Ｊ

１

２

６

３

２

５

３

４

２

２

３

４

９

６

６
く

泥岩

蛇紋岩

安ILI岩

片岩

砂岩

安| l l岩

砂岩

カンラン岩

チャート

砂石

砂石

砂石

泥岩

砂石

砂石

安I｣｣岩

カンラン器

安山岩

凝灰消

砂石

砂石

砂石

安l｣｣岩

砂岩

Ｚ
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
３
４
ｌ
４
ｌ
４
ｌ
１
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
２
ｌ
２
ｌ
２
２
ｌ
２
ｌ
ワ

０

０

４

３

８

３

６

３

７

０

ｊ

０

ｊ

・

・

７

・

３

９

５

・

６

・

４

３

５

１

７

１

９

４

１

９

１

~

く

蹄
一
妬

０

０

３

８

９

４

１

６

台石 1 ,818.0
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Ⅵ自然科学分析

1．キウス遺跡：放射性炭素年代測定結果報告書

（株)地球科学研究所

放射性炭素年代測定の依頼を受けました試料について、別表の結果を得ましたのでご報告申し上げます。

報告内容の説明

14C年代測定値

試料の14C/12C比から、単純に現在(1950年AD)から何年前(BP)かを計算した年代。

半減期として5568年を用いた。

14Cage (yBP)

補正14C年代値

試料の炭素安定同位体比(13C/12C)を測定して試料の炭素の同位体分別を知り14C/12Cの測定

値に補正値を加えた上で、算出した年代。

補正14Cage

(vBP)

試料の測定14C/12C比を補正するための13C/12C比。

この安定同位体比は、下式のように標準物質(PDB)の同位体比からの千分偏差(%0)で表現する

613C(%0)= (13C/12C) 【試料】 (13C/12C) 【標準】 ×1000
(13C/12C) 【標準】

ここで、 13C/12C【標準】=0.0112372である。

d~ 13C(permil)

る補正により、暦年代を算出する。具

補正曲線を作成し、暦年代を算出す

過去の宇宙線強度の変動による大気' | '14C濃度の変動に対#

体的には年代既知の樹木年輪の14Cの詳細な測定値により、

る。 (Stuiveretal､1993,;TalmaandVogel,1993)ただし、

料には適用できない。

暦年代

二の補正は約10,0()0vBPより古い試

測定方法などに関するデータ

測定方法AMS:加速器質量分析

Radiomotrio:液体シンチレーションカウンタによるβ一線計数法

･その他：試料の前処理、調製などの情報処理・調製

aoid alkali-aoid:酸アルカリー酸洗浄

aoidwashes:酸洗浄

aoidetoh:酸によるエ,ｿチング

前処理

他調製、 その

Bulk-LowCarbonMaterial :低濃度有機物処理

BoneCollagenExtraotion:骨、歯などのコラーケン抽出

CelluloseExtraotion:木材のセルローズ抽出

ExtendedCounting:Radiometrioのよる測定の|礫、測定時間を延長する

graphite:AMS測定の際、最終的に試料を石墨に調製する
benzene:Radiometrioによる測定の|際、最終的に試料をベンゼンに調製する

:BETAANALYTICINC.

4985SW74Court,Mlami,F1.33155,U.S.A.

分析機関
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M:mi,)W,,豊.暦年代
J13Cｅ

、

ｊ

ｇ

Ｐ

ａ

Ｂ

Ｃ

Ｖ

４

１

１

MII定恭号 試料名 試料櫛

Beta-112925 K17-1 chal-redmateria]

採取過構名 土牌

6900±90 26.8 687()±90 交点 BC5700

2SIGMA BC5935TO5910 BC5880TO5580

95%probability
LH－28 |未面

’
1SIGMA BC8775TO562(）

68%probability

整理悉号7116 測定方法 AMS 処理･調製･その他 ｌｋＪＫＥ
“
１
４

ｊ
ｆ
１
Ｋ
１

ｅ

ａ

‐

ｔ

ｌ

ｈ

ｄ

ｐ

・

’

ａ

Ｏ

ｒ

ａ

９

Beta-ll2926 K17-2 charredmaterial

採取通椎名 土曜

)()5()±50 -25.4 3040±50 交点 BC1285

2SIGMA BC1410T0113095%

pl-obability
1ローウQ
些上4 合浬 床|、

1SIGMA BC1385TO121568%

p1･0bability

雅理番号7117 iIll定方法 AMS 処理･調製･その他
ｄｂ
ｌ
ｌｊＫＥｌａｋ１

Ⅱ

ｅ

Ｅ

ｔ
ｈ

ｄ

ｐ

・

Ｉ

ａ

Ｏ

ｒ

ａ

９

Beta 112927 Kl7-3 charrednlaterial

採取遺構名 ｜層

6950±6(） -27.5 6910土60 交点 BC5725

2SIGMA BC5860TO5625

95%pr()bability
LH 32 床mi

lSIGMA BC5785TO5685

68%pl･obability

整理恭号7118 測定方法 AMS 処理･調製･その他 １
ｄ
Ｏａ

ｌ
ａ

ｋｌ

ｅ

Ｅ

ｔ

｜

Ｍ

ｄ

ｐ

・

’

ａ

Ｏ

ｒ

ａ

９

Beta 112928 K17－4 chal-1-edmaterial

採取辿構名 土屑

4190±50 -27_4 4150±5() 交点 BC2860.2815,2680

2SIGMA BC2885TO2575

95%pl･obability●」一T・

体IⅢ
再
Ｄ
ｎ
ｄ

ｌｌＬ

lSIGMA BC2875TO2790 BC2780TO2605

68%pl-obability

整理番号7119 illll定ﾙ・法 AMS 処理･調製･その他
ｄ“
１
ＬＯａ

Ｇ
１
Ｌａｋｌ

ｅ

ａ

ｔ

－

Ｍ

ｄ

ｐ

令

１

ａ

Ｏ

ｒ

ａ

９

Beta-ll2929 K175 charredmaterial

採取道榊名 IJW

6930i50 -26. 1 6910=t50 交点 BC5725

2SIGMA BC5845TO5650

95%pr()bability
IklniLH－38

lSIGMA BC5775TO5690

68%pr()bability

幣理番号7120 illll定方法 AMS~ 処珊調製･その他 ｌｋＯａｌａｋｌ

ｅ

ａ

．

，

Ⅲ

’

０

ｈ

Ｍ

叩

０

ｒ

ａ

毎

邑

Beta-ll2930 Kl7－6 charredmatel-ial

"11X遺枇名 土用

15()0±50 25.9 4490士50 交点 BC3285.3245.3]05

2SIGMA BC3350TO3015 BC2985TO2935

95%p1･0bability
~

LH－42 床而

ISIGMA BC3335TO3070

68%pr()bability

整珊番号7121 illll定方法 AMS 処理･調製･その他 、
ｄ
Ｏａ

ｌ
ａ
１
Ｋ‐

ｅ

ａ

，

吐

一

ｈ

ｄ

ｐ

、

１

ａ

Ｏ

ｒ

ａ
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2．キウス7遺跡出土の黒曜石製遺物の原材産地分析

章科哲男（京都大学原子炉実験所）

はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易

および文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光X線分析法によりサヌカイトおよび黒曜石遺物の石

材産地推定を行なっている1,2,3)。

黒曜石、サヌカイトなどの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられないが、不純物として含

有される微量成分組成には異同があると考えられるため、微量成分を中心に元素分析を行ない、 これ

を産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物について求め、あらかじめ、各原産

地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均値、分散などと遺物のそれ

を対比して産地を推定する。 この際多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属される確率を求めて産

地を同定する。蛍光X線分析法は試料を破壊せずに分析することができて、かつ、試料調整が単純、

測定の操作も簡単である。石器のような古代人の日用品で多数の試料を分析しなければ遺跡の正しい

性格が分からないという場合にはことさら有利な分析法である。今回分析を行なった試料は、千歳市

キウス7遺跡出土の石嫉5個、石錐1個、つまみ付きナイフ2個、スクレイパー3個、Rフレイク2

個、石核2個、細石刃が15個の合計30個の黒曜石製遺物の産地分析および水和層厚さの結果が得られ

たので報告する。

黒曜石原石の分析

黒曜石原石の風化面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギー分散型蛍光X分析

装置によって元素分析を行なう。主に分析した元素はK、Ca、Ti、Mn、Fe、Rb、Sr、Y、Zr、Nbの

各元素である｡塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取り、それでもっ

て産地を特定する指標とした。黒曜石は、Ca/K、Ti/K、Mn/Zr、Fe/Zr、Rb/Zr、Sr/Zr､Y/Zr、Nb/

Zrの比量をそれぞれ用いる。黒曜石の原産地は北海道、東北、北陸東関東、中信高原、伊豆箱根、

伊豆七島の神津島、山陰、九州の各地に黒曜石の原産地は分布する。調査を終えた原産地を図Ⅵ－2

1に示す。黒曜石原産地のほとんどすべてがつくされている。元素組成によってこれら原石を分類

し表Ⅵ－2－1に示す｡この原石群に原石産地は不明の遺物で作った遺物群を加えると123個の原石群

になる。

ここでは北海道地域および一部の東北地域の産地について記述すると、白滝地域の原産地は、北海

道紋別郡白滝村に位置し、鹿砦北方2kmの採石場の赤石山の露頭、鹿砦東方約2kmの幌加沢地点、

また白土沢、八号沢などより転礫として黒曜石が採取できる。赤石山の大産地の黒曜石は色に関係無

く赤石山群（|日白滝第1群）にまとまる。 また、あじさいの滝の露頭からは赤石山と肉眼観察では区

別できない原石が採取でき、あじさい群を作った(旧白滝第2群)、 また、八号沢の黒曜石原石と白土

沢の転礫は梨肌の黒曜石で組成はあじさい滝群に似るが石肌で区別できる。 '幌加沢よりの転礫の中で

70％は幌加沢群になりあじさい滝群と元素組成から両群を区別できず、残りの30％は赤石山群に一致

する。置戸産原石は、北海道常呂郡置戸町の清水の沢林道より採取され、 この原石の元素組成は置戸

群にまとまる。 この原産地は、常呂川に通じる流域にあり、 この常呂川流域で黒曜石の円礫が採取さ

れるが現在まだ調査していない。十勝三股産原石は、北海道河東郡上士幌町の十勝三股の十三ノ沢の

谷筋および沢の中より原石が採取され、 この原石の元素組成は十勝三股群にまとまる。 この十勝三股

産原石は十三の沢から音更川さらに十勝川に流れた可能性があり、十勝川から採取される黒曜石円礫 235



の組成は、十勝三股産の原石の組成と相互に近似している。 また、上士幌町のサンケオルベ川より採

取される黒曜石円礫の組成も十勝三股産原石の組成と相互に近似している。 これら組成の近似した原

石の原産地は区別できず、遺物石材の産地分析でたとえ、 この遺物の原石産地が十勝三股群に同定さ

れたとしても、 これら十勝三股、音更川、十勝川、サンケオルベ川の複数の地点を考えなければなら

ない。しかし、この複数の産地をまとめて、十勝地域としても、古代の地域間の交流を考察する場合、

問題はないと考えられる。また、清水町、新得町、鹿追町にかけて広がる美蔓台地から産出する黒曜

石から2個の美蔓原石群が作られた。 この原石は産地近傍の遺跡で使用されている。名寄市の智南地

域、智恵文川および忠烈布貯水池から上名寄にかけて黒曜石の円礫が採集される。 これらを組成で分

類すると88％は名寄第一群に、 また12％は名寄第二群にそれぞれなる。旭川市の近文台、嵐山遺跡付

近および雨文台北部などから採集される黒曜石の円礫は、20％が近文台第一群､69％が近文台第二群、

'1％が近文台第三群それぞれ分類された。 また、滝川市江別乙で採集される親指大の黒曜石の礫は、

組成で分類すると約79％が滝川群にまとまり、 21％が近文台第二、三群に組成が一致する。滝川群に

一致する組成の原石は、北竜市恵袋別川培本社からも採取される。秩父別町の雨竜川に開析された平

野を見下す丘陵中腹の緩斜面から小円礫の黒曜石原石が採取される。産出状況とか礫状は滝川産黒曜

石と同じで、秩父別第一群は滝川第一群に組成が一致し、第二群も滝川第二群に一致しさらに近文台

第二群にも一致する。赤井川産原石は、北海道余市郡赤井川村の土木沢上流域およびこの付近の山腹

より採取できる。 ここの原石には、少球果の列が何層にも重なり石器の原材として良質とはいえない

原石で赤井川第1群を、 また、球果の非常に少ない握り拳半分大の良質な原石などで赤井川第2群を

作った。 これら第1、 2群の元素組成は非常に似ていて、遺物を分析したときしばしば、赤井川両群

に同定される。豊泉産原石は豊浦町から産出し、組成によって豊泉第1、 2群の2群に区別され、豊

泉第2群の原石は斑晶が少なく良質な黒曜石である。豊泉産原石の使用圏は道南地方に広がり、一部

は青森県に伝播している。出来島群は青森県西津軽郡木造町七里長浜の海岸部より採取された円礫の

原石で作られた群で、 この出来島群と相互に似た組成の原石は、岩木山の西側を流れ鰺ケ沢地区に流

入する中村川の上流で1点採取され、 また、青森市の鶴ケ坂および西津軽郡森田村鶴ばみ地区より採

取されている。青森県西津軽郡深浦町の海岸とか同町の六角沢およびこの沢筋に位置する露頭より採

取された原石で六角沢群をまた、八森山産出の原石で八森山群をそれぞれ作った。深浦の両群と相互

に似た群は青森市戸門地区より産出する黒曜石で作られた戸門第二群である。戸門第一群、成田群、

浪岡町県民の森地区より産出の浪岡群は赤井川産原石の第’、 2群と弁別は可能であるが原石の組成

は比較的似ている。戸門、浪岡産黒曜石の産出量は非常に少なく、希に石鍼が作れる程度がみられる

程度であるが、麿森山麓の成田地区産出の黒曜石の中には5cm大のものもみられる。また、考古学

者の話題になる下湯川産黒曜石についても原石群を作った。

結果と考察

遺跡から出土した石器、石片は風化しているが、黒曜石製のものは風化に対して安定で、表面に薄

い水和層が形成されているにすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であ

ると考えられる。産地分析で水和層の影響は、軽い元素の分析ほど大きいと考えられるが、影響はほ

とんど見られない。Ca/K、Ti/Kの両軽元素比量を除いて産地分析を行なった場合、 また除かずに産

地分析を行った場合同定される原産地に差はない。他の元素比量についても風化の影響を完全に否定

することができないので、得られた確率の数値にはや＞不確実さを伴うが、遺物の石材産地の判定を

誤るようなことはない。236
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今回分析したキウス7遺跡出土の黒曜石製石器の分析結果を表Ⅵ－2－2に示した。石器の分析結

果から石材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明を簡単にす

るためRb/Zrの一変量だけを考えると､表2の試料番号52708番の遺物ではRb/Zrの値は1.329で､赤石

山群の［平均値]±［標準偏差値］は、 1.340=t0.059である。遺物と原石群の差を標準偏差値（ぴ）を

基準にして考えると遺物は原石群から0.2ぴ離れている。 ところで白滝原産地から100ヶの原石を採っ

てきて分析すると、平均値から士0.2ぴのずれより大きいものが84個ある。すなわち、 この遺物が、赤

石山の原石から作られていたと仮定しても、0.2ぴ以上離れる確率は84％であると言える。だから、赤

石山群の平均値から0.2ぴしか離れていないときには、この遺物が赤石山群の原石から作られたもので

ないとは、到底言い切れない。 ところがこの遺物を置戸群に比較すると、置戸群の平均値からの隔た

りは、約15ぴである。これを確率の言葉で表現すると、置戸群の原石を採ってきて分析したとき、平均

値から15ヶ以上離れている確率は、千兆分の一であると言える。このように、千兆個に一個しかないよ

うな原石をたまたま採取して、 この遺物が作られたとは考えられないから、 この遺物は、置戸群の原

石から作られたものではないと断定できる。これらのことを簡単にまとめて言うと、「この遺物は赤石

山群に84％、置戸群に十兆分の一％の確率でそれぞれ帰属される｣。各遺跡の遺物について、この判断

を表Ⅵ－2－1のすべての原石群について行ない、低い確率で帰属された原石群を消していくと残る

のは、赤石山群だけとなり、白滝産地の石材が使用されていると判定される。実際はRb/Zrといった唯

1ヶの変量だけでなく、前述した8ヶの変量で取り扱うので変量間の相関を考慮しなければならなら

い。例えばA原産地のA群で、Ca元素とRb元素との間に相関があり、Caの量を計ればRbの量は分析

しなくても分かるようなときは、A群の石材で作られた遺物であれば、A群と比較したとき、Ca量が

一致すれば当然Rb量も一致するはずである。したがって、 もしRb量だけが少しずれている場合には、

この試料はA群に属していないと言わなければならない。 このことを数量的に導き出せるようにした

のが相関を考慮した多変量統計の手法であるマハラノピスの距離を求めて行なうホテリングのT2検

定である。 これによって、それぞれの群に帰属する確率を求めて産地を同定する4,5)。産地の同定結果

は1個の遺物に対して、黒曜石製では122個の推定確率結果が得られている。今回産地分析を行った遺

物の産地推定結果については低い確率で帰属された原産地の推定確率は紙面の都合上記入を省略して

いるが、 これら産地の可能性が非常に低いことを確認したという非常に重要な意味を含んでいる、す

なわち、白滝の赤石山産原石と判定された遺物について、信州和田峠産の原石の可能性を考える必要

がない結果で、高い確率で同定された産地のみの結果を表3に記入した。原石群を作った原石試料は

直径3cm以上であるが、多数の試料を処理するために、小さな遺物試料の分析に多くの時間をかけら

れない事情があり、短時間で測定を打ち切る。 このため、得られた遺物の測定値には、大きな誤差範

囲が含まれ、 ときには原石群の元素組成のバラツキの範囲を越て大きくなる。したがって、小さな遺

物の産地推定を行なったときに､判定の信頼限界としている0.1％に達しない確率を示す場合が比較的

多くみられる。 この場合には、原石産地（確率）の欄の確率値に替えて、マハラノビスの距離D2の

値を記した。 この遺物については、記入されたD2の値が原石群の中で最も小さなD2値で、 この値

が小さい程、遺物の元素組成はその原石群の組成と似ていると言えるため、推定確率は低いが、そこ

の原石産地と考えてほ武間違いないと判断されたものである。赤井川および十勝産原石を使用した遺

物の判定は複雑である。 これは青森市戸門、成田地区、浪岡町より産出する黒曜石の組成は赤井川産

原石および十勝三股群に似る組成の戸門第一、成田、浪岡の各群で構成されているために、統計処理

により同定される原石群が戸門原産地と赤井川または十勝産地、 またこれら3ヶ所の原産地に同時に

同定される場合がしばしば見られる。戸門産地の原石が使用されたか否かは、一遺跡で多数の遺物を 237



分析し戸門第1群と第2群に同定される頻度を求め、 これを戸門産地における第1群(50%) と第2

群(50%)の産出頻度と比較し戸門産地の原石である可能性を推定する。今回分析した遣物のなかに

全く戸門第2群に帰属される遺物が見られないことから戸門産地からの原石は使用されなかったと推

測できる。 また浪岡産原石は非常に小さく分析した遺物よりも小さい原石で本遺跡で使用された可能

性は低いと推測された。成田産地の原石、赤井川産原石と十勝産原石を使用した遺物の産地分析では、

これら産地に同定された遺物の帰属確率の差が十分の一～百分の一がほとんどで、遺物の中には、赤

井川、十勝、成田の群の帰属確率の差がほとんどない遺物があり原石産地の特定に苦慮するときがあ

り、 この場合は、客観的な産地分析法により赤井川産、十勝産、成田産と限定したうえで、肉眼観察

により遺物と似た原石が赤井川産地、十勝産地、成田産地のいずれに多かを考慮して原石産地を判定

した遺物も一部ある。さらに、今回分析を行なった遺物30個のなかで、 1cm以上の大きな遺物では原

石群への同定確率は高く、小さい細石刃などの遺物は低くなっている｡特に､遺物の平均厚さが1.5mm

以下の薄い試料では､Mn/Zr､Fe/Zrの比値が大きく分析され、 lmm厚でFe/Zr比は約15%程度大

きく分析される。しかし、 1mm厚あればRb/Zr、Sr/Zr、Y/Zrについては分析誤差範囲で産地分

析結果への影響は小さく、Mn/Zr､Fe/Zrの影響で推定確率は低くなるが原産地の同定は可能と思わ

れる。

キウス7遺跡出土の石鍼5個には赤井川産が3個、十勝産、赤石山産がそれぞれ1個、石錐には十

勝産1個が使用され、つまみ付きナイフ2個には赤井川産と赤石山産が使用され、スクレイパーには、

赤井川産、十勝産と風化層が厚く産地が特定できなかったものの3個で、Rフレイク2個と石核2個

には赤井川産が使用され、 また、 15個の細石刃は肉眼観察で同じ原石から作られ様に石の模様が似て

いる。この細石刃の様に中で分析番号52719番の遺物は薄く産地が特定できなかったが、他の遺物は十

勝産と推測した。

非破壊分析による黒曜石製遺物の水和層測定

分析は黒曜石遺物の表面の微小な部分に顕微鏡を通して光を照射したときに、黒曜石の表面で反射

する光と、水和層と新鮮部の境界面で反射する光りで生じるの干渉波の波長から水和層の厚さを求め

る方法で、完全な非破壊分析である。光りの反射を利用するため、遺物の表面にできた使用痕および

埋土中にできた摩耗傷などが水和層測定の障害になり測定できない場合が多々あり､分析番号52701番

の石鍼の表面は異常に風化し水和層の測定はできず、刃部の光沢部を測定した。一般的に、水和層と

新鮮面との境界面での反射光が非常に弱いため、境界面が明確に発達した部分を探して測定しなけれ

ばならない。従って、傷のない場所を顕微鏡下で探して分析を行うため、試料によっては1個に三時

間以上かかることもある。今回、分析した遺物について3ヶ所以上を分析し、分析値の最大、中間、

最小値を選んで表Ⅵ－2 3に記した。水和層厚さを経過年代に換算するには、千年間で発達する水

和層厚さを示す水和速度("m2/1000年）を求めて行う。 この水和速度は黒曜石の埋土中に受ける温

度によって異なるため、黒曜石が環境から受けた温度を正確に求めなければ、正確な年代の換算はで

きない。 これは、水和層を分析した黒曜石の経過年代を炭素 14法、フィッショントラック法で求め

た絶対年代を基準にして、水和速度("m2/1000年）を求めて行う。今回は、黒曜石遺物が環境から

受けた温度を千歳地方における効果温度を8.5｡Cとしたときの水和速度を十勝三股産1.8、赤井川産

2.1、白滝産l.6 ("m2/1000年） とすると、 7）

例えば、分析番号52728番の細石刃水和層厚さ4.539"mの推定換算年代は、

238



VI 自然科学分析

測定水和層厚("m)×測定水和層厚("m)
推定換算年代（千年)＝

水和速度（〃2／1000年）

11．446 (千年)=4.539×4.539/1.8

となり推定換算年代は11,446年になる。他の遺物についても上記の式で試算できる。
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VI 自然科学分析

表Ⅵ－2－2 キウス7遺跡出土黒曜石製遺物の元素比分析結果

素 比

Y/Zr

0.343

0．261

0．273

0．270

0．339

0．356

0．238

0．322

0．220

0．314

0．336

0．207

0．243

0．241

0．159

0．231

() .351

() .352

0．313

0．292

0．321

0．34(）

0．337

() .311

0．345

() .286

0．341

() .329

0．332

0．355

分析

番号

元

Si/K

0.240

0．375

0．361

0．373

0.394

0．395

0．373

0．346

0．370

0．318

0．365

0.371

0．370

0．346

0．271

0．388

0．401

0．334

0．263

0．369

0．397

0．382

0．403

0．406

0.403

0．411

0．414

0．369

0．354

0．403

Sr/Zr

0.321

0．450

0．522

0．442

0．411

0.457

0．434

0．294

0.425

0.442

0．461

0．493

0．459

0.417

0．454

0．437

0．463

0．457

0.404

0．525

0．416

0.420

0．485

().447

0．5()5

0．456

0．540

0．478

0．405

0．477

Nb/Z1

0.000

0.000

0.000

0.049

0.065

0．000

() .O00

0.047

0.000

0．000

0.000

0.030

0.000

0.000

0.00(）

0.098

() .039

0.043

0.000

0.035

0．035

0．000

0．000

0.034

0．041

0-000

0.086

0．000

0.()42

0000

Al/K

0.019

0.027

0.03()

() .027

0．029

0.030

0.030

0．027

0．027

0.027

0．027

0.026

0．027

0．000

0.024

0．029

0．031

0．026

0.017

0．000

0．031

0.000

0.033

() .031

0．030

0．028

().032

0.000

0.027

0. ()27

Rb/Z]

1．504

0．899

1．120

0．983

1．018

1．085

1.058

1．329

0.937

1．106

1．142

0．954

0.961

0．965

1．114

1．034

1．088

1 ．159

1．067

1.247

1．074

1．065

1.076

1.142

1．155

1．131

1.128

1．049

1．027

1.096

Ca/K

0.099

0．235

0．260

0.272

0．263

0．250

0．259

0.184

0．243

0．135

0．260

0．251

0．248

0．259

0．182

0．271

0．267

0．217

0．148

0.277

0．258

0．273

0．270

0.253

0．249

0．249

0．270

0．266

0.230

0．275

Ti/K

0.033

0.069

0.070

0．071

0.070

0．062

0．073

0．062

0．069

0.056

0．075

0．067

0.073

0.079

0.052

0．075

0．069

0．063

0．043

0．080

0．077

0.074

0．082

0．073

0．070

0.074

0．067

0．074

0．069

0．073

Mn/Z1

0.083

0．085

0.089

0.082

0．052

0.069

0．095

0．084

0.090

0．060

0．079

0.088

0.087

0.081

0．079

0．045

0．086

0．092

0．061

0.068

0．076

0．062

0．047

0．078

0.085

0．082

0．052

0．066

0．073

0. ()59

Fe/Zr

3.098

2.343

2.573

2.260

2．304

2．286

2．307

2.821

2．141

2．230

2．286

2．190

2.430

2．068

2．246

2．395

2．536

2．611

2．513

2．769

2．475

2．593
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2．661
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2．515

2．662
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0.768 0.228 0.077 3.674 1.002 1.320 0.261 0.058 0.016 0.226
Tノー､ 1

1UL
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表VI-2-4 黒曜石原産地分析・年代測定試料

試料No 分類 形態 グリット 遺物No 層位 長さc、 幅c、 厚さcm重量9

石鍼1 4b A281-a V層２ 2.40 1.18 0.24 0.6()

石鍼２ Y74-d V層3a (2.06) lO1 027 0.50
1，

1乙

石鍼３

４

F280-d V層;a (2.98) 1.01 2.80 0802

石嫉 U-74-a V層２ 1 (4．39） 1．13 0．50 2．50

石鍬5 ７ B2-69d V層
~

) .50 1.45 0.55 2.20

石嫉6 ］ B2-72d V層
1反
ユJ ).83 1.47 1.06 4.30

つまみ付ナイフ７ E2-76-c4 V層 (3.40 3．47 1.18 14.9)５

つまみ付ナイフ8 ３ X-71a V層 3.39 3.64 0.78 8.308

スクレイパー9 6 LH30 覆土3層61 4.43 2.81 1.29 148()

10 スクレイパー ５ D2-72-d V層２ 3．26 2_68 0.82 7.00

1] スクレイパー 6 V層X76-a ２ 4_16 2.27 0.97 10.30

Rフレイク12 ｄ

ａ

~~
３

７

７

７

~~
Ｗ

ａ

v層3 4.22 2.65 1.46 14.70

Rフレイク
1つ

_LO v層 2．90 3．40 9．0 9．70]

石核14 床面LH28 236 (1.76 1.72 1.19 2.00)

石核15 X-73c Ⅳ層 (2．43 3．64 1.24 10.6 )1

細石刃16 覆士3層LH-36 (2.33) 0.71 020 0.3088
~

細石刃17 Ⅵ層D273-b (2.44) 9.1 2.0 0407

細石刃18 VIED2-73b (2.47） 0．72 0~ 16 0．20ｺワ
ノム

細石刃1Q
ユJ D273b Ⅵ層 (2.71) 0.65 0.23 0.40

ラワ
イI

細石刃20 D2-73b Ⅵ層 (2.12) 0.82 0.19 0.4079

細石刃21 Ⅵ層D273-b (2.43) 0.92 0.25 0.5086
~

細石刃
りワ
ムム D2-73-b VI層 (2.73) 0.67 0.20 0.40105

~

細石刃d〉･
ムJ v層E2-71-d (2.98) 0.67 0.37 0606

~

細石刃24 VIEE2-72d (3.26) 0.7() 0.22 0.5016

細石刃 撹乱25 E272-d (3.28) 0.64 0.20 0.50
nr1

／,／‘

細石刃
、戸

乙0 Ⅵ層E2-73a １

７

３

１

０

０

６

４

７

５

０

０

⑳

Ｄ

３

５
~~

ワ

Ｊ

○

ム

Ｉ

く

1Q
LJ ０

０

５

２

０

０細石刃27 E273-a VI層63

細石刃28 E2-73c Ⅵ層13 (2.29) 0.62 0.27 0.40

細石刃29 E273-d Ⅵ層 (2.14) 0.86 0.20 0.4014

細石刃 E2-73d3(） Ⅵ層29 (2.97) 0.86 0.20 0.40
~

欠損品は（ ）付きで計測。

248



VI 自然科学分析

3． キウス7遺跡から出土した炭化植物種子について

吉崎昌一・椿坂恭代

1）遣跡と調査の概要

遺跡の名称：キウス7遺跡

遺跡の所在：千歳市中央852-75ほか

調査の機関：財団法人北海道埋蔵文化財センター

調査担当者：財団法人北海道埋蔵文化財センター熊谷仁志、皆川洋一、笠原興

調査期間：平成9年5月6日～10月25日

遺跡の年代：縄文時代早期～続縄文時代

検出遺構：縄文時代早期期後半のコッタロ式土器を伴う住居跡、縄文時代後期初頭の余市式土器を

伴う住居跡、縄文時代後期期後半の柏木川式土器を伴う住居跡、ならびに後期中葉の手

稲式土器を伴う住居跡と土曠、墓と考えられる土壌、縄文時代晩期の土壌墓続縄文時

代後半の焼土。

2）扱った資料

調査者によれば、調査地区はキウス川左岸の段丘を含む緩斜面上に位置する。発掘調査で検出され

た縄文時代早期後半、縄文時代後期初頭、縄文時代後期後半の各時期住居跡からそれぞれに土壌が採

取されている。土壌は、調査班の手でフローテーション処理がなされ、そこから抽出された植物遺体

について第一次選別作業後、資料が送付されてきた。資料は実体顕微鏡を使用して同定と撮影を行っ

た。検出された種子の種類、数量、層準と遺構名、時期についての一覧表として作成しておいた（表

Ⅵ 3－1）。

3）検出された種子

縄文時代早期後半の住居跡の堀込み面と生活面の間から炭化したキハダ属廊ze"ode""7'0"Rupr.の

種子が1粒と、 ミズキ属COγ"〃sL.の種子破片が1片出土している （図版Ⅵ 3-2 ･ 3)。

縄文時代後期初頭の住居跡床付近の覆土1層から、キハダ属P〃g"0"e""""Rupr.の果実が1個出

土した。 （図版Ⅵ－3 1)

縄文時代後期後半の住居跡床面からクルミ属ﾉ"9/α"sL.が破片で1.09出土（図版Ⅵ－3 4a,b)。

その他不明種子が1粒出土しているが資料のダメージが大きく同定できなかった。種子の形態からは

ヒルガオ属C"lyS/ggi"RBrに類似する。

4）若干のコメント

検出された植物種子は、ごく僅かであった。そのどれもが、北海道の縄文時代遺跡に普遍的に見ら

れる種類である。余市式土器を伴った住居からは、種子を内包したままのキハダの果実が炭化して出

土している。 この種類の出土状態も、良く知られるものである。アイヌ民族は、 この実をシケレペと

よび、乾燥して保管、ラタシケプ(rataskep)などの煮物に入れて使用していた。キハダの実が果肉付

きでよく出土する理由として、縄文時代にもアイヌ民族例に見られるのと同様な利用方法があり、竪

穴住居の炉の上の設置された棚などで乾燥させていた可能性が強いと考える。
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1 キハダ属果実 キハダ属種子2

3 ミズキ属 4a クルミ属表面 4b内面

図版VI-3-1 炭化種子

表Ⅵ－3－1 キウス7遺跡出土炭化種子一覧

料

Ｑ

費

Ｎ

壌採取位置

グリッド）

ヤハダ屈果実種子

（佃） （粒）

ズキ属

(片｝

クルミ屈 不明
fhIﾉ上､

雌LLノ

遺構名 ''1,f＃ 位 時 期 半出土器型式

住居跡（LH29） 床面下(3～5cm）］ ヘ2-81-a4 縄文時代早期後半 ．､ソタロ誠1

住居跡（LII 29） 7－R1 1，ワ
砦Uユ 1J＝ 床面下(3～5cm） 縄文時代早期後半I コッタロ式

余市式

I

住居跡（LH34） IIF1周辺 末付近覆土l屑5 縄文時代後期初頭 1

住居跡（LH39） F273d36．7．8 床面 縄文時代後期後半 柏木川式1．00 ’
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ⅥI まとめ

VII ま と め

1．遣構

見つかった遺構の時期は縄文時代早期後半のものを主体に、中期後半、後期前～末葉、晩期末葉な

どである。

a早期

縄文時代早期後半のコッタロ式土器を伴う時期の遺構には竪穴式住居跡9軒、土壌6個所、焼土な

どがある。 さらに、それ以外では同時期の可能性をもつものに土塘11個所もある。 これらはコッタロ

式という一つの土器型式の時間幅の中で所謂「集落」を構成すると考えられる。

この時期の住居跡と考えられるのは、 LH-28･29･30･32．33･35．36･38･42の9軒である。

平面形は円もしくは楕円で規模的には径が約8～9mに達する大型のもの(LH-28．28･30．32)

と径約5～7mに収まる中型のもの(LH-33．35･36･38･42) とがある。深さは推定される掘り

込み面から、約0.4～0.5mが平均的な中でLH 28だけが約0.7mに達しており、時期がやや異なるか

何らかの特殊な機能もしくは位置づけにあった可能性が考えられる。ほとんどのものには床面中央付

近に炉跡と考えられる焼土が位置している。柱穴が最も良好に検出されたのは床面がVⅢ層に達してい

たLH-28である｡VIII層のEn Pに作られた柱穴には土質の異なる腐植土やローム質土などの土壌が

はいっており、床面に配置された柱穴に関しては完全に調査された良好な資料である。他の住居の床

はVⅡ～VIII層の境界辺りに作られており、なおかつ柱穴覆土に明瞭な腐植土が入るものが少なく検出状

況は極めて悪いものであるが、僅かに検出された柱穴の配置から考えて、 これらもLH 28と同様の

柱穴群を有していたものと考えられる。 また、入り口部と考えられる遺構の構造はどの住居跡からも

検出されていない。

9軒の住居跡には特徴的な配置をもつものが見られる。LH-28．38は2軒が「串団子」の様に連

なって作られている。 また、 LH-35･42･30･32･36．33、そして竪穴状の遺構であるLP 93を

含めると、各遺構が間隔の密な馬蹄形に配置されている。当然、新旧の遺構が偶然にこのような配置

を生んだ可能性は否定されるものではない。しかし、遺構内の遺物の出土状況から見て、各遺構にそ

れほどの時期差があるとは考えられず、 また、古い住居を避けて再度竪穴を掘り直す理由や意味は別

の解釈が必要となる。縄文時代早期後半の住居配置には一部が重複して連なっていたり （金子遺跡：

標茶町教育委員会（1976))、複数の住居が接近して立てられていたり （美沢2遺跡：北海道教育委員

会（1978)、美沢3遺跡：北海道埋蔵文化財センター(1988)、川上B遺跡：同(1980, 1982))、環状

に配置されるもの（納内6丁目付近遺跡：同（1989)）などの類例が多く、 これらが全て新旧の住居跡

が重複する現象とするには無理があるように思える。 これらの竪穴住居がほぼ同じ時代のものとした

場合、民族例から考えて、 これら各遺構の配置は独立した核家族によって共有される施設構成の一形

態を表している可能性が高いといえる(図VII-1)。そして、 これら複数の核家族が一定の独立空間を

有しながらもお互いの生活が伺える距離にあるとき、 これらは生活領域を共有する単位集団（血縁的

な世帯共同体、 または血縁的集団、あるいはバンド)を構成するといえるのではないだろうか。 また、

配置されたと考えられる遺構でLH-38･LP 93に関しては床面に炉跡がなことから、 これらが貯

蔵や収蔵といった機能を有する付帯施設であった可能性がある。

次に一部の住居の覆土と遺物出土状況には数次に渡って竪穴を利用したと考えられる痕跡が認めら

れることについて述べる。各竪穴の覆土は大きく見た場合上位にV層の腐植土を主体とするものが堆 251



積しており、下位にはEn-aを主体とするものが床面までを埋めている。遺物は主に厚く堆積する下

位のEn-aを主体とする覆土に含まれている。これらの覆土の観察から考えられる上屋の構造は、屋

根にEn aを主体とする土を盛った「土被覆式」の住居である（渡辺仁1981)。それゆえに、住居を

放棄後屋根が朽ち崩落したEn-aを主体とする大量の盛り土で竪穴内が埋没するのが、推定される

En-aを主体とする覆土形成のプロセスである。En-aを主体とする覆土の層厚が中央部で薄くなる

のは、出入り口が屋根の中央に作られていたのかもしれないが、いずれにせよ断面が中央に向かって

緩やかなスロープを描く堆積状況のものが多く、 この覆土中に含まれる遺物は壁にあったものが、盛

り土の崩落とともに落ちたと考えられるものも多い。調査の段階ではこの覆土中に不明瞭ながら壁状

の立ち上がりが認められ、その形状に沿って遺物が流れ込んでいる例もある。床面の遺物も掘り込み

の面から上のレベルで面をなして出土する場合も見られ、出土する土器から見ても床面に同じI群

b－2類の中でも新旧のものがほぼ同じレベルで出土していることなどから、 これらは一度埋没した

竪穴を再構築した痕跡ではなかろうかと云う疑問が生じる。 このような観点で見るとき、ほぼ掘り込

み面までEn-aを主体とする覆土が堆積するLH 43、LP-93の覆土断面は、他のものと状況が異

なり、場合によっては再構築されずに埋没したとも捉えられ、それを反映したものかV層上面で確認

された掘り上げ土の広がりはLH-43、 LP-93付近では見られない。つまり、 このV層上面で確認

された掘り上げ土の広がりも数次にわたる住居の再構築の結果として捉えられるのだ。

さて、 これらの事象が意味するところは、季節など一定の周期でこの場所に戻ってくる生活（集団

移動） を行っていた可能性があるということだろう。 これに関連すると考えられる遺構・遺物の特徴

~

表VII-1 早期後半住居の出土遺物点数

床 捜土

I群土器|剥片石器礫石器 ［群土器|剥片石器｜ 礫石器 ｜石.,製母

1 LH28 118 0 床の土器が多い｡覆土の土器は新手のものである。２ 6 {） ( ） 1 1

LH－29 2 I未･覆土とも逸物は少ない力:､礫石器に特徴をｲ『す‘2 ］ 8(） ２ ２ (）

覆土にだけ遺物が出土しているが､その'l1でも床に近

い没土2．3雁出Izの苫II合が高い｡再椎築の可能性

がある。

床･覆土とも多数の遺物が柳,土しているが､礫石器が

多く覆土3屑とそれに相当する覆土のものが突出して

いる｡再構築と遺物廃棄の可能性がある。

LH－30］
〆句

0｡0 (） 9( ） 8 (）

LH－321 80 ］ ２ 538 118 ）

覆土から多数の遺物が,'｣j土しているが､礫石器が顕

著であり床に近い覆土3層のものが多く､再構築による

床面があった可能性がある。

LH－33５ 0 235{） (） ２ 》
| ）

過物は床で少なく覆土で多<,'li土している｡床に近い

覆土3層のものが多く､再櫛築の可能性がある｡糸lli',･

石器が多い。

LH356
房
Ｊ
１ 0 51 1 60 8 {1

遺物は床で少なく覆土で多く出土している｡床に近い

覆土3層のものが多く､再構築の可能性がある｡礫石

器が多い。

LH－367 ２ 0(） 81 6 11 0

I
LH38 297 1ワ

1，〕 床で土器l個体が淡れた状態でll'!土している。{｝ 1( ） (）５ (）

床で糸l1片･礫茄器が出土する｡覆土は主に覆土2 ．

1Wから出土している｡紫l1片石器が多い。
９ LH－42 6 21 214 5 5 ハ
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が一つある。各遣構内で復元に耐えうる土器の出土は1個体(LH-38)だけであるが、 これは、廃

絶した住居から使える土器は大方持ち出したと考えるなら当然のことである。しかし、一方で石斧、

たたき石、すり石、台石など礫石器類に関しては思いのほか残存しており、 これらは意図して置いて

いったと考えられるのだ。 この場合更に進めるなら、旬のある植物質の食料の加工を目的とした施設

でその季節以外は他の場所に移動し、その季節になると帰ってきて再び残していった礫石器を使用す

ると云ったことや、狩猟漁猟を主軸に置いた生活と貯蔵可能な植物質の食料を中心にした生活とを時

期的に分けて営んでおり、 これもその時期になると帰ってきて置いてあった礫石器類を再度使用する

といった様なことも考えられる。

早期後半の土曠はLP-81．82｡89･91･93･96．97の6個所である。 この他にその可能性のある

ものがLP-82．85．86･100～107の11個所である。 LP-81･93は所謂「竪穴状遺構」である。 L

P-81は組紐圧痕文の施されるI群b－2類の古手土器が床から出土しており、早期の中では最も古

いと考えられる。 LP 89･91．96｡97は平坦な床面に単独の小ピットをもつ小型竪穴状の土曠であ

る。埋め戻しと考えられるEn a主体の覆土断面には陥没の痕跡が認められ、この覆十卜面からは複

数の個体からなる土器片が出土する。上屋構造を有する作業場とすることもできるが、覆土と遺物の

出土状況から墓的な性格も伺えもする。特にLP-89･91は同じ個体の土器が分けて入れられており、

これらが並んで作られた点を考えても作業場以上の意味を有する可能性が高い。

早期遺構群の南と北にある焼土は、同時期の土器分布と重なる傾向にある。 I群b－2類の土器は

キウス7遺跡全体の中でも極めて限定された範囲でしか出土しておらず、 これらと重複する遺構に関

しても同じ時期の所産である可能性が高い。例えば夏季の居住区であったり作業空域であったり集団

の共有空間であったりしたと考えられる。

LP-86･ 100～107などのⅨ層にまで達する大型の柱穴状ピットに関しては、更に検討を加える余

地が残るものの、住居内では壁際に位置するものもあり、全体的には早期後半の遺構群の分布とほぼ

重なる傾向にあるため、前述の同時期の可能性を持つLH-28･29･30･32･35．38．42などの床面

で検出された土塘も含めてこの時期の遺構群に関る可能性がある。

この各遣構内で見つかるものと類似する大型の柱穴状ピットが、遺構外でどのような出土状況を見

せるかに目的を絞り調査を実施した。特に遺構に隣接した部分を含む範囲のVIII層(En-P)上面までを

重機で除去し大型柱穴状ピットのプラン検出に努めた結果、特に図示した区画で集中して検出された

ものである。調査の方法はプランの記録後、全てに対して、 VⅢ層(En P)を含むⅨ層までの半切を行

い、覆土と周囲の地層の堆積状況を観察した（図VII-2 ･ 3)。

個々に共通する特徴は以下の通りである。検出面のVⅢ層上面でのプランは円形で、深さはIX層にま

で達すると考えられ、上部がやや広がる円筒形ものがほとんどである。壁は堅く締まり、床および壁

の周囲の土層には乱れはない。

覆土は主にEn-a (V11 ･V111層）が主体となる1～3層で充填されており、上位のl層はVII層に相当

するローム質土、次の2層はそのローム質土とEn Pが混じっているもので、 1 ．2層は堅く締まり

のある堆積である。断面の形は上位で幅が広く下位に向かって先細りになるもので、土質から考えて

上位堆積層からの流れ込みと考えられる。 1層の上位には稀にVI層に似た薄い腐植土が入るものもあ

る。最後の3層は弱く赤化した比較的大粒のEn-Pで、これは締まりがなく僅かな力で崩落する様に

掘れる。 また、下位の3層は観察者によって異なった見解があるものの、 うえから崩落したと考えら

れるやや大粒のEn-Pが酸化で変色していることから考えて何らかの状態でIX層まで達していた可

能性は極めて高い｡また､類似の形態と覆土とをもつLH-35HP-2の覆土3層中からは朽ちかかつ254



Ⅷまとめ

た材の痕跡が見つかったことや、いくつかの類似遺構直下のⅨ層上面にマイナスドライバー状の浅い

溝が認められ、 これらはピット内に収まっていた柱によるものの可能性が考えられる。

掘り込み面は覆土中に腐植土の顕著な混入が見られないことから考えてVI～VI1層と推定される。

これらには意図的な配置が伺えるため、何らかの遺構に伴う柱の配列が考えられる。ただし、 この

部分だけで7個所が見つかっており、他も含めるとかなりの数量になる。 また個々の規模から考えて

これらに伴う遺構規模もそれなりに大きなものと推定され、 この場合、それに比定可能なのは早期の

遺構群と遺物である。事実各住居跡の壁際床面やその付近、 もしくは床で検出されるものが多数見ら

れる。しかし、覆土に含まれる腐植土の割合は非常に少なく、想定される遺構の時期は常識的には更

に古い時期を考えなくてはならないが、それらと比定できる遣構・遺物は存在しないように思える。

現状で、意見は大きく分かれる。一つは自然現象によるものとする意見である。En-aが降下する

以前に自生していた立ち木が埋没しそれが朽ちた結果生じた現象であるとするものである。個別に見

た場合、流れ込んだ遺物が見られないこと、柱が朽ちた痕跡（腐植土）が見られないこと、人為的な

匂いが薄いことがなどがあげられる。 また、大きく見た場合、今回と類似の遺構がキウス4遺跡でも

検出されており、それらには早期の遺構・遺物は伴わない。離れた遺跡の間で類似のものが遺構・遺

物を伴わないで見つかる場合、 より広範囲な自然現象の一部とするのは無理のない考え方である。し

かし、 「日本のポンペイ」と呼ばれる鹿児島県指宿市橋牟礼川遺跡で見つかった、古墳時代の火山埋没

の立木は、木の根木になるほど径が広くなり、根のはっていた下位の地層にも、その根がくちた後に

上位の火山灰が落ち込んでいる状況等が調査観察されている注')。そのため、時期がやや異なるが今回

検出された土擴群の断面形に下位が広がるものがほとんど無いことやⅨ層に木根の痕跡が見られない

ことなどには違和感を感じえない。

もう一方の人為的な所産とする意見には、異なる時期の見解がある。検出される位置が早期住居の

壁付近からのものが多いことと、全体的な確認範囲が早期の遺構群のそれとほぼ重なることから縄文

時代早期遣構群の一部とする見解と、各遺構との斬り合いが見られず覆土に腐植土がほとんど混入し

ないことから、それ以前の遺構とする見解である。後者の場合、唯一可能性があるのは旧石器時代と
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図VII-3 大型柱穴状遺構の断面図
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図Ⅷ－4縄文時代中～晩期の遣構配置



なるが、 この時期にこれだけの大きな規模の遺構の存在を肯定するのは一般的には難しいだろう。

以上これらの見解で、現在もっとも妥当と考えられるのは早期の遺構群に伴うという考えである。

ただしこの場合は覆土に腐植土の混入が少ない点と何らかの理由で埋め戻しを行ったことも考慮にい

れた埋没のシステムについてのより妥当な裏付けが必要である。

ここまで調査の結果得られた事項について述べてきたが、今後も類例を待って検討を進める必要が

あろう。個別に見た場合、今回包含層から検出したLP-100～106に関しては一定区域に集中してお

りそれらの位置関係に配列らしきものがかいま見えることから、住居もしくは、囲いなどの構築物、

また、その他に関してはトーテムポール状の構築物の可能性が考えられる。

なお、 LP-105に関してはLH 30の壁に近い位置にあり、 この住居に強く関る可能性がある。

注1）平成10年3月24日現在、鹿児島県指宿市考古博物館「時遊館COCOはしむれ」にて展示中。

b中期（図VⅡ－4）

縄文時代中期後半はLH-39の竪穴式住居一軒が検出されている。遺構の上部をLH 31．37に破

壊された焼失家屋で、上屋を構築していた材の一部が炭化して残っている。床面からは土器、石器な

どとともに土製円盤や矢柄研摩器が出土している。

c後期（図VI－4）

縄文時代後期前葉の遺構は竪穴式住居が5軒と墓と考えられる土壌3箇所が見つかっている。

住居はLH-34･37．40･41･43の5軒である。 LH-34･37．43は竪穴の掘り込みが浅いタイプ

のものでLH-40･41はやや掘りが深く小型であるようだ。 LH-34･37には大型礫を使った石囲い

炉、 LH-43には土器囲い炉が検出されている。 LH-40･41に関しても床から炉跡と考えられる焼

土が見つかっている。

土塘はLP-88．98･99の3箇所である。いずれもLH 37の周辺に位置しており、 LP-98･99

は遺構の上部をLH-31によって失われているが、本来的にはLP 88と同じ規模を有していたもの

と考えられる。覆土は埋め戻し土と考えられ、遺体は残っていないが土壌墓の可能性が高いと考えら

れる。 LP 88･98･99の土壌3箇所はLH-37の下位に重複するLH-39の周囲に位置することに

もなり、 これらの時期はLH-39の縄文時代中期後半になる可能性もある。

縄文時代後期中～末葉の遺構は竪穴住居跡1軒と土壌2箇所が見つかっている｡住居はLH 31で、

大型の平面形と浅いプランを持ち、下位には重複するLH-37･39が位置しておりそれらの遺物がか

なりの数で混入している。土曠はLP-83･94の2箇所である。いずれも円形のプランを有する小型

の土壌で覆土は埋め戻しの可能性が高い。 LP-83はプランに近い掘り込みと同じレベルの包含層中

にIV群b類の浅鉢形土器が一個体出土し、 LP-94は覆土上位からT・U 72グリッドのものと接合

するIV群b類の深鉢形土器が出土している。 これらは規模が小型であるが、覆土と遺物から墓的な性

格を有すと考えられる。

また、後期前～末葉の遺物は埋没しつつある各住居の竪穴の窪みで出土する傾向が認められる。特

に、LH-28はV層上面においても大きく窪んでおり、その内部や周りの包含層からは多数のIV群b･

c類土器が出土していることから、それらの窪みを利用した作業が行われていた可能性がある。

d晩期（図VII 4)

縄文時代晩期末葉の遺構はLP-95が見つかっている。 LH-36の覆土と床を切って掘り込んだ円

形プランを有する大型の土曠で、覆土は埋め戻しが行われ、その上位からは大量の黒曜石フレイク・

チップと長楕円のたたき石が出土している。土塘墓と考えられる。

’
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VⅡ まとめ

eフローテーションの成果（図VII-5、表VII-2)

今回検出された各遺構については、必要性に応じて床などの土壌を対象にしたウォーターセパレー

ションによる資料の抽出を行っている。主眼に置いたのは礫石器の類が多数出土した縄文時代早期後

半の住居群から炭化種子等を見つけだすことである。

住居(LH) ･土塘(LP)の対象となる土壌は、かかる各グリッドの小グリッドを更に四分割した

1m毎のメッシュを基本に取り上げを行った。遺構床面の炉跡を中心にその周辺と床全域に渡って床

～掘り込みの面までの土壌を数回に分けて採取してる（図VII 5)、焼土(LF)は赤化した部分を採

取した。

採取した土壌は容積測定後に数日間乾燥させウォーターセパレーションによる選別を行った。得ら

れた浮遊物と残澄は実体顕微鏡とルーペによる選別作業を経て炭化種子、炭化物、土器片、チップ、

礫などに分けて記録した（表ⅥI 2)。

炭化種子が検出された住居はLH-29(縄文時代早期後半)、 LH-34(縄文時代後期前葉)、 LH-

39 （縄文時代中期後半）の3軒である。なお、得られた炭化種子に関しては札幌国際大学吉崎昌一教

授、北海道大学椿坂恭代女史に鑑定をお願いした（Ⅵ章1節)。

早期の住居からは期待した程の成果が得られなかったと言うのが正直なところである。原因として

は各住居に対して再構築を繰り返している可能性を踏まえた土壌採取を行えなかった点が上げられ

る。 これに関連して、安定した遺物配置が見られるLH-29で幾許かの資料が得られたのは偶然では

無いと考えられる。しかし、以上の成果は縄文時代早期後半の住居群の礫石器類を優位とする遺物出

土状況と炭化種子の検出状況の関連を知る上で一つの事例とできよう。
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表Ⅵ'－2 フローテーション成果資料一覧

採取土壌

容 量

ﾉk洗十壌

谷 量
『 P

壌
量

~
~ｊｌＨ選

容
炭化物のｲｨ無と

採取土壌容量

チップの有無と

採取土壌容量
炭化種1 採取土壌位置 選別資料の位置

キハダ・

ミズキ

炉跡･炉跡周辺
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ｌワ
Ｊ
４
４
弓
ｊ

Ｌ
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） f1r）ヴ『1
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床
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2．遺物

a遺構と包含層の土器（図VII-6)

遺構及び包含層から最も多く出土した早期後半のものを主体に述べる。

V層の早期遺構と包含層から多数出土したI群b 2類（コッタロ式） に相当する土器群は、 この

遺跡の主体となる時期のもので、いくつかの特徴から時期的な差異を内包すると考えられる。時期的

な差異いわばコッタロ式と言う土器の一形式の期間と考えられ、本遺跡の主体をなす早期後半の集落

はこの期間にに営まれたと考えられ、後続すると考えられる中茶路式の成立直前には廃棄されたと推

定できる。

時間幅を示す特徴には、コッタロ式の前段に成立していたとされる東釧路III式的な特徴を持つもの

や後続すると考えられる中茶路式的な特徴を持つものなどが見られ、なおかつその間を埋める様な形

態や特徴の変化が追える点などが上げられる。

今回出土した土器群に見られる東釧路III式的な特徴をまず以下に述べる。

口縁～底部の径が大く懸け離れない器形で、器壁は比較厚手く内面には手づくねの様な指の跡が多

く見られ、口唇断面は角形で口唇の端が外側に向かって張り出す。底部は下端部が張り出すと言える

が、口縁部で広がり底部で窄まる器形に備わる底部下端部の張り出しについては、やや過度に張り出

す傾向が見られ、 これについてはコッタロ式の成立において別系統の影響が存在した痕跡を示す可能

性がある。

器面の貼付帯は、太い粘土紐が疎密に付けられるもので、粘土紐の断面は盛り上がりの大きな蒲鉾

型を呈する傾向がある。文様は太い原体が使われる短縄文、縄線文、組紐圧痕文、縄文などが施され

る。

次に中茶路式的な特徴を以下に述べる。

器形は胴部に膨らみが加わる深鉢形のもので占められており、 これに口縁部や底部が異形を呈すも

の、小型の器形を呈するものなども見られる。

器壁は薄く、口唇部の断面は丸形、先細り形などが多くあり、口縁部は波状や山形突起が付くもの

などが多く、更に断面の傾きが外に広がるもの、内側に向かうものなども見られる。底部は径が比較

的大きく下端部の張り出は弱い。器面の貼付帯は粘土紐も細く比較的密に施される。方向も縦横斜目

に付けられ区画の意匠も強い。文様は細い原体による短縄文、絡条体圧痕文、縄文などが施される。

これらの間を埋める様な形態やその変化が追える過渡期的な点を以下に述べる。

器壁は薄くなり、それにともなって口唇断面が丸形や先細りのものが多くなる傾向にある。底部の張

り出しは弱くなり、器面の貼付帯は細く密に施される傾向が伺え施文原体は次第に細かいものが仕様

される。

次に、 この特徴をふまえて強く関連すると考えられる遺構を上げると、束釧路Ⅲ式的な特徴を示す

土器群と関連するのはLP-81で、 LH-28．30との関連も比較的強い可能性がある。中茶路式的な

特徴を示す土器群と関連すると考えられる遺構は、 LH-29･38．30･32･42、過渡期的な特徴を示

す土器群と関連すると考えられる遺構は、 LH-28･30･32･33･35･36･LP-93である。

これらと、包含層の土器との接合関係を見ると各住居の遺物はその周辺のものと接合する傾向が伺

え、 また同じ土器群の特徴をもつものがその近くに纒まる傾向も見られる。破損した土器などは住居

周辺に廃棄されたと考えて良いだろう。 また、 これらの土器群は過年度の調査でも極めて限定された

区域でのみ確認されており、 「記憶｣を共有する人々により継続的な生活が営まれた可能性が高いと考
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以上のことから、土器の新旧である程度の遺構の新旧関係の傾向をつかむことが可能である。しか

し、複数の土器群が同じ遺構から出土する事象などは、移動や定住的な生活に伴う住居の再構築や再

回帰など当時の社会生活に強く関連すると考えられ、土器の一形式の中での新旧関係や遺構の消長を

押さえた上でより具体的な検討が必要である。

b遺構の石器

縄文時代早期後半（コッタロ式期）

まず、大きな傾向として上げられるのは住居から出土する礫石器類の出現率の高さである。壁に付

近の床やそれに近い覆土から蛇紋岩製の石斧、たたき石、扁平礫を使ったすり石、断面三角形のすり

石、台石などが出土する。 これらはいずれも良く使い込んだ痕跡が見られるもので、出土状況や位置

から考えて愛用のものがそのままの状態で残された印象が強い(LH-29･30｡32･33･36･42)。 こ

の傾向は植物性の食料の摂取率が高かった可能性を示すと考えられる。

剥片石器類は覆土中から出土するものが多く、そのほとんどに破損部が認められる。 これらの出土

状況は土器のそれに似ており、土器と同じく最終的には遺棄もしくは廃棄されたものと考えられる。

機種的には石鍍などポイント類が少ないのも特徴の一つである。ただし、 LH-35･42などは剥片石

器そのものの割合が高くその中にポイント類も含まれている。これは、剥片石器の割合が多いもの(L

H-35･42) と礫石器の割合が高いもの(LH-29･32．33･36) とに別れる傾向と合わせて、核家

族の中に置ける役割の違いやSEXによる居住の区域を表している可能性が考えられる。

また、遺構内で出土する剥片石器と礫石器のちぐはぐな出土傾向は、 この「集落」の持つ役割に関

連する可能性が高い。

石・土製品はLH-32だけで出土している。 LH-32は竪穴内で出土する遺物量が突出して多く、

少なくても一時期周囲の遺構から「ごみ捨て場」的な扱われ方がなされていたとも考えられるが、貴

少品の異形土器や石・土製品の存在はLH-32の位置づけに特別なものが存在した可能性を示してい

ると考えられる。

中期後半（柏木川式期）

LH-39は意図的に焼失された住居と考えられるが、遺物に関しては良好な石器類のセット資料が

得られている。ポイント、スクレイパー、石斧、すり石、矢柄研摩器、土製品はいずれも床で見つかっ

ている。

後期前葉（余市式期）

各遣構内では、ポイント、スクレイパーなど黒曜石製の縦長薄片を素材とした石器が多数出土して

いる。礫石器では砂岩製の砥石が比較的多く出土している。
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c包含層の石器

平成9年度包含層出土の石器総数は3,634点(旧石器時代の遺物を除く）である。内訳は剥片石器(剥

片・砕片含む） 1,961点、礫石器（礫・礫片含む) 1,673点である。剥片・砕片、礫・礫片を除く石器

の合計は557点で剥片石器250点（45％)、礫石器307点(55%)である。

器種別に見ると石鎌が10％、石槍4％、石錐4％、つまみ付ナイフ4％、スクレイパー9％、模形

石器3％、Rフレイク6％、Uフレイク3％、石核2％、石斧．擦り切り残片17％、たたき石9％、

すり石7％、砥石17％、石皿・台石5％である。

【剥片石器群】

剥片石器群の石材には、過年度までのキウス7遺跡のものとほぼ同様で、黒曜石が主に用いられて

おり、全体の約88％を占める。その他には頁岩、片岩、チャート、珪岩等がある。

包含層出土の石鐡は55点である。長身のもの（2類） 2％、柳葉形(3a類）約16%、五角形(3

b類）約4％、三角形凹基(4a類）約11%、三角形平基(4b類）約5%、有茎形(7類）約38%、

細分の困難な破片や未成品（8類）約24％となっている。層位別にみると1I1層出土のものは9点、V

層41点、VI層5点となる。本遺跡の主体となる縄文時代早期後半コッタロ式に伴うものは柳葉形(3

a類） と考えられ、 1I1層1点、V層5点、Ⅵ層3点となっている。有茎形のものはIⅡ層2点、V層18

点、Ⅵ層1点である。いずれも調査区の中央から南側にかけての出土が目立つ。

石槍・両面加工ナイフは破損しているものが多いため、特徴がつかみにくい。出土資料の大半は両

面加工が施され、断面はレンズ状を呈している。明らかに茎をもつもの(1類）は3点、茎が明瞭に

みられないものは5点、破片・未製品等（8類) 16点となっている。

石錐は、剥片の一部に刺突部を作りだしたものが多く、定形的なものは認められない。

つまみ付ナイフは片面周縁加工のもの（3類）が主体で、欠損後も再加工を施したと思われるもの

が認められる。

スクレイパーは比較的出土比率の高い器種で、約18％を占めている。不定形で、素材を大きく変る

ことなく片側側縁または周辺に刃部を作りだしたものが多い。なかでも、縦長剥片の両側縁に刃部を

もつものが比較的多く認められた。

【礫石器群】

礫石器群の主要な石器の出土数は、石斧124点、たたき石88点、すり石57点、砥石118点、石皿・台

石59点である。

石斧の組成は次の通りである。擦り切り技法（1類)14%、部分的に磨かれているもの(2類) 4%、

ほぼ全面が磨かれているもの（3類） 5％、粗割。敲打により整形されるもの（4類） 8％、破片・

未成品等（8類）約69％となっている。 1類の素材には蛇紋岩が用いられている。

たたき石は、棒状礫を素材にしたもの(1類) 17%、偏平礫を素材にしたもの(2類) 22%、円礫

を素材にしたもの（3類） 53％、 くぼみ石と称されるもの（4類） 3％、破片･未成品等（8類） 5％

である。特に3類は1009未満のものが最も多く使われている。また、 4類は主に縦長の偏平な礫を使

用しており、幅広の先端部のより平坦な面に使用痕が集中している。 これらは、手にもって加筆具と

して使用された「ハンマータイプ」のものと考えられる。形態的には握り易く、使い勝手の良いもの

を素材に選んでいると思われる。

すり石は、断面形が三角形状を呈するもの(1類）約23%、偏平礫を素材にしたもの(2類) 32%、

偏平礫を半円状に打ち欠き弦をすったもの（3類） 4％、円礫を素材にしたもの（4類） 33％、破片・

未成品等（8類） 8％となっている。また、すり石にはたたき石と機能が複合するものが比較的多く I266
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認められた。

砥石は出土比率の高い器種であるが、不定形なものが多く、破損の認定が難しい。完形個体を基準
とする記述や計測が徹底できなかった。そのため個体数との間には隔たりがあると思われる。素材は
砂岩が最も多く、次いで安山岩である。板状で機能部がU字状になるものがほとんどである。
台石・石皿も砥石と同様で砂岩と安山岩が多い。破損品も多く、 これらを砥石に転用していると考
えられるものがある。

【旧石器時代の遺物】

（発見の経緯）

平成5年度より実施してきたキウス遺跡群の発掘調査では、旧石器時代の遺物は出土しておらず、
今年度（平成9年度）調査の際に初めて確認された。当初の包含層調査終了後、Ⅲ層（第1黒色土）
からの出土遺物中に彫刻刃形石器と、細石刃の破片が混じっていることがわかり、その出土グリッド
を精査したが、他の遺物はまったく発見されなかった。その後、調査が進行するにつれて、 E2-73
とD2-73グリッドが接するラインを中心としたV層（第2黒色土層)、Ⅵ層(V層とVI1層の漸移層)、
V11層中から旧石器時代の遺物が集中して確認された。 また、縄文時代の竪穴住居跡からも旧石器時代
の遺物が出土した。本来の包含層はVI～V11層（暗褐～黄褐色土層） と思われる。
【石器群の特色】

石器総数は396点。内訳は細石刃71点（18％)、細石刃核4点（1％)、彫刻刀形石器9点（2％)、
打面再生剥片3点(0.8%)､石刃4点(1%)､スポール2点(0.5%)､石槍･両面加工ナイフ1点(0.2%)、
石錐3点（0.8％)、スクレイパー6点（2％)、Uフレイク（使用痕付剥片） 2点(0.5%)、石核1点
(0.2%)、フレイク・チップ（剥片。砕片) 290点(73%)である。

本石器群は、細石刃石器群である。出土層位は、遺構内から出土したものが7点、 111Ig4点、V層
4点、VI～Ⅷ層56点である。出土した細石刃はそのほとんどが頭部、中間部、末端部の破片で完形品
は少ない。比率は、完形品8点(約11％)、頭部39点(約55％)、中間部8点(約11%)、末端部16点(約
23％） となっている。幅の平均値は完形品が0.7cm、頭部0.8cm、中間部0.6cm、末端部0.3cmである。
一部接合を試みたが、接合するには至っていない。

次に細石刃核は、いずれもほぼ片面加工で、細石刃剥離がかなり進行しているものの、断面形は半
円筒形またはD字形に近い形状である。細石刃剥離面はいずれも未調整面側にまわりこむように剥離
が行われている。出土した4点の細石刃核はおおかた峠下形細石刃核の範嶬に属するものと考えられ
る。

彫刻刀形石器は9点出土した。 このうち2点は他器種の可能性もある。出土層位は縄文時代の竪穴
住居跡から1点、 IⅡ層1点、V層4点、VI～V11層3点となっている。主に頁岩の縦長剥片を素材とし
て、左肩に彫刻刀面をもつ。彫刻刀面と右側縁の角度は80｡～120｡でいずれも先端部は急斜度に調整さ
れ、先端が角をなして尖るように仕上げられている。さらに、石器の周縁にも調整が施されている。
本遺跡から見つかった彫刻刀形石器7点は､荒屋型彫刻刀形石器の範嶬に含まれるものと考えられる。
剥片・砕片（フレイク、チップ）の出土資料は約290点を数えた。Ⅵ～Ⅷ層出土のものが284点を占め
る。定形的な石器の主な出土地点は前述したとおり、調査区中央よりやや南西側のD2 ・E2-73付
近を中心として、ほぼ南西～北東方向に広がっていた。剥片。砕片（フレイク・チップ）の出土状況
にもおおかた違いは認められないが、特にD2 72･73、 E2-72･73の4グリッドから238点集中し
て出土している。 （笠原）
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